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一 

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化 

 

添
田 

晴
雄 

 

一
．
は
じ
め
に 

 
 

 

平
成
二
〇
～
二
二
年
度
の
三
年
間
、
わ
れ
わ
れ
は
教
育
風
俗
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
た
研
究
会
を
組
織
し
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

(

Ｂ)

）
の
補
助
を
得
て
、（
課
題
番
号 

20330175

）「
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教
育
文
化
（「
モ
ノ
」「
コ
ト
」）
史
研
究
」
を
進
め

て
き
た
。
教
育
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目
し
な
が
ら
比
較
研
究
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
本
研
究
談
叢
の
創
刊
以
来
の
研
究
枠
組
み
で
あ
り
、
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
研
究
業
績
を
積
ん
で
き
た(

1)

し
か
し
、
表
題
に
あ
る
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
と
い
う
概
念
は
、

既
存
の
も
の
で
は
な
く
、
本
研
究
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
視
点
と
し
て
、
新

た
に
模
索
的
に
設
定
し
た
概
念
で
あ
る
。 

 

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
の
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
」の
概
念
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
分
野
、

国
の
教
育
に
お
け
る
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
つ
い
て
、
比
較
分
析
、
歴
史
分
析
を

行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
持
ち
寄
り
、
改
め
て
「
深
層
構
造
と

し
て
の
教
育
文
化
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、「
深
層
構
造
と
し
て

の
教
育
文
化
」の
概
念
を
検
討
し
て
き
た
。当
初
か
ら
予
想
は
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
作
業
は
、「
文
化
」
と
は
何
か
、「
教
育
」
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
包
括
的

根
本
的
な
問
題
に
も
拡
散
し
、「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
の
概
念
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
章

で
は
、
科
研
補
助
金
期
間
を
終
え
る
節
目
に
あ
た
っ
て
、
現
在
ま
で
の
暫
定
的

な
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
整
理
を
試
み
る
。 

 

二
．
文
化
と
は 

 

「
文
化
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
者
、
社
会

学
者
、
人
類
学
者
な
ど
が
定
義
を
し
議
論
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
古
典

的
な
定
義
と
さ
れ
る
の
が
、
タ
イ
ラ
ー
（Edward Burnett Tylor

）
の
著
書

の
冒
頭
で
な
さ
れ
て
い
る
定
義
で
あ
る
。 

 

文
化
も
し
く
は
文
明
を
、
広
く
文
化
誌
的
意
味
か
ら
解
釈
す
れ
ば
、

知
識
、
信
仰
、
芸
術
、
道
徳
、
法
律
、
慣
行
、
そ
の
他
、
人
が
社
会
の

成
員
と
し
て
身
に
つ
け
た
、
能
力
や
習
性
を
含
み
こ
む
複
合
的
な
総
体

で
あ
る(

2)

。 
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「
能
力
や
習
性
」
が
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、

定
義
の
最
後
が
、「
～
を
含
み
こ
む
複
合
的
な
総
体
」
と
な
っ
て
お
り
、「
能
力

や
習
性
」
以
外
の
要
素
も
暗
黙
に
想
定
さ
れ
て
い
る
定
義
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、そ
の
複
合
的
な
総
体
の
中
身
は
何
か
。『
縮
刷
版 

社
会
学
事
典
』

の
「
文
化
項
目
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

文
化
項
目

culture items 

文
化
を
構
成
す
る
最
小
の
要
素
。
文
化

特
性
（culture traits
）
と
も
言
う
。
物
質
文
化
面
で
は
モ
ノ
や
道

具
、
精
神
文
化
面
で
は
知
識
や
宗
教
、
制
度
的
文
化
で
は
法
や
慣
習
な

ど
。
文
化
体
系
の
分
析
上
の
単
位
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
化
の
発
展
や

伝
播
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
際
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
特
異
な
文
化

項
目
群
（
文
化
複
合
）
の
存
在
に
着
目
し
て
、
文
化
圏
の
設
定
が
お
こ

な
わ
れ
る(

3)

。 

 

物
質
文
化
面
、
精
神
文
化
面
、
制
度
文
化
面
の
三
側
面
に
触
れ
て
い
る
。
後

二
者
は
、
タ
イ
ラ
ー
が
明
示
的
に
定
義
し
た
内
容
に
対
応
し
て
い
る
が
、
新
た

に
、
物
質
文
化
面
か
ら
の
文
化
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
石
川
実
は
、
マ
リ

ノ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
を
分
析
し
て
、「
彼
も
文
化
の
内
容
を
、
お
お
ま
か
に
（
１
）

物
質
財
、（
２
）
慣
習
、（
３
）
観
念
の
三
種
類
に
種
別
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
」

と
し
て
い
る(

4)

。 

 

そ
こ
で
、
タ
イ
ラ
ー
の
定
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
物
質
文
化
面
も
明
示
的
に
言

及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
定
義
を
し
て
み
た
。 

 

文
化
と
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
、
共
有
さ

れ
、
伝
達
さ
れ
る
（
Ａ
）
行
動
様
式
な
い
し
生
活
様
式
、（
Ｂ
）
感
じ
方
、

考
え
方
、
価
値
観
、（
Ｃ
）
有
形
・
無
形
の
成
果
、
の
総
体
で
あ
る
。 

 

定
義
中
の
（
Ａ
）
は
生
活
上
の
必
要
に
も
と
づ
き
反
復
し
て
行
わ
れ
る
行
動

様
式
で
、
サ
ム
ナ
ー
（William Graham Sumner

）
が
フ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
ズ

（folkways

、
習
俗
、
民
習
と
訳
さ
れ
る
）
と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
対
応
し
、

風
習
ほ
ど
任
意
的
で
な
く
法
や
制
度
ほ
ど
の
強
制
力
が
な
い
が
、
一
定
の
集
団

の
人
々
に
よ
っ
て
強
く
支
持
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
人
々
の
価
値
体
系
と
結
び
つ

い
て
い
る
様
式
で
あ
る
。 

 

（
Ｂ
）
は
、
あ
る
集
団
に
共
通
す
る
生
き
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
、
価
値
観
、

行
動
様
式
を
意
味
づ
け
る
文
法
で
あ
り
、
認
知
の
た
め
の
地
図
で
あ
る
。
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
（Émile Durkheim

）
の
集
合
意
識
や
集
合
感
情
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（Max 

Weber

）
の
エ
ー
ト
ス
に
近
い
概
念
で
、
あ
る
社
会
の
精
神
構
造
、
認
知
体
系
、

信
念
体
系
と
言
っ
て
も
よ
い
。 

 

（
Ｃ
）
は
、
文
化
遺
産
、
有
形
・
無
形
文
化
財
と
し
て
保
護
の
対
象
に
も
な

る
も
の
も
含
む
が
、
一
般
的
・
日
常
的
な
人
造
物
や
営
み
を
指
す
。 

 

と
く
に
（
Ａ
）
の
行
動
様
式
や
（
Ｂ
）
の
認
知
体
系
に
顕
著
で
あ
る
が
、
あ

る
文
化
を
担
っ
て
い
る
成
員
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
が
あ
ま
り
に
も
日
常
化
し
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て
お
り
、「
あ
た
り
ま
え
」
過
ぎ
て
、
自
ら
の
文
化
の
特
徴
に
気
づ
か
な
い
こ
と

も
多
い
。 

 

三
．
教
育
文
化
と
は 

 

こ
の
「
文
化
」
の
定
義
を
、
そ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
教
育
文
化
に
当

て
は
め
る
と
、
教
育
文
化
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
、

共
有
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
る
（
Ａ
）
教
育
の
行
動
様
式
な
い
し
実
践
様
式
、（
Ｂ
）

教
育
に
関
す
る
感
じ
方
、
考
え
方
、
価
値
観
、（
Ｃ
）
教
育
に
関
す
る
人
造
物
の

総
体
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
Ａ
）
は
、
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
育
て
方
、
し
つ
け
方
、
ほ
め
方
・
叱
り

方
、
子
育
て
情
報
の
共
有
方
法
、
宮
詣
り
・
七
五
三
・
子
ど
も
の
日
・
ひ
な
祭

り
な
ど
の
子
ど
も
の
年
中
行
事
、
子
ど
も
の
遊
び
、
子
ど
も
も
参
加
す
る
地
域

の
祭
り
、
お
け
い
こ
・
塾
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
学
年
歴
・
学
期
の
区
切
り
、
時
間

割
、
休
み
時
間
、
入
学
式
・
卒
業
式
、
始
業
式
・
終
業
式
、
登
下
校
、
朝
礼
・

終
礼
、
学
級
開
き
、
係
活
動
、
班
活
動
、
授
業
前
後
の
起
立
・
礼
、
典
型
的
な

授
業
展
開
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
の
使
わ
れ
方
、
学
習
や
授
業
に
お
け
る
文
字
・

音
声
言
語
使
用
、
宿
題
、
試
験
、
通
知
簿
、
学
校
に
お
け
る
体
罰
、
学
級
編
成
、

進
級
・
留
年
、
学
級
会
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
学
校
掃
除
、
学
校
給
食
、
運

動
会
、
文
化
祭
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
遠
足
、
修
学
旅
行
、
学
校
健
康
診
断
、

部
活
動
、
児
童
・
生
徒
会
活
動
、
校
歌
、
同
窓
会
、
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
、
宗

教
の
扱
い
、
学
校
の
開
放
制
、
保
護
者
会
、
参
観
日
、
教
員
の
勤
務
時
間
、
授

業
研
究
の
仕
方
、
教
員
研
修
の
仕
方
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
扱
い
方
、
受
験
雑
誌
、

子
ど
も
向
け
雑
誌
・
図
書
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
の
中
で
日
常
的
に
当
然
の
こ
と
と
し
て
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る

教
育
の
「
慣
行
の
束
」(

5)

、
教
育
の
普
遍
的
実
態
・
事
実
が
教
育
文
化
で
あ

る
。
中
に
は
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
あ
る
が
、
そ
の
存
在
意
義

が
当
該
の
社
会
の
成
員
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
仮
に
法

令
等
の
規
定
が
な
く
て
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
存
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
教
育

の
行
動
様
式
は
教
育
文
化
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
。 

 

（
Ａ
）
の
よ
う
な
日
常
的
な
教
育
様
式
と
し
て
の
教
育
文
化
が
、
自
明
の
こ

と
、「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と
と
認
識
さ
れ
る
背
景
を
形
成
し
て
い
る
の
が
（
Ｂ
）

の
価
値
観
と
し
て
の
教
育
文
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
観
、「
よ
い
子
」

像
、
子
育
て
観
、
し
つ
け
観
、
理
想
の
親
像
、
理
想
の
大
人
・
子
ど
も
関
係
像
、

学
校
観
、
学
歴
観
、
保
護
者
が
学
校
に
期
待
す
る
指
導
内
容
、
学
力
観
、
学
習

観
、
理
想
的
な
授
業
像
、
理
想
的
な
授
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
像
、
競
争
に

対
す
る
考
え
方
、
試
験
観
、
集
団
活
動
に
対
す
る
考
え
方
、
協
力
に
関
す
る
価

値
観
、
体
罰
観
、
教
師
観
、
研
修
観
、
理
想
の
先
輩
・
後
輩
関
係
像
、
理
想
の

教
師
・
生
徒
関
係
像
、
愛
校
心
、
学
級
帰
属
意
識
、
学
習
意
欲
、
勤
勉
態
度
、
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
観
な
ど
で
あ
る
。 

 

（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
藩
校
遺
跡
や
明
治
初
期
に
建
設
さ
れ
た
擬
洋
風
の
校

舎
等
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
常
的
に
教
育
活
動
に
使
用
さ
れ
て
き
て

い
る
黒
板
、
実
物
、
標
本
、
模
型
、
地
図
、
掛
図
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｏ
Ｈ
Ｐ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
電
子
黒
板
等
の
情
報
機
器
、
教
科
書
、
運
動
用
具
、

文
具
、
玩
具
、
校
舎
・
校
庭
・
教
室
・
教
室
備
品
お
よ
び
そ
れ
ら
の
空
間
的
配

置
、
制
服
・
服
装
、
こ
ど
も
の
玩
具
、
乳
幼
児
の
服
装
、
な
ど
が
教
育
文
化
の

分
析
対
象
に
含
ま
れ
る
。 

 

四
．
教
育
の
比
較
考
察 

  

前
節
で
試
み
た
教
育
文
化
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、日
常
性
、自
明
性
で
あ
る
。

日
常
的
、
自
明
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
教
育
文
化
と
日
常
的
に
接
し
て
い

る
当
事
者
は
そ
の
教
育
文
化
が
も
つ
特
質
に
気
づ
い
た
り
自
覚
し
た
り
す
る
こ

と
が
、
却
っ
て
困
難
と
な
る
。
教
育
文
化
に
け
る
「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」

(

6)

で
あ
る
。
こ
の
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
を
克
服
す
る
の
に
有
効
な
の
が

比
較
考
察
で
あ
る
。 

 

教
育
の
比
較
考
察
は
、
併
置
比
較(

7)

で
あ
れ
、
関
係
比
較(

8)

で
あ
れ
、

お
お
よ
そ
、
図
１
の
よ
う
な
比
較
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

ま
ず
、左
側
の
Ａ
国
の
教
育
事
象
に
注
目
す
る
と
、そ
の
国
に
は
教
育
哲
学
、 

                   

図１ 教育の比較考察モデル 
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教
育
思
想
、
教
育
理
念
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
家
レ
ベ
ル
で
教
育
政
策

が
審
議
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
答
申
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
教
育
は
こ
う
あ

る
べ
き
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
、
望
ま
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（desired 

curriculum

）
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
教
育
関
連
法
令
が
改
正
・

整
備
さ
れ
、
具
体
的
な
教
育
施
策
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
学
校
や

学
級
の
い
わ
ゆ
る
教
育
現
場
で
は
、
実
際
に
教
育
実
践
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
学
ぶ
。
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
際
の
場
面
に
適
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
（implemented curriculum
）。
そ
の
結
果
と
し
て
知
識
・
技
能
・

態
度
な
ど
の
学
力
が
子
ど
も
の
身
に
つ
き
子
ど
も
は
成
長
す
る
。
そ
し
て
、
何

が
修
得
さ
れ
た
か
と
い
う
結
果
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（acquired 

curriculum

）
が
議
論
さ
れ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
哲
学
・
思
想
・
理
念
か
ら
学
び
の
結
果
へ
と
一
方
通
行
的
に
影

響
が
及
ぶ
と
は
限
ら
な
い
。
教
育
実
践
の
現
実
が
国
家
レ
ベ
ル
の
教
育
の
審
議

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
り
、
子
ど
も
の
学
び
の
現
実
か
ら
教
育
思
想
や
教

育
理
念
が
論
じ
ら
れ
た
り
す
る
。 

 

図
１
の
右
側
に
は
、右
記
に
対
応
し
た
Ｂ
国
の
教
育
事
象
が
配
置
し
て
あ
る
。

教
育
の
比
較
分
析
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
事
象
を
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
Ａ
国
の
学
級
で
の
教
育
実
践
と
Ｂ
国
の
学
級
で
の
教
育
実
践
の
比

較
、
あ
る
い
は
、
Ａ
国
の
答
申
と
Ｂ
国
の
答
申
の
比
較
で
あ
る
。
Ａ
国
の
理
想

が
表
現
さ
れ
て
い
る
答
申
と
Ｂ
国
の
現
実
の
教
育
実
践
を
比
較
す
る
こ
と
は
ア

ン
フ
ェ
ア
で
あ
る
。 

 

対
応
す
る
事
象
同
士
を
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
国
レ
ベ
ル
で

提
示
さ
れ
た
答
申
が
、
い
か
に
教
育
現
場
に
反
映
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
学

び
の
実
態
が
い
か
に
教
育
施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
関
係

性
の
観
点
で
の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。 

 

比
較
分
析
で
は
、
ま
ず
、
二
国
の
対
応
す
る
教
育
事
象
な
い
し
は
教
育
事
象

関
係
を
記
述
し
、
そ
れ
ら
の
ど
こ
が
類
似
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
ど
こ
が
相

違
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
次
に
、
な
ぜ
そ
れ
が
違
う
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ら

が
同
じ
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
教
育
事
象
を
別
の
教
育
事
象
で
説

明
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
教
育
事
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背
景
な
り
文
脈
な
り
を
加
味
し
た
包
括
的
全
体

的
な
考
察
を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
た
と
え
ば
、
学
校
給
食
の
有
無
だ
け
を
問
え
ば
、
日
本
で
も
ア
メ
リ

カ
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
学
校
給
食

が
、
教
育
の
一
貫
と
し
て
、
さ
ら
に
は
望
ま
し
い
集
団
形
成
の
指
導
の
一
貫
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
福
祉
的
文
脈
で
栄
養
補
給

が
主
な
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
の

子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学
す
る
際
に
祖
父
母
等
が
買
い
与
え
る
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
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ン
ド
セ
ル
と
、
お
菓
子
や
文
房
具
が
入
っ
た
袋
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ー
ル
・

チ
ュ
ー
テ
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
品
物
で
あ
る
が
、
そ
の
果
た
す
機
能
や
象
徴

的
な
意
味
合
い
は
日
独
共
通
し
て
い
る
。 

 

給
食
の
比
較
の
よ
う
に
、
表
面
的
な
類
似
点
と
相
違
点
の
考
察
を
さ
ら
に
深

め
て
、
事
象
と
し
て
は
外
面
上
類
似
し
て
い
る
が
、
二
国
に
お
い
て
文
脈
的
な

意
味
や
理
由
が
違
っ
て
い
る
こ
と
、
逆
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
と
シ
ュ
ー
ル
・
チ
ュ

ー
テ
の
比
較
の
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
相
違
し
て
い
る
が
、
文
脈
的
な
意
味
や

理
由
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合

で
も
、
類
似
の
理
由
、
相
違
の
理
由
、
類
似
の
中
に
相
違
が
見
出
さ
れ
る
理
由
、

相
違
の
中
に
類
似
が
見
出
さ
れ
る
理
由
を
考
察
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背
景
な
り
文
脈
か
ら
の
分
析
が
必
須
で
あ
る
。 

 

五
．
深
層
構
造 

 

こ
の
よ
う
に
、教
育
の
比
較
分
析
を
行
う
際
に
、わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
で
は
、

教
育
の
現
象
を
、
い
っ
た
ん
「
表
層
構
造
」
と
「
深
層
構
造
」
と
に
分
類
し
た
。

「
表
層
構
造
」
に
は
、
教
育
思
想
や
教
育
制
度
、
学
力
調
査
等
の
文
献
に
残
り

や
す
い
事
象
が
含
め
ら
れ
る
。
比
較
教
育
学
の
研
究
対
象
と
し
て
一
般
的
に
議

論
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
本
研
究
会
で
は
、
教
育
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
素
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
日
常
的
な
教
育
慣
行
や
実
態

に
迫
る
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
の
う
ち
、

比
較
的
把
握
し
や
す
い
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
も
「
表
層
構
造
」
に
含
ま
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
慣
行
や
実
態
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、

そ
れ
ゆ
え
、
慣
行
や
実
態
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
を
、「
深
層
構

造
」
と
定
義
し
た
。 

 

教
育
文
化
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
よ
り
観
察
し
や
す
い
教
育
文
化
は
「
表
層

構
造
」
の
教
育
文
化
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
直
接
的
に

は
観
察
し
に
く
い
教
育
文
化
は
「
深
層
構
造
」
に
お
け
る
教
育
文
化
と
み
な
さ

れ
る
。
深
層
構
造
の
教
育
文
化
の
さ
ら
に
基
底
に
は
、
よ
り
深
い
層
に
あ
る
教

育
文
化
や
教
育
に
深
く
関
連
し
て
い
る
一
般
的
な
文
化
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の

深
部
に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
よ
り
広
義
の
文
化
が
存
在
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。 

 

「
深
層
構
造
」
と
い
う
概
念
は
、
も
と
も
と
、
言
語
学
者
の
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

（Noam Chomsky)

がAspects of the theory of syntax,  M.I.T. Press, 

1965

（
安
井
稔
訳
『
文
法
理
論
の
諸
相
』
研
究
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
中
で
変

形
生
成
文
法
の
説
明
を
す
る
際
に
用
い
た
概
念
で
あ
る
。
当
時
、
チ
ョ
ム
ス
キ

ー
は
、
意
味
解
釈
を
決
定
す
る
「
深
層
構
造
」（deep structure

）
と
音
声
解

釈
を
決
定
す
る
「
表
層
構
造
」（surface structure

）
と
を
設
定
し
、
深
層

構
造
に
「
受
動
化
変
形
」
な
ど
の
変
形
規
則
に
基
づ
い
て
形
式
的
操
作
が
繰
り
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返
し
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
層
構
造
が
生
成
さ
れ
、
そ
れ
が
音
声
へ
の
出

力
と
な
る
と
説
明
し
、
そ
の
論
証
を
試
み
た
。
そ
の
後
、
言
語
学
者
の
間
で
は
、

生
成
過
程
で
適
用
さ
れ
る
変
形
規
則
の
特
定
に
関
す
る
議
論
や
深
層
構
造
の
み

が
意
味
解
釈
を
決
定
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
論
争
が
展
開
さ
れ
た
が
、
本
研

究
会
で
は
、「
深
層
構
造
」「
表
層
構
造
」
と
い
う
表
現
を
教
育
文
化
研
究
に
借

用
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
教
育
文
化
の
解
明
に
お
い
て
「
深
層
構
造
」

「
表
層
構
造
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
改
め
て
概
念
の
吟
味

が
必
要
で
あ
る
。 

 

ま
ず
「
深
層
」「
表
層
」
と
い
う
対
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
深
層
」
と
は
、

教
育
文
化
な
ど
が
、よ
り
、
、
深
い
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
、「
表
層
」

と
は
、
そ
れ
ら
が
、
よ
り
、
、
表
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
観
測
や
把
握
が
よ
り
し
や
す
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
相
対

的
な
呼
称
で
あ
り
、「
深
層
」
と
「
表
層
」
の
境
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
あ
る
「
表
層
構
造
」
か
ら
相
対
的
に
「
深
層
構
造
」
と
み
な
さ
れ

た
も
の
で
も
、
そ
れ
が
よ
り
範
囲
の
広
い
視
野
か
ら
捉
え
な
お
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
が
、
他
の
よ
り
深
部
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
相
対
的
に
「
表
層
構
造
」
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。 

 

次
に
、「
深
層
構
造
」
の
中
の
「
構
造
」
と
い
う
概
念
も
補
足
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
深
層
「
構
造
」
と
し
た
の
は
、
言
語
の
構
文
（sentence 

structure

）
も
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
会
が
教
育

文
化
の
分
析
に
「
構
造
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
際
に
は
、
言
語
の
「
構
文
」

の
よ
う
な
も
の
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
抽
象
的
な
概
念
を

想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
構
造
主
義
の
「
構
造
」
概
念
に
近
い
。 

 

社
会
人
類
学
者
の
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
（Claude Lévi-Strauss

）
は
婚

姻
体
系
の
中
に
「
交
換
」
の
構
造
を
見
出
し
、
文
化
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
既

定
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
「
構
造
」
は
、
当
事
者
で
さ
え
、
否
、
当
事

者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
は
な
い
が
、
現
実
と
し
て
、

人
々
の
思
考
や
行
動
様
式
は
こ
の
構
造
の
支
配
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

目
に
見
え
な
い
、
隠
れ
た
論
理
を
発
見
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
普
遍
的
な
事

象
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
構
造
主
義
で
あ
る
。 

 

教
育
文
化
研
究
に
お
け
る
「
深
層
構
造
」
概
念
で
は
、
こ
の
構
造
主
義
の
「
構

造
」
概
念
、
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
当
事
者
の
教
育
観

や
教
育
慣
行
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
な「
構
造
」に
着
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

表
層
構
造
や
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
時
間
軸
に
配
置
し
て
展
開
さ

せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
層
に
あ
る
教
育
思
想
、
教

育
制
度
、
そ
し
て
、
表
層
に
あ
る
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
は
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年

に
か
け
て
は
、
子
ど
も
観
や
教
育
を
受
け
る
権
利
・
義
務
の
考
え
方
、
学
校
制
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度
、
教
授
方
法
は
大
き
く
変
化
を
と
げ
た
が
、
こ
の
変
化
は
そ
の
後
ど
ん
ど
ん

加
速
し
、
現
在
も
な
お
急
激
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
同

様
で
、
黒
板
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
電
子
黒
板
に
な
り
、
石
盤
の
代
わ
り
に
ノ

ー
ト
が
使
わ
れ
、
現
在
で
は
、
生
徒
の
学
習
用
ス
レ
ー
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も

登
場
し
て
き
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
表
面
上
は
ど
ん
な
に
激
し
く
変
化
し
て
い
て
も
、
根
本
的
な
教
育

観
や
学
習
観
、
教
育
慣
行
の
指
向
性
に
着
目
す
る
と
、
実
は
、
五
〇
年
前
、
一

〇
〇
年
前
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
当
事
者
は
目
の
前
の
変

化
に
と
ら
わ
れ
て
新
し
い
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
よ
う
思
い
こ
ん
で
い
る
が
、

実
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
五
〇
年
前
、
一
〇
〇
年
前
と
変
わ
ら
な
い
考
え
方
や

行
動
の
し
か
た
を
し
て
い
る
。
表
層
の
著
し
い
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
代
を

越
え
て
人
々
の
教
育
活
動
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
も
の
が
深
層
構
造
と
し

て
の
教
育
文
化
で
あ
る
。 

 

図
２
は
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
時
間
軸
的
展
開
を
図
式
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
時
点
と
現
在
の
時
点
に
お
け
る
「
モ
ノ
」

「
コ
ト
」
を
分
析
す
れ
ば
、
時
代
と
と
も
に
表
面
的
に
著
し
く
変
化
し
て
い
く

教
育
文
化
と
、
時
代
を
越
え
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
深
層
構
造
に
あ
る
教

育
文
化
を
特
定
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
た
と
え
ば
二
国
お
け
る
比
較
分
析

を
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
特
徴
的
な
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を 

                   

図２ 深層構造としての教育文化 時間軸的展開 
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解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
特
質
が
把
握
で

き
れ
ば
、
今
後
新
し
い
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
教
育
方
法
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
際
に
、
そ
れ
が
そ
の
国
の
深
層
構
造
に
あ
る
教
育
文
化
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
予
め
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
新
し
い
技
術
の
導
入
の
度
に
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
て
き
た
同
じ
失
敗
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
時
代
変
遷
に
よ
っ
て
も
変

化
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
も
の
、
つ
ま
り
、
静
的
・
固

定
的
な
も
の
で
あ
る
と
前
提
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
、
時
間
軸
の
範
囲
を

二
〇
〇
年
、
五
〇
〇
年
に
拡
大
し
て
鳥
瞰
す
れ
ば
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
も
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
変
化
し
て
い
る
と
も
見
做
せ
る
。
そ
れ
は
、
あ

た
か
も
、
海
の
水
が
表
面
で
は
速
度
の
速
い
潮
流
と
な
っ
て
観
測
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
深
層
の
海
水
は
ゆ
っ
く
り
と
海
底
を
動
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
海
底
の
深
層
海
水
の
動
き
が
表
層
の
海
水
の
動
き
に
景
況
し
て
い
る
こ
と

に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

図
２
で
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
二
〇
〇
年
間
の
変
化
に
着
目
す
れ

ば
、
深
層
構
造
に
あ
る
教
育
文
化
と
い
え
ど
も
、
緩
や
か
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
緩
慢
な
変
化
も
考
察
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
変
化
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
現
在
か
ら
将

来
に
向
け
て
の
傾
向
が
予
測
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

図
２
で
は
、
表
層
構
造
の
直
下
に
あ
る
深
層
構
造
の
さ
ら
に
下
に
、
も
う
ひ

と
つ
別
の
深
層
構
造
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
最
深
の
深
層
構
造
は
五
〇
〇
年

単
位
で
見
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
不
変
の
教
育
文
化
で
あ
る
。 

 

な
お
、
歴
史
学
の
「
長
期
持
続
」
と
深
層
構
造
の
時
間
軸
的
展
開
と
は
類
似

点
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
す
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
、
国
が
違
え
ば
、
そ
の
国
に
固
有
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
深
層
構
造
の
不
変

性
・
普
遍
性
を
空
間
軸
的
に
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
が
図
３
で

あ
る
。 

 

表
面
的
に
比
較
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
日
本
と
韓
国
と
で
は
相
違
点
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
表
面
上
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
と
仮
定
し
て
、
両
国
の

教
育
文
化
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
「
深
層
構
造
」
を
探
求
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
複
数
文
化
に
共
通
の
深
層
構
造
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
れ
は
、文
明
圏
レ
ベ
ル
の
国
々
の
共
通
項
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に
文
明
圏
レ
ベ
ル
の
比
較
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

人
類
普
遍
の
深
層
構
造
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
図
３
の
最
下
部

に
あ
る
深
層
構
造
）。 

 

英
語
や
韓
国
語
は
表
面
上
、
ま
っ
た
く
違
う
言
語
で
あ
る
が
、
チ
ョ
ム
ス
キ

ー
は
、
深
層
構
造
に
お
い
て
は
、
両
言
語
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
言
語
が
存
在 
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し
、
そ
れ
が
表
層
に
展
開
さ
れ
る
過
程
で
、
言
語
固
有
の
展
開
規
則
が
適
用
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
表
層
に
お
い
て
著
し
い
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。
図
３
で
は
、
人
類
に
普
遍
的
な
教
育
文
化
の
存
在
が
、
最
下
部
の
深

層
構
造
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
仮
定
と
類
似

し
て
い
る
。 

  

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、
こ
の
よ
う
に
時
間
軸
的
に
も
、
空
間
軸

的
に
も
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
、
深
層
の
深
度
の
採
り
方
に

よ
っ
て
は
、
時
間
的
に
不
変
な
構
造
、
あ
る
い
は
、
空
間
的
に
普
遍
的
な
構
造

を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
学
問
追
究
の
目
標
と
し
て
は
魅
力
的
で
あ

る
が
、
一
方
で
、
そ
の
究
明
に
は
膨
大
な
資
料
と
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、こ
の
よ
う
な
不
変
・
普
遍
の
深
層
構
造
の
存
在
可
能
性
を
想
定
し
つ
つ
も
、

当
面
は
比
較
的
考
察
が
容
易
な
深
層
構
造
の
解
明
か
ら
始
め
る
こ
と
が
現
実
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
観
察
が
容
易
な
表
層
構
造
に
比
べ

て
少
し
だ
け
深
部
に
あ
る
深
層
構
造
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
五

〇
年
未
満
と
い
っ
た
比
較
的
短
期
間
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
深
層
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
〇
〇
年
以
上
の
比
較
的
長

期
間
に
お
い
て
は
緩
や
か
に
変
化
し
て
い
る
深
層
構
造
で
も
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
は
、
比
較
す
る
国
（
地
域
）
ご
と
に
固
有
の
深
層
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。   

図３ 深層構造としての教育文化 空間軸的展開 
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六
．
長
期
持
続 

 

図
２
の
時
間
的
展
開
で
と
ら
え
る
深
層
構
造
の
概
念
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ル

（Fernand Braudel

）
の
「
長
期
持
続
（la longue duré e

）」
に
似
て
い
る
。 

 

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、
歴
史
的
事
象
の
時
間
性
に
注
目
し
、
そ
れ
を
「
短
期
持
続
」

「
中
期
持
続
」「
長
期
持
続
」
の
三
つ
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
、「
短
期
持
続
」

と
は
、
一
回
か
ぎ
り
の
歴
史
的
事
実
す
な
わ
ち
「
事
件
」
で
あ
り
、「
中
期
持
続
」

と
は
、
時
々
刻
々
動
き
な
が
ら
も
一
定
の
周
期
を
示
す
「
複
合
状
況
」
で
あ
り
、

「
長
期
持
続
」
と
は
、
事
件
や
複
合
状
況
の
深
部
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
動
か

な
い
「
構
造
」
で
あ
る
と
し
た(

9)

。 

 

図
２
の
深
層
構
造
と
の
類
似
点
は
、
ま
ず
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
が
歴
史
的
事
象
を

短
期
的
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
「
短
期
持
続
」
に
属
す
る
「
事
件
」
と
、

「
容
易
に
変
化
せ
ず
、
時
間
に
よ
っ
て
す
り
減
ら
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
、
非

常
に
長
い
間
、
時
間
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
く
現
実
」(

10)

と
に
相
対
的
に
区

別
し
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
自
身
は
、
使
い
方
が
曖
昧
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
も

の
の
、「
無
意
識
、
日
常
性
、
構
造
、
深
層
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
『
物
質
文

明
・
経
済
・
資
本
主
義
、
一
五
―
一
八
世
紀
』
の
第
一
巻
「
日
常
性
の
構
造
」

で
使
っ
て
い
る(

11)

点
も
、
深
層
構
造
の
概
念
と
似
て
い
る
。
彼
は
、「
習
慣

（l'habitude

）」、「
慣
習
的
行
動
（la routine

）」(

12)

と
い
う
表
現
も
使

っ
て
お
り
、「
日
常
性
、生
活
の
中
で
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
操
ら
れ
て
い
る
の
に
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
知
る
こ
と
す
ら
な
い
も
の
。
わ
れ
わ
れ
の
は
っ
き
り
と
し

た
意
識
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
。
人
間
は
腰
の
上
ま
で
日
常
性
の
中
に
浸
か
っ

て
い
る
の
だ
と
私
は
思
う
」(

13)

と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
ら
「
構
造
主
義
」

に
お
け
る
「
構
造
」
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
る
旨
も
述
べ
て
お
り(

14)

、
際

限
な
く
究
極
的
な
法
則
性
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

そ
の
か
わ
り
、
慣
習
的
行
動
を
規
定
す
る
構
造
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
も
、「
長

期
持
続
」「
中
期
持
続
」「
短
期
持
続
」
す
べ
て
の
層
の
歴
史
を
分
析
し
て
い
る
。

『
地
中
海
』
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
間
的
に
不
変
で
空
間
的
に
普

遍
で
あ
る
深
層
構
造
を
際
限
な
く
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
表
層

に
近
い
位
置
に
あ
る
深
層
構
造
に
着
目
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
会
の
立
場
と
も

共
通
す
る
。 

 

一
方
、
深
層
構
造
と
長
期
持
続
と
の
相
違
点
と
し
て
、
発
想
の
始
点
の
違
い

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
歴
史
研
究
者
で
あ
り
、
歴
史
は
時

間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
長
期
持
続
」
も
最
初

か
ら
変
化
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、「
長
期

持
続
」
で
は
、
そ
の
変
化
が
「
短
期
持
続
」
に
比
べ
て
緩
慢
で
あ
る
と
い
う
捉

え
方
を
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
れ
わ
れ
の
深
層
構
造
の
概
念
で
は
、
い
っ
た
ん
、
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深
層
構
造
は
止
ま
っ
て
い
る
と
捉
え
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
長
期
的
に
鳥
瞰

す
れ
ば
深
層
構
造
も
緩
や
か
に
変
化
し
う
る
と
考
え
る
。
結
果
と
し
て
は
、
ブ

ロ
ー
デ
ル
の
「
長
期
持
続
」
も
深
層
構
造
も
同
じ
よ
う
な
緩
慢
な
変
化
を
指
す

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
始
点
に
お
け
る
発
想
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点

が
違
っ
て
い
る
。 

 

七
．
深
層
構
造
の
概
念
を
用
い
た
考
察 

 

本
節
で
は
、
主
に
ふ
た
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
の
概
念
を
使
っ
た
考
察
の
可
能
性
を
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
ひ
と
つ
め
は
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
に
、
教
育
・
学
習
場

面
に
お
け
る
、
音
声
言
語
と
文
字
言
語
の
果
た
す
役
割
を
と
り
あ
げ
た
例
で
あ

る
。 

 

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
筆
記
具
等
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目
し
、(ⅰ

)

江
戸

時
代
は
、
教
育
内
容
も
教
育
方
法
も
文
字
を
書
い
て
学
ぶ
教
育
文
化
で
あ
っ
た

こ
と
、(ⅱ

)

西
洋
で
は
音
声
中
心
の
教
育
方
法
が
発
達
し
た
こ
と
、(ⅲ

)

日
本

は
明
治
初
期
に
音
声
中
心
の
教
育
方
法
を
導
入
し
て
、 

一
時
期
、
文
字
に
よ
る

学
習
文
化
が
断
絶
し
た
こ
と
、(ⅳ

)

石
盤
の
日
本
的
な
利
用
に
よ
り
文
字
に
よ

る
学
習
文
化
が
復
活
し
た
こ
と
、(ⅴ

)

明
治
三
〇
年
代
に
紙
の
価
格
が
安
く
な

り
子
ど
も
用
の
帳
面
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
に
よ
る
学
習
文
化
が
継

続
し
た
こ
と
、(ⅵ

)

試
験
制
度
か
ら
見
た
比
較
考
察
で
も
筆
記
試
験
と
い
う
文

字
に
よ
る
文
化
が
根
強
い
こ
と
、(ⅶ

)

現
在
の
日
米
の
中
学
校
の
数
学
の
授
業

に
お
い
て
、
教
師
や
生
徒
の
黒
板
の
使
用
頻
度
が
日
本
の
授
業
で
は
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
約
二
倍
で
あ
る
こ
と
、(ⅷ

)

大
学
の
初
修
外
国
語
の
授
業
で
も
日
本

で
は
文
字
に
よ
る
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た(

15)

。
筆
者
は
さ
ら
に
、
一
見
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え
る
上
記
の(ⅰ

)

～

(ⅷ
)

の
教
育
実
態
を
表
層
構
造
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
の
整
合
性
を
説
明
す
る

た
め
に
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
文
字
と
音
声
の
視
点
か
ら
分
析
し

た(

16)

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
語
は
、
英
語
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
は
も
と

よ
り
、
中
国
語
や
韓
国
語
に
比
較
し
て
も
文
字
依
存
性
が
非
常
に
強
く
、
音
声

だ
け
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
立
し
に
く
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
江
戸
時
代
の
学
習
方
法
と
学
習
内
容
が
書
い
て
学
ぶ
こ
と
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
、
音
声
言
語
に
依
存
す
る
西
洋
流
の
教
育
方
法
が
明
治
初
期
に
移
入

さ
れ
て
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
石
盤
と
い
う
道
具
が
日
本
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
い
て
学
ぶ
文
化
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
、
現

在
に
お
い
て
も
板
書
な
ど
で
日
本
の
授
業
で
は
よ
り
多
く
の
文
字
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
表
層
構
造
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

最
近
、
国
語
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
文
字
を
解
さ

な
い
音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
フ
リ
ッ
プ
等
で

文
字
を
併
用
し
な
が
ら
音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
練
習
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
の
展
望
が
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
本
号
に
所
収
の
「
韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
―

現
状
と
そ
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
―
」（
第
四
章
、
出
羽
孝
行
）
を
取
り
上
げ

る
。 

 

出
羽
に
よ
る
と
、
韓
国
で
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
教
育
の
一
環
と
し
て
学

校
掃
除
を
児
童
生
徒
に
行
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
違
っ
て
、
韓
国
で

は
、
全
員
が
掃
除
を
す
る
の
で
は
な
く
、
給
食
当
番
等
の
他
の
役
割
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
掃
除
当
番
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
掃
除
の
役
割

分
担
が
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
何
に
取
り
組
む
か
が
明
確
に

決
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。 

 

一
方
、
日
本
で
は
、
学
校
掃
除
は
、
特
別
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
特
別
活
動
の
目
標
が
、
学
習
指
導
要
領
で
、「
望
ま
し
い
集
団
活
動

を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集
団
の
一

員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な

態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
、
自
己

を
生
か
す
能
力
を
養
う
。」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
校
掃
除
も
、「
望

ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
」、「
集
団
の
一
員
」
と
し
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
日
本
固
有
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、「
望
ま
し
い
集
団

活
動
を
通
し
て
」、「
集
団
の
一
員
」
と
し
て
行
う
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動

と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
す
る
韓
国
固
有

の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、
協
調
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
、
個
人

個
人
が
自
立
的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

な
お
、
こ
こ
で
は
論
証
を
省
略
す
る
が
、
学
校
教
育
が
担
う
べ
き
守
備
範
囲

と
し
て
、
単
な
る
教
科
学
習
に
留
ま
ら
ず
、
道
徳
、
生
活
指
導
、
健
康
管
理
、

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
の
深
層
構

造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
し
て
挙
げ
て
よ
い
。 

 

こ
れ
ら
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
が
、
日
韓
で
掃
除
の
分
担
の
さ
せ

方
に
違
い
（
表
層
構
造
）
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
羽
も
引

用
し
た
佐
藤
秀
夫
の
説
も
説
明
で
き
る
。
佐
藤
秀
夫
は
、
子
ど
も
に
学
校
の
掃

除
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
教
育
的
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
清
掃
作
業
員

を
雇
用
す
る
だ
け
の
経
済
的
条
件
が
整
え
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
子
ど
も
に
清
掃
を
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
そ
し
て
、
後
付
け
的

に
教
育
的
理
由
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
た
と
し
て
い
る(

17)

。
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佐
藤
の
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
仮
に
正
し
い
と

し
た
場
合
、な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
正
当
化
が
成
立
し
え
た
か
を
説
明
す
る
の
が
、

前
述
の
深
層
構
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
で
行
う
こ
と
に
価
値
が
置
か
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
教
科
以
外
の
活
動
も
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
見
な
さ

れ
や
す
い
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
集
団
と
個
に
か
か
わ
る
日
韓

の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
差
異
は
、
同
じ
く
出
羽
が
本
誌
第
一
一
号

で
論
じ
た
韓
国
の
学
校
給
食
の
様
子
に
も
当
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の

給
食
で
は
、
食
べ
始
め
る
前
に
日
直
が
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
号
令
を
か
け
て

か
ら
全
員
が
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
っ
て
一
斉
に
食
べ
始
め
る
。
最
後
の
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
出
羽
に
よ
る
と
、
韓
国
で
は
、

個
々
の
子
ど
も
の
机
に
食
事
が
準
備
さ
れ
し
だ
い
、
順
次
、
個
々
に
食
事
を
始

め
、
食
べ
終
わ
れ
ば
、
個
々
に
片
づ
け
る
、
つ
ま
り
、
一
斉
に
食
べ
始
め
た
り

一
斉
に
片
づ
け
を
始
め
た
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

集
団
を
重
視
す
る
日
本
の
深
層
構
造
と
相
対
的
に
個
の
自
立
を
重
視
す
る
韓
国

の
深
層
構
造
が
、
給
食
の
と
り
か
た
と
い
う
表
層
構
造
に
現
れ
た
例
と
言
え
よ

う
。 

 

こ
の
ほ
か
、
詳
述
は
省
略
す
る
が
、
本
号
に
所
収
の
他
の
論
文
に
も
少
し
ず

つ
触
れ
て
お
く
。 

 

ま
ず
、
二
章
の
「
学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築
基
準
の
形
成
（
そ
の
２
）

―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
影
響
に
つ
い
て
―
」

（
川
口
仁
志
）
は
、
本
誌
第
一
一
号
所
収
の
「
学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築

基
準
の
形
成
―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
成
立

に
つ
い
て
―
」
の
続
編
に
あ
た
る
。
学
校
建
築
基
準
に
つ
い
て
、
変
化
し
た
部

分
と
変
化
し
な
か
っ
た
部
分
を
分
析
し
、
前
者
を
表
層
構
造
、
後
者
を
深
層
構

造
の
候
補
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、
と
く
に
第
一
一
号
所
収
分
で
、

ア
メ
リ
カ
の
学
校
建
築
で
は
標
準
的
で
あ
っ
たrecitation room

が
ア
メ
リ

カ
の
基
準
を
モ
デ
ル
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
学
校
建
築
基
準
か
ら

は
脱
落
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
添
田
は
、
こ
の
指
摘

に
触
発
さ
れ
、recitation room

が
日
本
で
無
視
さ
れ
た
理
由
を
文
字
言
語

と
音
声
言
語
に
関
わ
る
深
層
構
造
と
し
て
の
学
校
文
化
か
ら
説
明
し
た(

18)

。 

 

第
三
章
「
追
体
験
で
学
ぶ
と
い
う
教
育
の
コ
ト
：
博
物
館
教
育
の
意
味
」（
柴

田
政
子
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
博
物
館
を
分
析
し
、
展
示

物
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
展
示
物
の
説
明
プ
レ
ー
ト
そ
の
も
の
以
外
に
も
、

博
物
館
の
建
物
の
構
造
、
立
地
等
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
お
り
、
そ
れ
が

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

博
物
館
・
美
術
館
（museum

）
は
、
た
と
え
ば
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
（
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
）
は
宮
殿
と
い
う
貴
族
を
象
徴
す
る
建
物
を
利
用
し
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ

美
術
館
（
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）
は
、
行
政
機
関
の
事
務
所
を
活
用
し
、
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オ
ル
セ
ー
美
術
館
（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
）
は
近
代
化
の
象
徴
で
あ
る
駅
舎
を
利

用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
柴
田
が
指
摘
す
る
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化

を
反
映
し
て
い
る
例
と
言
え
よ
う
。 

 

五
章
の
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
食
育
政
策
と
実
態
」（
田
中
圭
治
郎
）

で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
食
育
の
実
態
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
の
食
教
育
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
給
食
を
福
祉
の
一
環
と
み
な
す
ア
メ
リ
カ
の
深
層
構
造
と
し
て
の

教
育
文
化
と
、
給
食
を
教
育
の
一
環
と
み
な
す
日
本
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
六
章
「
食
育
を
通
し
て
育
成
す
る
人
間
像
―
北
海
道
・
札
幌
市
に
お
け
る

調
査
分
析
よ
り
―
」（
田
中
潤
一
）
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
に
よ
り
、
幼
児
教

育
段
階
か
ら
食
育
が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

正
し
い
食
習
慣
の
育
成
、
社
会
性
の
育
成
、
心
身
の
健
康
と
い
っ
た
側
面
が
、

（
保
育
所
・
幼
稚
園
も
含
み
こ
ん
だ
広
義
の
）
学
校
教
育
の
果
た
す
べ
き
大
き

な
役
割
と
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示
す
よ
う

に
、こ
こ
ま
で
食
文
化
の
指
導
が
計
画
的
に
指
導
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
七
章
「
セ
ー
ラ
ー
服
を
『
結
界
の
し
る
し
』
と
考
え
る
―
深
層
に
生
き
続

け
る
ケ
ガ
レ
観
念
を
探
り
つ
つ
―
」（
岡
本
洋
之
）
は
、
そ
も
そ
も
英
国
海
軍
に

お
い
て
男
子
の
服
で
あ
っ
た
セ
ー
ラ
ー
服
が
な
ぜ
日
本
で
は
少
女
の
み
が
着
る

制
服
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
と
水
引
な
ど
の
形
の

類
似
性
を
手
掛
か
り
に
、「
結
界
」
と
い
う
深
層
構
造
が
影
響
を
与
え
た
の
で
は

な
い
か
と
し
て
い
る
。 

 

第
八
章
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
教
育
文
化
の
分
析
―
子
ど
も
の
服
装
の

歴
史
的
変
遷
を
中
心
に
（
一
）
―
」（
田
中
達
也
）
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト

の
著
し
た
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
制
度
の
歴
史
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
図
版

を
手
が
か
り
に
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
子
ど
も
の
服
装
の
変
遷
を
分
析
し
て
お
り
、

主
に
、
大
人
の
服
装
と
の
相
違
点
を
手
掛
か
り
に
、
子
ど
も
観
と
い
っ
た
深
層

構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
説
明
し
て
い
る
。 

 

第
九
章
「
モ
ノ
・
コ
ト
と
し
て
の
学
校
再
考
―
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ

て
『
異
な
る
』
も
の
と
し
て
の
学
校
―
」（
伊
井
義
人
・
青
木
麻
衣
子
）
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ
て
の
学
校
観
を
深
層
構
造
と

し
て
の
学
校
文
化
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

第
一
〇
章
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
外
国
人
の
日
本
見
聞
―
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行

写
真
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
場
合
①
―
」
で
は
、
ス
ト
ー
ン
の
残
し

た
手
紙
と
写
真
を
手
が
か
り
に
、
一
九
世
紀
末
の
日
本
の
深
層
構
造
と
し
て
の

教
育
文
化
を
考
察
す
べ
く
、
主
に
ス
ト
ー
ン
の
手
紙
を
翻
訳
し
、
そ
の
材
料
を

提
供
し
て
い
る
。 
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八
．
お
わ
り
に 

 

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
い
う
概
念
は
、分
析
の
ツ
ー
ル
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
、
不
変
か
つ
普
遍
的
な
深
層
構
造
と
は
何
か
と
い
っ
た

こ
と
を
極
め
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
深
層
構
造
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
教
育
文
化
の
特
質
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化

と
い
う
概
念
を
用
い
た
分
析
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
言
え
る
。

今
後
も
引
き
続
き
研
究
を
続
け
て
行
き
た
い
。 

   

注 （
1
）「
モ
ノ
」「
コ
ト
」、「
教
育
風
俗
」
等
の
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
比
較
教

育
風
俗
』
再
考
」、
比
較
教
育
風
俗
研
究
会
『
研
究
談
叢
比
較
教
育
風

俗
』
第
一
〇
号
、
一
～
一
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
五
月
、
お
よ
び
、「『
モ

ノ
』『
コ
ト
』
に
よ
る
比
較
教
育
史
の
可
能
性
―
学
習
具
の
歴
史
を
事

例
に
―
」、
教
育
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
出
版
編
集
委
員
会
編
『
教
育

史
研
究
の
最
前
線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
七
六
～
二
八
三
頁
、
平

成
二
〇
〇
七
年
三
月
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
2
）Edward Burnett Tylor, Primitive culture : researches into 

the 
development 

of 
mythology, 

philosophy, 
religion, 

language, art, and customm, London : Murray,1920, p.1.  

（
3
）『
縮
刷
版 

社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
七
八
三
頁
。 

（
4
）
石
川
実
・
井
上
忠
司
編
著
『
生
活
文
化
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思

想
社
、
一
九
九
八
年
、
五
頁
。 

（
5
）
佐
藤
秀
夫
『
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
が
学
校
を
変
え
た
』
平
凡
社
、
一
九
八
八

年
、
一
一
頁
。 

（
6
）
慣
れ
て
い
な
い
騒
音
は
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
飛
行

場
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
案
外
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
。こ
れ
ら

は
、「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
日
、
日
常
的
に
起
こ
る
こ
と
や
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
、
意
識
さ
れ
に
く
く
、
分
析
の
対
象
に
な
り
に
く
い
。
比
較
研
究

や
歴
史
研
究
は
、
こ
う
い
っ
た
「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」
の
影
響

を
受
け
て
ふ
だ
ん
は
意
識
は
さ
れ
な
い
も
の
の
実
は
重
要
な
意
味
を

も
つ
事
象
を
顕
在
化
さ
せ
る
効
用
を
も
つ
。
な
お
、「
習
慣
化
に
よ
る

受
信
濾
過
」の
観
点
に
留
意
し
た
教
育
史
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

添
田
晴
雄
「『
モ
ノ
』『
コ
ト
』
に
よ
る
比
較
教
育
史
の
可
能
性
―
学
習

具
の
歴
史
を
事
例
に
―
」〔
教
育
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
出
版
編
集
委
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員
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前
線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
七
六
～

二
八
三
頁
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
7
）
併
置
比
較
に
は
、
あ
る
一
国
（
地
域
）
と
別
の
国
（
地
域
）
の
ふ
た
つ

を
併
置
し
て
行
う
比
較
、
数
国
（
地
域
）
を
併
置
し
て
行
う
比
較
、
多

数
の
国
（
地
域
）、
多
く
は
一
〇
以
上
の
国
（
地
域
）
を
横
断
し
て
行

う
比
較
が
あ
る
。
多
数
国
（
地
域
）
の
併
置
比
較
に
は
統
計
的
定
量
的

分
析
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

（
8
）
あ
る
国
（
地
域
）
の
教
育
情
報
が
別
の
国
（
地
域
）
に
ど
の
よ
う
に
伝

わ
り
、教
育
借
用
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
容
ま
た
は
変
容
さ
れ
た
か
を

分
析
す
る
比
較
。留
学
生
な
ど
国
境
を
越
え
た
人
物
を
対
象
と
し
た
関

係
比
較
研
究
も
あ
る
。 

（
9
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
金
塚
貞
文
訳
『
歴
史
入
門
』
太
田
出
版
、

一
九
九
五
年
、
一
七
頁
の
注
。 

（
10
）
竹
岡
敬
温
「『
ア
ナ
ー
ル
』
学
派
と
『
新
し
い
歴
史
』（
竹
岡
敬
温
・
川

北
稔
編
『
社
会
史
へ
の
途
』
有
斐
閣
選
書
、
一
九
九
五
年
）、
二
六
頁
。 

（
11
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
金
塚
貞
文
訳
『
歴
史
入
門
』
太
田
出
版
、

一
九
九
五
年
、
一
七
頁
。 

（
12
）
同
右
書
、
一
八
頁
。 

（
13
）
同
右
書
、
一
八
頁
。 

（
14
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
浜
名
優
美
訳
『
地
中
海Ⅴ

出
来
事
、
政

治
、
人
間
２
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
九
四
頁
。 

（
15
）
拙
稿
「
筆
記
具
の
変
遷
と
学
習
」（
石
附
実
編
著
『
近
代
日
本
の
学
校

文
化
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
四
八
～
一
九
五
頁
、
一
九
九
二
年
）、「
言

語
か
ら
見
た
中
国
・
日
本
・
西
欧
の
試
験
の
比
較
文
化
史
―
筆
記
試
験

と
口
述
試
験
」（
山
口
久
和
・
添
田
晴
雄
編
『
試
験
制
度
か
ら
見
た
教

育
文
化
と
知
識
人
社
会
』大
阪
市
立
大
学
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
四
九
～
六
二
頁
、
二
〇
〇
七
年
）、「
教
授
・
学
習
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
板
書
等
と
音
声
言
語
使
用
か
ら
み
た
授
業
文
化
比
較
の

試
み
―
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
日
米
数
学
授
業
ビ
デ
オ
を
手
が
か
り
に
―
」（
大

阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科『
人
文
研
究
』第
五
五
巻
第
三
分
冊
、

八
九
～
一
一
一
頁
、
二
〇
〇
四
年
）、「
教
授
・
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
書
記
言
語
と
音
声
言
語
の
使
用
か
ら
見
た
初
修
外
国
語
授
業
の
分

析
―
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
し
た
多
様
な
教
授
場
面
に
お
け
る
教
授
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て
―
―
」（
平
成
一
七
～
一
八
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究(

Ｃ)

）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表

者 

井
狩
幸
男
）『
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
し
た
外
国
語
学
習
の
可
能
性
に

関
す
る
実
証
的
研
究
』、
五
九
～
七
〇
頁
、
二
〇
〇
七
年
）。 

（
16
）「
文
字
か
ら
見
た
学
習
文
化
の
比
較
」、
石
附
実
編
著
『
近
代
日
本
の
学
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校
文
化
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
一
五
～
一
四
七
頁
、
一
九
九
二
年
。 

（
17
）
佐
藤
秀
夫
『
学
校
こ
と
は
じ
め
事
典
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
、
一
三

四
～
一
三
五
頁
。 

（
18
）「
暗
誦
（recitation

）
を
め
ぐ
る
日
英
米
教
育
文
化
の
比
較
考
察
―

学
校
建
築
と
教
育
・
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
音
声
言
語
の
視
点
か
ら

―
」、
日
本
比
較
教
育
学
会
第
四
六
回
大
会
自
由
研
究
発
表
、
神
戸
大

学
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
七
日
。 
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二 

学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築
基
準
の
形
成
（
そ
の
２
） 

 
 
 

― 

第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
影
響
に
つ
い
て 

― 

 

川
口 

仁
志 

 

一
．
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」 

 
 

一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
の
学
制
は
、
そ
の
第
百
五
章
に
「
凡
大
中
小
学

校
ノ
営
繕
ハ
公
私
共
務
テ
完
全
ナ
ル
ヲ
期
ス
若
目
前
ノ
速
成
ヲ
欲
シ
テ
事
姑
息

ニ
渉
ラ
ハ
到
底
得
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
築
の
「
完

全
ナ
ル
」
学
校
施
設
を
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
設
置
さ
れ
始
め
た

小
学
校
の
校
舎
は
、大
部
分
が
別
の
施
設
を
転
用
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
は
、
小
学
校
の
設
置
数
は
学
制
に
予
定
さ
れ
て

い
た
数
の
お
よ
そ
半
分
に
達
し
て
い
た
が
、
学
制
が
規
定
す
る
よ
う
な
新
校
舎

の
建
築
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
足
ら
ず
で
、
寺
院
や
民
家
の
よ
う
な
旧
施
設
を
利

用
し
て
小
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る(

1)

。
新
校
舎
増
加
の
傾
向
が

現
わ
れ
る
の
は
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
前
後
に
な
っ
て
か
ら
こ
と
で
あ

る(

2)

が
、
そ
う
し
た
時
期
に
あ
っ
て
必
然
的
に
浮
上
し
て
き
た
課
題
が
、
小

学
校
建
築
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
の
「
学
校
建
築

法
ノ
議
」
で
あ
る
。
第
一
大
学
区
教
育
会
議
の
第
一
回
会
議
は
、
一
八
七
六
年

（
明
治
九
年
）
一
月
一
〇
日
か
ら
二
月
三
日
に
か
け
て
、
第
一
大
学
区
内
の
九

府
県
（
東
京
府
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、
熊
谷
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川

県
、
足
柄
県
、
山
梨
県
）
か
ら
、
学
務
専
任
・
学
区
取
締
・
師
範
学
校
教
員
な

ど
を
東
京
府
下
昌
平
館
に
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
事
前
に
示
さ
れ
た
「
議
目
」

は
十
四
に
の
ぼ
り
、
そ
の
一
つ
に
「
学
校
建
築
法
ノ
事
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。 

審
議
の
結
果
、「
成
議
案
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
は
、

学
校
建
築
の
標
準
化
・
規
格
化
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
と
さ
れ
る(

3)

。
そ
の

か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
が
こ
の
会
議
の
た
め
に
準
備
し
た
原
案

が
採
用
さ
れ
、
審
議
を
ふ
ま
え
て
い
く
ら
か
の
修
正
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た(

4)

。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、
小
学
校
は
原
則
と
し
て
洋
風
建
築
で
あ
る
べ

き
と
し
つ
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
日
本
建
築
を
折
衷
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
衛
生
学
に
も
と
づ
い
た
建
築
を
追
求
し
、
充
分
な

換
気
・
採
光
・
空
間
・
室
温
・
清
潔
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
は
第
一
大
学
区
の
内
外
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
各
府
県
の
小
学
校
建
築
の
基
準
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に

な
る(

5)
。
ま
た
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
強
制
力
を
も
つ
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
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は
な
か
っ
た(

6)

こ
と
か
ら
、少
し
ず
つ
修
正
が
施
さ
れ
て
い
く
。本
稿
で
は
、

こ
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
が
各
府
県
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
修
正

さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
か
ら
一
八
七
七
年

（
明
治
十
年
）に
か
け
て
の
時
期
を
対
象
と
し
て
、検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
全
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る(

7)

。 

 

学
校
建
設
ノ
地
所
ハ
往
返
便
利
ニ
シ
テ
健
康
ニ
害
ナ
ク
生
徒
ヲ
シ
テ
静
雅
ノ

趣
味
ヲ
得
セ
シ
ム
可
キ
ノ
処
ヲ
選
定
ス
ベ
シ  

第
一 

学
区
ノ
中
央
土
地
高
燥
ニ
シ
テ
人
家
ニ
密
邇
セ
ズ
眺
望
ニ
富
ミ
新
気

流
通
シ
或
ハ
西
北
ニ
樹
木
ア
ル
処  

第
二 

少
シ
ク
偏
倚
ス
レ
ド
モ
生
徒
ノ
通
学
ヲ
妨
ク
ル
ニ
至
ラ
ズ
其
他
ハ
第

一
地
所
ノ
如
キ
処  

第
三 

学
区
中
央
ノ
地
高
燥
人
家
ニ
密
邇
セ
ズ
空
気
ノ
新
陳
代
謝
ニ
宜
キ
処  

学
校
建
築
宜
キ
ヲ
得
レ
ハ
教
導
上
ニ
利
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
実
ニ
鮮
少
ナ
ラ
ザ
ル

ヲ
以
テ
建
築
家
ハ
預
メ
左
ノ
数
條
ニ
注
意
ス
ル
ヲ
肝
要
ト
ス  

一
学
校
ヲ
新
築
セ
ン
ニ
ハ
先
ツ
学
区
内
ノ
学
ニ
就
ク
ヘ
キ
児
童
ノ
幾
名
ナ
ル

ヤ
ヲ
算
シ
然
後
建
築
ノ
事
ニ
及
ヘ
シ  

一
学
校
ハ
学
童
ノ
多
寡
ニ
因
テ
大
小
広
狭
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
ド
モ
左
ニ
教
場
ノ

構
造
ト
附
属
ノ
建
物
ト
ヲ
概
論
セ
リ  

一
小
学
校
ハ
平
家
ニ
建
築
ス
ル
ヲ
宜
ト
ス
但
シ
人
家
稠
密
ノ
地
止
ム
ヲ
得
ザ

ル
際
ニ
ハ
二
階
ヲ
設
ル
モ
妨
ゲ
ナ
シ  

一
建
物
ハ
洋
風
石
造
或
ハ
板
張
リ
ヲ
第
一
ト
ス
又
学
区
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
日
本

風
ニ
建
築
シ
唯
其
内
部
ト
窓
ト
ヲ
改
ム
ル
モ
可
ナ
リ  

一
附
属
ノ
建
物
ハ
教
員
扣
所
生
徒
扣
所
応
接
所
小
使
部
屋
便
所
水
使
ヒ
場
ア

ル
ベ
シ  

一
教
場
ハ
生
徒
三
十
名
ヲ
入
ル
ヽ
ヲ
率
ト
シ
長
四
間
幅
三
間
半
ト
シ
両
教
場

ノ
間
ハ
隔
ツ
ル
ニ
壁
ヲ
以
テ
シ
音
声
ノ
互
ニ
相
ヒ
洩
レ
サ
ル
様
ニ
ス
ヘ
シ

又
試
験
等
ニ
用
フ
ル
為
メ
一
二
ケ
所
ハ
硝
子
障
子
ヲ
用
ヰ
合
併
シ
得
ヤ
ウ

構
造
ス
ヘ
シ  

一
教
場
ノ
右
側
或
ハ
左
方
ニ
就
キ
生
徒
往
返
ノ
通
路
ヲ
設
ク
ヘ
シ  

一
教
場
ノ
一
方
或
ハ
両
方
ニ
窓
ヲ
附
ス
ヘ
シ
ト
雖
ド
モ
前
面
ヨ
リ
光
線
ヲ
受

ク
ル
コ
ト
ナ
キ
様
注
意
ス
ヘ
シ
又
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ヨ
リ
西
面
ニ
窓
ヲ
付
ル

ト
キ
ハ
必
ズ
庇
ヲ
設
ク
ヘ
シ
都
テ
学
校
ノ
位
置
ハ
南
ニ
面
ス
ル
ヲ
宜
ト
ス 

一
窓
ハ
硝
子
ヲ
用
ヒ
和
洋
製
適
宜
タ
ル
ヘ
シ
洋
風
ニ
建
築
ス
ル
ハ
四
間
ニ
三

ケ
所
ノ
割
合
ト
シ
日
本
風
ハ
一
辺
ニ
全
ク
窓
ヲ
附
ク
ヘ
シ  

但
洋
風
ノ
窓
ハ
滑
車
ヲ
以
テ
上
下
ス
ヘ
シ  

一
床
ハ
二
尺
或
ハ
三
尺
天
井
ハ
二
間
或
ハ
一
間
半
ヲ
度
ト
ス
ヘ
シ  

一
窓
ナ
キ
一
辺
ノ
中
央
ニ
於
テ
教
師
席
ヲ
設
ケ
一
層
高
ク
構
造
ス
ヘ
シ  
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一
教
場
ニ
ハ
必
ス
煖
炉
ヲ
装
置
ス
ヘ
シ  

一
便
所
ハ
務
メ
テ
教
場
ヲ
遠
ケ
校
ノ
北
部
又
別
ニ
溜
ヲ
設
ケ
汚
物
ヲ
流
シ
空

管
ヲ
附
シ
其
臭
気
ヲ
洩
ス
ノ
設
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ  

一
遊
歩
場
ハ
土
地
ヲ
平
坦
ニ
シ
樹
木
ノ
點
綴
ニ
注
意
シ
秋
千
跳
躍
木
馬
シ
ー

ソ
ー
等
ノ
運
動
器
械
ヲ
具
ヘ
又
場
中
柵
ヲ
設
ケ
男
女
ヲ
区
別
ス
ヘ
シ 

 

二
．
茨
城
県
「
学
校
建
築
法
」 

 

一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
一
月
に
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
が
開
か

れ
る
と
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
茨
城
県
は
、
同
年
三
月
一
一
日
、
水
戸
の
茨
木

県
拡
充
学
校
を
会
場
と
し
て
第
一
回
教
育
会
議
を
開
催
し
て
い
る(

8)

。
こ
の

教
育
会
議
に
は
、
学
区
取
締
・
訓
導
・
学
務
吏
員
が
集
め
ら
れ
、
第
一
大
学
区

教
育
会
議
で
決
議
さ
れ
た
成
議
案
に
も
と
づ
い
て
、「
実
際
施
行
ノ
際
利
害
得
失

ヲ
討
論
シ
各
員
其
蘊
奥
ヲ
残
サ
ス
審
明
詳
議
論
定
シ
」
た
と
い
う(

9)
。
こ
の

教
育
会
議
を
経
て
、
同
年
五
月
、
茨
城
県
は
「
小
学
通
則
」
を
定
め
た
が
、
そ

れ
は
「
小
学
校
則
」「
同
教
則
」「
教
場
指
令
規
則
」「
日
課
点
数
増
減
法
」「
生

徒
試
験
法
」「
教
師
主
務
条
目
」「
教
師
心
得
」「
男
女
ヲ
教
授
ス
ル
ノ
別
」「
生

徒
心
得
」「
学
校
建
築
法
」
の
十
項
目
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

茨
城
県
の
「
学
校
建
築
法
」
は
、
全
体
で
十
七
条
か
ら
な
っ
て
い
る(

10)

。

そ
の
内
容
は
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、
教
壇
の
高
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
窓
ナ
キ
一
辺
ノ
中
央
ニ
教
師
席

ヲ
一
層
（
七
寸
ヲ
度
ト
ス
）
高
ク
造
構
ス
可
シ
」
と
規
定
し
て
お
り
、
七
寸
と

い
う
具
体
的
な
数
値
を
示
し
て
い
る
（
第
十
二
条
）。
ま
た
、
次
の
二
つ
の
条
文

と
、
図
１
お
よ
び
図
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
黒
板
・
机
・
椅
子
に
つ
い
て
も
、

校
庭
に
備
え
る
運
動
器
具
に
つ
い
て
も
、
図
を
掲
載
し
て
、
具
体
的
な
数
値
を

示
し
て
い
る
。 

 

第
十
六
条 

塗
盤
及
ヒ
机
榻
ハ
下
図
ニ
ヨ
リ
製
造
ス
ヘ
シ 

第
十
七
条 

遊
歩
場
ハ
土
地
ヲ
平
坦
ニ
シ
傍
ラ
樹
木
ヲ
植
エ
下
図
ノ
如
キ
運

動
器
械
ヲ
具
ヘ
又
場
中
柵
ヲ
設
ケ
男
女
ヲ
区
別
ス
可
シ 

 

こ
の
よ
う
に
、
数
値
や
図
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
基
準
を
示
そ
う
と
す

る
一
方
で
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
基
準
を
緩
和
し
よ
う
と

す
る
方
向
で
の
修
正
も
見
ら
れ
る
。
教
室
面
積
に
関
し
て
は
、
第
一
大
学
区
の

「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
で
は
三
〇
人
収
容
の
教
室
で
四
間×

三
間
半
と
い
う
基

準
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
茨
城
県
の
「
学
校
建
築
法
」
で
は
、
次
の
条
文
に
示

す
よ
う
に
、
四
間×

三
間
半
が
不
可
能
な
場
合
に
は
三
間
半×

三
間
と
い
う
教 
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図１ 校具の図 

（出典：茨木県教育会『茨城県教育史 上巻』茨木県教育会、1958年、394頁） 
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図２ 運動具の図 

（出典：茨木県教育会『茨城県教育史 上巻』茨木県教育会、1958年、395頁） 
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室
も
許
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
が
一
名
で
あ
る
場
合
に
は
、
教
室
の
間
を

壁
で
は
な
く
手
摺
で
区
画
す
る
と
い
う
方
法
で
も
か
ま
わ
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

第
七
条 

位
置
ハ
南
ニ
面
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
教
場
ハ
一
席
生
徒
ハ
三
十
名
ヲ
容

ル
ル
ヲ
率
ト
シ
長
四
間
三
間
半
（
但
シ
本
文
ノ
如
ク
建
築
ス
ル
能
ハ
サ
ル

ト
キ
ハ
長
サ
三
間
半
幅
三
間
）
ト
シ
両
教
場
ノ
間
ハ
隔
ツ
ル
ニ
壁
ヲ
以
テ

シ
音
声
ノ
互
ニ
洩
レ
サ
ル
様
ニ
ス
可
シ
（
但
シ
教
師
一
名
ニ
テ
校
舎
ヲ
兼

受
持
如
キ
校
ハ
僅
ニ
手
摺
ヲ
以
テ
区
画
ス
ル
モ
可
ナ
リ
）
又
試
験
等
ニ
用

フ
ル
タ
メ
一
二
ケ
所
ハ
硝
子
障
子
或
ハ
板
戸
等
ヲ
以
テ
区
画
シ
開
閉
ニ
便

ナ
ル
様
構
造
ス
可
シ 

 

ま
た
、
窓
に
つ
い
て
の
条
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

原
則
と
し
て
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
資
金
的
に
そ
れ
が
無
理
な
場

合
に
は
「
連
地
格
子
」
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
十
条 

窓
ハ
硝
子
ヲ
用
ヰ
洋
風
ニ
建
築
ス
ル
ニ
ハ
四
間
ニ
三
ケ
所
ノ
割
合

ニ
滑
車
ヲ
以
テ
上
下
ス
可
ク
造
リ
窓
ノ
ミ
洋
風
ニ
造
ル
ト
キ
ハ
一
辺
ニ
全

ク
附
ス
可
ク
若
資
金
ニ
乏
シ
ク
硝
子
ヲ
用
ヰ
ル
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
連
地
格

子
ヲ
用
フ
可
シ 

 

教
室
の
面
積
を
広
く
し
た
り
、
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
教
室
の
間
を
壁
で
仕

切
っ
た
り
、
光
を
多
く
取
り
入
れ
る
た
め
に
窓
を
ガ
ラ
ス
に
し
た
り
と
い
っ
た

こ
と
は
、
理
想
的
な
教
室
環
境
の
提
案
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
同
時
に
、

当
時
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
校
舎
を
建
て
よ
う
と
す
れ
ば
、
経
済
的
に
は
大
き

な
負
担
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え
て
、
茨
城
県
の

「
学
校
建
築
法
」
は
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
に
修
正
を
加
え

て
、
よ
り
実
現
性
の
高
い
基
準
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

三
．
栃
木
県
「
学
校
建
築
法
」 

 

茨
城
県
の
場
合
は
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
に
若
干
の
修
正

を
試
み
た
事
例
で
あ
っ
た
が
、
次
に
、
修
正
を
ま
っ
た
く
加
え
な
か
っ
た
事
例

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
栃
木
県
の
場
合
が
そ
れ
に
あ
た
る
。 

一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
七
月
六
日
、
栃
木
県
は
、
各
区
正
副
区
戸
長
お

よ
び
学
区
取
締
同
補
に
対
し
て
、「
学
校
建
築
法
」
を
通
達
し
て
い
る(

11)

。
こ

の
通
達
に
つ
い
て
は
、「
校
舎
建
築
之
方
法
ハ
普
通
教
育
上
之
大
主
眼
ニ
シ
テ
其

適
否
ニ
依
リ
テ
ハ
其
本
旨
悖
戻
シ
却
テ
生
徒
之
健
康
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ル
実
ニ
重

大
之
事
タ
レ
バ
、
以
来
校
舎
ヲ
新
築
ス
ル
ニ
ハ
左
之
建
築
法
ヲ
標
的
ト
シ
生
徒

ノ
健
康
ニ
害
ナ
キ
様
深
ク
注
意
致
従
前
之
通
主
務
課
ヘ
可
伺
出
、
此
旨
相
達
候
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事
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
栃
木
県
が
保
健
衛
生
に
配
慮
し
た
学
校
建
築
を
目

指
し
て
「
学
校
建
築
法
」
を
定
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
全
文
は
、

第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
同
一
の
も
の
で
あ

っ
た
。 

栃
木
県
が
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
を
ま
っ
た
く
修
正
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
が
示
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
半
年

足
ら
ず
の
期
間
の
な
か
で
、
学
校
建
築
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
の
処
理

に
追
わ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
栃
木
県
で
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
の
春
に
教
育
会
議
が
開
か
れ

て
い
る(

12)

が
、
そ
こ
で
の
審
議
に
は
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
に
つ
い
て
の
議

題
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。 

 

四
．
東
京
府
「
学
校
建
設
法
ノ
概
略
」 

 

東
京
府
は
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
一
月
に
「
学
事
定
則
」
を
定
め
た

が
、
そ
れ
に
は
「
学
校
建
設
法
ノ
概
略
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た(

13)

。

「
学
校
建
設
法
ノ
概
略
」
は
全
体
で
十
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
一
大
学
区
の

「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
点
で

修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
教
室
の
姿
を
よ
り
具
体
的
に
、
寸
法
を
示
し
な

が
ら
記
述
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
教
室
の
出
入
口
に
つ
い
て
は
、「
教
師
席
ノ
側

面
ノ
隅
ヨ
リ
一
間
ヲ
隔
ツ
ル
処
ニ
附
ス
ヘ
シ
」
と
し
、
ま
た
「
幅
一
間
ニ
シ
テ

両
開
扉
ニ
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
い
る
（
第
六
条
）。
教
壇
に
つ
い
て
は
、「
教
場
ノ

一
辺
ノ
処
ニ
教
師
席
ヲ
設
ケ
長
サ
二
間
幅
四
尺
高
四
寸
位
ニ
構
造
ス
ヘ
シ
」（
第

六
条
）
と
い
う
よ
う
に
寸
法
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
井
と
壁
面
に
つ
い
て

は
、「
天
井
ハ
白
色
壁
色
ハ
石
色
薄
鼠
色
或
ハ
薄
鳶
色
ヲ
良
ト
ス
」（
第
六
条
）

と
具
体
的
に
望
ま
し
い
色
を
示
し
て
い
る
。 

学
校
の
規
模
に
関
し
て
は
、
次
の
条
文
に
あ
る
よ
う
に
、
児
童
数
に
よ
っ
て

三
つ
の
場
合
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
室
数
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。 

 

第
三
条 

小
学
校
ニ
集
合
単
立
ノ
別
ア
リ
集
合
ハ
十
六
教
場
ニ
シ
テ
大
凡
生

徒
四
百
八
十
名
単
立
ハ
二
三
教
場
ニ
シ
テ
大
凡
生
徒
六
十
名
乃
至
九
十
名

ヲ
入
ル
ヽ
ヲ
度
ト
ス 

 
 
 

但
上
下
等
ノ
内
一
校
ヲ
建
設
ス
ル
ト
キ
ハ
八
教
場
ニ
シ
テ
大
凡
生
徒
二

百
四
十
名
ヲ
入
ル
ヽ
ヲ
度
ト
ス 

 

教
室
の
広
さ
に
つ
い
て
も
、
児
童
数
四
〇
人
と
三
〇
人
の
場
合
に
分
け
て
、
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「
教
場
ハ
長
サ
五
間
幅
四
間
生
徒
四
十
名
ヲ
入
ル
ヲ
得
ヘ
シ

カ
長
サ
四
間
半
幅
三
間
半
生
徒

三
十
名
ヲ
入
ル
ヲ
得
ヘ
シ

ヲ
要
シ
」（
第
六
条
）
と
し
て
い
る
。
児
童
数
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
小
学
校
が
存
在
す
る
実
態
に
即
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
基
準
を
示
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

校
舎
の
構
造
に
関
し
て
は
、
東
京
府
の
「
学
校
建
設
法
ノ
概
略
」
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。 

 

第
五
条 

建
物
ハ
煉
化
石
造
或
ハ
塗
家
或
ハ
板
張
リ
等
ヲ
以
テ
シ
堅
牢
久
ニ

堪
フ
ル
ヲ
要
ス
又
都
合
ニ
ヨ
リ
日
本
風
ニ
ス
ル
モ
可
ナ
リ
ト
雖
モ
唯
其
内

部
ト
窓
ト
ヲ
洋
風
ニ
造
ル
ヘ
シ 

 
 
 

但
人
家
稠
密
ニ
シ
テ
火
難
ノ
憂
ヘ
ア
ル
場
所
ハ
塗
家
ニ
シ
テ
外
面
開
戸

観
音
開
キ
ヲ
用
ヰ
白
堊
ヲ
塗
リ
銅
或
ハ
フ
リ
ツ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
包
ム
可
シ 

 

す
な
わ
ち
、
内
部
と
窓
と
が
「
洋
風
」
で
さ
え
あ
れ
ば
、「
日
本
風
」
の
建
物

で
も
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
、
む
し
ろ
「
堅
牢
久
ニ
堪
フ
ル
」
こ
と
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
火
災
の
被
害
に
あ
う
可
能
性
の
高
い
地
域
に
お

い
て
は
、
燃
え
に
く
く
避
難
し
や
す
い
校
舎
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
実

際
問
題
と
し
て
は
「
煉
化
石
造
」
の
小
学
校
建
築
は
現
実
的
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
建
物
ハ
洋
風
石
造
或
ハ
板
張
リ
ヲ
第
一
ト
ス
」
と
謳
っ
た
第
一
大

学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
理
想
主
義
を
、
東
京
府
の
「
学
校
建
設
法
ノ

概
略
」
も
引
き
継
い
で
は
い
る
。
し
か
し
、
小
学
校
建
築
に
と
っ
て
よ
り
重
要

な
も
の
と
し
て
東
京
府
が
「
堅
牢
」
と
い
う
考
え
方
を
提
示
し
た
こ
と
は
注
目

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

五
．
第
四
大
学
区
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
」 

 

こ
こ
ま
で
は
第
一
大
学
区
管
内
の
府
県
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら

は
別
の
大
学
区
や
第
一
大
学
区
以
外
の
府
県
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
も
「
学
校

建
築
法
ノ
議
」
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

第
四
大
学
区
教
育
会
議
は
、
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
一
月
、
広
島
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
議
題
は
「
学
校
維
持
法
」「
教
育
普
及
」「
教

員
養
成
」「
学
区
取
締
処
分
」「
教
員
処
分
」「
小
学
諸
則
」「
学
区
監
督
」
の
七

項
目
に
及
ん
だ
が
、
ま
と
め
ら
れ
た
成
議
案
の
第
六
項
「
小
学
諸
則
」
の
な
か

の
第
四
章
が
「
学
校
建
築
法
」
で
あ
る(

14)

。
全
体
で
十
一
条
か
ら
な
る
こ
の

「
学
校
建
築
法
」
は
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も

の
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、
校
舎
に
関
し
て
は
、「
洋
風
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、「
洋
風
」
と
「
日
本

風
」
の
両
方
を
許
容
し
て
い
る
。
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
が
洋
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風
を
「
第
一
」
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
第
四
大
学
区
の
「
学

校
建
築
法
」
は
、
次
の
文
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
学
区
の
事
情
に
応
じ
て

洋
風
で
も
日
本
風
で
も
か
ま
わ
な
い
と
し
て
お
り
、
い
く
ら
か
柔
軟
な
立
場
に

立
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
四
条 

教
場
ハ
平
家
ニ
建
築
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
レ
ド
モ
土
地
狭
隘
ニ
シ
テ
止

ム
無
ケ
レ
ハ
層
楼
ト
為
ス
モ
妨
ケ
ナ
シ
尤
モ
構
造
ハ
洋
風
又
ハ
日
本
風
ニ

ナ
ス
モ
学
区
内
人
情
ノ
向
背
及
ヒ
貧
富
ニ
因
テ
適
宜
ニ
斟
酌
ス
ル
ヲ
要
ス 

 

ま
た
、
第
四
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
」
で
は
、
小
学
区
に
一
小
学
校
を
設

け
る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
次
の
よ
う
に
、
学
区
の
都
合
で
「
聯
区

ノ
法
」
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

第
二
条 

一
小
学
区
ニ
一
小
学
校
ヲ
設
立
ス
ル
方
今
尚
ホ
難
キ
ヲ
以
テ
学
区

ノ
都
合
ヲ
計
リ
暫
ラ
ク
聯
区
ノ
法
ヲ
用
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
然
レ
ド
モ
通
学
ノ

里
程
ハ
二
十
丁
ニ
過
ギ
サ
ル
ノ
地
ニ
限
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス 

 

教
室
の
広
さ
に
つ
い
て
も
、
第
四
大
学
区
教
育
会
議
は
、
具
体
的
な
数
値
基

準
を
あ
え
て
提
示
し
て
い
な
い
。
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
が
四

間×

三
間
半
と
い
う
数
値
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
四
大
学
区
の
「
学

校
建
築
法
」
は
次
の
よ
う
に
「
長
方
形
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
五
条 

一
教
場
ニ
生
徒
廿
五
名
乃
至
卅
名
ヲ
入
ル
ヽ
ヲ
度
ト
シ
長
方
形
ニ

シ
テ
各
教
場
ノ
間
ハ
壁
ヲ
以
テ
之
ヲ
隔
テ
…
（
後
略
） 

 

こ
の
よ
う
に
第
四
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
」
は
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校

建
築
法
ノ
議
」
の
基
準
を
や
や
緩
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
小
学
区
に
必
ず
一
つ
の
小
学
校
を
建
て
る
こ
と
、
洋
風
の
校
舎
を
建
築

す
る
こ
と
、
一
定
の
基
準
以
上
の
面
積
の
教
室
を
作
る
こ
と
は
、
ど
れ
も
地
域

の
実
情
か
ら
す
れ
ば
困
難
な
場
合
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
認
識
が

第
四
大
学
区
教
育
会
議
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
第
一
大
学
区
教

育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
が
部
分
的
に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
修
正
を
経
な
が
ら
も
、
第
一
大
学
区
で
作
成
さ
れ
た
基
準

は
、
異
な
る
大
学
区
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
六
．
兵
庫
県
「
公
立
小
学
校
建
築
法
」 

 

兵
庫
県
は
第
三
大
学
区
に
属
し
て
い
た
が
、
兵
庫
県
が
一
八
七
七
年
（
明
治
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一
〇
年
）
二
月
に
通
達
し
た
「
公
立
小
学
校
建
築
法
」(

15)

も
、
第
一
大
学
区

教
育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
を
お
お
む
ね
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
公
立
小
学
校
建
築
法
」
は
、
三
条
か
ら
な
る
第
一
章
と
、
十
一
条
か
ら
な
る

第
二
章
の
、
あ
わ
せ
て
十
四
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、「
学
校
建
築
法
ノ
議
」

を
修
正
し
た
部
分
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

ま
ず
、
次
の
二
つ
の
条
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
教
壇
の
高
さ
に
つ
い
て
は

五
寸
な
い
し
一
尺
と
い
う
具
体
的
な
寸
法
を
示
し
て
お
り
、
便
所
と
教
室
と
の

距
離
に
つ
い
て
も
五
間
な
い
し
七
間
と
い
う
距
離
を
示
し
て
い
る
。 

 

第
九
条 

教
場
の
窓
な
き
一
辺
の
中
間
に
於
て
教
師
の
席
を
設
け
一
層
高
く

（
五
寸
乃
至
一
尺
）
構
造
す
。 

但
、
教
場
に
は
暖
炉
を
安
置
す
る
を
宜
と
す
。 

第
十
条 

便
所
は
務
て
教
場
を
遠
け（
五
間
乃
至
七
間
）、校
の
北
部
に
置
き
、

亦
別
に
溜
を
設
け
、
汚
物
を
流
し
、
空
管
を
附
し
、
其
臭
気
を
洩
す
の
設

を
な
す
べ
し
。 

 

実
際
に
教
壇
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ

議
」
の
よ
う
に
「
一
層
高
ク
構
造
ス
ヘ
シ
」
と
指
示
す
る
だ
け
で
は
、
ど
れ
だ

け
の
高
さ
の
も
の
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
。
便
所
を
設

置
し
よ
う
と
し
て
も
、「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
よ
う
に
「
務
メ
テ
教
場
ヲ
遠
ケ
」

と
い
う
だ
け
で
は
、
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
兵
庫
県
の

「
公
立
小
学
校
建
築
法
」
は
、
小
学
校
を
建
築
す
る
際
に
寄
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
疑
問
に
対
し
て
、具
体
的
な
数
値
基
準
を
示
そ
う
と
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

一
方
で
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
比
較
す
る
と
、
兵
庫
県

の
「
公
立
小
学
校
建
築
法
」
の
設
定
し
た
基
準
の
ほ
う
が
緩
い
と
思
わ
れ
る
部

分
も
あ
る
。教
室
の
広
さ
に
つ
い
て
の
基
準
が
そ
れ
で
あ
る
。第
一
大
学
区
は
、

児
童
数
を
三
〇
名
と
考
え
て
四
間×

三
間
半
と
い
う
教
室
面
積
の
基
準
を
示

し
た
が
、
兵
庫
県
は
次
の
条
文
の
よ
う
に
、
児
童
三
五
名
か
ら
五
〇
名
を
収
容

す
る
と
し
、
な
お
か
つ
四
間×

三
間
の
教
室
で
よ
い
と
し
て
い
る
。 

 

第
四
条 

教
場
は
生
徒
大
凡
三
十
五
名
乃
至
五
十
名
を
入
る
基
準
る
を
率
と

し
、
長
四
間
、
幅
三
間
（
生
徒
一
坪
に
四
名
の
割
に
し
て
通
路
及
教
師
の

席
共
）
と
し
、
教
場
と
教
場
と
の
間
は
隔
つ
る
に
、
壁
或
は
板
戸
、
襖
等

を
以
て
し
、
音
声
の
互
に
相
響
か
ざ
る
様
注
意
す
べ
し
。
内
三
四
ヶ
所
は

試
験
等
の
節
、
教
場
合
併
す
る
様
構
造
す
べ
し
。 

 
以
上
の
よ
う
な
若
干
の
修
正
点
は
あ
る
も
の
の
、
兵
庫
県
の
「
公
立
小
学
校

建
築
法
」
は
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
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範
学
校
教
員
臨
席
シ
或
ハ
生
徒
父
兄
ノ
参
観
ス
ル
事
ア
ル
ニ  

依
リ
通
常
ノ
教
場
ヨ
リ
稍
々
広
大
ニ
設
ク
ヘ
シ 

 

一
生
徒
扣
所 

生
徒
就
業
前
扣
ヘ
居
ル
席
ト
ス 

但 

該
所
ヲ
以
テ
生
徒

ノ
食
堂
ヲ
兼
ヌ
且
此
扣
所
ニ
ハ
帽
子
外
套
等
ヲ
掛
ク
ル
様

ニ
ス
ヘ
シ 

右
ノ
外
小
使
部
屋
水
使
場
便
所
等
ア
ル
ヘ
シ 

第
二
十
三
条 

建
築
費
ノ
都
合
ニ
依
リ
不
得
止
時
ハ
前
条
応
接
室
ヲ
設
ケ
ス

又
事
務
局
ト
教
員
席
ヲ
兼
ネ
教
場
ヲ
以
試
験
場
ヲ
兼
ネ
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ 

但 

教
場
ヲ
以
試
験
場
ヲ
兼
ル
時
ハ
第
十
条
ノ
如
ク
構
造
ス
ヘ
シ 

第
二
十
四
条 

便
所
ハ
務
メ
テ
教
場
ヲ
遠
ケ
別
棟
ト
ナ
シ
又
別
ニ
溜
ヲ
設
ケ

汚
穢
物
ヲ
流
シ
常
ニ
清
潔
ナ
ル
ヲ
要
ス
尤
男
厠
ト
女
厠
ト
ハ
往
来
ノ
戸
及

ヒ
通
路
共
ニ
区
別
ス
ル
ヲ
良
ト
ス
男
厠
ノ
小
便
所
ハ
別
ニ
戸
ヲ
附
ケ
ス
半

間
毎
ニ
区
界
ヲ
為
シ
稍
勾
配
漆
喰
叩
ニ
シ
テ
前
辺
ニ
幅
五
寸
深
三
寸
位
ノ

溝
ヲ
設
ケ
溜
瓶
ニ
流
出
セ
シ
ム
へ
シ
女
厠
ノ
小
便
所
ハ
大
便
所
ト
同
形
ニ

造
リ
只
其
流
出
ス
ル
処
ハ
男
厠
ト
同
シ
ク
漆
喰
叩
ニ
シ
テ
中
央
ニ
溝
男
厠

ト
大
サ
同
シ
ヲ
設
ケ
溜
ニ
流
出
セ
シ
ム
ヘ
シ
大
便
所
ハ
男
女
共
従
来
構
造

ニ
同
シ 

第
二
十
五
条 

遊
歩
場
ハ
柵
ヲ
以
テ
之
ヲ
圍
驍
シ
又
其
場
中
ニ
モ
柵
ヲ
設
ケ

テ
男
女
ヲ
区
別
ス
ヘ
シ
其
広
サ
ハ
生
徒
百
名
ニ
二
百
坪
位
ノ
割
合
ニ
設
ケ

土
地
ヲ
平
坦
ニ
シ
水
気
ヲ
除
却
シ
樹
木
ノ
點
綴
及
ヒ
鞦
韆
跳
躍
互
高
低
木

馬
等
ノ
運
動
器
械
ヲ
具
フ
ヘ
キ
位
置
ニ
注
意
ス
ヘ
シ 

附
録 

教
場
ニ
関
ス
ル
器
械 

第
一
条 

一
ボ
ー
ル
ド
ハ
木
板
ヲ
用
フ
ル
カ
或
ハ
黒
壁
製
法
学
校
通
論
ニ
見
ヘ
タ
リ

ヲ

塗
リ
長
サ
弐
間
幅
四
尺
五
寸
ニ
シ
テ
教
師
席
ヨ
リ
弐
尺
三
寸
上
ノ
処
ニ
設

ク
ヘ
シ 

第
二
条 

一
卓
ノ
形
状
ハ
平
或
ハ
歪
斜
ナ
ル
ヲ
要
ス
然
レ
ト
モ
亦
両
ナ
カ
ラ

一
長
一
短
ア
リ
テ
自
ラ
免
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
不
便
ア
リ
歪
斜
ナ
ル
モ
ノ
ハ

硯
水
流
出
シ
且
鉛
筆
等
転
墜
シ
易
ク
平
正
ナ
ル
モ
ノ
ハ
児
童
ヲ
シ
テ
其

軀
幹
ヲ
彎
屈
セ
シ
ム
ル
ノ
害
ア
リ
ト
雖
モ
今
其
平
正
ナ
ル
者
ヲ
用
ヰ
ン
ト
ス

其
造
法
左
ノ
如
シ 

 
 
  

卓
ノ
長
サ
四
尺
五
寸
幅
壱
尺
四
寸
ト
シ
中
央
ト
両
端
ニ
幅
五
分
高
サ
五

寸
ノ
横
木
ヲ
附
ス
是
レ
其
両
端
ノ
横
木
ハ
硯
墨
鉛
筆
等
ノ
墜
落
ヲ
防
カ

ン
カ
為
ニ
設
ケ
中
央
ハ
両
生
徒
ノ
区
界
ヲ
正
限
セ
ン
カ
為
ナ
リ
而
シ
テ

又
之
ニ
棚
上
開
ノ
蓋
ヲ
附
ケ
ス

ヲ
附
ケ
上
板
ヨ
リ
四
寸
下
ノ
処
ニ
附
ス

此
中
央
ヲ
板
ニ
テ

限
界
シ
又
其
中
央
ヲ
板
ニ
テ
限
界
シ
常
ニ
習
字
具
ト
他
品
ト
ヲ
別
置
セ

シ
ム 

 
  

椅
卓
ハ
児
童
ノ
年
齢
ニ
応
シ
其
大
小
ヲ
量
リ
テ
之
ヲ
給
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ

即
甲
乙
丙
丁
ノ
四
通
ヲ
備
フ
可
シ
其
卓
ノ
高
サ
甲
二
尺
壱
寸
乙
二
尺
丙
壱
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尺
九
寸
丁
壱
尺
八
寸
椅
ノ
高
サ
ハ
卓
ト
同
シ
其
巾
甲
八
寸
乙
七
寸
五
分
丙

七
寸
丁
六
寸
五
分
其
高
サ
甲
壱
尺
二
寸
乙
壱
尺
壱
寸
丙
壱
尺
丁
九
寸
椅
背

高
サ
甲
壱
尺
四
寸
乙
壱
尺
三
寸
丙
壱
尺
弐
寸
丁
壱
尺
壱
寸
ト
ス 

 

山
梨
県
の
「
学
校
建
築
法
ノ
概
略
」
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
点

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
窓
を
西
洋
式
に
す
る
場
合
と
日
本
式
に

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
軒
の
高

さ
、
欄
干
の
高
さ
、
正
面
出
入
口
、
教
室
を
仕
切
る
板
戸
な
ど
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
黒
板
・
机
・
椅
子
の
形
状
や
大
き
さ
に
つ
い

て
も
、
示
さ
れ
る
寸
法
は
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
校
庭
の
広
さ
に
つ
い
て
も
、

児
童
百
名
に
つ
き
二
百
坪
と
い
う
具
体
的
な
数
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

男
女
の
便
所
の
形
状
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
具
体
的
な
数
値
の
提
示
と
は
反
対
に
、
基
準
を
緩
め
て
い
る
点
も

多
い
。
天
井
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
数
値
基
準
を
示
さ
ず
、「
な
る
べ

く
高
い
ほ
う
が
良
い
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
教
室
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、

四
間×

三
間
と
し
、
三
間×

三
間
や
三
間×

二
間
半
の
教
室
も
許
容
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
費
の
都
合
で
止
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
応
接
室
を
設
け
な
い
こ

と
も
認
め
て
い
る
。 

興
味
深
い
の
は
、
東
京
府
の
「
学
校
建
設
法
ノ
概
略
」
を
参
考
に
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
教
壇
に
つ
い
て
、
長
さ
・
幅
・

高
さ
の
具
体
的
な
数
値
を
示
し
て
い
る
点
、
教
室
の
出
入
口
は
教
壇
の
側
面
に

設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
、
天
井
と
壁
面
に
つ
い
て
望
ま
し
い
色
を

提
案
し
て
い
る
点
、
校
地
の
地
形
に
つ
い
て
南
北
に
短
く
東
西
に
長
い
地
形
が

良
い
と
し
て
い
る
点
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。 

ま
た
、
黒
板
に
つ
い
て
の
説
明
の
な
か
で
「
製
法
学
校
通
論
ニ
見
ヘ
タ
リ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
山
梨
県
で
は
『
学
校
通
論
』
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。『
学
校
通
論
』
は
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
（James Pyle Wickersham

）

の
著
書
で
あ
る School Economy 

の
翻
訳
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
海
外
か
ら

の
情
報
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
小
学
校
建
築
が
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

山
梨
県
の
「
学
校
建
築
法
ノ
概
略
」
の
よ
う
に
、
第
一
大
学
区
の
「
学
校
建

築
法
ノ
議
」
に
大
幅
な
修
正
を
加
え
た
建
築
基
準
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
か
ら
一
年
あ

ま
り
の
あ
い
だ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
府
県
に
お
い
て
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
内

容
が
吟
味
さ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
修
正
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
と
り
わ
け
山
梨
県
は
、
小
学
校
校
舎
の
整
備
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
県
で
も
あ
り
、
小
学
校
建
築
に
つ
い
て
の
議
論
が
積

極
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 



―33― 

八
．
長
崎
県
「
学
校
建
築
考
案
」 

 

第
一
大
学
区
に
属
さ
な
い
府
県
に
も
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
影
響
が
及
ん

で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、す
で
に
兵
庫
県
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
が
、

も
う
一
つ
、
第
五
大
学
区
に
属
す
る
長
崎
県
の
事
例
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お

き
た
い
。 

長
崎
県
は
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
八
月
、「
学
校
建
築
考
案
」
を
県
下
に

示
達
し
て
い
る(

17)

。
十
項
目
か
ら
な
る
こ
の
「
学
校
建
築
考
案
」
を
、
第
一

大
学
区
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
比
較
す
る
と
、
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
と
い
え
る
が
、次
の
よ
う
な
所
に
修
正
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
ず
、窓
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
窓
ハ
硝
障
ナ
レ
バ
、

一
間
ニ
一
ヶ
所
縦
五
尺
横
三
尺
ト
ス
。
滑
車
ヲ
以
テ
上
下
シ
、
太
陽
ノ
経
過
線

ニ
対
ス
ル
所
ハ
、
日
避
ヲ
設
ク
。
国
風
ノ
窓
ナ
レ
バ
、
縦
四
尺
全
ク
一
辺
ヲ
穿

ツ
。
板
張
ヨ
リ
窓
マ
デ
ノ
間
ハ
一
尺
七
八
寸
ヨ
リ
二
尺
五
寸
迄
ノ
間
ヲ
適
宜
ニ

用
フ
。」
窓
の
高
さ
や
大
き
さ
に
つ
い
て
、
寸
法
を
示
し
な
が
ら
具
体
的
に
説
明

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

床
や
天
井
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
床
ノ
高
サ

ハ
三
尺
、
天
井
ノ
高
サ
ハ
二
間
ト
ス
。
此
レ
ヨ
リ
低
ケ
レ
バ
、
湿
気
上
リ
空
気

塞
ガ
ル
。
人
ヲ
シ
テ
精
神
昏
昧
気
力
惰
弱
ナ
ラ
シ
ム
。」
こ
の
よ
う
に
、
窓
や
床

や
天
井
に
つ
い
て
の
基
準
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
室
内
の
光
線
や
空
気
に

つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
階
段
・
廊
下
・
入
口
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
防

災
の
観
点
か
ら
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

階
子
廊
下
ハ
、
巾
六
尺
ヨ
リ
狭
ク
ス
可
ラ
ス
。
入
口
ハ
三
尺
ヨ
リ
狭
ク

ス
可
ラ
ス
。
是
ヨ
リ
狭
ケ
レ
バ
、
非
常
逃
避
ニ
難
渋
ス
。 

 

教
室
面
積
の
最
低
基
準
を
四
間×

三
間
半
と
す
る
第
一
大
学
区
の
基
準
は
、

長
崎
県
に
お
い
て
も
理
想
的
す
ぎ
る
と
受
け
取
ら
れ
た
ら
し
く
、「
学
校
建
築
考

案
」
で
は
、
こ
の
基
準
を
四
間×

三
間
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
舎
は
洋
風
か

日
本
風
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
長
崎
県
は
「
構
造
ハ
国
風
洋
風
等
其
好
尚

貧
富
ニ
依
ト
雖
、
教
授
上
椅
子
高
机
ヲ
用
ル
者
ナ
レ
バ
、
地
ハ
必
板
張
ト
ス
」

と
し
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に
照
ら
し
て
い
ず
れ
か
を
選
べ
ば
よ
い
と
い
う
立

場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
九
．「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
受
容
と
修
正 

 

以
上
、
史
料
が
入
手
で
き
た
い
く
つ
か
の
府
県
の
小
学
校
建
築
の
基
準
に
つ
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い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
結
論
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
第
一
大
学
区
第

一
回
教
育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
影
響
を
受
け
て
、
第
一
大
学
区
内

外
の
府
県
は
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
受
容
し
つ
つ
、
個
々
の
項
目
に
つ
い

て
は
部
分
的
に
修
正
を
加
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

受
容
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
と
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
充
分
な

換
気
・
採
光
・
空
間
・
室
温
・
清
潔
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
当
時
の
衛
生
学
の

考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
、
洋
風
建
築
を
原
則
と
し
つ
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日

本
建
築
を
許
容
す
る
と
い
う
、
欧
化
主
義
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
と
く
に
後
者
の
洋
風
建
築
を
志
向
す
る
立
場
は
、
現
実
と
は
乖
離
し
て

い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
の
ち
に
擬
洋
風
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
小
学

校
建
築
も
各
地
に
建
て
ら
れ
は
し
た
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
少
数
で
あ
っ
た
。

ま
し
て
や
「
洋
風
石
造
」
の
小
学
校
校
舎
は
、
た
ん
な
る
理
想
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

各
府
県
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
修
正
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ

ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
修
正
は
二
つ
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
よ
り
具
体
的
な
基
準
を
付
け
加
え

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
基
準
を
い
く
ら
か
緩
和
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。 

前
者
の
よ
う
な
「
基
準
の
追
加
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
実
際
に
地
域
で

小
学
校
を
新
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
明
示
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
請
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
学
校
が
誕
生

し
て
ま
も
な
い
こ
の
時
期
、
学
校
建
築
に
つ
い
て
の
情
報
が
乏
し
い
な
か
、
実

際
の
小
学
校
建
築
の
形
を
数
値
や
図
で
示
す
必
要
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
一
方
で
、
後
者
の
よ
う
な
「
基
準
の
緩
和
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、

高
い
基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
建
築
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
基
準
を
い
く
ら
か
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
校
舎
の
新
築
を
促
そ
う
と
し

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
に
示
さ
れ
た
基
準
は
理

想
的
す
ぎ
た
た
め
に
、
府
県
ご
と
の
独
自
の
判
断
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
照

ら
し
て
修
正
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
修
正
さ
れ
た
項
目
は
、
当
時
の
学
校
建

築
が
突
き
当
た
っ
て
い
た
困
難
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
実
現
が
可
能
な
方
向
に
修
正
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う

し
た
基
準
を
満
た
し
た
学
校
建
築
が
多
く
建
て
ら
れ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な

い
。
基
準
を
緩
和
し
て
も
な
お
、
そ
こ
に
届
か
な
い
ほ
ど
現
実
は
困
難
を
抱
え

て
い
た
と
評
価
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
の
学
制
が
画
一
的
な
性
格
を
も
ち
、
地
域
の
実

情
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
制
後
期
に
は
、
地
域
の
民
力

を
踏
ま
え
て
教
育
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
た
。
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こ
う
し
た
認
識
は
、
教
育
課
程
や
修
業
年
限
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
学
校
建

築
に
関
し
て
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
実
現
可
能
な
小
学
校
建
築
の

基
準
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
各
府
県
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
模
索

が
続
け
ら
れ
た
。
小
学
校
の
校
舎
を
新
築
す
る
と
い
う
未
経
験
の
事
態
に
直
面

し
た
当
時
の
教
育
関
係
者
は
、
ひ
と
ま
ず
は
欧
米
の
学
校
建
築
の
情
報
を
受
容

し
、
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
が
示
し
た
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
を
参
照

し
つ
つ
、
そ
れ
に
現
実
的
な
修
正
を
加
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

文
部
省
も
ま
た
、
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
一
月
に
田
中
不
二
麻
呂
が

帰
朝
し
た
の
を
契
機
に
、
学
制
前
期
の
積
極
的
督
励
主
義
か
ら
自
由
主
義
宥
和

政
策
へ
の
転
換
を
は
か
ろ
う
と
決
意
し
、
同
年
中
頃
か
ら
行
政
指
導
に
よ
り
自

由
化
政
策
を
実
施
し
て
い
く(

18)

。
各
府
県
が
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
小
学
校
建
築
の
基
準
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
文
部
省
の
め
ざ
す
自

由
化
の
方
向
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
が
示
し
た
「
学
校
建
築
法
ノ

議
」
を
修
正
す
る
か
た
ち
で
、
い
く
つ
か
の
府
県
で
小
学
校
建
築
の
基
準
が
作

ら
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
や
が
て
文
部
省
は
全
国
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
基

準
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
に
開
催
さ
れ
た
学
事

諮
問
会
の
席
上
で
示
さ
れ
た
『
文
部
省
示
諭
』
の
な
か
の
「
小
学
校
ノ
建
築
」

が
そ
れ
で
あ
る
。「
小
学
校
ノ
建
築
」
は
、「
わ
が
国
最
初
の
公
的
な
学
校
建
築

基
準
」(

19)

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
議
論
し
た
府
県
の
小
学

校
建
築
の
基
準
が
、
ど
の
よ
う
に
「
小
学
校
ノ
建
築
」
の
成
立
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

  
 
 

注 

（
1
）
井
上
久
雄
『
増
補 

学
制
論
考
』
風
間
書
房
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
六

～
二
一
六
頁
。 

（
2
）
尾
形
裕
康
『
学
制
実
施
経
緯
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
六
三
年
、
一

八
九
頁
。 

（
3
）
佐
藤
秀
夫
『
教
育
の
文
化
史
２ 

学
校
の
文
化
』
阿
吽
社
、
二
〇
〇
五

年
、
一
五
五
頁
。 

（
4
）
拙
稿
「
学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築
基
準
の
形
成
―
第
一
大
学
区
第

一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
成
立
に
つ
い
て
―
」『
研
究

談
叢 

比
較
教
育
風
俗
』第
一
一
号
、二
〇
一
〇
年
、一
九
～
三
九
頁
。 

（
5
）
湯
川
嘉
津
美
は
、
茨
城
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
を
例
に
あ
げ
て
、
第

一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
が
管
下
府
県
の
学
務
行
政
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
し
て
い
る
。
湯
川
嘉
津
美
「
学
制
期
の
大
学
区
教
育
会

議
に
関
す
る
研
究
―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
日
誌
の
分
析
を

中
心
に
―
」『
日
本
教
育
史
研
究
』
第
二
八
号
、
三
〇
～
三
一
頁
。 
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（
6
）『
第
一
大
学
区
教
育
会
議
日
誌
』（
長
谷
川
家
文
書
一
二
一
、
埼
玉
県
立

文
書
館
所
蔵
）
の
附
録
の
な
か
の
「
教
育
会
議
ノ
因
由
」
に
は
、「
此

ノ
議
会
タ
ル
既
ニ
各
員
ノ
私
設
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
縦
令
ヒ
議
場
ニ
於
テ

可
否
ノ
決
ス
ル
所
ト
雖
ド
モ
未
タ
必
シ
モ
府
県
現
行
ノ
成
規
定
令
ヲ

廃
シ
以
テ
改
正
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
非
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
7
）『
教
育
会
議
成
議
案
』（
小
林
（
正
）
家
文
書
一
九
二
〇
、
埼
玉
県
立
文

書
館
所
蔵
）
一
～
三
頁
。 

（
8
）
青
木
光
行
『
茨
城
の
小
学
校 
巻
一
』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
一
九
九
〇
年
、
三
三
三
頁
。 

（
9
）「
茨
城
県
年
報
」『
文
部
省
第
四
年
報
』
一
一
〇
～
一
一
一
頁
。 

（
10
）
茨
木
県
教
育
会
『
茨
城
県
教
育
史 

上
巻
』
茨
木
県
教
育
会
、
一
九
五

八
年
、
二
六
四
～
二
六
五
頁
。 

（
11
）
栃
木
県
通
達
乙
第
百
七
十
二
号
。
栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
栃
木

県
史 

史
料
編 

近
現
代
八
』栃
木
県
、ぎ
ょ
う
せ
い
、一
九
七
九
年
、

五
六
～
五
七
頁
。 

（
12
）「
現
今
施
行
及
将
来
改
正
等
ノ
事
項
ヲ
実
地
ニ
就
キ
論
弁
セ
シ
メ
衆
議

宜
ヲ
取
リ
以
テ
逐
次
教
育
ノ
旺
盛
ヲ
致
サ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
故
毎
年
春

秋
両
度
当
庁
下
ニ
於
テ
教
育
会
議
ヲ
開
ク
ヘ
キ
目
的
ヲ
以
テ
当
春
ヲ

第
一
会
ト
シ
己
ニ
目
下
会
場
中
ナ
リ
」（「
栃
木
県
年
報
」『
文
部
省
第

四
年
報
』
一
九
六
頁
）。 

（
13
）「
東
京
府
史
料 

学
校
１
（
明
治
四
‐
一
一
年
）」（
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
）。
佐
藤
秀
夫
監
修
『
府
県
史
料 

教
育 

五
』
ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
八
五
年
、
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。 

（
14
）
文
部
省
「
第
四
大
学
区
教
育
議
会
成
議
案
」『
教
育
雑
誌
』
三
六
号
付

録
。 

（
15
）
菅
野
誠
・
佐
藤
譲
『
日
本
の
学
校
建
築
』
文
教
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
八

三
年
、
一
一
二
～
一
一
三
頁
。 

（
16
）
乙
第
七
十
六
号
。「
山
梨
県
年
報
」『
文
部
省
第
五
年
報
』（
明
治
十
年

第
一
冊
）
一
三
五
～
一
三
七
頁
。
山
梨
県
立
図
書
館
編
『
山
梨
県
史
』

（
第
六
巻
）山
梨
県
立
図
書
館
、一
九
六
三
年
、二
三
〇
～
二
三
三
頁
。 

（
17
）「
八
月
学
校
建
築
考
案
ヲ
作
リ
テ
各
区
ヘ
頒
布
ス
」
佐
藤
秀
夫
監
修
『
府

県
史
料 

教
育 

二
四
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
六
年
、
二
九
一
～
二

九
二
頁
。
尾
形
裕
康
、
前
掲
書
、
一
八
九
頁
～
一
九
六
頁
。 

（
18
）
倉
沢
剛
『
小
学
校
の
歴
史Ⅰ

―
学
制
期
小
学
校
政
策
の
発
足
過
程
』
ジ

ャ
パ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六

三
年
、
一
〇
五
七
～
一
〇
六
一
頁
。 

（
19
）
佐
藤
秀
夫
『
教
育
の
文
化
史
３ 

史
実
の
検
証
』
阿
吽
社
、
二
〇
〇
五

年
、
二
九
〇
頁
。 
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三 

追
体
験
で
学
ぶ
と
い
う
教
育
の
コ
ト
：
博
物
館
教
育
の
意
味 

 

柴
田 

政
子 

 

一
．
問
題
の
所
在 

 

本
論
文
の
骨
子
は
、「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教

育
文
化
（「
モ
ノ
」「
コ
ト
」）
史
研
究
」
が
追
究
し
て
き
た
課
題
、
す
な
わ
ち
、

教
育
活
動
に
つ
い
て
考
察
・
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
習
慣
化
か
ら
起
こ
る

受
信
濾
過
を
克
服
し
、
ま
た
社
会
や
学
校
文
化
全
体
（
総
和
）
と
の
関
係
づ
け

を
通
じ
て
教
育
を
よ
り
深
層
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
博
物
館
に
お
け
る
歴
史
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
の
課
題
に
取

り
組
む
。
本
来
、
博
物
館
で
の
教
育
活
動
と
は
、
展
示
物
や
資
料
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
知
識
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
し
、
事
実

そ
れ
は
博
物
館
の
主
た
る
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
博
物
館
に
お
け

る
そ
う
し
た
日
常
的
活
動
の
表
層
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
教
育
」
が
、
展
示
と

い
う
い
わ
ば
博
物
館
の
主
役
以
外
か
ら
授
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
余
り
深
く
認

識
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、
博
物
館
の
建
物
の
構
造
や
立
地
等
、
そ
れ

自
体
は
教
育
の
題
材
と
は
考
え
難
い
も
の
が
、
実
は
博
物
館
が
伝
え
教
え
よ
う

と
す
る
教
育
内
容
、
教
育
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
博
物
館
の
設
立
時

期
や
運
営
の
形
態
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
を
分
析
す
る
こ
と
で
も
、
そ
の
博
物
館

が
も
つ
歴
史
教
育
に
関
す
る
問
題
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
お
け
る
近
代
博
物
館
の
歴
史
は
浅
く
、
そ
の
教

育
活
動
に
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
と
展
開
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
筆
者
が
中
心
的
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
関
わ
る
歴
史
を
主
題
と
す
る
博
物
館
に
つ
い
て
、
特
に
海
外
で
の
事

例
を
比
較
分
析
し
な
が
ら
、
こ
の
歴
史
教
育
の
分
野
で
も
多
く
の
問
題
を
抱
え

る
日
本
の
歴
史
博
物
館
教
育
に
対
し
、
何
ら
か
の
示
唆
や
提
言
が
で
き
な
い
か

試
み
て
み
た
い
。 

 
 二

．
博
物
館
教
育
の
歴
史
的
展
開 

 

諸
説
あ
る
な
か
広
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
博
物
館
の
語
源
は
ム
ー
セ
イ
オ
ン

(Mouseion)

、
つ
ま
り
「
ム
ー
サ
イ(Mousai)

の
神
殿
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ム
ー
サ
イ
と
は
、
音
楽
・
学
問
・
芸
術
・
詩
歌
・
舞
踏
な
ど
を
司
る

九
人
の
女
神
の
こ
と
だ
そ
う
で
、
博
物
館
と
は
西
欧
に
お
い
て
古
代
の
遥
か
か

ら
「
学
問
の
府
」
と
し
て
の
役
割
に
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
中
世
か
ら
近
代

社
会
に
入
る
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
博
物
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
興
味
は
エ

リ
ー
ト
層
に
限
ら
れ
、
権
力
と
財
力
を
持
つ
者
の
珍
品
・
稀
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ



 

―38― 

ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
以
降
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
近
代

市
民
社
会
を
築
き
始
め
る
と
、
博
物
館
は
再
び
「
知
」
の
殿
堂
と
し
て
社
会
的

位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
社
会
の
中
で
成
長

し
て
い
っ
た
中
産
階
級
の
上
層
階
級
へ
の
対
抗
心
や
羨
望
を
背
景
と
す
る
彼
ら

の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
上
昇
志
向
、
そ
の
礎
と
な
る
べ
き
学
問
・
知
識

の
社
会
的
重
要
性
の
認
識
、
資
本
主
義
的
消
費
社
会
の
芽
生
え
と
と
も
に
高
ま

っ
た
人
々
の
モ
ノ
に
対
す
る
興
味
関
心
な
ど
、
博
物
館
の
発
展
は
近
代
性
の
要

素
そ
の
も
の
を
内
包
し
て
い
る
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
は
、
そ
れ
ゆ
え
博

物
館
は
、
近
代
に
お
け
る
「
知
識
」
へ
の
過
信
や
権
威
主
義
の
象
徴
と
し
た
が
、

確
か
に
社
会
の
中
心
的
価
値
観
や
モ
ラ
ル
を
権
威
づ
け
す
る
も
の
と
し
て
博
物

館
は
機
能
し
て
き
た (

1) 

。
つ
ま
り
、
近
代
社
会
の
成
員
と
し
て
あ
る
べ
き

知
を
備
え
た
市
民
の
育
成
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。 

 

加
え
て
、
歴
史
を
伝
え
る
博
物
館
は
、
近
代
市
民
社
会
の
文
化
的
統
合
に
殊

更
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
歴
史
・
歴
史
観
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同

じ
起
源
（
過
去
）
を
持
ち
、
ま
た
同
じ
方
向
（
未
来
）
に
向
か
っ
て
い
く
と
い

う
意
識
を
育
ん
だ
。
個
人
主
義
を
中
心
的
価
値
観
と
す
る
社
会
に
お
い
て
は
元

来
ば
ら
ば
ら
の
個
々
人
が
、
そ
う
し
た
一
つ
の
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
思

わ
せ
る
状
態
を
作
り
出
す
上
で
、
近
代
博
物
館
の
持
つ
力
と
歴
史
の
持
つ
力
が

最
も
有
効
に
統
合
さ
れ
機
能
し
て
き
た
の
が
歴
史
博
物
館
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
西
欧
社
会
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
た
近
代

以
降
日
本
で
も
展
開
さ
れ
て
き
た
大
き
な
社
会
的
変
転
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

地
縁
・
血
縁
に
基
づ
く
「
関
係
的
同
一
性
」
を
軸
と
す
る
前
近
代
的
社
会
か
ら
、

民
族
共
同
体
と
し
て
創
造
・
想
像
さ
れ
て
き
た
近
代
国
民
国
家
に
お
け
る
「
種

的
同
一
性
」
を
軸
と
し
な
が
ら
個
人
主
義
を
基
本
と
す
る
統
治
が
要
と
さ
れ
る

よ
う
に
変
転
し
た
結
果
と
し
て
の
近
代
社
会
に
お
い
て
、
国
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
す
な
わ
ち
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
形
成
す
る
上
で
、
歴
史
・
歴

史
観
の
共
有
は
非
常
に
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
っ
た
（

2
）

。 

 
 三

．
日
本
に
お
け
る
博
物
館
教
育
の
課
題 

し
た
が
っ
て
社
会
の
西
洋
型
近
代
化
を
め
ざ
し
た
幕
末
の
日
本
人
も
、
博
物

館
は
「
知
識
を
広
め
る
た
め
の
施
設
」
と
理
解
し
た
（

3
）

。
幕
末
・
明
治
期
の

人
々
が
、欧
米
の
博
物
館
に
感
嘆
し
た
こ
と
は
多
く
の
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
遣
欧
岩
倉
使
節
団
は
、
社
会
階
層
ご
と
の
「
平
等
で
は
な
い
」
教
育
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
盛
ん
に

お
こ
な
っ
た
学
校
訪
問
よ
り
も
、
む
し
ろ
目
を
見
張
る
ほ
ど
大
規
模
で
水
準
の

高
い
博
物
館
の
視
察
に
時
間
と
精
力
を
注
い
だ
（

4
）

。
一
八
七
二(

明
治
五)

年
に
文
部
省
博
物
局
が
、
湯
島
聖
堂
構
内
に
博
物
館
を
設
立
し
て
か
ら
今
日
ま

で
、
日
本
の
博
物
館
教
育
は
、
他
の
近
代
教
育
の
分
野
と
同
様
に
、
西
洋
の
そ
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れ
を
礎
に
し
、
そ
れ
に
倣
っ
て
き
た
と
い
え
る
。 

 

確
か
に
日
本
も
独
自
の
か
た
ち
と
や
り
方
で
博
物
館
を
育
成
し
て
き
た
側
面

も
あ
る
が
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
日
本
の
西
洋
型
教
育
の
移
植
は
顕
著
で

あ
る
。
明
治
期
の
近
代
化
か
ら
時
代
を
下
っ
て
戦
後
占
領
期
の
一
九
五
一
（
昭

和
二
十
六
）
年
に
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
の
博
物
館
教
育
の
意
義
が
認
識
さ

れ
「
博
物
館
法
」
が
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
充
実
し
た
機
能
に
必
要
な
学
芸
員

の
育
成
な
ど
は
、
日
本
の
高
等
教
育
制
度
の
中
で
か
な
り
控
え
め
に
扱
わ
れ
て

き
た
。
こ
の
占
領
期
の
博
物
館
教
育
へ
の
動
き
か
ら
、
よ
う
や
く
新
た
に
大
き

な
政
策
上
の
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く
近
年
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
西
欧
に
お
け
る
生
涯
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
沿
う
か
た
ち
で
、

文
部
科
学
省
は
具
体
的
政
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年

か
ら
の
二
年
間
、
文
部
省
（
当
時
）
委
嘱
調
査
研
究
事
業
と
し
て
、
日
本
博
物

館
協
会
は
「
新
時
代
博
物
館
」
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ
の
報
告
書
『「
対
話
と
連

携
」
の
博
物
館
』（
平
成
十
二
年
十
二
月
）
に
提
言
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
、

組
織
の
運
営
管
理
や
人
材
育
成
を
主
軸
と
し
た
博
物
館
の
機
能
全
般
と
そ
れ
を

円
滑
に
な
ら
し
め
る
た
め
の
条
件
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
従
来
日
本
で
は
、
収
集

か
ら
展
示
・
保
管
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
的
業
務
に
至
る
ま
で
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
何
で
も
屋
」
的
仕
事
で
あ
っ
た
学
芸
員
の
専
門

職
と
し
て
の
職
業
的
位
置
づ
け
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
適
切
な
高
等
教

育
機
関
で
の
養
成
と
そ
の
後
の
配
置
が
主
な
課
題
と
さ
れ
た
。 

本
稿
が
テ
ー
マ
と
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
わ
る
歴
史
博
物
館
・
歴
史
資

料
館
に
つ
い
て
も
同
様
の
課
題
が
指
摘
で
き
る
。
後
述
す
る
海
外
の
戦
争
関
連

博
物
館
で
提
供
さ
れ
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
高
度
な

資
格
を
持
つ
学
芸
員
・
研
究
者
を
含
む
ス
タ
ッ
フ
、
安
定
し
た
組
織
的
運
営
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
支
え
る
潤
沢
ま
た
安
定
し
た
資
金
を
裏
付
け
と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
る
。
日
本
の
課
題
に
関
し
て
は
、
前
号
の
研
究
談
叢
第
十
一
号
で
述
べ

た
通
り
（

5
）

、
第
一
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
絶
対
数
・
各
々
の
受
講
者
の
年
齢

や
集
団
の
目
的
に
沿
っ
た
多
様
性
等
の
点
に
お
い
て
は
、
未
だ
開
発
さ
れ
て
い

な
い
機
関
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
確
か
に
博
物
館
や
資
料
館
と
い
っ
た
と
こ
ろ

は
、
入
場
に
関
す
る
年
齢
制
限
を
設
け
る
の
は
難
し
い
が
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
し
て
は
、
小
学
生
用
・
中
学
生
用
・
高
校
生
用
・
大
学
生
用
・
中
等
学

校
教
員
用
・
一
般
社
会
人
用
な
ど
と
い
っ
た
、
集
団
の
ニ
ー
ズ
や
理
解
度
に
合

っ
た
類
別
が
必
要
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
戦
争
を
題
材
と
す
る
場

合
、
人
間
の
惨
た
ら
し
く
傷
つ
け
ら
れ
た
写
真
や
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
回
想

録
・
談
な
ど
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
展
示
さ
れ
る

（

6
）

。
こ
う
し
た
人
間
の
尊
厳
を
問
う
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
は
、
小
学
生

の
理
解
力
で
は
及
ば
な
い
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の

博
物
館
で
は
上
記
の
よ
う
な
受
講
生
ご
と
の
き
め
細
か
い
対
応
は
十
分
に
と
ら
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れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

更
に
展
示
物
の
歴
史
的
検
証
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
十
分
に
行
え
る
組
織
づ

く
り
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
後
に
取
り
上
げ
る
米
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
記
念
博
物
館(The United States Holocaust Memorial Museum)

（
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
や
、
ナ
チ
党
大
会
跡
に
建
設
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク(Dokumentationszentrum 

Reichsparteitagsgelände)
（
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
）
な
ど
は
組
織
に

常
勤
委
員
と
し
て
研
究
者
を
含
み
、常
に
内
容
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
伝
え
る
オ
ー
バ
ー
ザ
ル
ツ
ベ
ル
ク
・
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー(Dokumentation Obersarzberg)

（
ド
イ
ツ
・
バ

イ
エ
ル
ン
州
）
で
は
、
展
示
及
び
発
行
資
料
・
冊
子
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同

州
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
あ
る
現
代
史
研
究
所(Institut für Zeitgeschichte)

の
監
修
を
受
け
て
お
り
、
歴
史
を
専
門
領
域
と
す
る
研
究
者
に
よ
り
内
容
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。
経
済
的
に
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
も
っ
と
小

規
模
な
博
物
館
の
例
で
い
う
と
、
ベ
ル
ギ
ー
・
メ
ッ
ヘ
レ
ン
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人

追
放
と
抵
抗
博
物
館(The Jewish Museum of Deportation and 

Resistance)

で
は
、同
国
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
の
歴
史
研
究
者
と
の
研
究
会
を

通
じ
て
、
展
示
物
及
び
統
計
資
料
に
つ
い
て
随
時
「
事
実
確
認
」
と
「
見
直
し
」

を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
の
検
証
に
取
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
博

物
館
の
活
動
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
の
例
外
を
除
き
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い (

7) 

。 

 四
．
展
示
自
体
以
外
か
ら
読
み
取
り
記
憶
す
る
過
去 

学
校
の
教
室
で
教
科
書
を
も
と
に
し
て
学
ぶ
歴
史
と
博
物
館
で
の
歴
史
学
習

の
最
大
の
違
い
の
ひ
と
つ
は
、
過
去
の
こ
と
が
ら
の
あ
る
種
の
追
体
験
や
五
感

を
含
め
た
感
性
を
通
じ
て
記
憶
す
る
過
去
と
い
っ
た
点
に
あ
る
。
過
ぎ
去
っ
た

過
去
自
体
を
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
形
象
・
イ
メ
ー
ジ
・

素
描
な
ど
と
い
っ
た
形
で
図
式
化
・
表
象
し
感
性
に
訴
え
る
作
業
が
、
博
物
館

で
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
学
習
者
（
来
館
者
）
が
博
物
館
で
得
る
「
知
識
」

や
情
報
は
、
展
示
そ
の
も
の
か
ら
発
せ
ら
れ
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
通
常
で

あ
り
、
そ
れ
は
上
記
に
み
た
よ
う
な
博
物
館
の
歴
史
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
過
去
に
は
た
だ
モ
ノ
を
陳
列
し
て
い
た
だ
け
の
、
そ
れ
以
上
で
も
そ

れ
以
下
の
存
在
で
も
な
か
っ
た
近
代
の
博
物
館
は
、
現
在
で
は
そ
の
発
す
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
複
雑
・
多
岐
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
習
者
の
感
性
に
よ

り
受
け
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
展
示
物
自
体
か
ら
だ
け
よ
り

も
、
よ
り
一
層
深
部
に
お
い
て
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

そ
こ
で
、
そ
の
一
例
と
し
て
ま
ず
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
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る
米
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
っ

て
み
る
。
第
一
に
博
物
館
の
建
物
が
あ
る
立
地
で
あ
る
。
特
に
戦
争
や
災
禍
に

関
わ
る
博
物
館
や
記
念
館
は
、
そ
れ
ら
が
当
に
起
こ
っ
た
場
所
や
ゆ
か
り
の
あ

る
土
地
に
あ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
記
念
博
物
館
は
、
例
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ(Auschwitz-Birkenau Memorial and 

State Museum)

（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ド
イ
ツ
語
で
、
現
地
語
で
は
オ
シ
フ

ィ
エ
ン
チ
ム
）
、
ド
イ
ツ
の
ダ
ッ
ハ
ウ(Dachau)

や
ブ
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
ド

(Buhenwald)

な
ど
、そ
れ
が
起
き
た
旧
ナ
チ
強
制
収
容
所
に
各
々
記
念
博
物
館

あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
・
メ
ッ
ヘ
レ
ン
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
追
放
と
抵
抗
博
物
館
の
建

つ
地
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
こ
で
一
旦
集
め
ら
れ
た
後
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
の
ナ
チ
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
っ
た
場
所
で
あ
り
、
小
規
模
で

古
い
同
館
建
物
の
拡
大
計
画
で
も
ま
さ
に
こ
の
地
か
ら
は
絶
対
動
か
な
い
こ
と

が
第
一
条
件
と
さ
れ
て
い
る (

8) 

。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
よ
う
に
、
老
朽

化
す
る
歴
史
遺
物
に
保
存
の
理
由
で
あ
る
程
度
の
補
修
作
業
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
上
記
の
こ
う
し
た
場
所
で
は
そ
れ
自
体
が
過
去
を
語
る
歴
史
そ

の
も
の
で
あ
る
の
で
、
敢
え
て
何
か
別
の
効
果
的
な
「
教
育
的
装
置
」
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
し
な
い
こ
と
で
生
き
た
か
た
ち
で
過
去
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
と

し
て
、
ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
域
で
起

こ
っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
題
材
と
す
る
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
で
は
そ
れ
は

不
可
能
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
記
念
博
物
館
は
「A 

living 

memorial

」
で
あ
る
と
、
そ
の
基
本
理
念
に
銘
打
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
一
九

七
九
年
四
月
二
四
日
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
犠
牲
者
追
悼
記
念
日
に
カ
ー
タ
ー
大
統

領
（
当
時
）
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
こ
れ
を
生
き
延
び
た

多
く
の
人
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
点
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て

も
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
生
き
た
、
生
々
し
い
歴
史
的
出
来
事
で
あ
る
捉
え
る
理
由

と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
土
地
ど
こ
ろ
か
こ
の
国
で
起
き
て
も
い
な
い
、

ま
た
当
時
こ
の
国
の
国
民
が
直
接
関
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
歴
史
的
事
象
に
つ

い
て
、
訪
れ
た
人
々
に
生
き
た
歴
史
と
し
て
記
憶
さ
せ
る
と
明
記
さ
れ
た
理
念

か
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
と
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
博
物
館
自
体
が
い
う

「powerful 
lesson

」
を
受
け
る
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る 

(

9) 

。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
米
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館
の
立
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の

が
、
同
館
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
の
精
神
を
称
え
る
数
々
の

記
念
碑
が
あ
る
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ル
地
区(The National Mall)

、
す
な
わ
ち
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
首
都
の
中
心
部
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
建
造
物
は
同
国
の

中
心
的
価
値
観
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
起
き
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
伝
え
る
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
こ
の
博
物
館
の
重
要
メ
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ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
が
「
自
由
」
で
あ
る
。
博
物
館
は
、
そ
の
ほ
ど
近
い
北
西
の

方
向
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
な
が
ら
、
そ
の
東
側
に
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館

や
連
邦
議
会
が
そ
び
え
る
キ
ャ
ピ
ト
ル
ヒ
ル
を
抱
え
る
。
建
築
家
に
は
、
モ
ー

ル
を
形
成
す
る
各
々
の
建
物
と
の
理
念
的
・
環
境
的
調
和
を
保
つ
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
た
。 

  

写
真
一 

西
側
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
東
側
に
キ
ャ
ピ
ト
ル
ヒ
ル
を
望
む
と
こ
ろ
に 

 
 
 
 

建
設
さ
れ
た
米
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館
（
中
央
）（
筆
者
撮
影
） 

 
United States Holocaust Memorial 

Museum (USHMM) 6

 

も
う
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
ヤ
ド
・
ヴ

ァ
シ
ェ
ム(Yad Vachem)

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
設

立
の
時
期
と
い
う
観
点
か
ら
後
に
再
び
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
五
七
年

に
初
め
て
設
立
さ
れ
た
こ
の
博
物
館
は
、
当
初
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
五
年
に
大
規
模
の
移
転
・
改
装
・
拡
大
を
遂
げ
、
写
真
二
の
よ
う
な
全

景
を
誇
る
姿
と
な
っ
た
。
場
所
は
追
悼
の
丘(Mount of Remembrance)

の
頂

上
に
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
兵
士
が
眠
る
墓
所
よ
り
高
台
に
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
に
と
っ
て
、
こ
の
博
物
館
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と

い
う
政
治
的
認
識
が
読
み
取
れ
る
。 

 写
真
二 

ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
全
体
像 

 

（
写
真
出
所
：Ockman, Joan, Moshe Safdie, Avner Shalev, and Elie 

 
 
 
 
 
  Wiesel. Yad Vashem: Moshe Safdie - The Architecture of 

 
 
 
 
 
  Memory. Lars Mueller Publishers: Baden. 2006.

） 
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次
に
、
博
物
館
の
建
築
構
造
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
同
じ

く
ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
の
例
で
い
う
と
、
写
真
二
の
中
央
部
に
横
た
わ
る
白
く

細
長
い
建
物
が
中
心
と
な
る
展
示
場
所
で
、
民
族
の
航
海
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

船
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
展
示
が
始
ま
る
写
真
左
側
の
入
口
は
、
照
明
が
落
と

さ
れ
て
暗
い
。
そ
の
中
で
繰
り
返
し
演
奏
さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
を
聞
き
な

が
ら
、
見
学
者
は
そ
れ
を
歌
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
。
写

真
三
は
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
辺
り
に
来
た
写
真
で
あ
る
が
、
床
は
全
く
の
水
平
で

は
な
く
少
し
反
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
入
り
口
と
出
口
に
対
し
て
こ
の
真
ん

中
部
分
が
一
番
深
く
な
っ
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史
の
最
も
過
酷
な
部
分

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
通
り
越
す
（
克
服
す
る
）
と
、
出

口
（
写
真
四
）
に
は
、
丘
の
頂
上
か
ら
見
渡
せ
る
美
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
市
の
見

事
な
姿
が
広
が
る
と
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
民
族
に
と
っ
て
過
酷
な
歴
史
を

経
て
こ
そ
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
が
あ
り
、
還
元
す
る
と
、
こ
の
歴

史
は
国
家
の
存
在
意
義
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
館
が

言
葉
で
表
現
す
る
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
方
も
同
様
に
、
構
造
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
い
る
。
写
真
一
で
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
建
物
そ
れ
自
体
が
壮
大
で
あ

る(

約
二
万
五
千
平
米)

。
建
築
家
は
は
や
り
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
ゆ
か
り
の
人
物
か 

写
真
三
（
上
）
博
物
館
中
央 

 
 
 

写
真
四
（
下
）
博
物
館
出
口 

（
と
も
に
写
真
出
所
：Ockman, Joan, Moshe Safdie, Avner Shalev,  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
and Elie  Wiesel. Yad Vashem: Moshe  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Safdie - The Architecture of Memory. Lars 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Mueller Publishers: Baden. 2006.

） 
 

      

ら
選
ば
れ
、
九
歳
の
時
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
たJames Ingo Freed

で
あ
る
。
実
は
、
彼
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
同
様
に

壮
大
で
あ
っ
た
当
初
の
博
物
館
の
建
築
案
は
、「
ヒ
ト
ラ
ー
が
喜
び
そ
う
な
フ
ァ

シ
ス
ト
的
建
物
」
と
理
事
会
の
強
い
批
判
を
浴
び
却
下
さ
れ
、
現
在
の
も
の
に

な
っ
た (

10) 

。
歴
史
的
事
象
の
重
要
性
を
伝
え
よ
う
と
す
る
際
、
立
地
と
外

観
は
同
様
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
彼
自
身
が
最
も
重
要
と
し
た
こ
と
は
、
訪
れ

る
人
々
が
「
知
的
」
な
経
験
を
す
る
の
で
は
な
く
、「
感
性
」
で
捉
え
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
彼
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
「Viscerally

」、
つ
ま
り
「
腹
で
感
じ
る

よ
う
な
、
直
感
的
な
、
理
屈
抜
の
」
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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写
真
五
（
上
）
同
館
内
部(The Hall of Witness)  

写
真
六
（
下
）
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制
収
容
所 (

ビ
ル
ケ
ナ
ウ) 

の
門 

（
と
も
に
筆
者
撮
影
） 

 

ま
た
写
真
五
か
ら
だ
け
で
は
感
じ
難
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
上
階
に
い
る

人
は
上
階
に
あ
る
窓
際
を
通
る
人
々
か
ら
常
に
監
視
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
受
け

る
。
展
示
物
を
み
な
く
て
も
、
そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
、
ナ
チ
ス
強
制
収
容
所

に
い
る
と
い
う
追
体
験
を
す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
写
真
五
と
写
真
六

を
よ
く
見
比
べ
て
み
る
と
、ひ
と
つ
の
共
通
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
浮
か
び
上
が
る
。

写
真
五
に
示
さ
れ
た
博
物
館
の
上
階
に
向
け
て
狭
ま
っ
て
い
く
階
段
と
そ
の
先

に
あ
る
茶
色
の
囲
い
は
、
写
真
六
に
示
さ
れ
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制

収
容
所(

ビ
ル
ケ
ナ
ウ)

に
通
じ
る
輸
送
用
線
路
と
収
容
所
の
入
り
口
、
い
わ
ゆ

る
「
死
の
門
」
の
風
景
を
想
像
さ
せ
、
そ
こ
に
い
る
臨
場
感
を
体
験
さ
せ
る
よ

う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。 

写
真
七
で
も
同
様
の
感
覚
を
得
ら
れ
る
。
自
ら
は
暗
い
建
物
の
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
と
、
自
分
に
は
手
の
届
か
な

い
美
し
く
青
い
空
が
抜
け
て
い
る
。
暗
さ
の
印
象
は
展
示
室
だ
け
で
な
く
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
も
敢
え
て
薄
暗
い
色
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。 

 写
真
七
（
上
）
モ
ー
ル
側
入
り
口
ホ
ー
ル 

 

写
真
八
（
下
）
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
と
も
に
筆
者
撮
影
） 

 
 
 
 

 

展
示
物
自
体
は
様
々
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
を
見
学
者
が
ど
こ

で
目
に
す
る
の
か
も
重
要
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、「
自
由
」
が
こ
の
館
の
発
す

る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
解
放
者
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
の

は
、こ
の
記
念
博
物
館
が
発
す
る
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

ブ
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
ド
・
オ
ル
ド
ル
フ
強
制
収
容
所(Buchenwald-Ohrdruf)

を
解

放
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
将
軍(

当
時)

が
、
そ
の
残
酷
な
光
景
を
回
想
し
遺
し

た
言
葉
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
側
入
り
口
に
掲
げ
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。 

 



 

―45― 

写
真
九
（
上
） 

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
回
想
碑 

写
真
一
〇
（
下
） 

同
碑
の
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
側
入
り
口 

（
と
も
に
筆
者
撮
影
） 

     
 

碑
文
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
： 

〝THE THINGS I SAW BEGGAR DESCRIPTION 
… THE VISUAL EVIDENCE AND 

THE VERBAL TESTIMONY OF STARVATION. CRUELTY AND BESTIALITY WERE 

SO OVERPOWERING 

… I MADE THE VISIT DELIBERATELY, IN ORDER TO 

BE IN A POSITION TO GIVE FIRST-HAND EVIDENCE OF THESE THINGS IF 

EVER, IN THE FUTURE, THERE DEVELOPS A TENDENCY TO CHARGE THESE 

ALLEGATIONS TO PROPAGANDA.

〟 

GEN. DWIGHT DAVID EISENHOWER 

SUPREME COMMANDER OF THE ALLIED FORCES 

OHRDRUF CONCENTRATION CAMP 
 
APRIL 15, 1945 

展
示
の
配
置
か
ら
も
、自
由
を
与
え
た
ア
メ
リ
カ
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
解
放
し
た
の
は
、
ソ
連
赤
軍
で
あ
る
の
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
指
揮
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
あ
っ
た
強
制
収
容
所
は
そ
の
他
連
合
国
軍
の
指
揮
の
も
と

で
も
解
放
さ
れ
た
。
モ
ー
ル
側
入
り
口
か
ら
入
る
と
す
ぐ
に
目
に
入
る
の
は
、

鮮
明
な
色
の
十
二
の
旗
で
、
こ
れ
は
「
ナ
チ
強
制
収
容
所
を
解
放
し
た
十
二
合

衆
国
師
団
の
旗
」
で
あ
る
。 

 写
真
一
一
（
上
）
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
る
モ
ー
ル
側
入
口 

写
真
一
二
（
下
）
そ
の
入
口
を
入
る
と
す
ぐ
目
に
す
る
十
二
合
衆
国
師
団
の
旗 

（
と
も
に
筆
者
撮
影
） 

 
 

 
 
 
 

博
物
館
の
政
治
的
・
教
育
的
重
要
性
は
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
職
員
は
、
事
務
職
員
を
含
め
約
三
〇
〇
人
を
か
か
え
、
専
門
の
歴
史

研
究
者
や
学
芸
員
、
ま
た
元
学
校
教
員
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
担
当
専
門
者
も

専
任
で
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
博
物
館
の
内
と
外
の
機
能
を
支
え
る
財
政
も

大
き
い
。
二
〇
〇
九
年
の
年
報
で
み
る
と
、
総
収
入
は
九
、
六
八
九
万
ド
ル
に

及
び
、
連
邦
政
府
関
連
か
ら
の
公
的
資
金
は
約
四
、
六
八
五
万
ド
ル
（
四
八
・
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四
％
）、寄
付
や
会
員
料
、売
店
の
売
り
上
げ
な
ど
が
出
所
の
私
的
資
金
は
約
五
、

〇
〇
四
万
ド
ル
（
五
一
・
六
％
）
で
あ
る (

11) 

。
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
ま
ず

博
物
館
の
一
般
的
運
営
に
使
わ
れ
（
二
、
五
〇
六
万
ド
ル
、
二
八
・
一
％
）、
次

い
で
ほ
ぼ
同
規
模
の
資
金
が
学
校
・
一
般
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
費
や
さ
れ

（
二
、
〇
九
一
万
ド
ル
、
二
三
・
五
％
）、
多
く
の
専
門
家
を
か
か
え
る
セ
ン
タ

ー(Center for Advanced Holocaust Studies)

に
は
七
四
六
万
ド
ル
（
八
・

四
％
）が
支
出
さ
れ
て
い
る
。他
は
以
下
の
こ
と
が
ら
に
使
用
さ
れ
て
い
る: 

経

営
（
一
、
四
三
〇
万
ド
ル
、
一
六
・
一
％
）、
資
金
集
め
（
七
八
八
万
ド
ル
、
八
・

九
％
）、
外
注
技
術
関
連
（
六
五
二
万
ド
ル
、
七
・
三
％
）、
会
員
拡
大
（
四
九

三
万
ド
ル
、
五
・
五
％
）、
売
店
運
営
（
一
九
九
万
ド
ル
、
二
・
二
％
）。 

こ
こ
で
提
供
さ
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
性
か
ら
、
様
々
な
歴
史
的
・

文
化
的
・
民
族
的
背
景
を
持
つ
人
々
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
館

を
訪
れ
る
前
の
「
予
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

に
関
す
る
用
語
・
事
象
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
百
科
事
典
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
英
語
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、

中
国
語
、
バ
ハ
サ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ト
ル
コ
語
な
ど
合

計
一
二
言
語
で
検
索
で
き
る
。
学
校
の
引
率
教
員
も
予
習
で
き
る
よ
う
、
オ
ン

ラ
イ
ン
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
館
の

訪
問
中
や
訪
問
後
の
「
復
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
当
然
の
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
専
門
の
研
究
者
用
の
み
で
な
く
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
テ
ー
マ
と

し
た
職
業
に
就
く
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
々
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
こ
う
し
た
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

注
が
れ
る
資
金
と
労
力
の
大
き
さ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
同
館
が
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
を
人
々
に
伝
え
る
使
命
に
か
け
る
思
想
が
理
解
で
き
る
。 

 五
．
政
治
文
脈
か
ら
読
み
取
る
歴
史 

更
に
重
要
で
あ
る
の
が
設
立
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
つ
ま
り
時
代
的
背
景
、
特
に

国
際
政
治
文
脈
と
の
関
係
か
ら
読
み
取
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
一
九
九
三

年
に
一
般
公
開
が
始
ま
っ
た
米
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館
は
、
ア
ラ
ブ
寄
り

の
政
策
を
と
る
カ
ー
タ
ー
政
権
時
の
一
九
七
八
年
に
そ
の
設
立
が
議
会
で
立
法

化
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
同
政
権
は
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
Ｆ
15
戦
闘
機
販
売
で
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
こ
れ
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る (

12) 

。
こ
う
し
た
壮
大
な
建
物
を
首
都
の
中
心
に
建
設
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
の
建
設
開
始
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
の
一
九
八
九

年
で
あ
っ
た
。
着
工
ま
で
長
ら
く
時
間
の
か
か
っ
た
こ
の
計
画
に
大
き
な
「
ひ

と
押
し
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
時
期
独
米
間
の
外
交
問
題
に

発
展
し
た
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
ト
ブ
ル
ク
事
件
で
あ
る
。
戦
争
の
記
憶
・
教
育
と
い

う
点
で
、
し
ば
し
ば
日
本
の
模
範
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
は
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余
り
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
広
く
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
一
九

八
五
年
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
（
当
時
）
は
こ
の
地
を
公
式
訪
問
し
、
ド
イ
ツ
軍

戦
没
者
追
悼
を
行
っ
た
が
、
実
は
こ
の
墓
地
に
は
ナ
チ
武
装
親
衛
隊(Waffen 

SS)

も
葬
ら
れ
て
い
た
。こ
の
こ
と
が
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
を
は
じ
め
国
内
外
か
ら
強

い
批
判
が
起
こ
っ
た
。
両
国
間
で
訪
問
場
所
を
ベ
ル
リ
ン
に
変
更
す
る
な
ど
の

議
論
が
さ
れ
た
が
、
結
局
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
こ
こ
で
祈
り
を
捧
げ
た
。
こ
れ

が
重
要
な
契
機
と
な
り
、
同
館
の
計
画
は
一
挙
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た (

13) 

。 

ま
た
筆
者
が
、
国
際
政
治
文
脈
の
変
化
と
歴
史
認
識
、
特
に
戦
争
の
そ
れ
と

関
わ
る
も
の
の
と
の
相
関
関
係
と
並
ん
で
重
視
し
注
目
し
て
い
る
の
が
、
類
似

の
テ
ー
マ
を
扱
う
博
物
館
同
士
の
「
歴
史
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
巡
る
競
合
を

背
景
と
す
る
設
立
・
発
展
の
過
程
で
あ
る
。
競
合
と
い
っ
て
も
、
当
然
互
い
の

興
味
や
関
心
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協
同
し
て
い
る
館
も
多
い
。
例
え
ば
、

米
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館
や
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
他
の
博

物
館
が
提
供
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
イ
ス
ラ

エ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
で
の
見
学
や
セ
ミ
ナ
ー
受
講

が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
あ
る
シ
ョ
ア
記
念
館(Mémorial de la Shoah)

や
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
一
体
誰
の
歴
史
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に

し
た
場
合
、
実
際
に
そ
れ
が
起
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
と
い
う
よ
り
は
、
む
し

ろ
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
」
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
こ
れ
を
「
自
国
の
歴
史
」
と

し
て
そ
の
解
釈
や
教
育
に
関
し
て
、
あ
る
種
の
「
権
威
」
を
持
と
う
と
す
る
こ

と
が
、
そ
の
発
展
の
歴
史
か
ら
理
解
で
き
る
。 

そ
の
一
つ
の
例
が
、
前
述
パ
リ
・
シ
ョ
ア
記
念
館
の
一
九
五
六
年
の
開
館
で

あ
る
。
こ
の
比
較
的
早
い
時
期
に
、
し
か
も
な
ぜ
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
テ
ー
マ

と
す
る
記
念
館
が
で
き
た
か
と
い
う
背
景
に
は
、
当
時
イ
タ
リ
ア
占
領
下
に
あ

っ
た
現
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
を
克
明
に
記
録
し
て
い
た
イ
ザ
ク
・
シ
ュ
ネ
ー
ゾ
ー
ン
ら

の
活
動
が
あ
り
、
終
戦
後
に
彼
ら
が
パ
リ
に
ま
ず
そ
の
資
料
館
を
開
き
、
そ
れ

が
記
念
館
へ
と
発
展
し
た
。
彼
ら
の
記
録
は
、
ナ
チ
ス
を
裁
く
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ

ル
ク
裁
判
で
も
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た (

14) 

。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
す
で
に

一
九
五
三
年
、ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
殉
教
者
と
英
雄
を
追
悼
す
る
中
心
的
機
関
が
、

国
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
た
が(

15)

、
一
九
五
六
年
に
パ
リ
の
同

館
が
設
立
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
イ
ス
ラ
エ
ル
議
会
（
ク
ネ
セ
ッ
ト
）
で
は
、

同
国
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
の
設
立
を
決
議
し
、
翌
年
現
在
の
ヤ

ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
の
も
と
と
な
る
小
規
模
な
博
物
館
が
立
ち
上
が
っ
た (

16) 

。 
 

 
ま
た
、多
く
の
人
々
に
と
っ
て
様
々
な
意
味
で
遠
い
歴
史
的
こ
と
が
ら
で
あ

っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
一
九
七
八
年
放
映
の
同
名
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
大
き
な
関
心
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
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た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
少
な
か
ら
ぬ
ユ
ダ
ヤ
人
を
戦
後
移

民
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
カ
ナ
ダ
で
も
、
一
九
七
九
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
博
物
館(The Montreal Holocaust Memorial Centre)

が
で
き
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
へ
の
関
心
の
広
が
り
を
背
景

に
、
と
り
わ
け
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
壮
大
な
記
念
博
物
館
の
設
立
を
直
接
的

な
背
景
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
小
規
模
で
あ
っ
た
博
物
館
を
追
悼
の
丘
の

頂
上
に
移
動
し
、
規
模
を
も
一
挙
に
大
き
く
拡
大
し
、
二
〇
〇
五
年
の
完
成
に

至
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
の
権
威
と
威
信
、
そ

し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
視
点
で
み
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
解
釈
に
関
す
る
自
負
が
あ
っ
た

こ
と
は
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る (

17) 

。 

 

六
．
博
物
館
で
の
歴
史
教
育
の
深
層
に
あ
る
も
の 

 

従
来
モ
ノ
を
保
存
し
、
そ
れ
を
並
べ
る
か
た
ち
で
展
示
す
る
だ
け
の
機
能
し

か
な
か
っ
た
博
物
館
は
、
西
欧
に
お
け
る
市
民
社
会
の
成
長
を
背
景
と
し
、
そ

の
構
成
員
に
対
す
る
重
要
な
教
育
機
関
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
た
。
よ
り
良
き

市
民
に
正
し
い
知
識
と
情
報
を
与
え
る
社
会
施
設
と
し
て
の
博
物
館
の
中
で
も

こ
と
に
歴
史
博
物
館
は
、
近
代
国
民
国
家
の
成
立
・
発
展
の
変
遷
の
中
で
、
国

民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
、
国
民
統
合
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
博
物
館
が
発
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
単
に
展
示
物
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
複
雑
に
諸
要
因
が
か

ら
み
あ
っ
た
か
た
ち
と
方
法
を
認
識
す
る
こ
と
で
、よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
。 

 

展
示
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
、
自
然
発
生
的
に
そ
こ
に
「
あ
る
」
の
で
は
な
く
、

過
去
に
起
き
た
事
象
が
「
歴
史
」
に
な
る
過
程
に
お
い
て
、
既
に
そ
こ
に
は
あ

る
べ
き
歴
史
の
認
識
と
解
釈
が
整
え
ら
れ
準
備
さ
れ
て
い
る
。
知
識
と
情
報
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
供
す
る
側
の
博
物
館
と
、
そ
れ
ら
を
受
け
る
側
の
見
学
者
と

の
間
に
「
解
釈
共
同
体
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
お

け
る
追
体
験
は
、
人
間
の
五
感
を
通
じ
、
深
部
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
持
続

す
る (

18) 

。 

 

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
た
だ
展
示
物
と
そ
の
側
に
添
え
ら
れ
て
い
る
名
称

プ
レ
ー
ト
や
簡
単
な
解
説
か
ら
学
習
す
る
と
い
う
、
博
物
館
に
お
け
る
日
常
的

行
為
の
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
こ
と
と
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
ま

た
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
が
、
む
し
ろ
博
物
館
に
お
け
る
歴

史
教
育
の
核
心
に
触
れ
る
よ
う
な
重
要
な
構
造
を
な
す
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
に
は
、
各
々
の
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど
で
謳
う
基
本
理
念
や
理
想
、

目
的
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
事
象
が

起
き
た
場
所
と
の
関
係
を
示
す
立
地
で
あ
り
、
建
物
の
外
観
や
内
部
構
造
、
色

使
い
、
照
明
、
ま
た
展
示
物
の
配
置
で
あ
っ
た
り
す
る
。
館
の
運
営
を
支
え
る

財
政
の
規
模
や
出
所
、
そ
し
て
そ
の
使
途
か
ら
も
、
そ
の
歴
史
事
象
と
深
く
関
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わ
る
人
々
と
の
関
係
が
み
て
と
れ
る
。 

そ
し
て
、
歴
史
が
国
民
統
合
の
政
治
的
装
置
で
あ
り
、
国
家
の
存
在
意
義
そ

の
も
の
を
示
す
は
働
き
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
博
物
館
の
生
い
立
ち

か
ら
成
長
（
ま
た
は
衰
退
）
の
過
程
や
館
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
国
を
取

り
巻
く
政
治
文
脈
と
の
関
係
は
不
可
分
で
あ
り
、
博
物
館
教
育
の
深
部
に
あ
る

歴
史
解
釈
と
歴
史
認
識
の
鍵
で
あ
る
と
い
え
る
。 
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四 

韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除 

―
現
状
と
そ
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
― 

 

出
羽 

孝
行 

は
じ
め
に 

  

日
本
の
学
校
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
学
校
掃
除
と
い
う
も

の
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
で
は
学
校
掃
除
は
一

般
化
し
て
い
る
が
、
世
界
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
ど
こ
の
学
校
で
も
生
徒(

1)

に

掃
除
を
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

本
論
文
で
は
、
韓
国
の
学
校
に
着
目
し
、
教
師
・
生
徒
・
保
護
者
の
認
識
や
、

具
体
的
な
掃
除
の
や
り
方
を
探
る
こ
と
で
、
日
本
と
同
様
、
生
徒
に
掃
除
を
さ

せ
て
い
る
韓
国
の
学
校
掃
除
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
学
校
掃
除
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
は
教
師
の
指
導
観
の
一
端
も
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
生
徒
が
学
校
の
掃

除
を
し
て
い
る
と
い
う
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
共
通
し
た
表
層
的
事
実
の
奥
に

隠
れ
た
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

研
究
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
日
本
に
お
け
る
学
校
掃
除
の
位
置
づ
け
を
整

理
し
た
後
、
韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
日
本
と
の
差

異
や
共
通
点
を
確
認
し
た
上
で
、
筆
者
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か

け
て
韓
国
の
初
等
学
校
（
日
本
の
小
学
校
に
相
当
す
る
六
年
制
の
学
校
）・
中
学

校
で
実
施
し
た
各
種
調
査
の
結
果
を
用
い
て
韓
国
の
学
校
掃
除
の
実
態
、
及
び

教
師
・
生
徒
・
保
護
者
の
学
校
掃
除
に
対
す
る
認
識
構
造
の
解
明
を
試
み
る
こ

と
と
す
る
。 

 

一
．
学
校
掃
除
の
位
置
づ
け 

  

日
本
に
お
い
て
学
校
掃
除
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
は
、
沖
原
豊
『
学
校

掃
除
―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』以
外
、ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
が(

2)

、

そ
の
沖
原
豊
ら
が
世
界
一
〇
五
カ
国
か
ら
得
た
回
答
に
よ
り
学
校
掃
除
を
類
型

化
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
学
校
掃
除
の
類
型
は
「
清
掃
夫
型
」「
清
掃
夫
・

生
徒
型
」「
生
徒
型
」
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う(

3)

。
そ
の
う
ち
、
日
本
や
韓
国

は
生
徒
が
学
校
の
掃
除
を
行
っ
て
い
る
の
で
、「
生
徒
型
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、

こ
の
型
に
入
る
国
の
特
徴
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
に
あ
る
と
い
う

(

4)

。
沖
原
豊
は
掃
除
の
人
間
形
成
的
役
割
を
ア
ジ
ア
諸
国
の
伝
統
と
し
、
学

校
掃
除
の
教
育
的
意
義
と
し
て
、
人
間
形
成
、
清
潔
に
対
す
る
態
度
・
習
慣
の

育
成
、
健
康
の
増
進
、
公
共
心
・
協
調
心
の
育
成
、
勤
労
の
価
値
の
学
習
を
挙

げ
て
い
る(

5)
。
ま
た
、「
自
問
掃
除
」
の
思
想
な
ど
も
人
間
形
成
が
基
本
に
あ
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る
と
考
え
る
と(

6)

、
日
本
で
は
学
校
掃
除
は
単
に
環
境
美
化
と
い
う
観
点
だ

け
で
は
な
く
、
清
掃
活
動
そ
の
も
の
が
教
育
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
実
施

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

掃
除
の
教
育
課
程
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
告
示
さ
れ
た

新
学
習
指
導
要
領
の
小
学
校
の
「
特
別
活
動
」
で
、
全
学
年
共
通
の
学
級
活
動

の
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
及
び
健
康
安
全
」
の

中
に
「
清
掃
な
ど
の
当
番
活
動
等
の
役
割
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
」
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
科
の
快
適
な
住
ま
い
に
関
す
る
事
項
で
も
清
掃
に
言
及

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
徳
に
お
け
る
公
共
心
を
育
成
す
る
点
か
ら
も
清
掃
活
動

が
奨
励
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

た
だ
、
歴
史
的
に
み
て
学
校
掃
除
を
生
徒
が
す
る
も
の
と
の
規
定
は
な
く
、

一
八
九
七
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
定
め
ら
れ
た
学
校
掃
除
に
関
す
る
規
定
で
あ

る
「
学
校
清
潔
方
法
」
に
お
い
て
も
生
徒
が
掃
除
を
す
る
と
い
う
前
提
で
は
書

か
れ
て
お
ら
ず
、
学
校
掃
除
は
学
校
の
責
任
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
（

7
）

。
実

際
、
明
治
初
期
に
学
校
制
度
が
創
設
さ
れ
た
当
初
は
学
校
役
員
と
教
員
が
掃
除

を
担
っ
て
い
た
が(

8)

、「
学
校
清
潔
方
法
」
が
出
さ
れ
、
学
校
衛
生
思
想
が
普

及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
は
、
生
徒
が
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

(

9)

。
し
か
し
、
全
て
の
場
所
を
生
徒
が
掃
除
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

昭
和
初
期
に
お
け
る
大
阪
市
の
あ
る
尋
常
高
等
小
学
校
の
衛
生
規
定
で
は
、「
普

通
教
室
及
附
近
ノ
廊
下
、
階
段
及
特
別
教
室
ノ
掃
除
ハ
第
三
学
年
以
上
ノ
児
童

之
ヲ
担
当
シ
二
年
以
下
ノ
教
室
廊
下
及
運
動
場
、
職
員
室
、
便
所
ソ
ノ
他
ノ
箇

所
ハ
使
丁
ニ
テ
行
フ
」(

10)

と
い
う
よ
う
に
、
二
年
生
以
下
の
掃
除
は
免
除
さ

れ
、
三
年
生
以
上
に
お
い
て
も
職
員
室
や
便
所
掃
除
は
用
務
員
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

佐
藤
秀
夫
は
子
ど
も
に
学
校
の
掃
除
を
さ
せ
は
じ
め
た
の
は
教
育
的
理
由
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
規
模
が
拡
大
し
、
清
掃
作
業
員
を
雇
用
す
る
だ
け

の
経
済
的
条
件
が
整
え
ら
れ
な
い
中
、
子
ど
も
に
掃
除
を
さ
せ
る
た
め
に
後
付

け
で
教
育
的
理
由
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
し
、
特
に
昭
和
一
〇
年
代
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
期
に
掃
除
は
心
を
磨
く
も
の
と
い
っ
た
精
神
論
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る(

11)

。 

 

一
方
、
日
本
と
は
歴
史
的
に
も
社
会
的
土
壌
も
か
な
り
異
な
る
も
の
の
、
仏

教
文
化
圏
で
あ
る
韓
国(

12)

で
学
校
掃
除
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
韓
国
で
も
学
校
掃
除
に
特
化
し
た
研
究
は
管
見
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら

な
い
も
の
の(

13)

、
趙
ユ
ノ
ォ
ン
や
李
ジ
ョ
ン
ボ
ム
は
、
学
校
掃
除
の
教
育
的

意
義
に
つ
い
て
、「
特
別
活
動
の
一
分
野
と
し
て
自
主
精
神
の
伸
張
」、「
お
の
お

の
の
役
割
を
分
業
し
協
働
を
学
ぶ
学
習
の
場
」、「
奉
仕
精
神
の
源
泉
」、「
整
理

整
頓
の
習
慣
形
成
の
基
礎
」、「
衛
生
精
神
と
科
学
的
思
考
の
育
成
」
と
い
っ
た

事
項
を
挙
げ
て
い
る(

14)

。
ま
た
、
趙
ユ
ノ
ォ
ン
は
、
学
校
環
境
を
清
潔
に
す
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る
と
い
う
こ
と
は
副
次
的
な
こ
と
と
し
、
生
徒
の
自
律
的
な
活
動
を
重
視
し
て

清
掃
活
動
の
目
的
を
「
望
ま
し
い
人
間
形
成
」
に
置
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

(

15)

。
二
〇
〇
七
年
改
訂
教
育
課
程
の
中
で
「
清
掃
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ

て
い
る
の
は
、「
特
別
活
動
」(

16)

の
一
領
域
で
あ
る
「
奉
仕
活
動
」
の
な
か
の

「
環
境
・
施
設
保
全
活
動
」
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
清
掃
活
動
の
目
的
か
ら

す
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
改
訂
教
育
課
程
の
「
特
別
活
動
」
の
中
で
も
、「
自
治
活

動
」
の
中
の
「
役
割
分
担
活
動
」
に
含
ま
れ
る
「
一
人
一
役
活
動
」
や
、「
適
応

活
動
」
の
中
の
「
基
本
生
活
習
慣
形
成
活
動
」
に
含
ま
れ
る
「
清
潔
」
や
「
整

理
整
頓
」
が
最
も
適
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

実
際
の
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う
に
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
次
章

以
下
で
は
各
種
調
査
に
基
づ
き
、
韓
国
の
学
校
掃
除
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

二
．
韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
の
実
際 

 

（
一
） 

学
校
掃
除
に
関
す
る
実
態
調
査
の
概
要 

 

韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
の
実
態
、
並
び
に
学
校
関
係
者
の
学
校
掃
除
に
対

す
る
認
識
を
探
る
た
め
に
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
韓
国
中
部
の
広
域
市
の
住

宅
街
に
あ
り
、
生
徒
数
一
、
二
六
六
名
（
二
〇
〇
九
年
三
月
現
在
）
を
有
す
る

比
較
的
規
模
の
大
き
い
私
立
中
学
校(

17)

（
男
子
校
）
に
お
い
て
、
教
師
、
保

護
者
、生
徒
に
対
し
て
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。調
査
の
概
要
は
表
１
―
１
、

２
、
３
の
通
り
で
あ
る(

18)

。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一

一
月
に
か
け
て
三
つ
の
初
等
学
校
と
一
つ
の
中
学
校
（
質
問
紙
調
査
実
施
校
）

を
訪
問
し
、
掃
除
時
間
の
参
与
観
察
や
担
任
教
師
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た

（
表
２
参
照
）(

19)

。
分
析
に
あ
た
り
、
疑
問
点
が
生
じ
た
際
に
は
教
師
に
対

し
追
加
の
質
問
を
電
子
メ
ー
ル
で
行
っ
た
。 

         

  
な
お
、
質
問
紙
作
成
や
聞
き
取
り
項
目
作
成
に
あ
た
り
、
沖
原
豊
が
一
九
七

六
年
に
日
本
の
小
中
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
と
教
師
、
さ
ら
に
一
九
七
六
年
か

ら
一
八
七
七
年
に
か
け
て
韓
国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
小 

人数 （％）

男 17 (47.2)
女 15 (41.7)

未回答 4 (11.1)
合計 36 (100.0)

人数 （％）

1年 104 (29.0)
2年 107 (29.8)
3年 148 (41.2)
合計 359 (100.0)

人数 (%)
30代 34 (14.7)
40代 186 (80.5)
50代 11 (4.8)
合計 231 (100.0)

表１―１ 教師調査の概要 

表１―２ 生徒調査の概要 

表１―３ 保護者調査の概要 
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学
六
年
生
と
教
師
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
調
査
（
以
下
、
沖
原
調
査
）(

20)

を

参
照
し
た
。
沖
原
調
査
の
韓
国
調
査
分
と
今
回
の
調
査
と
で
は
結
果
に
大
き
な

違
い
が
表
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
調
査
対
象
者
の
違
い
や
、
細
か

い
設
問
文
の
違
い
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
約
三
〇
年
以
上
歳
月
を
隔
て
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る(

21)

。
従
っ
て
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
沖
原
調
査

と
の
比
較
と
い
う
形
は
と
ら
な
い
。 

 

（
二
） 

学
校
掃
除
の
方
法
―
班
別
活
動
と
の
関
連
― 

 

図
１
は
学
校
掃
除
を
行
う
時
間
を
複
数
回
答
で
担
任
教
師
と
生
徒
に
た
ず
ね

た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
掃
除
は
放
課
後
に
行
う
と
し
た
回
答
が
八
割

以
上
で
あ
り
、「
朝
会
の
時
」
が
そ
れ
に
続
く
。
全
体
で
一
〇
〇
％
を
越
え
て
い

る
の
で
一
日
に
二
回
以
上
掃
除
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
教
師
へ

の
聞
き
取
り
で
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た(

22)

。 

・
朝
、
昼
食
後
、
下
校
前
の
一
日
三
回
や
ら
せ
て
い
る
。
自
分
は
清
掃
と
は

考
え
て
い
な
い
。
一
人
が
一
つ
ず
つ
役
割
を
果
た
す
「
一
人
一
役
」
活
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朝
は
掃
除
す
る
生
徒
以
外
に
牛

乳
に
番
号
を
つ
け
る
役
割
（
飲
ま
ず
に
捨
て
る
生
徒
が
い
る
か
ら
）
を
担

う
生
徒
も
い
る
。（
Ａ
校
） 

・
階
段
や
廊
下
の
清
掃
な
ど
特
別
区
域
の
清
掃
は
、
昼
休
み
に
行
い
、
教
室

57.1%

4.8%

47.6%

85.7%

14.3%

29.5%

2.0%

14.4%

84.4%

5.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

朝会の時 授業中 給食後 放課後 その他

教師

生徒

全員に

役割を

与え

る。, 

23.8%清掃当

番に該当

する学生

のみさせ

る, 
66.7%

その他, 

9.5%

校名 学校種 設立主体 所在地 時期 実施内容

Ａ校 初等学校 公立 首都圏 2009年3月 参与観察・聞き取り

Ｂ校 初等学校 公立 首都圏 2009年9月 参与観察

Ｃ校 中学校 私立 中部地域 2009年9月、11月
参与観察・聞き取
り・質問紙調査

Ｄ校 初等学校 公立 首都圏 2009年9月 参与観察・聞き取り

表２ 学校掃除に関する実施調査一覧 

図２ 生徒にどのように清掃活動をさせているか 

    （担任教師21名に対し） 
図１ 学校掃除を行う時間 

   （担任教師21人、生徒353人に対し） 
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清
掃
は
授
業
が
終
わ
っ
た
後
一
度
清
掃
を
行
う
。（
Ｄ
校
） 

・
決
ま
っ
た
掃
除
時
間
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
朝
自
習
時
間
、
早
く
き
て
一

回
、
午
後
に
一
回
と
い
っ
た
よ
う
に
二
回
す
る
ク
ラ
ス
も
あ
れ
ば
、
午
後

だ
け
に
一
回
す
る
ク
ラ
ス
も
あ
っ
て
多
様
だ
が
、
下
校
前
の
午
後
に
は
み

ん
な
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
Ｃ
校
） 

 

つ
ま
り
、
全
校
で
清
掃
の
時
間
は
一
日
一
回
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と

は
別
の
時
間
に
教
師
の
裁
量
で
清
掃
を
行
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
初
等
学
校
、
中
学
校
で
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

で
は
、
全
員
で
掃
除
は
行
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
掃
除
当
番
の

み
が
持
ち
回
り
で
担
当
し
、
残
り
の
生
徒
は
先
に
下
校
し
た
り
、
休
憩
を
し
た

り
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
師
に
対
し
清
掃
活
動
の
や
り
方
（
一
日
に
二

回
以
上
さ
せ
て
い
る
場
合
は
一
番
中
心
と
な
る
掃
除
時
間
に
お
け
る
や
り
方
）

に
つ
い
て
た
ず
ね
た
結
果
（
図
２
）
に
よ
れ
ば
、
約
六
六
％
の
回
答
が
「
清
掃

当
番
に
該
当
す
る
生
徒
の
み
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
生
徒
に
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
で
は
八
九
．
二
％
が
掃
除
当
番
の
生
徒
の
み
が
掃
除
を
す
る
と
回

答
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
校
種
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る

が
、
図
３
は
Ｄ
校
（
初
等
学
校
）、
図
４
は
Ｃ
校
（
中
学
校
）
の
教
室
に
掲
示
さ

れ
て
い
た
掃
除
当
番
表
で
あ
る
。
厳
密
に
は
図
３
は
「
一
人
一
役
表
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。「
一
人
一
役
」
と
は
「
学
級
に
所
属
観
と
責
任
意
識
を
植
え

付
け
て
や
る
た
め
に
一
人
一
つ
の
役
割
を
与
え
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
韓

国
の
学
校
で
は
一
般
的
な
学
級
指
導
の
方
法
で
あ
る(

23)

。
掃
除
の
担
当
だ
け

で
は
な
く
、
給
食
当
番
や
牛
乳
当
番
も
あ
る
中
で
の
掃
除
当
番
に
な
り
、
こ
の

学
級
で
は
一
ヶ
月
に
一
回
ず
つ
役
割
を
回
し
て
い
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
牛
乳

当
番
や
給
食
当
番
な
ど
、
掃
除
と
関
連
の
な
い
当
番
に
当
た
っ
て
い
る
生
徒
は

掃
除
当
番
の
生
徒
が
放
課
後
掃
除
を
し
て
い
る
中
、
先
に
帰
宅
す
る
こ
と
に
な

り
、
ク
ラ
ス
全
員
で
掃
除
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
は
ク
ラ
ス
全
員
で
担

当
領
域
を
手
分
け
し
て
掃
除
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
日
本
の
学
校
（
特

に
小
学
校
）
と
の
違
い
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
図
４
は
二
つ
の
班
（
グ
ル
ー
プ
）
が
隔
週
で
給
食
当
番
や

掃
除
当
番
を
担
当
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
班
は
日
常
生
活
で
の
行
動

の
基
礎
単
位
に
な
る
班
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に

分
け
る
と
い
う
随
分
人
数
の
多
い
班
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も

給
食
の
各
役
割
と
同
列
に
各
領
域
の
掃
除
当
番
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全

員
で
掃
除
す
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
Ｃ
校
の
場
合
、
放
課
後
に
全

校
一
斉
の
掃
除
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
掃
除
当
番
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
早
め
に
下
校
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。同
校
の
教
師
に
よ
れ
ば（
図

４
の
役
割
当
番
表
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
学
級
担
任
と
は
別
の
教
師
）、掃
除
当
番

は
一
ヶ
月
に
一
度
交
替
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
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こ
こ
で
、
韓
国
の
学
校
で
は
班
別
活
動
が
活
発
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。
日
本
の
場
合
も
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
が
あ
る

の
で
一
概
に
は
言
い
難
い
が
、
学
級
活
動
の
中
心
単
位
と
な
る
班
に
よ
る
活
動

の
一
環
と
し
て
掃
除
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
韓
国
の
学
校
文
化
を

探
る
上
で
も
意
味
が
あ
る
疑
問
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
後
日
改
め
て
教
師
ら
に

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば(

24)

、「
担
任
教
師
に
よ
っ
て
異
な
る
」
と
い
う
の

が
共
通
し
た
答
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
班
活
動
そ
の
も
の
は
活
発
な
も
の
で

あ
り
、
多
く
の
学
級
で
班
別
活
動
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
ク
ラ
ス
を

何
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
す
る
か
は
教
師
の
裁
量
が
大
き
く
、校
長
や
校
監（
日

本
の
教
頭
に
相
当
）
と
い
っ
た
管
理
職
か
ら
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
授
業
時
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
班
を
そ
の
ま
ま
掃
除
の
領
域
担
当
に

利
用
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
担
任
教
師
が
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
把
握
し
た

上
で
給
食
と
掃
除
当
番
の
た
め
に
別
個
に
班
を
構
成
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

実
際
、韓
国
の
教
師
達
か
ら
共
通
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
担
任
教
師
の「
自

律
性
」
で
あ
る
。
掃
除
・
給
食
当
番
の
た
め
に
別
個
に
班
を
構
成
す
る
の
か
、

班
の
数
は
い
く
つ
に
す
る
の
か
な
ど
、
学
級
活
動
の
基
本
と
な
る
部
分
で
教
師

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
表
れ
、
同
じ
学
校
で
も
学
級
が
違
え
ば
班
活
動
の
活
用

方
法
も
異
な
る
の
で
あ
る
。 

 

                   
1グループ 食器 汁 ご飯 おかず 後片付け

○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
○○○ ○○○ ○○○ ○○○
箒 モップ 雑巾 列整頓 ゴミ箱

○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
○○○ ○○○

2グループ 食器 汁 ご飯 おかず 後片付け
○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
○○○ ○○○ ○○○ ○○○
箒 モップ 雑巾 列整頓 ゴミ箱

○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
○○○ ○○○

【出所】C校の中2教室の掲示物より
注１:○○○には生徒名が入っている。

9月役割担当

注2：実際の表には生徒名が訂正されるなど、一部修正がある
が、ここでは省略した。

（第一、
第二週）

（第三、
第四週）

●女性教師休憩室（毎週火、木朝清掃）→○○○、○○○
●周辺（移動授業時戸締まり、及び教室周辺整理）→○○○
●黒板（朝、休み時間毎に黒板清潔維持）→○○○
●廊下（教室廊下、及びトイレ前廊下清潔維持）→○○○
●給食当番及び清掃当番

担当役割及び区域 担当役割及び区域

教室掃除 ○○○ 廊下掃除 ○○○

教室掃除 ○○○ 廊下掃除 ○○○

教室掃除 ○○○ 階段掃除 ○○○

教室掃除 ○○○ 階段掃除 ○○○

教室掃除
○○○の

友達
階段掃除 ○○○

教室掃除 ○○○ 牛乳 ○○○

図書室・
エレベータ前

○○○ ゴミ箱周辺 ○○○

図書室・
エレベータ前

○○○ ゴミ箱周辺 ○○○

図書室・
エレベータ前

○○○
雑巾当番

（ロッカー、窓枠、
先生の机）

○○○

給食当番 ○○○
雑巾当番

（ロッカー、窓枠、
先生の机）

○○○

給食当番 ○○○ 学級文庫整理 ○○○

給食当番 ○○○
教師研究室

掃除
○○○

給食当番 ○○○
教師研究室

掃除
○○○

給食当番 ○○○
黒板管理

（時間表）
○○○

【出所】Ｄ校の小4教室の掲示物より。
注1：○○○には児童名が入っている。

担当者 担当者

まじめに！熱心に！
1人1役を終えた後、ステッカーを移してください。

図３ 初等学校の教室に掲出されていた「1人1役表」 

図４ 中学校の教室に掲出されていた「役割当番表」 
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生徒と共に直
接清掃

生徒の清掃を
指導

清掃が終わっ
た後検査

あまり関与し
ない

合計

12人 16人 4人 2人 34人
(35.3%) (47.1%) (11.8%) (5.9%) (100.0%)

8人 85人 202人 49人 344人
(2.3%) (24.7%) (58.7%) (14.2%) (100.0%)

χ自乗値＝83.470** *:p<0.05、**:p<0.01

教師

生徒

非常に賛成 多少賛成 普通 多少反対 非常に反対 合計

15人 14人 3人 4人 0人 36人
(41.7%) (38.9%) (8.3%) (11.1%) (0.0%) (100.0%)
28人 72人 135人 53人 70人 358人

(7.8%) (20.1%) (37.7%) (14.8%) (19.6%) (100.0%)
58人 100人 51人 16人 5人 230人

(25.2%) (43.5%) (22.2%) (7.0%) (2.2%) (100.0%)
χ自乗値＝132.618** *:p<0.05、**:p<0.01

保護者

教師

生徒

清 掃 点 検 表 
（ 9 ）月（ 14 ）日～（ 21 ）日                    5 年○組 

検査事項 月 火 水 木 金 土 

1, 教室の床はゴミがなくきれいに掃きましたか？  2 2    

2, 油雑巾でくまなく拭きましたか？  3 3 1   

3, ゴミ箱の周辺がきれいですか？ゴミ箱を空にしました

か？ 
 3 3    

4, ロッカーと上に埃をきちんと取りましたか？ 
教室の窓枠に積もった埃はありませんか？ 

 2 3    

5, 本箱に学級文庫とファイルボックスがきちんと差し込

まれていますか？ 
 3 3 3   

6, 教室の床に鉛筆、色鉛筆の跡はありませんか？  3 3    

7, 机と椅子を雑巾できれいに拭きましたか？  2 3    

8, 靴箱の上の窓枠の埃をきれいに拭きましたか？  2 3    

9, 机はまっすぐに並んでいましたか？  3 3    

10, 教室の窓は掃除する前に開き、掃除後にきちんと閉め

ましたか？ 
 3 3    

11, 掃除道具はきちんと整理されましたか？  2 3    

先生の確認  捺印 捺印    

記録方法－よくできた：3 点 普通だ：2 点 よくできなかった：1 点 

掃除が最もよく

できた人 

月 ○○○、○○○ 木  

火              金  

水 ○○○、○○○、○○○ 土  

掃除が最もでき

なかった人 

月  木  

火  金  

水  土  

【出所】B 校の小 5 クラスでの掃除時に児童が持っていた点検表より。 

注 1:○○○には生徒名が入っている。また、「捺印」は教師の印が押されている。 

非常に面

白い

0.8% 多少面白

い

8.7%

普通だ

38.3%
多少しん

どい

28.5%

非常にし

んどい

23.7%

可能な限

り非常に

したい

11.1%

可能な限

り多少し

たい

55.6%

普通だ

27.8%

あまりし

たくない

5.6%

表３ 生徒が清掃する間、日常的に教師は何をしているか 

表４ 生徒が学校掃除をすることについて 

図６ 初等学校における清掃点検表 

図５ 生徒と共に掃除をどの程度したいか 

   （教師36名に対し） 

図７ 学校掃除は面白いか 

   （生徒355名に対し） 
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（
三
） 

学
校
掃
除
時
に
お
け
る
教
師
・
生
徒
の
様
子 

 

表
３
は
生
徒
が
掃
除
を
し
て
い
る
間
、
日
常
的
に
教
師
は
何
を
し
て
い
る
か

を
た
ず
ね
た
も
の
で
あ
る
。
教
師
の
意
見
と
生
徒
の
意
見
が
異
な
る
の
は
調
査

対
象
と
な
っ
た
生
徒
の
偏
り
に
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
行
動

を
と
っ
て
い
て
も
教
師
と
生
徒
と
で
は
認
識
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
教
師
は
「
生
徒
と
共
に
直
接
掃
除
」
を
し
た
り
、「
生
徒
の
掃
除
を
指
導
」

し
た
り
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
が
、
生
徒
側
か
ら
す
る
と
教
師
は
一
緒
に

掃
除
を
し
て
く
れ
る
存
在
と
い
う
よ
り
も
「
掃
除
が
終
わ
っ
た
後
検
査
」
を
す

る
役
割
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。 

 

教
師
へ
の
聞
き
取
り
で
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。 

・
教
師
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
は
じ
め
の
三
ヶ
月
は
生
徒
た
ち
が
清
掃
す

る
習
慣
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
緒
に
教
室
で
指
導
し
、
そ
の
期
間

が
過
ぎ
れ
ば
先
生
に
よ
っ
て
は
職
員
室
で
業
務
を
し
、
掃
除
が
終
わ
っ

て
か
ら
検
査
だ
け
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
ず
っ
と
生
徒
と
一
緒
に

清
掃
す
る
場
合
も
あ
り
、
教
師
の
関
わ
り
方
は
多
様
で
あ
る
。（
Ｃ
校
） 

・
掃
除
後
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
中
学
校
は
先
生
が
直
接
検
査

を
す
る
場
合
が
多
い
。も
ち
ろ
ん
生
徒
に
点
検
さ
せ
る
先
生
も
い
る
が
、

自
分
が
分
か
る
限
り
で
は
あ
ま
り
い
な
い
。（
Ｃ
校
） 

・
自
分
（
教
師
）
は
監
視
役
で
は
な
く
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
役
。
生
徒
が
ゆ

っ
く
り
や
っ
て
い
た
と
き
に
発
憤
さ
せ
た
り
、
目
標
、
モ
デ
ル
を
与
え

る
。
生
徒
が
し
て
不
足
し
た
部
分
を
す
る
。
そ
の
他
は
生
徒
に
は
危
な

い
と
こ
ろ
。
た
だ
、
忙
し
い
と
き
は
仕
方
な
く
業
務
を
優
先
さ
せ
て
い

る
。（
Ａ
校
） 

 

特
定
の
形
式
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
中
学
校
よ
り
も
初
等
学
校
で
教
師
が

直
接
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
初
等
学
校
で
は
生

徒
と
共
に
掃
除
を
す
る
の
が
理
想
的
と
の
認
識
が
あ
り
、
監
視
者
と
い
う
役
割

に
は
否
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
教
員
の
実
践
記
録
で
の
主
張
と
一
致
す

る(

25)

。 

 

さ
ら
に
、
生
徒
と
共
に
ど
の
程
度
掃
除
を
し
た
い
と
思
う
か
に
つ
い
て
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、「
可
能
な
限
り
非
常
に
し
た
い
」
は
一
一
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
よ
り
若
干
弱
め
の
「
可
能
な
限
り
多
少
し
た
い
」
と
の
回
答
は
約
五

六
％
に
な
り
、
否
定
的
な
回
答
は
約
六
％
に
過
ぎ
な
い
（
図
５
参
照
）。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
教
師
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
生
徒
と
一
緒
に
掃
除
を
す
る
こ
と

を
理
想
と
し
て
い
る
が
、
生
徒
に
は
そ
の
「
教
育
的
配
慮
」
が
必
ず
し
も
そ
の

ま
ま
伝
わ
っ
て
い
な
い
面
が
あ
る
と
い
え
る
。 

 
生
徒
が
ど
の
程
度
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

校
の
教
師
に
よ
れ
ば
、
全
体
的
に
み
れ
ば
生
徒
は
あ
ま
り
掃
除
を
好
ん
で
い
な

い
と
い
う
。
ま
た
、
筆
者
が
Ｂ
校
で
担
任
教
師
が
不
在
の
状
況
で
の
掃
除
風
景



 

－59－ 
 

を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
担
当
の
生
徒
が
図
６
の
よ
う
な
点
検
表
を
持
ち
な
が
ら

他
の
生
徒
の
掃
除
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
。
こ
の
学
級
で
は
教
師
が
不
在
の

場
合
で
も
目
が
届
く
よ
う
に
さ
れ
て
お
り
、
教
師
が
掃
除
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

三
．
韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
に
対
す
る
教
師
・
生
徒
・
保
護
者
の
認
識 

 

（
一
） 

学
校
掃
除
の
教
育
的
意
義 

 

生
徒
が
掃
除
を
す
る
こ
と
つ
い
て
教
師
・
生
徒
・
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
た
ず

ね
た
結
果
で
あ
る
表
４
に
よ
る
と
、
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
と
で
は
認
識
の
差

が
表
れ
た(

26)

。
回
答
カ
テ
ゴ
リ
を
「
賛
成
」、「
普
通
だ
」(

27)

、「
反
対
」
の

三
つ
に
分
類
し
直
し
て
カ
イ
自
乗
検
定
を
行
っ
た
場
合
で
も
一
％
水
準
の
有
意

の
差
が
認
め
ら
れ
た
。
教
師
の
四
割
は
「
非
常
に
賛
成
」
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
生
徒
で
賛
成
（「
非
常
に
賛
成
」
と
「
多
少
賛
成
」）
と
し
て
い
る
の
は
約

二
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
場
合
、
七
割
近
く
が
賛
成
と
し
て
い

る
が
、「
非
常
に
賛
成
」
と
積
極
的
な
賛
意
を
示
し
た
回
答
は
約
二
五
％
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、教
師
や
保
護
者
は
生
徒
の
学
校
掃
除
に
賛
成
だ
が
、

生
徒
は
あ
ま
り
賛
成
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

生
徒
に
対
し
学
校
掃
除
は
面
白
い
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
で
も
、
図
７
の
よ
う

に
四
割
弱
が
「
普
通
だ
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
半
数
以
上
が
し
ん
ど
い
と
回

答
し
て
い
る
。
掃
除
の
後
の
気
分
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
質
問
の
回
答
で
も
「
爽

快
な
気
分
」
と
し
た
の
は
九
．
八
％
に
過
ぎ
ず
、
五
〇
％
は
「
疲
れ
た
気
分
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
に
と
っ
て
掃
除
は
苦
痛
な
作
業
と
認
識
さ
れ
て

お
り
、
賛
成
さ
れ
な
い
の
も
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

               

清潔な態度の涵養 27人 (75.0%) 123人 (53.5%)

協同心の育成 19人 (52.8%) 147人 (63.9%)

労働的価値の学習 11人 (30.6%) 41人 (17.8%)

公共精神の育成 19人 (52.8%) 90人 (39.1%)

教育的意義はない 0人 (0.0%) 10人 (4.3%)

その他 0人 (0.0%) 3人 (1.3%)

回答数

教師 保護者

36人 230人

59.2%

20.1%

19.3%

8.7%

31.8%

7.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

周辺環境を清潔にする習慣を育て

るため

友達と一緒に協力して仕事をする

習慣を育てるため

全ての人が一緒に使用するものを

大切にする習慣を育てるため

働くことの重要性を学ぶため

先生がしろとおっしゃったので

よくわからない

その他

表５ 学校掃除の教育的意義があるとすればどんなことか（複数回答） 

図８ 学校での掃除をする理由について（生徒に対し、複数回答） 
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Ｃ
校
の
教
師
は
い
ま
だ
韓
国
で
は
自
分
が
生
活
す
る
教
室
は
自
分
が
清
掃
す

る
こ
と
が
学
習
の
意
味
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
と
聞
き
取
り
調
査
時
に
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
生
徒
に
よ
る
学
校
掃
除
に
賛
成
す
る
理
由
は
、
特
に
教
師
の
場

合
、
教
育
的
観
点
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
に
、
学
校
掃
除
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
複
数
回
答
方
式
で
た
ず
ね
た
結

果
に
よ
れ
ば
（
表
５
）、
四
分
の
三
の
教
師
は
「
清
潔
な
態
度
の
涵
養
」
を
選
択

し
、
五
割
が
「
協
同
心
の
育
成
」
を
選
ん
で
い
る
が
、
保
護
者
は
「
協
同
心
の

育
成
」
が
約
六
四
％
で
最
も
多
く
、「
清
潔
な
態
度
の
涵
養
」
が
約
五
四
％
で
続

い
て
い
る
。
こ
の
選
択
肢
は
沖
原
調
査
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
調

査
で
も
こ
の
二
つ
の
目
的
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
労
働
的
価

値
の
学
習
」
は
特
に
保
護
者
の
間
で
選
択
さ
れ
た
割
合
が
低
く
、
学
校
で
の
掃

除
は
労
働
教
育
と
い
う
よ
り
も
、
保
健
教
育
や
集
団
の
協
調
性
を
学
ぶ
機
会
だ

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
「
教
育
的
意
義
は
な
い
」
と
回
答

し
た
教
師
は
〇
人
で
、
保
護
者
の
場
合
は
一
〇
人
い
る
が
、
う
ち
二
人
は
他
の

意
義
も
同
時
に
選
択
し
て
お
り
、
全
く
意
義
が
な
い
と
し
て
し
た
の
は
八
人
と

全
体
の
三
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
教
師
も
保
護
者
も
学
校
掃
除
に
対
し
何
ら
か

の
教
育
的
意
義
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
、
生
徒
に
学

校
で
の
掃
除
を
す
る
理
由
に
つ
い
て
複
数
回
答
式
で
た
ず
ね
た
結
果
で
は
、
図

８
の
よ
う
に
周
辺
環
境
を
清
潔
に
す
る
習
慣
を
育
て
る
た
め
と
の
回
答
が
最
も

多
く
、
先
生
の
指
示
に
よ
る
も
の
と
の
回
答
が
続
い
て
い
る
。
学
校
掃
除
に
つ

い
て
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
に
共
通
し
て
い
る
認
識
は
清
潔
心
の
育
成
で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

 

学
校
で
の
掃
除
が
日
常
生
活
で
ど
の
程
度
役
立
っ
て
い
る
か
を
保
護
者
に
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
で
は
、
図
９
に
み
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
効
果
に
つ
い
て
も
四

割
以
上
の
保
護
者
が
「
普
通
だ
」
と
の
回
答
を
行
っ
て
お
り
、「
非
常
に
助
け
に

な
っ
て
い
る
」
も
「
全
く
助
け
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
も
そ
れ
ぞ
れ
五
、

六
％
で
あ
り
、
効
果
の
有
無
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
判
定
し
か
ね
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。 

 

（
二
） 

ト
レ
イ
掃
除
の
是
非 

 

筆
者
が
調
査
で
回
っ
た
学
校
で
は
生
徒
に
ト
イ
レ
掃
除
を
さ
せ
て
い
な
い
。

そ
の
Ｃ
校
、
そ
し
て
Ａ
校
で
の
聞
き
取
り
で
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
ト
イ
レ
掃
除
は
生
徒
に
や
ら
せ
て
い
な
い
が
、
父
母
の
要
求
で
や
ら
せ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
以
前
か
ら
罰
と
し
て
ト
イ
レ
掃
除
を
さ

せ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、保
護
者
は
あ
ま
り
い
い
印
象
を
も
た
な
い

こ
と
が
あ
る
。（
Ａ
校
） 

・
ト
イ
レ
は
清
掃
す
る
お
ば
さ
ん
が
い
る
が
、
特
別
区
域
清
掃
で
ト
イ
レ
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に
あ
た
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
清
掃
を
す
る
こ
と
は
あ
る
。し
か
し
、

掃
除
の
お
ば
さ
ん
が
い
る
の
で
、洗
剤
を
使
っ
て
掃
除
を
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
ゴ
ミ
を
除
去
す
る
程
度
で
行
う
。
捨
て
ら
れ
た
お
か
ず
の
よ
う
な

も
の
を
片
づ
け
た
り
す
る
の
は
、
結
局
お
ば
さ
ん
た
ち
で
あ
る
。（
Ｃ
校
） 

 

現
在
ト
イ
レ
掃
除
を
さ
せ
て
い
な
い
前
提
で
、
生
徒
が
ト
イ
レ
掃
除
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
図
10
を
み
て
み
た
い(

28)

。

四
五
％
が
「
非
常
に
嫌
だ
」
と
し
、「
多
少
嫌
だ
」
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
四
分

の
三
に
あ
た
る
生
徒
が
ト
イ
レ
掃
除
を
嫌
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
教
師

と
保
護
者
に
対
し
て
た
ず
ね
た
結
果
の
表
６
に
よ
る
と
、
教
師
も
保
護
者
も
肯

定
意
見
と
反
対
意
見
が
拮
抗
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
ほ
う
が
生
徒
の
ト
イ
レ

掃
除
に
積
極
的
で
あ
る
。 

 

そ
の
保
護
者
を
出
生
年
別
に
み
る
と
、
一
九
六
五
年
生
ま
れ
以
降
と
そ
れ
以

前
と
の
間
で
み
る
と
（
表
７
）、
一
九
六
五
年
以
降
生
ま
れ
の
保
護
者
の
ほ
う
が

そ
れ
以
前
の
保
護
者
よ
り
も
有
意
に
ト
イ
レ
掃
除
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
保
護
者
の
場
合
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
も
認
識
に
違
い
が
あ

り
、高
年
齢
層
ほ
ど
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
を
肯
定
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
学
校
で
の
ト
イ
レ
掃
除
自
体
が
歴
史
的
に
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

         

           

5.2%

5.6%

5.2%

6.1%

21.2%

28.1%

24.2%

24.8%

43.3%

42.4%

45.9%

42.6%

24.7%

18.6%

19.0%

21.3%

5.6%

5.2%

5.6%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)家で掃除をよくするようになる

(2)整理整頓をできるようになる

(3)家の手伝いをするようになる

(4)ものを大切にするようになる

非常に助けになっている 多少助けになっている 普通だ

あまり助けになっていない 全く助けになっていない

非常に

構わな

い, 0.8%

多少構

わない, 
5.6%

普通だ, 
18.9%

多少嫌

だ, 
29.7%

非常に

嫌だ, 
44.9%

よくある

4.2% ときどき

ある
10.5%

普通だ

20.3%あまりな

い
32.8%

全くない

32.2%

図９ 学校掃除の教育的効果について（保護者231人<(4)のみ230人>） 

図11 学校掃除時に危険を感じた経験 

   （生徒354名に対し） 
図10 生徒がトイレ掃除をすることについて 

   （生徒354名に対し） 
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生
徒
が
ト
イ
レ
掃
除
を
す
る
是
非
に
つ
い
て
回
答
し
た
理
由
を
自
由
記
述
式

で
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
掃
除
を
嫌
う
生
徒
の
半
数
が
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
た

の
が
「
不
潔
だ
か
ら
」
な
ど
、
衛
生
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
に
掃
除
を

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
教
師
の
六
割
、
保
護
者
の
四
割
弱
は
、
生
徒

に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
は
非
効
率
的
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て

い
た
。
反
対
に
、
生
徒
が
ト
イ
レ
掃
除
を
す
べ
き
と
考
え
る
教
師
や
保
護
者
で

最
も
多
か
っ
た
意
見
は
、「
生
徒
が
使
用
し
た
と
こ
ろ
は
自
分
で
清
掃
を
す
る
姿

勢
が
必
要
」
と
の
意
見
を
は
じ
め
、「
共
同
体
意
識
」
や
「
公
共
心
」
の
涵
養
な

ど
、
教
育
的
効
果
の
観
点
か
ら
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

つ
ま
り
、
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
に
反
対
す
る
教
師
や
保
護
者
か
ら
す
れ

ば
、
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
は
合
理
的
で
は
な
く
、
専
門
的
に
担
う
人
が
掃

除
し
た
方
が
、
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
る
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
賛
成
の
立
場

か
ら
す
る
と
公
共
の
場
を
き
れ
い
に
し
た
り
、
自
分
た
ち
で
使
っ
た
と
こ
ろ
は

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
の
は
当
然
と
い
っ
た
「
教
育
的
観
点
」
か
ら
ト
イ

レ
掃
除
の
有
効
性
が
理
解
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 
日
本
で
も
学
校
で
の
ト
イ
レ
掃
除
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
一
九
八

九
年
に
大
阪
府
高
槻
市
の
小
学
校
で
起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
イ
レ
論
争
」

で
は
、
子
ど
も
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
賛
成
派
は
し
つ
け
な
ど
教
育
的
に
有
効
で

あ
る
こ
と
を
掲
げ
、
反
対
派
は
感
染
症
の
危
険
性
な
ど
衛
生
面
で
の
問
題
を
指

生徒にさせては
いけない

生徒にさせなけ
ればならない よくわからない 合計

14人 15人 7人 36人
(38.9%) (41.7%) (19.4%) (100.0%)
73人 107人 48人 228人

(32.0%) (46.9%) (21.1%) (100.0%)
χ自乗値＝0.670 *:p<0.05、**:p<0.01

教師

保護者

生徒にさせてはい

けない

生徒にさせなけれ

ばならない よくわからない
合計

17人 35人 22人 74人

(23.0%) (47.3%) (29.7%) (100.0%)

56人 72人 26人 154人

(36.4%) (46.8%) (16.9%) (100.0%)

χ自乗値＝6.721※ *:p<0.05、**:p<0.01

1964年以前生まれ

1965年以降生まれ

効率的だ

機械ではなく生徒が
自分で力を使ってし
なければならない その他

合計

24人 8人 4人 36人
(66.7%) (22.2%) (11.1%) (100.0%)
260人 65人 28人 353人

(73.7%) (18.4%) (7.9%) (100.0%)
χ自乗値＝0.872 *:p<0.05、**:p<0.01

教師

生徒

表６ 生徒がトイレ掃除をすることについての教師、保護者の考え 

表７ 生徒が便所掃除をすることについての保護者の考え（年代別） 

表８ 掃除機を使用して清掃活動をすることについて 
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摘
し
て
い
る(

29)

。
し
か
し
、
反
対
派
で
も
ト
イ
レ
掃
除
の
教
育
効
果
自
体
を

否
定
す
る
声
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
朝
日
新
聞
紙
上

で
学
校
で
の
ト
イ
レ
掃
除
論
争
が
起
こ
っ
た
際
も
、
学
校
で
の
ト
イ
レ
掃
除
を

生
徒
に
強
制
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
論
者
に
対
し
、
罰
と
し
て
の
掃
除
は
否
定

し
な
が
ら
も
、
読
者
か
ら
の
反
応
の
ほ
と
ん
ど
は
ト
イ
レ
掃
除
の
廃
止
に
は
反

対
す
る
も
の
で
あ
っ
た(

30)
。 

 

近
年
、
横
浜
市
の
公
立
小
中
学
校
で
は
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
を
「
再
開
」

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
委
員
会
が
教
職
員
向
け
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
ト
イ
レ
掃
除
の
教
育
的
意
義
を
説
い
て
い
る
が(

31)

、
そ
こ
で
は
学
校
で

の
ト
イ
レ
掃
除
は
「
公
共
心
・
規
範
意
識
な
ど
豊
か
な
心
を
育
む
」
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
効
果
を
実
証
す
る
た
め
に
は
綿
密
な
実
態
調
査
が
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
ト
イ
レ
掃
除
は
教
育
的
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
言
説
が

日
本
で
は
広
範
に
広
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
教
育
的
観
点
を
重
視
し
つ

つ
も
掃
除
の
効
率
性
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
韓
国
と
の
比
較
に
お
い
て
注

目
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。 

 

（
三
） 

掃
除
機
を
使
っ
た
掃
除 

 

今
回
の
韓
国
の
学
校
掃
除
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
中
で
、
教
室
や
廊
下
掃

除
の
方
法
で
日
本
と
最
も
異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
掃
除
機
を
使
っ
て
掃

除
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
柄
の
つ
い
た
モ
ッ
プ
も
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
。
長
崎
文
次
は
埃
ま
み
れ
の
中
で
、
は
い
つ
く
ば
っ
て
雑
巾
が
け
を
す
る
学

校
掃
除
の
や
り
方
が
生
徒
の
健
康
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
、
長
柄

の
箒
や
立
っ
た
ま
ま
床
を
拭
く
こ
と
が
で
き
る
器
具
を
使
用
す
べ
き
と
主
張
し

て
い
る
が(

32)

、
こ
れ
は
学
校
掃
除
の
や
り
方
が
不
合
理
で
あ
り
、
生
徒
の
健

康
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
の
は

一
九
五
二
年
で
あ
る
か
ら
今
か
ら
六
〇
年
近
く
前
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
掃
除

の
方
法
そ
の
も
の
は
さ
ほ
ど
変
化
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

比
べ
、
韓
国
で
は
効
率
性
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め

に
、
教
師
と
生
徒
に
対
し
、
掃
除
機
の
使
用
に
つ
い
て
の
考
え
を
た
ず
ね
た
結

果
が
表
８
で
あ
る
。ち
な
み
に
、調
査
対
象
校
で
あ
る
Ｃ
校
の
教
師
に
よ
れ
ば
、

真
空
掃
除
機
は
通
常
の
掃
除
で
は
使
用
せ
ず
、
大
掃
除
の
時
に
環
境
部
署
か
ら

借
り
て
き
て
使
用
す
る
程
度
で
あ
る
と
の
で
あ
る
。
表
８
に
よ
れ
ば
、「
効
率
的

だ
」
と
の
回
答
が
両
者
と
も
六
割
か
ら
七
割
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、「
機
械

で
は
な
く
生
徒
が
自
分
で
力
を
使
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
選
択
し
た

の
は
両
者
と
も
二
割
前
後
に
過
ぎ
な
い
。ち
な
み
に
、Ｄ
校
の
教
師
に
よ
る
と
、

埃
は
箒
で
は
き
ち
ん
と
掃
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
掃
除
機
を
使
用
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
こ
か
ら
も
韓
国
の
学
校
掃
除
は
効
率
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 



 

－64－ 
 

（
四
） 

学
校
掃
除
の
問
題
点 

 

生
徒
が
学
校
掃
除
を
行
う
こ
と
へ
の
反
対
意
見
の
一
つ
に
は
危
険
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
実
際
に
起
こ
っ
た
掃
除
中
の
事
故
の
原
因
に
は
生
徒
の
不
注
意
に

よ
る
も
の
、
学
校
管
理
上
の
問
題
に
よ
る
も
の
、
教
師
の
指
導
・
監
督
不
徹
底

に
よ
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
が(

33)

、
こ
こ
で
は
韓
国
の
教
師
・
生
徒
・
保

護
者
が
掃
除
の
危
険
性
や
衛
生
面
で
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
を
考
察
す
る
。 

 

表
９
は
教
師
と
保
護
者
に
学
校
掃
除
が
生
徒
の
安
全
上
問
題
が
あ
る
か
を
た

ず
ね
た
も
の
だ
が
、
教
師
は
「
多
少
問
題
が
あ
る
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、

生
徒
の
清
掃
活
動
を
直
接
見
て
い
る
も
の
と
し
て
一
定
の
危
険
性
を
認
識
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
保
護
者
は
直
接
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

分
、
教
師
よ
り
も
危
険
性
を
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
回
答
カ

テ
ゴ
リ
を
三
カ
テ
ゴ
リ
に
ま
と
め
（「
問
題
が
あ
る
」、「
普
通
だ
」、「
問
題
が
な

い
」）、
カ
イ
自
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
も
五
％
水
準
の
有
意
差
が
認
め
ら

れ
、
保
護
者
よ
り
も
教
師
が
問
題
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
当
事
者
で
あ
る
生
徒
の
意
見
は
図
11
の
よ
う
に
、
危
険
を
感

じ
た
こ
と
が
「
よ
く
あ
る
」
と
す
る
回
答
は
四
．
二
％
に
過
ぎ
ず
、「
時
々
あ
る
」

を
含
め
て
も
約
一
五
％
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
際
に
掃

除
を
み
て
い
る
教
師
は
一
定
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、
当
事
者
の
生
徒

や
、
生
徒
か
ら
学
校
の
様
子
の
話
を
き
い
て
い
る
だ
ろ
う
保
護
者
は
そ
れ
が
危

険
で
あ
る
と
の
認
識
は
薄
い
。
初
等
学
校
で
あ
る
Ａ
校
の
教
師
に
よ
れ
ば
、
運

動
場
側
の
窓
掃
除
の
よ
う
な
危
険
な
部
分
は
教
師
が
年
に
一
度
水
拭
き
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
り
、
未
然
に
危
険
を
回
避
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。 

 

次
に
、
衛
生
問
題
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
回
答
を
分
析
す
る
。
表
10
は
教
師
・

生
徒
・
保
護
者
に
学
校
掃
除
が
生
徒
の
衛
生
上
問
題
が
あ
る
か
を
た
ず
ね
た
結

果
で
あ
る
。
こ
の
結
果
で
も
、
危
険
性
の
認
識
と
同
様
、
生
徒
に
比
べ
、
教
師

の
ほ
う
が
問
題
あ
り
と
認
識
す
る
割
合
が
高
く
、
保
護
者
も
教
師
と
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
回
答
カ
テ
ゴ
リ
を
「
問
題
が
あ
る
」、「
普
通
だ
」、「
問
題
が

な
い
」
の
三
つ
に
結
合
し
た
上
で
カ
イ
自
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
も
五
％

水
準
の
有
意
差
が
認
め
ら
れ
る
。
問
題
が
な
い
と
の
回
答
に
は
三
者
と
も
さ
ほ

ど
差
が
な
い
が
、
生
徒
の
場
合
、「
普
通
だ
」
と
の
回
答
が
教
師
や
保
護
者
よ
り

も
一
割
多
い
分
、
問
題
が
あ
る
と
の
回
答
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

（
五
） 

罰
と
し
て
の
掃
除
の
是
非 

 
罰
と
し
て
の
清
掃
に
つ
い
て
、
Ｃ
校
の
教
師
は
清
掃
に
対
し
生
徒
に
良
い
感

情
を
も
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
分
は
個
人
的
に
は
罰
と
し
て
の
掃

除
は
さ
せ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。 
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初
等
学
校
の
教
師
の
回
答
で
前
述
の
ト
イ
レ
掃
除
に
対
す
る
認
識
の
よ
う
に
、

罰
と
し
て
の
掃
除
に
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
質
問
紙
調
査
の
結
果
（
表
11
）
で

は
、
教
師
の
半
数
以
上
と
保
護
者
の
四
割
が
賛
成
で
、
反
対
側
の
回
答
を
し
て

い
る
の
は
教
師
、
保
護
者
と
も
二
割
強
で
あ
っ
た
。「
普
通
だ
」
と
の
回
答
が
二

割
か
ら
三
割
あ
る
も
の
の
、
罰
と
し
て
の
掃
除
に
教
師
も
保
護
者
も
比
較
的
肯

定
的
で
あ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
実
際
、
生
徒
に
対
し
、
罰
と
し
て
の
掃
除

の
経
験
の
有
無
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
で
は
図
12
の
よ
う
に
、
七
割
以
上
の
生
徒

が
少
な
く
と
も
一
回
以
上
の
罰
と
し
て
の
掃
除
を
科
せ
ら
れ
た
経
験
を
有
し
て

い
る
。
更
に
四
分
の
一
の
生
徒
は
五
回
以
上
も
経
験
し
て
お
り
、
罰
と
し
て
掃

非常に問題
がある

多少問題が
ある 普通だ

あまり問題
がない

全く問題が
ない

合計

2人 17人 9人 7人 1人 36人
(5.6%) (47.2%) (25.0%) (19.4%) (2.8%) (100.0%)
6人 67人 77人 74人 6人 230人

(2.6%) (29.1%) (33.5%) (32.2%) (2.6%) (100.0%)
χ自乗値＝6.477 *:p<0.05、**:p<0.01

教師

保護者

非常に問題
がある

多少問題が
ある 普通だ

あまり問題
がない

全く問題が
ない

合計

3人 16人 10人 6人 1人 36人
(8.3%) (44.4%) (27.8%) (16.7%) (2.8%) (100.0%)
41人 96人 134人 60人 23人 354人

(11.6%) (27.1%) (37.9%) (16.9%) (6.5%) (100.0%)
18人 100人 64人 42人 6人 230人

(7.8%) (43.5%) (27.8%) (18.3%) (2.6%) (100.0%)
χ自乗値＝23.560** *:p<0.05、**:p<0.01

保護者

教師

生徒

非常に賛成 多少賛成 普通だ 多少反対 非常に反対 合計

3人 16人 9人 6人 2人 36人
(8.3%) (44.4%) (25.0%) (16.7%) (5.6%) (100.0%)
13人 78人 84人 48人 8人 231人

(5.6%) (33.8%) (36.4%) (20.8%) (3.5%) (100.0%)
χ自乗値＝3.168 *:p<0.05、**:p<0.01

保護者

教師

0回, 

23.7%

1-2回, 

36.2%3-4回, 

14.4%

5-6回, 

6.8%

7回以

上, 

18.9%

表９ 学校掃除は生徒の安全上問題があるか 

表11 罰として生徒に掃除をさせることについて 

表10 学校掃除は生徒の衛生上問題があるか 

図12 学校で罰としての掃除を受けた経験回数 

    (生徒354名に対し） 
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除
を
生
徒
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
程
度
日
常
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

罰
と
し
て
の
掃
除
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
と
経
験
し
て
い
な
い
生
徒

の
間
に
学
校
掃
除
に
対
す
る
賛
否
や
、
ト
イ
レ
掃
除
、
掃
除
を
し
た
後
の
気
分

に
差
異
が
あ
る
か
を
カ
イ
自
乗
検
定
や
平
均
値
の
差
の
検
定
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

関
連
は
な
く
、
生
徒
に
と
っ
て
罰
と
し
て
の
掃
除
を
経
験
し
た
か
ど
う
か
は
学

校
掃
除
に
対
す
る
認
識
に
影
響
を
与
え
て
は
い
な
い
。 

 

ま
た
、
教
師
や
保
護
者
の
罰
と
し
て
の
学
校
掃
除
へ
の
認
識
と
、
他
の
学
校

掃
除
に
関
わ
る
認
識
と
の
関
連
性
を
み
る
た
め
に
、相
関
係
数
を
調
べ
て
み
た
。

す
る
と
教
師
の
場
合
、
罰
と
し
て
の
掃
除
の
是
非
と
掃
除
の
安
全
性
へ
の
認
識

と
の
間
に
負
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
、
罰
と
し
て
の
掃
除
に
否
定
的
な
も
の

ほ
ど
学
校
掃
除
が
生
徒
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
保
護
者
の
場
合
は
表
12
の
相
関
係
数
の
表
の
結
果
か
ら
、
罰
と
し
て
の

掃
除
に
否
定
的
な
も
の
ほ
ど
、
子
ど
も
が
学
校
掃
除
を
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ

り
、
学
校
掃
除
の
安
全
上
の
問
題
や
衛
生
上
の
問
題
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
罰
と
し
て
の
掃
除
を
否
定
的
に
考
え
る
教
師
や
保
護

者
は
あ
る
意
味
、
学
校
掃
除
に
関
心
を
持
ち
、
よ
り
慎
重
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

                   

全ての場所を
生徒に掃除さ
せる

専門業者に委
託し生徒は掃
除をしない

危険だったり問題が
あったりする場所を除
いて生徒に掃除させる その他

合計

4人 1人 31人 0人 36人
(11.1%) (2.8%) (86.1%) (0.0%) (100.0%)

8人 36人 183人 0人 227人
(3.5%) (15.9%) (80.6%) (0.0%) (100.0%)

χ自乗値＝7.815* *:p<0.05、**:p<0.01

教師

保護者

①子どもが学校
掃除をすること
の是非

②学校掃除は生
徒の安全上問題
があるか

③学校掃除は生
徒の衛生上問題
があるか

④罰としての掃
除の是非

Pearson の相関係数 － -.219** -.274** .192**

有意確率 (両側) － .001 .000 .003
N － 229 229 230

Pearson の相関係数 － － .494** -.183**

有意確率 (両側) － － .000 .005
N － － 229 230

Pearson の相関係数 － － － -.141*

有意確率 (両側) － － － .033
N － － － 230

③学校掃除は生
徒の衛生上問題
があるか

【階級値】①④について　　1：非常に賛成　　2：多少賛成　　3：普通だ　　4：多少反対
　　　　　　　　　　　　　5：非常に反対
　　　　　②③について　　1：非常に問題がある　　2：多少問題がある　　3：普通だ
　　　　　　　　　　　　　4：あまり問題がない　　5：全く問題がない

①子どもが学校
掃除をすること

の是非

②学校掃除は生
徒の安全上問題
があるか

表12 学校掃除についての認識に関する質問の相関係数表（保護者回答分） 

表13 これからの学校掃除について 
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（
六
） 

こ
れ
か
ら
の
学
校
掃
除 

 

こ
れ
か
ら
の
学
校
掃
除
は
生
徒
に
掃
除
を
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
を
教
師
と
保

護
者
に
た
ず
ね
た
結
果
が
表
13
で
あ
る
。
教
師
も
保
護
者
も
八
割
以
上
が
「
危

険
だ
っ
た
り
問
題
が
あ
っ
た
り
す
る
場
所
を
除
い
て
生
徒
に
掃
除
を
さ
せ
る
」

を
回
答
し
て
お
り
、
学
校
掃
除
の
安
全
性
や
衛
生
問
題
に
問
題
が
あ
る
と
す
る

回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
安
全
性
や

衛
生
上
の
問
題
を
解
決
さ
せ
た
上
で
学
校
掃
除
を
生
徒
に
さ
せ
る
こ
と
が
理
想

的
と
の
考
え
で
あ
り
、
掃
除
場
所
に
つ
い
て
は
是
非
が
あ
る
も
の
の
、
学
校
掃

除
を
生
徒
に
さ
せ
る
こ
と
の
有
効
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。 

 

四
．
韓
国
の
学
校
掃
除
の
特
徴 

  

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
韓
国
の
学
校
掃
除
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
学
校
掃
除
の
教
育
的
意
義
は
教
師
や
親
に
認
識
さ
れ
て

お
り
、
生
徒
も
含
め
て
清
潔
心
の
育
成
と
い
っ
た
観
点
が
最
も
一
般
的
に
共
有

さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
汚
し
た
も
の
は
自
分
た
ち
で
掃
除
を
す
る
と
い
う

論
理
は
日
本
で
も
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
日
本
と
同
様
の
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。
反
面
、
日
常
生
活
面
で
は
っ
き
り
と
学
校
掃
除
の
効
果
が
認
識

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
も
あ
る
程
度
共
通
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か(

34)

。 

 

二
点
目
は
、
教
師
は
生
徒
と
共
に
指
導
を
し
な
が
ら
掃
除
を
し
て
い
る
と
考

え
、
で
き
る
限
り
生
徒
と
掃
除
を
共
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
反
面
、
生
徒
の

側
は
掃
除
と
い
う
局
面
に
お
い
て
教
師
を
管
理
者
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
教

師
と
生
徒
の
間
に
は
認
識
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
教
師
は

掃
除
時
間
よ
り
も
他
の
業
務
を
優
先
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
、教
師
に
よ
っ
て「
温

度
差
」
は
あ
る
。 

 

三
点
目
は
、
学
校
掃
除
を
生
徒
に
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
全
員
で
す
る
と
い
う

や
り
方
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
ず
、
学
級
の
中
で
の
役
割
分
担
の
中
で
掃
除
当
番

に
あ
た
っ
て
い
る
生
徒
が
掃
除
を
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
確
か
に
、
一
学
級
あ
た
り
の
人
数
に
も
よ
る
が
、
全
員
で
掃

除
を
さ
せ
る
よ
り
も
当
番
の
み
に
掃
除
を
さ
せ
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
し
、
生

徒
の
側
も
あ
る
意
味
、
納
得
し
て
作
業
が
行
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た

効
率
性
重
視
の
考
え
は
掃
除
機
の
使
用
に
積
極
的
で
あ
る
点
か
ら
も
う
か
が
え

る
し
、
全
て
の
場
所
を
生
徒
が
掃
除
を
す
る
必
要
が
な
い
と
の
考
え
に
も
繋
が

る
。
ト
イ
レ
掃
除
を
生
徒
に
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
の
回
答
の
理
由
と
し
て
、

生
徒
が
行
う
の
は
非
効
率
と
の
回
答
が
特
に
教
師
に
多
い
の
も
、
清
潔
観
や
協

同
心
の
育
成
と
い
っ
た
教
育
目
的
が
掲
げ
な
が
ら
も
、
効
率
性
が
常
に
意
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
は
全
員
で
掃
除
を
行
う
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こ
と
が
多
い
日
本
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

四
番
目
に
言
え
る
こ
と
は
、
罰
と
し
て
の
掃
除
に
関
し
て
は
教
師
も
保
護
者

も
比
較
的
「
寛
容
」
で
あ
る
反
面
、
生
徒
以
上
に
掃
除
の
安
全
性
や
衛
生
面
で

の
懸
念
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
罰
と
し
て
の
掃
除
に
否
定
的

な
保
護
者
ほ
ど
、
学
校
掃
除
の
安
全
性
や
衛
生
問
題
を
認
識
し
て
お
り
、
子
ど

も
の
学
校
掃
除
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
罰
と
し
て
の
掃
除
に
反
対
す
る
保
護

者
は
単
に
学
校
掃
除
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
学
校
掃
除
に
関
心
を
払

い
、そ
の
問
題
点
を
積
極
的
に
認
識
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

日
本
の
学
校
掃
除
と
の
差
に
注
目
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
注
目
さ

れ
る
の
は
韓
国
の
学
校
掃
除
は
教
育
活
動
の
一
環
と
認
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、

同
時
に
効
率
性
も
重
視
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
沖
原
調
査
で
は
ア
メ
リ
カ
や

欧
州
に
多
く
み
ら
れ
る
、
生
徒
に
掃
除
を
さ
せ
な
い
「
清
掃
夫
型
」
の
国
の
中

に
は
合
理
主
義
的
な
考
え
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が(

35)

、
韓
国
で
も
こ
う

し
た
合
理
主
義
的
な
考
え
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、
日
本
と
同
様
に
「
生
徒
型
」

に
分
類
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
韓
国
の
学
校
は
「
清
掃
夫
型
」
の
特
徴
も
併
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

但
し
、
今
回
の
調
査
で
対
象
と
し
た
学
校
は
韓
国
の
学
校
の
一
部
で
あ
り
、

本
論
文
で
言
及
し
た
こ
と
が
韓
国
の
学
校
掃
除
の
す
べ
て
を
表
現
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
面
も
含
め
て
、
学
級
指
導
と
し
て

掃
除
を
み
る
と
き
そ
の
方
法
は
多
様
で
あ
り
、
生
徒
指
導
と
い
う
広
い
枠
組
み

か
ら
み
た
と
き
、
掃
除
当
番
の
決
め
方
や
掃
除
の
や
り
方
を
含
め
、
一
人
一
人

の
教
師
の
学
級
経
営
の
裁
量
が
非
常
に
広
い
と
い
う
こ
と
が
韓
国
の
学
校
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

今
か
ら
約
二
〇
年
前
の
一
九
九
〇
年
に
朝
日
新
聞
紙
上
で
学
校
掃
除
の
特
集

が
組
ま
れ
た
と
き
、
専
門
家
の
意
見
と
し
て
、
沖
原
豊
、
佐
藤
秀
夫
、
家
本
芳

郎
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
た
。
沖
原
豊
は
本
文
で
み
た
よ
う
に
掃
除
は
人

間
形
成
に
役
立
つ
と
の
論
を
展
開
し
、
そ
れ
に
対
し
佐
藤
秀
夫
は
「
こ
こ
ろ
の

教
育
」
や
「
し
つ
け
教
育
」
と
い
っ
た
学
校
掃
除
の
目
的
と
さ
れ
る
も
の
は
本

来
家
庭
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
学
校
掃
除
に
教
育
的
意
義
を
唱
え
る
の
は

財
政
上
の
問
題
で
生
徒
に
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
を
合
理
化
す
る
た
め
の
も
の

で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。
家
長
芳
郎
は
管
理
主
義
的
に
掃
除
指
導
を
行
い
な

が
ら
人
間
形
成
の
手
段
と
す
る
の
は
き
れ
い
ご
と
で
あ
る
と
し
て
い
る(

36)

。

現
在
で
は
、
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
掃
除
復
活
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
掃
除
の

教
育
的
意
義
が
再
び
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
上
記
三
者
の
う
ち
、
沖
原
豊
の
意
見
が
一
般
的
に
最
も
受
け
入
れ
ら
れ
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る
土
壌
が
日
本
の
社
会
に
は
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
日
本
の
学
校
現
場
で
掃
除
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
と
共
に
、
韓
国
の
学
校
で
掃
除
が
は
じ
め
ら
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
を
よ
り
詳
細
に
探
究
す
る
こ
と
で
、
両
文
化
圏
の
掃
除
の
認
識
の

さ
れ
方
の
深
層
構
造
を
綿
密
に
探
っ
て
い
き
た
い
。 

［
謝
辞
］ 

 

本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
韓
国
の
学
校
の
先

生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
林
泰
平
先
生
（
元 

東
国
大
学
校
教

授
）
や
金
聯
珠
先
生
（
元 

ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
生
、
現
職
高
校
教
員
）
に
は

本
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
韓
国
の
学
校
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
ら

す
べ
て
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

【
付
記
】 

本
研
究
は
平
成
二
〇
年
度
～
平
成
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
研
究
種
目
：
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表
者
：
添
田
晴
雄
、
研
究
課
題
名
：

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教
育
文
化
（「
モ
ノ
」「
コ
ト
」）

史
研
究
、
課
題
番
号
：
二
〇
三
三
〇
一
七
五
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。 

  
 
 

注 

（
1
）
用
語
と
し
て
は
、
小
学
生
は
「
児
童
」、
中
高
校
生
は
「
生
徒
」
で
あ

り
、
両
者
を
併
せ
て
使
用
す
る
と
き
は
「
児
童
生
徒
」
と
す
べ
き
で
あ

る
が
、
本
論
文
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
小
学
生
を
含
む
場
合
で
も

す
べ
て
原
則
と
し
て
「
生
徒
」
と
し
た
。
な
お
、
韓
国
語
で
は
学
校
種

に
関
わ
り
な
く
、
学
校
に
通
う
人
は
す
べ
て
「
学
生
」
と
い
う
。 

（
2
）
も
ち
ろ
ん
学
校
掃
除
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
文
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
齋
藤
昭
「『
自
問
』
と
『
対
話
』
の
教
育
―
民
主

教
育
確
立
の
た
め
に
―
」〔『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
教
育
科

学
）』
四
七
巻
、
一
九
九
六
年
〕、
一
四
九
～
一
七
一
頁 

は
、
竹
内
隆

夫
が
提
唱
し
た
「
自
問
教
育
」
論
に
基
づ
い
た
清
掃
教
育
で
あ
る
「
自

問
清
掃
」
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
自
問
清
掃
」
を
対

象
と
し
た
教
育
実
践
記
録
も
、
平
田
治
・
土
井
進
ら
に
よ
っ
て
著
さ
れ

て
い
る
（
平
田
治
・
土
井
進
「〈
実
践
報
告
〉
教
員
養
成
段
階
に
お
け

る
『
自
問
清
掃
』
指
導
の
意
義
と
成
果
」〔『
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要 

教
育
実
践
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
八

年
〕、
一
四
五
～
一
五
四
頁
）。 

（
3
）
沖
原
豊
編
『
学
校
掃
除
―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』
学
事
出
版
、
一

九
七
八
年
。 

（
4
）
米
村
佳
樹
・
岩
崎
恭
枝
「
世
界
の
学
校
掃
除
」〔
沖
原
豊
編
、
前
右
書
、

一
九
七
八
年
〕、
一
四
五
頁
。 
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（
5
）
沖
原
豊
『
新
・
心
の
教
育
』
学
陽
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
七
一
～
一

七
四
頁
参
照
。 

（
6
）
自
問
掃
除
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
昭
、
前
掲
論
文
参
照
。 

（
7
）
学
校
清
潔
方
法
は
そ
の
後
、
一
九
二
六
年
に
新
し
く
な
り
、
戦
後
は
保

健
教
育
の
一
環
と
し
て
一
九
四
八
年
に
学
校
清
潔
方
法
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。そ
れ
ら
い
ず
れ
の
規
定
も
学
校
掃
除
の
責
任
は
学
校
当
局
に

あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
。（
石
井
均「
学
校
掃
除
の
歴
史
」〔
沖
原
豊
編
、

前
掲
『
学
校
掃
除
―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』〕、
一
〇
六
～
一
一
六

頁
参
照
） 

（
8
）
佐
藤
秀
夫
『
学
校
こ
と
は
じ
め
事
典
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
、
一
三

四
～
一
三
五
頁
参
照
。 

（
9
）
石
井
均
、
前
掲
論
文
、
一
〇
九
頁
参
照
。 

（
10
）
大
阪
市
立
五
條
尋
常
高
等
小
学
校
『
我
が
校
に
於
け
る
学
校
衛
生
の
実

際
的
研
究
』、
一
九
四
〇
年
、
一
一
九
頁
参
照
。 

（
11
）
佐
藤
秀
夫
、
前
掲
書
、
一
三
四
～
一
三
五
頁
参
照
。 

（
12
）
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た
人
口
住
宅
総
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
人
口
の
う

ち
信
教
が
あ
る
と
し
た
の
は
五
三
．
一
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
仏
教
は

信
教
人
口
の
四
三
．
〇
％
を
占
め
て
い
る
（『
한
국
의 

사
회
지
표 

２
０

０
６
』
통
계
청
、
２
０
０
６
년 

〈『
韓
国
の
社
会
指
標
２
０
０
６
』
統

計
庁
、
二
〇
〇
六
年
〉、
五
九
一
頁
参
照
）。
統
計
上
は
信
者
数
が
最
も

多
い
宗
教
で
あ
る
が
、韓
国
の
統
計
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ

ッ
ク
を
別
々
に
算
出
し
て
お
り
、
両
者
を
併
せ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と

し
て
は
仏
教
人
口
を
超
え
る
。 

（
13
）
近
年
の
研
究
と
し
て
、
김
달
효
「
초
등
학
교 

저
학
년 

학
부
모
의 

급
식 

및 

청
소
활
동 

참
여 

문
화
」
〔
『
아
시
아
교
육
연
구
』
제
６ 

권
제
１
호
、
２
０
０
５
년
〕
（
金
達
孝
「
初
等
学
校
低
学
年
の
保
護 

者
の
給
食
、
及
び
清
掃
活
動
参
加
の
文
化
」〔『
ア
ジ
ア
教
育
研
究
』
第 

六
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
〕）、
八
三
～
一
〇
三
頁
な
ど
が
あ
る
が
、 

学
校
掃
除
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

（

14

）
조
윤
원
「
現
場
硏
究 

淸
掃
活
動
의 

敎
育
的 

指
導
를 

爲
한 

具
體
的 

接
近
」
〔
『
월
간 

교
육
자
료
』
제
１
５
권
제
１
０
호
、
１
９
７
１ 

년
〕（
趙
ユ
ノ
ォ
ン
「
現
場
研
究 

清
掃
活
動
の
教
育
的
指
導
の
た
め 

の
具
体
的
接
近
」〔『
月
刊
教
育
資
料
』
第
一
五
巻
第
一
〇
号
、
一
九 

七
一
年
〕
）
、
七
四
～
七
五
頁
、
及
び
이
종
범
「
淸
掃
活
動
의 

敎
育 

的 

指
導
」
〔
『
교
육
관
리
기
술
』
제
２
１
권
제
３
호
、
１
９
９
０ 

년
〕（
李
ジ
ョ
ン
ボ
ム
「
清
掃
活
動
の
教
育
的
指
導
」〔『
教
育
管
理
技 

術
』
第
二
一
巻
第
三
号
、
一
九
九
〇
年
〕）、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
参 

照
。 
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（
15
）
조
윤
원
、
前
掲
論
文
、
七
六
頁
参
照
。 

（
16
）
韓
国
の
教
育
課
程
は
従
来
、
小
中
高
校
と
も
「
教
科
」、「
裁
量
活
動
」

（
日
本
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
相
当
）、「
特
別
活
動
」
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
順
次
適
用
予
定
の

「
二
〇
〇
九
年
改
訂
教
育
課
程
」
で
は
「
裁
量
活
動
」
と
「
特
別
活
動
」

が
統
合
さ
れ
、「
創
造
的
な
体
験
活
動
」
と
な
る
。 

（
17
）
韓
国
の
私
立
中
学
は
平
準
化
制
度
実
施
以
来
、
公
立
と
同
様
に
学
校
群

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
お
り
、「
準
公
立
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
実
質
的

に
は
公
立
と
変
わ
ら
な
い
。 

（
18
）
保
護
者
へ
の
調
査
は
三
二
七
件
回
収
し
た
が
、
う
ち
九
六
件
に
つ
い
て

は
、回
答
者
の
年
齢
欄
に
息
子
の
年
齢
が
記
述
さ
れ
て
い
た
な
ど
の
た

め
、
無
効
回
答
と
し
て
結
果
分
析
か
ら
除
外
し
た
。 

（
19
）
こ
れ
ら
参
与
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
・
質
問
紙
調
査
は
学
校
給
食
に
関

す
る
調
査
と
同
時
に
行
っ
た
。学
校
給
食
に
関
す
る
調
査
結
果
の
分
析

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
20
）
大
塚
豊
「
日
本
の
学
校
掃
除
に
関
す
る
意
識
構
造
」〔
沖
原
豊
編
、
前

掲『
学
校
掃
除
―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』〕、一
五
四
～
一
七
八
頁
、

石
川
恭
枝
・
西
村
重
夫
「
学
校
掃
除
意
識
構
造
の
国
際
比
較
」〔
沖
原

豊
編
、
前
掲
『
学
校
掃
除
―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』〕、
一
七
九
～

二
〇
四
頁
参
照
。 

（
21
）
こ
の
間
、
韓
国
社
会
の
変
容
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

一
九
七
〇
年
代
前
半
に
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
は
三
〇
〇
ド
ル
前
後
で

あ
っ
た
の
が
、二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
二
万
ド
ル
前
後
に
ま
で
増
加

し
て
い
る
。人
々
の
価
値
観
に
も
大
き
な
編
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。 

（
22
）
本
文
中
に
記
載
す
る
聞
き
取
り
記
録
は
、
原
則
と
し
て
筆
者
が
聞
き
と

っ
た
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
23
）Ｄ
校
の
教
師
よ
り（
メ
ー
ル
に
よ
る
回
答
。二
〇
一
一
年
一
月
一
七
日
）。 

（
24
）
班
活
動
と
掃
除
の
役
割
担
当
に
関
し
て
は
、
Ｄ
校
、
Ｃ
校
の
教
師
、
そ

し
て
筆
者
の
研
究
協
力
者（
韓
国
の
大
学
で
教
育
学
を
専
攻
す
る
大
学

院
生
）に
よ
る
初
等
学
校
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
基
に
論
を

構
成
し
て
い
る
。 

（
25
）
이
종
범
、
前
掲
論
文
、
一
五
一
頁
。 

（
26
）
保
護
者
に
対
し
て
は
「
子
女
が
直
接
学
校
掃
除
を
す
る
こ
と
」
と
し
て

た
ず
ね
て
い
る
。 

（
27
）
韓
国
で
五
件
式
の
回
答
方
式
の
「
中
間
」
を
表
す
回
答
項
目
と
し
て
最

も
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
。
日
本
語
で
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
最
も

適
合
す
る
が
、
本
論
文
で
は
直
訳
で
あ
る
「
普
通
だ
」
を
用
い
た
。 
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（
28
）
こ
の
設
問
の
正
確
な
内
容
は
「
他
の
学
校
の
場
合
、
生
徒
が
ト
イ
レ
掃

除
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、一
般
的
に
生
徒
が
ト
イ
レ
掃
除
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？
」と
婉
曲
的
に
た
ず

ね
て
い
る
。ト
イ
レ
掃
除
を
現
在
行
っ
て
い
な
い
調
査
校
で
た
ず
ね
る

に
あ
た
り
、で
き
る
限
り
客
観
的
な
回
答
を
導
こ
う
と
し
た
た
め
こ
う

し
た
た
ず
ね
方
を
と
っ
た
。
な
お
、
保
護
者
、
教
師
用
の
設
問
で
も
ほ

ぼ
同
様
の
文
章
で
た
ず
ね
て
い
る
。 

（
29
）「
高
槻
の
小
学
校
で
ト
イ
レ
掃
除
論
争 

親
と
先
生
、
二
分
【
大
阪
】」

〔『
朝
日
新
聞
』、
一
九
八
九
年
七
月
二
七
日
付 

夕
刊
〕、
一
五
面
、
及

び
「
小
学
校
で
ト
イ
レ
掃
除
論
争 

大
阪
・
高
槻
」〔『
朝
日
新
聞
』、

一
九
八
九
年
八
月
九
日
付 

朝
刊
〕、
二
九
面
参
照
。 

（
30
）
坂
本
秀
夫
「
ま
ず
ト
イ
レ
掃
除
廃
止
を
（
こ
ん
な
校
則
・
あ
ん
な
拘
束
）」

〔『
朝
日
新
聞
』、
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
四
日
付 

朝
刊
〕、
一
六
面
、

及
び
「『
ま
ず
ト
イ
レ
掃
除
廃
止
を
』
に
反
響
（
こ
ん
な
校
則
・
あ
ん

な
拘
束 

番
外
編
）」〔『
朝
日
新
聞
』、
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
八
日
付 

朝
刊
〕、
一
八
面
参
照
。 

（
31
）
横
浜
市
教
育
委
員
会
『
豊
か
な
心
を
育
む 

児
童
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ

掃
除 

教
職
員
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
九
年
参
照
（
横

浜
市
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ 

 
http://w

w
w.city.yokoham

a.jp/m
e 

/kyoiku/sidou1/jidoseito/pdf/toireseisou.pdf  

二
〇
一
一
年 

一
月
二
三
日
確
認
）。 

（
32
）
長
崎
文
次
「
健
康
教
育
の
課
題
―
掃
除
の
仕
方
に
つ
い
て
―
」〔『
信
濃

教
育
』
第
七
八
一
号
、
一
九
五
二
年
〕、
三
九
～
四
二
頁
参
照
。 

（
33
）
川
地
洋
一
「
学
校
掃
除
中
の
事
故
」〔
沖
原
豊
編
、
前
掲
『
学
校
掃
除

―
そ
の
人
間
形
成
的
役
割
―
』〕、
二
一
一
～
二
一
四
頁
参
照
。 

（
34
）
坂
本
秀
夫
は
「
学
校
で
掃
除
を
す
る
子
ど
も
が
家
で
も
掃
除
を
す
る
と

は
言
え
な
い
」
と
し
て
い
る
（
坂
本
秀
夫
『
こ
ん
な
校
則
あ
ん
な
拘
束
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
七
九
～
八
〇
頁
）。 

（
35
）
米
村
佳
樹
・
岩
崎
恭
枝
、
前
掲
論
文
、
一
三
二
～
一
三
三
頁
参
照
。 

（
36
）「
学
校
の
掃
除 

積
極
校
あ
れ
ば
業
者
委
託
も
（
金
曜
ひ
ろ
ば
）」〔『
朝

日
新
聞
』
一
九
九
〇
年
三
月
三
〇
日
付 

朝
刊
〕、
一
八
面
参
照
。 
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五 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
食
育
政
策
と
実
態 

 

田
中 

圭
治
郎 

 

は
じ
め
に 

 

教
育
文
化
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
、
地
方
の
事
象
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

は
歴
史
的
な
経
過
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
皮
相
的
に
は
異
な
る
形
態
を
と
っ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
ア
メ
リ
カ
と
す
る
）
の
食
文
化

を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
座
か
ら
論
じ
、
日
本
の
食
文
化
と

比
較
し
て
、
共
通
点
、
相
違
点
を
探
求
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
肥
満
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
教
師
や
行
政
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
が

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
ず
、
教
育
政
策
・
教
育
行
政
が
食
の
問
題
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
次
に
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
教
育
実

践
の
場
で
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
三
番
目
に
現
場
の
教
師
が

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
と
食
育
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
四
番
目
に
ハ
ワ
イ
州
の
食
育
の
実
態
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
日
本
の

食
育
と
の
比
較
・
検
討
に
よ
り
教
育
文
化
の
基
底
に
流
れ
る
共
通
の
教
育
文
化

を
論
述
す
る
。 

一
．
ア
メ
リ
カ
の
食
育
政
策 

・
学
齢
期
の
生
徒
の
た
め
の
栄
養
食
品
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

最
初
に
制
定
さ
れ
た
の
は
、

一
九
四
六
年
に
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
の
下
で
作
成
さ
れ
た

「
全
国
学
校
昼
食
法
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
学
校

昼
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

日
本
の
学
校
給
食
に
当
た
る
。

現
在
で
は
、
こ
れ
以
外
に
児

童
・
生
徒
及
び
成
人
食
料
援

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
夏
期
食
料

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ

れ
に
加
わ
る
。
表
一(

1)

は
、

二
〇
〇
七
学
校
年
か
ら
二
〇

一
〇
学
校
年
の
援
助
額
を
示

す
。
一
食
当
た
り
の
食
料
援

助
額
、
総
援
助
額
共
に
学
校

年
毎
に
若
干
増
減
は
あ
る
も
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の
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

児
童
・
生
徒
及
び
成
人
食
料
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
社
会
の
児
童
・
生

徒
や
成
人
に
朝
食
や
昼
食
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
夏
期
食
料
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
七
・
八
月
の
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
期
間
に
児
童
・

生
徒
に
食
料
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
主
な
対
象
に
し
て
い
る
は
、
経
済
的
に
不
利

益
を
受
け
て
い
る
児
童
・
生
徒
や
成
人
で
あ
る
。
最
近
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
家
庭
へ
の
援
助
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
初
か
ら
社
会
福
祉
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
学
齢
期
の
生
徒
の
た
め
の
栄
養
食
品
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
食
品
は
ア
メ

リ
カ
産
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
約
六
〇
％
の
食
品
は
農
務
省
に
購
入
決
定

権
が
あ
り
」、「
残
り
四
〇
％
し
か
各
学
区
で
購
入
決
定
権
が
な
い
」
と
い
う
制

約
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
と
密
接
に
結

び
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
二(

2)

は
「
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
表

三(

3)

は
「
夏
期
食
料
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
表
四(

4)

は
「
全
米
児
童
・

生
徒
及
び
成
人
食
料
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
予
算
額
で
あ
る
。
表
二
、
三
、
四

を
見
る
と
、
連
邦
規
模
で
は
食
料
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ハ
ワ
イ
州
で
は
各
財
政
年(

F
Y)

に
、「
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
予
算

増
加
の
傾
向
が
あ
る
反
面
、「
夏
期
食
料
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
減
少
、「
全

米
児
童
・
生
徒
及
び
成
人
食
料
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
。

「
全
米
児
童
・
生
徒
及
び
成
人
食
料
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
児
童
・
生
徒
だ

け
で
は
な
く
成
人
も
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
成
人
は
小
学
校
・
中
学
校
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
食
料
の
援
助
を
受
け
て
い
る
。
連
邦
政
府
の
方
針
で
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
で
は
学
校
給
食
に
力
を
入
れ
、
就
学
率
の
向

上
、
基
礎
学
力
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。 

 

表
五
―
一
か
ら
表
五
―
三(

5)

は
、
ホ
ノ
ル
ル
学
区
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
の
一
か
月
の
学
校
給
食
申
込
数
、
全
額
補
助
生
徒
数
、
部
分
補
助
生

徒
数
と
無
援
助
生
徒
数
を
示
し
て
い
る
。右
側
の
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
い
学
校
は
、

補
助
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
の
少
な
い
学
校
で
あ
り
、
高
い
学
校
は
補
助
を
受

け
た
児
童
・
生
徒
の
多
い
学
校
で
あ
る
。
前
者
は
、
親
の
所
得
の
高
い
地
区
の

学
校
、
後
者
は
低
い
地
区
と
合
致
す
る
。
一
番
比
率
の
高
い
学
校
コ
ー
ド
一
四

二
の
パ
ロ
ロ
小
学
校
は
、
低
所
得
者
住
宅
の
中
の
小
学
校
で
あ
り
、
主
と
し
て

南
太
平
洋
の
島
々
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
住
ん
で
い
る
地
区
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
一
番
比
率
の
低
い
学
校
コ
ー
ド
二
三
九
の
ミ
リ
ラ
ニ
イ
エ
小
学

校
は
、
高
級
住
宅
地
の
中
の
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
学

校
給
食
は
、
今
な
お
社
会
福
祉
的
要
素
を
持
ち
続
け
て
い
る
。 
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二
．
連
邦
政
府
に
よ
る
教
育
現
場
で
の
食
育
指
導 

 

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
大
学
全
米
管
理
協
会
が
出
し
て
い
る『
よ
り
健
康
的
な
パ
イ
』

を
見
る
こ
と
に
よ
り
、連
邦
政
府
の
食
育
の
方
針
を
説
明
す
る
。こ
の
協
会
は
、

一
九
八
九
年
に
連
邦
議
会
で
承
認
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
大
学

内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
連
邦
農
務
省
食
品
栄
養
サ
ー
ビ
ス
局
か
ら
の

補
助
金
を
受
け
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
究
し
、
教
育

し
、
さ
ら
に
料
理
の
た
め
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

図
一(

6)

を
見
れ
ば
、
石
鹸
、
タ
オ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
る
。 

a.
食
事
の
前
に
手
を
洗
う
こ
と
、
食
事
の
準
備
、
食
事
の
マ
ナ
ー
、
後
片
付
け

を
教
え
る
。 

b.
食
物
の
分
類
を
行
い
、
何
が
身
体
の
機
能
を
充
足
し
て
い
る
の
か
を
教
え
る
。

（
例 

炭
水
化
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
、
脂
肪
は
筋
肉
を
作
る
、
果
物
は
ビ
タ

ミ
ン
と
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
等
） 

c.
家
庭
に
お
け
る
両
親
に
対
す
る
食
育
に
つ
い
て 

・
食
事
に
十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と 

・
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
食
事
を
と
る
こ
と 

・
初
め
て
食
べ
る
食
物
に
慣
れ
る
こ
と 

・
で
き
る
だ
け
食
べ
残
し
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と 

・
あ
な
た
の
子
ど
も
が
食
事
を
し
な
い
時
、
何
が
嫌
い
な
の
か
を
次
回
の
食
事

ま
で
に
調
べ
る
こ
と 

・
食
物
栽
培
を
し
て
、
庭
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
が
喜
ん
で

野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
さ
せ
る(

7) 

 

図
二(

8)

は
学
校
や
家
庭
で
の
野
菜
栽
培
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
る
。 
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次
に
両
親
に
対
し
て
以
下
の
助
言
を
し
て
い
る
。 

・
で
き
る
だ
け
安
く
食
材
を
買
う
こ
と 

（
新
鮮
な
野
菜
を
買
う
こ
と
、低
脂
肪
の
食
材
を
買
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、

小
容
量
の
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
よ
り
は
大
容
量
の
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
こ
と
を
勧
め

て
い
る
）(

9) 

 

各
季
節
の
献
立
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ピ
ー
ナ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

へ
の
対
策
は
、
日
本
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
指
導
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、
日
本
食
の
紹
介
で
あ
る
。
お
に
ぎ
り(O

RIG
IRI)

と
酢
の
も
の

(SU
N

O
M

O
N

O
)

は
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(

10) 図
三(

11)

は
日
本
食
の
栄
養
面
で
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
い
る
。 

 

三
．
現
場
の
教
師
の
食
育
指
導 

 

こ
こ
で
は
、『
新
任
教
師
へ
の
手
引
書
』
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
師
が

ど
の
よ
う
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
紹
介
す
る
。 

a.
少
年
期
の
肥
満
は
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
。
大
人
が
健
康
に
気
を
使
っ
て

い
る
の
と
同
様
に
、
教
師
は
生
徒
が
健
康
で
あ
る
よ
う
に
援
助
す
る
責
任
が
あ
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る
。（
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の
肥
満
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、

日
本
以
上
に
肥
満
対
策
が
求
め
ら
れ
る
） 

b.
児
童
・
生
徒
に
ご
褒
美
と
し
て
食
物
を
与
え
る
こ
と
は
、
健
康
に
良
く
な
い

こ
と
を
保
健
の
授
業
で
教
え
る
。（
教
師
は
、
自
分
の
教
科
だ
け
を
教
え
、
食
育

に
関
心
を
持
た
な
い
場
合
が
多
く
、
ま
た
両
親
も
栄
養
問
題
に
無
頓
着
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
） 

c.
教
師
が
児
童
・
生
徒
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
与
え
た
時
、
教
師

は
児
童
・
生
徒
が
過
食
の
習
慣
を
な
く
す
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。（
ア
メ
リ
カ
で
は
、
教
師
が
糖
質
・
脂
質
の
多
い
食
品
を
生

徒
に
与
え
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
） 

c.
児
童
・
生
徒
の
中
に
、
糖
尿
病
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
危
険
な
病
状

を
持
っ
た
者
が
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
。（
日
本
で
も
同
様
の
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
） 

d.
ご
褒
美
と
し
て
児
童
・
生
徒
に
食
物
を
与
え
た
時
、
教
師
は
将
来
そ
れ
が
児

童
・
生
徒
の
問
題
行
動
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
要
因
と
な
る
こ
と
を
認
識
す
べ

き
で
あ
る
。（
教
師
へ
の
栄
養
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
る
） 

e.
両
親
が
子
ど
も
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
時
、
ご
褒
美
と
し
て
食
物
を
与
え
る

こ
と
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
た
め
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
両
親
に
伝
え

る
べ
き
で
あ
る
。（
栄
養
の
摂
り
す
ぎ
の
認
識
の
甘
い
両
親
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
）(

12)

  

図
四(

13)

は
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

PATIEN
CE

（
忍
耐
、
根
気
）
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
食
育
の

重
要
性
を
生
徒
や
両
親
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
困
難
を
伴
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

四
．
ハ
ワ
イ
州
の
食
育
の
実
態 

 
ハ
ワ
イ
州
教
育
局
児
童
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
所
発
行
『
ハ
ワ
イ
州
に
お
け

る
健
康
的
な
食
事
の
援
助
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は

「
す
べ
て
の
利
用
者
が
健
康
的
で
、
飢
餓
か
ら
解
放
さ
れ
」、「
連
邦
政
府
の
要
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求
、教
育
と
協
力
の
元
で
栄
養
の
重
要
性
を
認
識
」す
る
こ
と
で
あ
る
。図
五(

14)

は
、
リ
ン
ゴ
の
栄
養
面
の
大
切
さ
を
示
す
表
紙
で
あ
る
。 

 

「
全
国
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
出
来
る
だ
け
安
価
な
費
用
で
、
毎
月
、

子
ど
も
た
ち
に
健
康
的
な
食
事
を
提
供
し
て
」
お
り
、「
該
当
す
る
児
童
に
無
料

な
い
し
、
減
額
し
た
費
用
で
給
食
を
用
意
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

児
童
・
生
徒
の
数
は
ハ
ワ
イ
州
全
体
で
約
二
万
人
に
上
っ
て
い
る
。
無
料
及
び

減
額
の
扱
い
を
受
け
る
児
童
・
生
徒
は
、
両
親
の
費
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

社
会
福
祉
的
な
面
が
多
い
。 

 

次
に
、
教
師
用
の
『
新
鮮
な
く
だ
も
の
と
野
菜
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
見
る
。
ハ

ワ
イ
州
教
育
局
の
下
で
、
二
一
の
小
学
校
に
「
学
校
食
料
サ
ー
ビ
ス
」
の
ブ
ラ

ン
チ
が
置
か
れ
、
そ
こ
で
教
師
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
図
六

(

15)

は
、
教
師
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。「
新
鮮
な
く
だ
も
の
や
野
菜
を
食

べ
る
際
、
栄
養
教
育
（
食
育
）
を
す
る
こ
と
は
、
良
い
食
習
慣
を
取
り
入
れ
、

か
つ
充
実
さ
せ
る
た
め
の
理
想
的
な
方
法
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
児

童
、
教
師
と
学
校
職
員
と
の
間
の
密
接
な
関
係
が
求
め
ら
れ
る
」
の
で
あ
り
、

教
師
と
学
校
職
員
が
協
力
し
て
、
児
童
に
食
の
大
切
さ
を
教
え
る
必
要
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ワ
イ
州
教
育
局
の
方
針
や
現
場
の
教
師
た
ち
の

努
力
は
、
具
体
的
に
学
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
筆

者
の
学
校
訪
問
の
結
果
か
ら
述
べ
る
。 
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二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
学
区
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
を
訪
問
し
、
学
校
給
食
の
実
態
を
調
査
し
た
。
表
六(

16)

は
、
ジ
ャ
レ

ッ
ト
中
学
校
の
一
一
月
の
朝
食
・
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
一
週
間
以
上
も
前
に
保
護
者
に
配
布
さ
れ
、
気
に
入
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ら

ば
予
約
し
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
弁
当
の
持
参
と
い
う
形
態
が
取
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
に
よ
り
給
食
の
数
に
変
動
が
あ
る
。
実
際
に
生
徒

が
給
食
を
し
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、
食
堂
で
ク
ラ
ス
毎
に
集
ま
り
、
食
事
を

し
て
い
た
が
、
そ
の
際
担
任
の
教
師
は
お
ら
ず
、
補
助
教
師
が
机
の
間
を
巡
回

し
、
静
か
に
食
事
を
す
る
よ
う
に
見
張
っ
て
い
た
。
教
師
は
、
仲
の
良
い
同
士
、

そ
れ
ぞ
れ
気
に
行
っ
た
場
所
で
食
事
を
し
て
い
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
弁
当
持

参
の
児
童
・
生
徒
は
、
弁
当
と
い
う
に
は
と
て
も
粗
末
な
ク
ラ
ッ
カ
ー
や
ビ
ス

ケ
ッ
ト
と
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
あ
っ
た
。
更
に
驚
い
た
こ
と
に
、
食
事
終
了
時
に

給
食
に
全
く
手
を
つ
け
て
い
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
生
徒
が
少

な
か
ら
ず
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昼
食
を
全
く
取
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
学
校
給
食
職
員
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

（
一
）
メ
ニ
ュ
ー
は
両
親
や
児
童
・
生
徒
の
意
見
を
全
く
取
り
入
れ
な
い
、（
二
）

栄
養
価
は
大
切
に
す
る
が
、
味
は
あ
ま
り
重
視
せ
ず
、
よ
り
安
価
な
食
材
を
求

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

ア
ラ
ワ
イ
小
学
校
の
食
堂
で
は
、
壁
に
徳
目
（
ビ
タ
ミ
ン
を
十
分
取
り
入
れ

よ
う
、
糖
分
の
あ
る
食
物
は
控
え
ま
し
ょ
う
等
々
）
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
栄
養

面
は
、
重
視
し
て
は
い
る
が
、
個
々
の
児
童
の
好
み
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
お

ら
ず
、
無
味
乾
燥
な
食
事
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。（
写
真
一
） 

ま
た
、
複
数
の
学
校
で
の
校
長
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
教
師
た
ち

が
栄
養
教
育
に
あ
ま
り
関
心
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
食
育
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
関
心
が
い
か
に
自
分
の
相
当

す
る
教
科
の
成
績
を
向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
栄
養
教
育
は
、

健
康
体
育
の
教
師
の
仕
事
で
あ
り
、
自
分
た
ち
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
い
う

印
象
を
持
っ
た
。
州
教
育
局
の
書
類
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
の
乖
離
が
か
な
り
多

い
。 こ

れ
ら
の
栄
養
教
育
の
不
備
を
補
う
も
の
と
し
て
、
N
P
O
の
活
動
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
の
コ
ク
ア
・
ハ
ワ
イ
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
活
躍
し
て
い

る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
私
財
を
提
供
し
て
作
ら
れ
た
団
体
で
あ
る
。
図

七(

17)

は
、
彼
ら
の
活
動
の
一
つ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
団

体
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
の
各
学
校
に
働
き
か
け
、
学
校
農
園
を
作
り
、
そ
こ
で

収
穫
し
た
野
菜
を
給
食
の
中
に
取
り
入
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

両
親
と
児
童
・
生
徒
を
カ
ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
に
招
い
て
健

康
的
な
食
事
を
作
り
か
つ
食
べ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
生
産
と
消
費
を
結
び 
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写
真
一 

ア
ラ
ワ
イ
小
学
校
食
堂 

つ
け
、
新
鮮
な
野
菜
を
接
種
す
る
こ
と
の
大
切
な
、
さ
ら
に
美
味
し
い
食
事
を

取
る
と
い
う
体
験
の
大
切
さ
を
学
習
し
て
い
る
。 

 

五
．
日
本
の
食
育
と
ア
メ
リ
カ
の
食
育
と
の
比
較
・
検
討 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
四
六
年
に
「
学
校
昼
食
法
」
が
成
立
し
た
。
日
本
で

は
、
一
九
四
五
年
に
文
部
・
厚
生
・
農
林
三
省
次
官
通
達
に
よ
り
、
学
校
給
食

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
前
に
も
貧
困
児
童
を
対
象
と
し
た
学
校
給
食

が
存
在
し
た
が
、
本
格
的
な
始
ま
り
は
戦
後
の
食
糧
事
情
逼
迫
の
下
で
の
政
策

で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
「
学
校
給
食
法
」
が
制
定
さ
れ
、
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
学
校
給
食
法
」
第
二
条
で
は
、 

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
．
日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
望
ま
し
い
習
慣
を

養
う
こ
と
。 

二
．
学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る
い
社
交
性
を
養
う
こ
と
。 

三
．
食
生
活
の
合
理
化
、
栄
養
の
改
善
及
び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
。 

四
．
食
糧
の
生
産
、
配
分
及
び
消
費
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
に
導
く
こ
と
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
両
親
の
収
入
に
よ
り
、
無
料
・
減
額
の
措
置
が
あ
る
が
、 



―87― 

 

                  

 



―88― 

 

日
本
で
も
同
様
の
規
程
が
あ
る
。 

  

第
七
条
二 

 

国
は
、
公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
設
置
者
が
、
学
校

給
食
を
受
け
る
児
童
又
は
生
徒
の
学
校
教
育
法
第
二
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
保
護
者
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
、
学
校
給

食
費
の
全
部
又
は
一
部
を
補
助
す
る
場
合
に
は
、
当
該
設
置
者
に
対
し
、
当

分
の
間
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ

れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
．
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者 

二
．
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に

困
窮
し
て
い
る
者
で
政
令
の
定
め
る
も
の 

 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
同
様
の
規
定
が
あ
る
の
は
、
学
校
給

食
が
社
会
福
祉
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
学
校
給
食
が
ア
メ
リ
カ
で
は
農
務
省
の
管
轄
下

に
あ
り
、「
約
六
〇
%
の
食
品
は
農
務
省
に
購
入
決
定
権
が
あ
る
」
と
い
う
規

定
が
あ
る
。
日
本
で
も
学
校
給
食
用
務
員
は
、
一
九
九
一
年
度
ま
で
日
本
体
育
・

学
校
健
康
セ
ン
タ
ー（
現 

独
立
行
政
法
人 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）

が
全
国
の
主
要
な
小
麦
粉
製
粉
工
場
一
括
購
入
し
、
あ
ら
か
じ
め
計
画
的
に
策

定
さ
れ
た
小
麦
粉
需
給
計
画
に
従
い
、
同
一
品
質
・
同
一
規
格
で
各
都
道
府
県

学
校
給
食
会
を
通
し
て
供
給
し
て
き
た
。
ま
た
、
米
飯
給
食
は
、
米
余
り
の
中
、

一
九
九
〇
年
度
ま
で
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
が
旧
食
糧
庁
（
農
林
水

産
省
）か
ら
一
括
し
て
米
を
買
い
入
れ
、各
都
道
府
県
学
校
給
食
会
を
通
し
て
、

設
置
業
者
に
精
米
ま
た
は
米
加
工
食
品
と
し
て
供
給
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
両

国
の
学
校
給
食
は
、
政
策
的
な
面
か
ら
行
わ
れ
る
点
が
多
々
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
日
米
両
国
で
の
相
違
点
も
多
々
あ
る
。
一
九
五
七
年
六
月
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五
日
付
文
管
学
第
二
一
九
号
の
文
部
省
管
理
局
長
通
達
に
示
す
よ
う
に
「
教
師

が
児
童
ま
た
は
生
徒
と
と
も
に
会
食
す
る
こ
と
は
学
校
給
食
を
教
育
的
に
取
り

扱
い
、
そ
の
指
導
に
徹
底
を
期
す
る
点
か
ら
必
要
」
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
学
校
給
食
は
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
給
食
は
両
親
の
教
育
権
の
一
つ
と
し
て
、

教
師
が
教
育
的
に
関
与
し
な
い
の
と
は
全
く
異
な
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

教
育
文
化
の
中
で
食
は
、
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
る
。
知
識
や
情
操
を
培

う
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
困
窮
で
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
子
ど
も
や
、
両
親
の
ネ
グ
レ
ク
ト
の
た
め
食
事
も
満
足
に
摂
取
で
き
な
い
子

ど
も
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
食
は
人
間
の
基
本
的
な
欲
求
の

一
つ
で
あ
り
、
食
の
バ
ラ
ン
ス
が
人
間
の
健
康
・
菅
譲
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
学

習
意
欲
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
て
い
る
。
教
育
の
深
層
構
造
の
中
に
食
の
問

題
は
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
。
ま
た
、
教
育
の
機
会

均
等
は
、
両
親
の
経
済
力
、
学
歴
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど

も
に
開
か
れ
て
お
り
、
教
育
の
本
質
・
根
幹
部
分
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
学
校
給
食
（
食
料
サ
ー
ビ
ス
）
は
当
初
は
飢
餓
か
ら
の
解
放
、

貧
困
家
庭
へ
の
援
助
と
い
う
社
会
福
祉
的
な
政
策
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
が
下
り
、
豊
か
な
時
代
の
到
来
と
共
に
、
社
会
福
祉
的
な
側
面

だ
け
で
は
な
く
、
栄
養
の
視
点
か
ら
給
食
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
ピ
ー
ナ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
、
糖
尿
病
な
ど
が
児
童
・
生
徒
の
健
康
問

題
と
し
て
生
じ
て
お
り
、
日
本
で
も
各
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
児
童
・
生
徒
の
健

康
を
蝕
む
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
教
師
や
N
P
O
の
人
々
が
両
親
に
食
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
る
。
日
本
で
は
二
〇
〇
五
年
に
「
食
育
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
二
〇
〇
四
年
に
は
、
児
童
・
生
徒
の
望
ま
し
い
食
習
慣
形
成

の
た
め
、「
栄
養
に
関
す
る
専
門
性
」
と
「
教
育
に
関
す
る
専
門
性
」
を
併
せ
持

つ
栄
養
教
諭
の
資
格
が
作
ら
れ
、
教
育
職
員
と
し
て
食
の
指
導
を
行
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
よ
う
に
食
料
調
達
を
国
が
一
元
的
に

行
う
の
で
は
な
く
、「
地
産
地
消
」
の
精
神
の
下
で
各
地
方
が
独
自
性
を
持
っ
て

学
校
給
食
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
表
面

的
に
は
共
通
す
る
面
と
相
違
す
る
面
が
存
在
す
る
が
、
両
者
共
に
学
習
に
は
食

の
問
題
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
の
健
康
的
・
身
体
的
発
達
は
彼
ら
の
精
神
的

情
操
を
も
左
右
す
る
と
い
う
共
通
認
識
で
一
致
し
て
い
る
。 

 (
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六 

食
育
を
通
し
て
育
成
す
る
人
間
像 

―
北
海
道
・
札
幌
市
に
お
け
る
調
査
分
析
よ
り
― 田

中 

潤
一 

 

１
．
は
じ
め
に 

  

本
論
文
で
は
、
二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
札
幌
市
を
中
心
と

す
る
北
海
道
で
ど
の
よ
う
な
食
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
分
析
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
調
査
対
象
は
Ｓ
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
の
学
生
を
主

た
る
対
象
と
し
た
。
保
育
実
習
を
終
え
た
学
生
に
対
し
て
、
実
習
園
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
食
育
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。
筆
者
は
昨

年
の
本
談
叢
十
一
号
に
お
い
て
、
札
幌
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
食
育
が
行
わ

れ
て
い
る
か
を
研
究
し
た
が
、
そ
こ
で
は
食
育
の
理
念
や
実
践
例
の
例
示
に
と

ど
ま
っ
た
。
今
回
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
食
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
現
場

に
近
い
実
習
生
の
体
験
か
ら
調
査
し
、
理
念
が
現
実
に
ど
こ
ま
で
追
い
つ
い
て

い
る
の
か
を
探
求
し
た
。
対
象
は
幼
稚
園
・
保
育
園
で
あ
り
、
人
間
形
成
の
基

礎
で
あ
る
幼
児
期
の
食
育
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
初
等

教
育
・
中
等
教
育
の
食
育
へ
、
そ
し
て
生
涯
に
渉
る
食
育
に
い
か
に
活
か
さ
れ

う
る
か
を
考
察
し
た
い
。 

 

２
．
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
の
調
査
よ
り 

 

研
究
方
法
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
： 

・
実
習
先
の
幼
稚
園
・
保
育
所
で
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
か
。 

・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
工
夫

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
延
長
保
育
で
、
お
や
つ
は
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

・
昼
食
時
、
保
育
者
は
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
声
か
け
を
し
て
い
ま
し
た

か
。 

・
そ
の
他
、
食
器
や
野
菜
作
り
な
ど
食
育
へ
の
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
園

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象 

・
Ｓ
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
一
年
生
（
一
一
四
名
） 

・ 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

二
年
生 

田
中
ゼ
ミ
（
二
〇
名
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
時
期 

・
平
成
二
一
年
一
二
月
上
旬 
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ア
ン
ケ
ー
ト
回
収 

・
対
象
人
数
一
三
四
名 

・
回
収
人
数
一
〇
〇
名 

・
回
収
率 
七
四.

六
％ 

 

１
．
実
習
先
の
幼
稚
園
・
保
育
所
で
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

 

五
段
階
評
価
で
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
「
力
を
入
れ
て
い
た
」。 

       

    

２
．
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
か 

 

自
由
回
答
で
六
一
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
け
て
分
析
し
た
。 

①
地
産
地
消
…
六
回
答 

②
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
…
一
七
回
答 

③
食
事
指
導
…
二
三
回
答 

④
手
作
り
お
菓
子
…
四
回
答 

⑤
食
事
の
マ
ナ
ー
の
指
導
…
五
回
答 

⑥
ア
レ
ル
ギ
ー
…
二
回
答 

⑦
そ
の
他
…
四
回
答 

①
地
産
地
消 

・
美
瑛
で
収
穫
し
た
芋
で
、
芋
も
ち
を
作
っ
て
い
た
。 

・
園
で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
自
身
で
料
理
を

し
て
い
た
。 

・
給
食
も
お
や
つ
も
全
て
保
育
園
で
作
ら
れ
て
い
て
、
食
材

も
全
て
国
産
の
物
を
使
う
。 

②
「
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
」 

・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
た
。 

・
必
ず
メ
ニ
ュ
ー
を
発
表
し
、
ど
の
よ
う
な
物
が
入
っ
て
い

る
の
か
伝
え
て
い
た
。 

・
嫌
い
な
物
は
他
の
物
と
混
ぜ
て
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

5

28%

4

21%

3

45%

2

4%

無回答

1% 1

1%

無回答

1

2

3

4

5
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い
た
。 

・
二
歳
児
以
下
は
九
時
と
一
五
時
に
お
や
つ
を
食
べ
る
よ
う

に
し
て
、昼
食
だ
け
で
は
補
え
な
い
栄
養
を
と
っ
て
い
た
。 

③
「
食
事
指
導
」 

・
偏
食
が
ち
な
子
に
一
口
だ
け
で
も
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
た
。 

・
主
食
を
毎
日
自
分
で
食
べ
れ
る
量
だ
け
持
っ
て
く
る
。 

・
栄
養
士
さ
ん
が
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
に
三
色

分
類
を
し
て
い
た
。 

・｢

こ
れ
を
食
べ
た
ら
元
気
に
な
る
ん
だ
よ
！｣

と
言
っ
て
声

か
け
を
し
て
い
た
。 

・
食
べ
残
し
は
禁
止
。 

・
手
を
使
っ
て
食
べ
な
い
よ
う
に
促
し
て
い
た
。 

・
泣
い
て
も
無
理
や
り
食
べ
さ
せ
る
。 

・
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
子
に
は
最
初
か
ら
多
く
す
る
の
で

は
な
く
お
か
わ
り
を
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

④
「
手
作
り
お
や
つ
」 

・
お
や
つ
も
市
販
の
物
で
は
な
く
、
園
で
手
作
り
し
て
い
た
。 

・
父
親
参
観
で
フ
ル
ー
ツ
白
玉
を
作
っ
て
い
た(

他
ク
ラ
ス

で
は
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど) 

。 

・
完
全
給
食
制
で
、
お
や
つ
が
手
作
り
だ
っ
た
。 

・
お
や
つ
は
手
作
り
で
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
。 

⑤
「
食
事
の
マ
ナ
ー
の
指
導
」 

・
ス
プ
ー
ン
等
の
持
ち
方
を
指
導
。 

・
ひ
じ
を
つ
か
な
い
な
ど
の
食
事
の
マ
ナ
ー
が
き
っ
ち
り
し

て
い
た
。 

・
食
べ
る
姿
勢
が
悪
い
子
に
注
意
す
る
。 

⑥
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」 

・ 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
は
、
別
の
物
な
ど
配
慮
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
以
下
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
食
事
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
園
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
特
に
幼
児
期
の
子
ど
も

は
偏
食
を
し
が
ち
で
あ
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
適
切
な
指
導
を
行
う

こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
用
い
て
の
三

色
分
類
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
園
も
あ
っ
た
が
、
通
常
は
小
学
校
段

階
で
行
わ
れ
る
指
導
で
あ
る
。
指
導
方
法
と
し
て
は
、
残
食
を
さ
せ

な
い
と
い
う
指
導
が
多
か
っ
た
。
残
食
を
し
な
い
よ
う
に
、
適
切
な

声
掛
け
を
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
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た
保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
ご
飯
等
は
自
宅
か
ら
持
参
し
、
お
か
ず
の

み
を
配
布
す
る
園
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
保
護
者
は
子
ど
も
が
食
べ

ら
れ
る
だ
け
持
参
さ
せ
る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。
ま
た
メ
ニ
ュ
ー
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
園
も
多
数
見
ら
れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
子
ど
も
の
前
で
発
表
す
る
な
ど
、
食
事
指
導

に
も
活
か
し
て
い
る
園
が
あ
っ
た
。 

 

他
方
地
産
地
消
や
食
事
マ
ナ
ー
の
指
導
な
ど
は
、
想
定
よ
り
も
少

な
か
っ
た
。
北
海
道
は
農
産
物
・
海
産
物
が
豊
か
で
あ
り
、
給
食
は

ほ
ぼ
道
産
品
の
み
を
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
も
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
食
事
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
想

定
よ
り
も
回
答
数
が
少
な
か
っ
た
。
回
収
デ
ー
タ
が
保
育
園
が
多
数

で
あ
る
た
め
、
回
収
対
象
が
教
育
機
関
で
あ
る
幼
稚
園
で
あ
っ
た
場

合
異
な
る
回
答
数
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
調
査
課

題
と
し
た
い
。 

 

３
．
幼
稚
園
・
保
育
所
で
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
工

夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

  

 

         

 

以
下
の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。 

・
毎
日
、
き
ち
ん
と
野
菜
・
果
物
・
肉
・
魚
が
あ
っ
た
。 

・
お
や
つ
の
時
は
牛
乳
と
一
緒
に
食
べ
て
い
た
。 

・
味
噌
汁
に
は
煮
干
し
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
て
、
必
ず
１
人

１
つ
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。 

・
味
は
薄
め
で
野
菜
が
多
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
。 

・
お
や
つ
の
時
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
な
ど
、
そ
の
日
に
不
足
気
味

の
も
の
が
お
や
つ
に
な
っ
て
い
た
。 

・
保
育
所
に
い
る
間
は
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
摂
れ
る
よ
う
に

1

2%

無回答

3%

2

1%

3

24%

4

24%

5

46%
無回答

1

2

3

4

5
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工
夫
し
て
い
た
。 

・
油
も
の
が
少
な
か
っ
た
。 

・
お
や
つ
は
市
販
の
も
の
を
出
し
て
い
た
の
で
栄
養
は
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。 

・
毎
日
野
菜
サ
ラ
ダ
か
和
え
物
、
煮
物
が
出
て
い
た
。 

・
食
べ
物
の
色
は
ほ
と
ん
ど
黄
・
赤
・
緑
だ
っ
た
。 

・
ご
飯
は
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
白
い
ご
飯
に
し
て
い
た
。 

・
牛
乳
を
必
ず
飲
み
す
べ
て
食
べ
終
わ
っ
た
ら
お
茶
を
飲
む
。 

・1

つ
の
料
理
に
も
た
く
さ
ん
の
具
材
が
使
わ
れ
て
い
て
細
か

く
野
菜
を
す
り
つ
ぶ
し
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

・
お
肉
の
日
・
お
魚
の
日
・
麺
類
の
日
が
あ
っ
た
が
フ
ル
ー
ツ

と
野
菜
は
毎
日
出
て
い
た
。 

・
栄
養
士
さ
ん
が
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
見
た
目
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
も
の
（
ひ
じ
き
な
ど
）
も
取
り
入
れ
て
い
る
。 

 

 

以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
考
察
す
る
と
、
ま
ず
メ
ニ
ュ
ー
に
必
ず
野
菜

を
入
れ
て
い
る
園
が
多
か
っ
た
。
お
や
つ
に
ト
マ
ト
を
出
す
な
ど
、

野
菜
摂
取
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
。
幼
児
期
は
味

覚
形
成
に
重
要
な
時
期
で
あ
る
の
で
、
薄
味
に
し
て
い
る
点
も
特
徴

的
で
あ
る
。
ま
た
牛
乳
を
必
ず
出
す
園
が
多
か
っ
た
。
全
般
的
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
掛
け
て
い
た
。 

 

４
．
幼
稚
園
・
保
育
所
の
延
長
保
育
で
お
や
つ
は
出
さ
れ
て
い
た
か
（
何

が
出
さ
れ
て
い
た
か
） 

回
答
を
以
下
の
四
つ
に
分
類
し
た
。 

①
市
販
の
お
や
つ
…
「
ゼ
リ
ー
（
も
も
）」、「
ク
ッ
キ
ー
」、「
ク

ラ
ッ
カ
ー
」、「
市
販
の
も
の
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
せ
ん
べ
い
・

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
）」「
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
牛
乳
の
代
わ
り
）」 

②
手
作
り
お
や
つ
…
「
ケ
ー
キ
」、「
ク
ッ
キ
ー
」、「
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
」、「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
（
一
緒
に
作
る
）」、「
サ
ン
ド
ウ

ィ
ッ
チ
」 

③
主
食
系
…
「
焼
き
そ
ば
」「
う
ど
ん
」「
粉
ふ
き
芋
」 

④
果
物
な
ど
…
「
り
ん
ご
」「
み
か
ん
」「
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

「
パ
ン
（
ラ
ス
ク
）」 

⑤
そ
の
他
…
「
煮
干
し
」、「
塩
コ
ン
ブ
」、「
枝
豆
」「
ア
イ
ス
」 

 

飲
み
物 ・

牛
乳
が
ダ
ン
ト
ツ 
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・
カ
ル
ピ
ス 

・
お
茶
（
麦
茶
） 

 

 

市
販
の
お
や
つ
と
手
作
り
お
や
つ
が
回
答
数
か
ら
は
同
程
度
で

あ
っ
た
。
手
作
り
で
は
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
手
間
隙
が
か
か
る

お
や
つ
も
あ
り
、
苦
労
が
見
受
け
ら
れ
た
。
給
食
も
含
め
る
と
調
理

に
相
当
な
時
間
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

特
徴
的
で
あ
る
の
が
、
焼
き
そ
ば
な
ど
主
食
が
お
や
つ
と
し
て
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
お
や
つ
は
子
ど
も
の
栄
養
補
給

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
主
食
の
提
供
は
適
切
と
言
え
る
が
、

夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
煮
干
、
昆

布
、
枝
豆
な
ど
が
お
や
つ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
園
も
あ
っ
た
。
こ

ど
も
の
味
覚
形
成
の
上
で
は
市
販
の
味
付
け
の
濃
い
お
菓
子
よ
り

も
優
れ
て
い
る
が
、
こ
ど
も
の
評
価
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

５
．
昼
食
時
、
保
育
者
が
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
声
か
け
を
し
て
い
た
か 

全
て
で
四
九
回
答
あ
っ
た
。
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。 

① 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か
け 

・
こ
れ
食
べ
た
ら
元
気
に
な
る
ん
だ
よ
。 

・（
嫌
い
な
も
の
）
半
分
食
べ
て
み
よ
う
。 

・（
す
べ
て
食
べ
ら
れ
た
ら
褒
め
て
い
た
）。 

・
お
い
し
い
か
ら
食
べ
て
ご
ら
ん
。 

・
先
生
に
○
○
チ
ャ
ン
が
お
っ
き
い
お
口
で
食
べ
て
る
と

こ
み
せ
て
。 

・（
話
に
夢
中
な
子
に
）
先
生
食
べ
ち
ゃ
う
よ
。 

・（
二
歳
ま
で
の
子
）
も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
し
て
ね
。 

・
え
ら
い
ね
ー
。 

・
し
っ
か
り
全
部
食
べ
れ
た
ね
。 

②
命
令
調 

・
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
食
べ
な
さ
い
。 

・
遊
ぶ
時
間
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。 

・
静
か
に
話
さ
な
い
で
食
べ
よ
う
ね
。 

・
よ
そ
見
し
な
い
。 

・
前
向
い
て
ね
。 

③
ユ
ニ
ー
ク
な
声
か
け 

・（
な
か
な
か
食
べ
な
い
子
に
）
し
ゅ
っ
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
。 

・
ゴ
マ
は
ね
お
肌
が
つ
や
つ
や
に
な
る
ん
だ
よ
。 

・
○
○
チ
ャ
ン
も
ゴ
マ
を
食
べ
て
も
っ
と
も
っ
と
か
わ
い
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い
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
に
な
ろ
う
。 

・
か
ば
さ
ん
の
お
っ
き
な
お
口
ど
ー
こ
だ
。 

・
一
口
食
べ
る
ご
と
に
○
○
ち
ゃ
ん
ど
ん
ど
ん
か
わ
い
く

な
る
ね
。 

・（
食
べ
る
気
が
な
く
な
っ
た
子
に
）
か
ん
ぱ
ー
い
。 

④
こ
ど
も
に
聞
く
・
確
認
す
る
声
か
け 

・（
話
に
夢
中
な
子
に
）
お
は
し
進
ん
で
る
？ 

・
お
い
し
い
？ 

・
全
部
食
べ
れ
る
も
ん
ね
。 

・
か
っ
こ
よ
く
食
べ
て
る
か
な
～
。 

⑤
他
の
子
と
の
比
較 

・
○
○
チ
ャ
ン
は□

（
食
べ
物
）
食
べ
て
る
よ
！ 

○
○
君

は
食
べ
ら
れ
る
か
な
？ 

・
○
○
ち
ゃ
ん
と
競
争
だ
。 

 

 

全
般
的
に
は
優
し
い
声
掛
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
声
掛
け
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
こ
ど
も
が
楽
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
。
他
方
厳
し

い
声
で
食
事
を
促
し
て
い
る
園
も
見
ら
れ
た
。
食
事
中
の
声
掛
け
は
、

子
ど
も
の
食
育
に
と
っ
て
相
当
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
言
葉
遣
い
に
は
注
意
を
要
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

 

６
．
そ
の
他 

 

食
器
や
野
菜
作
り
な
ど
食
卓
へ
の
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と 

食
器
に
つ
い
て
は
、「
二
歳
児
ま
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

三
歳
児
か

ら
ガ
ラ
ス
の
食
器
」、「
陶
器
の
も
の
」、「
く
ぼ
み
が
あ
り
す
く
い
や

す
い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。 

 

そ
の
他
、「
畑
で
取
っ
た
も
の
だ
よ
！
と
言
っ
て
い
た
が
実
は
市

販
の
も
の
」、「
幼
児
さ
ん
は
大
皿
の
テ
ー
ブ
ル
を
真
ん
中
に
お
い
て

自
分
が
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
と
る
形
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

３
．
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
度
の
調
査
分
析
よ
り 

 

方
法
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
： 

・
実
習
先
の
保
育
所
で
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

・
実
習
先
の
保
育
所
で
ど
ん
な
食
育
を
し
て
い
ま
し
た
か
。 
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・
実
習
先
の
保
育
所
で
ど
の
よ
う
な
お
や
つ
は
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

・
食
育
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象 

・
Ｓ
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
一
年
生
（
一
一
〇
名
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
時
期 

・
平
成
二
二
年
一
二
月
上
旬 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収 

・
対
象
人
数
名
一
一
〇
名 

・
回
収
人
数
九
五
名 

・
回
収
率 

八
六.

三
％ 

 

問
１ 

実
習
園
で
食
育
に 

 
 
 

力
を
い
れ
て
い
ま 

 
 
 

し
た
か
？ 

     

問
２ 

実
習
先
で
ど
ん
な
食
育
を
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

 

こ
の
問
い
に
対
し
て
は
、
以
下
の
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
考
察

し
た
。 

①
地
産
地
消
・
調
理
活
動
…
五
回
答 

②
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
…
二
五
回
答 

③
食
事
指
導
…
一
七
回
答 

④
食
事
の
マ
ナ
ー
の
指
導
…
六
回
答 

⑤
残
食
…
一
五
回
答 

⑥
そ
の
他
…
四
回
答 

 

①
「
地
産
地
消
・
調
理
活
動
」 

〝
ク
ッ
キ
ン
グ
〟
と
い
う
行
事
で
子
ど
も
た
ち
が
ハ
ン
バ
ー
グ
を

作
っ
て
食
べ
て
い
た
。 

・
給
食
、
お
菓
子
は
園
で
つ
く
る
。 

・
完
全
給
食
。 

・
子
ど
も
た
ち
が
園
で
作
っ
た
お
米
を
教
室
で
炊
い
て
い
た
。（
玄

米
も
入
れ
て
）。 

・
自
分
た
ち
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
を
し
て
い
た
。 

②
「
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
」 

入れていた

普通

入れていなかった
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・
な
る
べ
く
北
海
道
で
摂
れ
た
物
を
使
っ
て
調
理
す
る
よ
う
心
が

け
、
完
全
給
食
を
取
り
入
れ
て
い
る
。 

・
栄
養
士
が
考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
。 

・
栄
養
士
さ
ん
が
い
て
、
毎
日
の
食
事
を
乳
児
・
幼
児
に
分
け
、

専
門
的
な
知
識
か
ら
、
献
立
を
立
て
て
い
た
。 

・
全
て
手
作
り
で
、
野
菜
・
汁
物
・
ご
飯
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
で

て
い
た
。 

・
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
お
か
ず
を
出
し
て
い
た
。
量
を
減
ら
し
て

で
も
給
食
を
全
部
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

・
野
菜
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
た
。 

・
お
か
ず
が
多
い
。
量
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
か
わ
り
自
由
。
主

食
持
参
。 

・
お
か
ず
に
野
菜
が
入
っ
て
い
る
。
一
食
食
べ
し
な
い
。
食
べ
方

の
指
導
厳
し
い
。 

・
昼
食
や
お
や
つ
に
必
ず
、
く
だ
も
の
や
牛
乳
が
つ
い
て
い
た
。 

・
毎
日
野
菜
が
多
く
て
、
必
ず
全
部
残
さ
ず
食
べ
る
。 

・
野
菜
と
肉
魚
卵
の
ど
れ
か
一
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
っ
た
。
一

回
に
一
〇
種
類
以
上
の
食
材
が
使
用
。 

・
一
日
の
三
分
の
一
の
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
だ
っ
た
。 

・
残
さ
な
い
よ
う
に
声
か
け
を
し
た
り
、
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
子

は
少
し
減
ら
し
て
出
来
る
だ
け
食
べ
さ
せ
て
い
た
。
朝
ご
は
ん

は
何
を
食
べ
た
か
聞
い
て
、
そ
の
栄
養
は
何
色
か
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
て
い
た
。 

・
デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル
ー
ツ
に
季
節
の
果
物
が
出
て
い
た
。 

・
ピ
ー
マ
ン
や
セ
ロ
リ
、
に
ん
じ
ん
な
ど
が
、
ご
ろ
っ
と
大
き
く

き
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
で
た
。 

（
三
色
分
類
） 

・
か
ぼ
ち
ゃ
を
み
ん
な
の
前
で
切
っ
た
り
、
鮭
を
み
ん
な
の
前
で

さ
ば
い
た
り
し
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
。 

・
給
食
の
後
に
は
必
ず
果
物
が
出
て
、
お
か
ず
を
食
べ
終
わ
っ
た

子
か
ら
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
。 

・
給
食
で
お
や
つ
前
に
必
ず
に
ぼ
し
が
で
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

牛
乳
！
！ 

・
必
ず
フ
ル
ー
ツ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
い
っ
た
デ
ザ
ー
ト
が
で
て
い

た
。
牛
乳
を
毎
日
飲
ん
で
い
た
。 

・
さ
つ
ま
い
も
の
説
明
と
か
。
体
に
い
い
も
の
。 

・
野
菜
を
必
ず
食
べ
て
い
た
。 

・
お
味
噌
汁
の
具
が
沢
山
入
っ
て
い
た
り
、
く
だ
物
が
い
つ
も
で
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て
い
ま
し
た
。 

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
。 

・
バ
ラ
ン
ス
と
か
。 

・
健
康
に
よ
さ
そ
う
な
給
食
だ
っ
た
。 

③
「
給
食
指
導
」 

・
献
立
発
表 

 
・
季
節
の
食
べ
物
が
出
て
い
た
。 

・
食
材
の
産
地
は
毎
日
献
立
に
書
い
て
あ
っ
た
。 

・
朝
の
会
で
、給
食
の
先
生
の
お
話（
い
た
だ
き
ま
す
に
つ
い
て
）。

園
の
畑
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
（
さ
つ

ま
い
も
を
つ
ぶ
し
た
も
の
の
中
に
ま
り
も
よ
う
か
ん
を
入
れ
て

包
む
。
さ
つ
ま
い
も
き
ん
ち
ゃ
く
？
）。 

・
も
ぐ
も
ぐ
期
や
ご
っ
く
ん
期
な
ど
、
年
齢
ご
と
に
ど
の
よ
う
な

給
食
を
出
し
て
い
る
か
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
実
際
の
も
の

を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
食
事
の
時
間
に
先
生
か
ら
子
ど
も
た

ち
に
献
立
の
詳
細
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。 

・
食
事
の
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ザ
イ
を
子
ど
も
た
ち
に
「
こ

れ
は
何
だ
ろ
う
ね
？
」
と
考
え
さ
せ
た
り
、
味
付
け
も
薄
味
で

素
材
の
味
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。 

・
保
護
者
の
方
と
調
理
研
究
会
を
行
っ
て
、
実
際
に
お
や
つ
を
作

っ
た
り
、
食
事
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

・
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
ジ
ャ
ム
だ
よ
ー
と
、

お
や
つ
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
に
手
作
り
ジ
ャ
ム
を
ぬ
っ
て
あ
げ

た
り
、
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
と
っ
て
き
て
く
れ
た

柿
だ
よ
、
に
ん
じ
ん
だ
よ
、
な
ど
保
護
者
の
方
か
ら
い
た
だ
い

た
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。 

・
給
食
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
を
、
そ
の
日
の
お
当
番
さ
ん
が
野

菜
の
磁
石
な
ど
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
張
っ
て
い
た
。 

・
給
食
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分
が
食
べ
き
れ
る
量
を
自
分
で
盛
る

と
い
う
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
お
皿
を
持
っ
て
食
べ

る
な
ど
、
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で
す
。 

・
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
！
自
分
で
食
べ
る
分
だ
け
。 

・
先
生
達
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
る
。 

・
ば
っ
か
り
食
べ
（
偏
っ
た
食
べ
方
）
を
し
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
。 

・
食
べ
方
な
ど
に
つ
い
て
。
み
ん
な
す
ご
く
上
手
に
食
べ
て
ま
し

た
。 

・
も
ち
つ
き
、
三
角
食
べ
。 

 

・
三
角
食
べ
。 

・
好
き
嫌
い
を
無
く
せ
る
よ
う
、
一
ヶ
月
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
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二
回
ず
つ
同
じ
も
の
が
出
て
い
た
。 

・
素
材
に
つ
い
て
学
ぶ
お
集
ま
り
が
月
一
回
ぐ
ら
い
実
施
。 

④
「
マ
ナ
ー
」 

・
お
か
わ
り
は
全
部
食
べ
て
か
ら
。
四
歳
児
ク
ラ
ス
で
五
歳
に
な

っ
て
ス
プ
ー
ン
が
し
っ
か
り
持
て
る
子
か
ら
箸
に
買
え
て
使
っ

て
い
た
。 

・「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
し
ょ
う
。
な
ど 

・
給
食
の
前
に
き
ち
っ
と
き
を
つ
け
を
し
て
い
る
子
達
か
ら
配
ら

れ
、
あ
ん
ま
り
残
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
保
育
園
で
し

た
。 

・
い
た
だ
き
ま
す
の
あ
い
さ
つ
、は
し
や
ス
プ
ー
ン
の
持
ち
か
た
、

色
ん
な
も
の
を
順
番
に
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
食
べ
さ
せ
て
い
た
。 

・
箸
の
持
ち
方
。
食
べ
る
順
番
。
一
つ
の
も
の
だ
け
食
べ
続
け
な

い
よ
う
に
。
残
す
時
は
均
等
に
残
す
。 

・
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
席
に
座
ら
せ
る
。 

⑤
「
残
食
」 

・
残
さ
ず
食
べ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。 

・
残
さ
ず
食
べ
さ
せ
る
。 

・
食
べ
物
は
絶
対
に
残
さ
な
い
。 

 

・
の
こ
し
た
ら
だ
め
て
き

な
？ 

・
嫌
い
な
も
の
は
一
口
は
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。三
角
食
べ
。 

・
嫌
い
な
も
の
も
、
一
口
は
食
べ
る
よ
う
に
指
導
。
年
齢
に
あ
わ

せ
た
食
育
。 

・
残
さ
な
い
。
三
角
食
べ
、
メ
ニ
ュ
ー
内
の
食
材
を
一
つ
一
つ
確

認
。 

・
良
く
か
ん
で
食
べ
よ
う
と
言
っ
た
り
、
嫌
い
な
食
べ
物
も
一
口

は
食
べ
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
。 

・
食
べ
な
い
子
に
も
、
こ
こ
ま
で
は
食
べ
る
と
い
う
ノ
ル
マ
を
決

め
て
食
べ
さ
せ
る
。 

・
無
理
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
。 

・
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
無
理
は
さ
せ
ず
、
一
人
一
人
に

あ
わ
せ
た
食
育
。 

・
偏
食
の
あ
る
子
も
、
一
口
だ
け
で
も
食
べ
て
み
る
よ
う
促
す
。 

・
残
さ
ず
食
べ
る
、
時
間
内
に
食
べ
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
。 

・
ご
は
ん
は
残
さ
な
い
、
食
品
を
分
類
、
食
べ
物
遊
び
を
し
な
い

な
ど
。 

・
自
分
の
好
き
な
量
を
食
べ
る
。
別
に
残
し
て
も
い
い
。 

⑥
「
そ
の
他
」 
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・
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

・
わ
か
ら
な
い
で
す
。 

 

・
よ
く
わ
か
ら
ん
。 

・
あ
ま
り
な
し
。 

 
 

 

 

前
年
度
と
同
様
に
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
し
て
い
る
園
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。
特
に
野
菜
を
取
り
入
れ
た
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
て
い
る
点
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
牛
乳
を
必
ず
出
す
園
も
多
か
っ
た
。

献
立
内
容
の
説
明
を
行
う
園
が
多
い
こ
と
も
、
特
徴
的
で
あ
る
。
年

齢
ご
と
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
園
も
あ
っ
た
。
ま
た
残
食
に
つ
い
て

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
園
が
多
か
っ
た
。
残
食
を
減
ら
す
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
方
、
調
理

活
動
や
自
園
で
の
栽
培
、
マ
ナ
ー
指
導
は
そ
れ
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
。
や
は
り
保
育
園
と
幼
稚
園
と
の
比
較
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

問
３ 

母
園
や
実
習
園
で
、
お
や
つ
は
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

〈
母
園
〉 

・
幼
稚
園
な
の
で
な
し
、
行
事
の
お
も
ち
な
ど
は
あ
り
。 

・
牛
乳
と
お
や
つ
。 

・
チ
ョ
コ
、
お
せ
ん
べ
い
。 

・
市
販
。 

・
カ
ス
テ
ラ
や
さ
く
ら
も
ち
な
ど
。 

・
た
ま
ご
ボ
ー
ロ
、
牛
乳
、
ち
く
わ
、
お
せ
ん
べ
い
。 

・
す
る
め
。 

〈
実
習
園
〉 

・
〇
、
一
、
二
歳
は
午
前
お
や
つ
も
。
牛
乳
が
ほ
ど
ん
ど
。
手
作

り
プ
リ
ン
な
ど
も
。
せ
ん
べ
い
が
人
気
。 

牛
乳
と
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ケ
ー
キ
。 

・
ぷ
り
ん
、
お
せ
ん
べ
い
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ョ
コ
ド
ー
ナ
ツ
、

牛
乳
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
。 

・
市
販
の
お
菓
子
（
ビ
ス
コ
、
お
せ
ん
べ
い
）。 

・
乳
児
…
ば
な
な
、
り
ん
ご
、
せ
ん
べ
い
、
お
茶
／
牛
乳
。 

 

幼
児
…
牛
乳
、
お
せ
ん
べ
い
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
。 

・
小
魚
、
く
だ
も
の
、
パ
ン
ケ
ー
キ
、
せ
ん
べ
い
。 

・
豆
パ
ン
、
食
パ
ン
、
せ
ん
べ
い
、
ク
ッ
キ
ー
、
や
き
そ
ば
、
毎

日
牛
乳
。 

・
牛
乳
、
み
か
ん
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
一
口
ク
ッ
キ
ー
、
野
菜
ジ
ュ

ー
ス
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
。 

・
必
ず
牛
乳
と
一
品
（
む
し
パ
ン
な
ど
）。 

・
果
物
、
ク
ッ
キ
ー
、
せ
ん
べ
い
、
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
、
ゼ
リ
ー 
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・
昆
布
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ナ
ナ
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
み
か
ん
＋

毎
日
牛
乳
。 

・
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
、
ク
ッ
キ
ー
、
ス
イ
ー
ト
パ
ン
プ
キ
ン
、
や

き
そ
ば
。 

・
ポ
テ
チ
、
ト
ン
ガ
リ
コ
ー
ン
、
お
せ
ん
べ
い
、
牛
乳
、
プ
リ
ッ

ツ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
。 

・
ク
ッ
キ
ー
、
や
き
そ
ば
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
ケ
ー
キ
、

フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
、
お
せ
ん
べ
い
、
果
物
。 

・
手
作
り
の
パ
ン
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
。
ほ
し
い
も
も
あ
り

ま
し
た
。 

・
果
物
は
必
ず
出
て
い
た
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
や
ス
コ
ー
ン
な
ど
。 

・
牛
乳
＋
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
せ
ん
べ
い
や
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
、
み
か
ん

や
キ
ウ
イ
も
。 

・
お
好
み
焼
き
。 

・
牛
乳
は
必
ず
。 

・
そ
の
日
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
。
お
か
き
、
サ
ッ
ポ
ロ
ポ
テ
ト
（
一

人
二
本
、
二
歳
児
）、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ラ
ム
ネ
（
一

歳
児
、
一
人
一
つ
ぶ
）、
お
好
み
焼
き
。 

・
全
て
手
作
り
。 

・
手
作
り
…
や
き
そ
ば
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
、
く
だ
も
の
、
か
ぼ
ち
ゃ
ケ
ー
キ
。 

 

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
わ
け
を
し
て

み
た
。 

牛
乳
は
必
ず
出
る
。 

主
食
系
…
や
き
そ
ば
、
お
に
ぎ
り
、
お
こ
の
み
や
き
、
蒸
し
パ
ン
、

ザ
、
お
も
ち
、
メ
ロ
ン
パ
ン
、
納
豆
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
す
い
と
ん
、 

主
菜
系
…
ミ
ー
ト
パ
イ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
。 

野
菜
系
…
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
バ
ナ
ナ
、
み
か
ん
、
ご
ぼ
う
ブ
ラ

ウ
ニ
ー
、
野
菜
の
ケ
ー
キ
。 

そ
の
他
…
お
せ
ん
べ
い
、
昆
布
、
す
る
め
、
に
ぼ
し
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
。 

 

ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
、
果
物
が
多
い
が
、
主
食
系
も
多
く
見
ら
れ

た
。
特
に
焼
き
そ
ば
や
お
に
ぎ
り
な
ど
が
よ
く
出
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
依
然
昆
布
、
す
る
め
、
煮
干
な
ど
も
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

お
か
し
は
北
海
道
独
自
の
地
域
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か

に
つ
い
て
も
今
後
調
査
し
た
い
。 
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問
４ 

食
育
が
必
要
な
理
由 

 
①
健
康
上
の
理
由
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
ど 

・
生
き
て
い
く
上
で
食
事
は
大
切
だ
か
ら
。
そ
の
食
事
に
つ
い
て

知
っ
て
ほ
し
い
。 

・
健
康
な
身
体
を
作
る
た
め
に
、
必
要
だ
と
思
う
。・
発
達
に
必
要

だ
か
ら
。 

・
成
長
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
取
れ
る
。 

・
生
き
て
い
く
上
で
必
要
だ
か
ら
。 

・
体
に
い
い
。 

・
自
分
の
健
康
に
も
関
わ
る
こ
と
だ
か
ら
。 

・
体
の
基
礎
と
な
る
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
必
要
が
あ

る
か
ら
。 

・
こ
ど
も
は
健
康
が
一
番
。 

 
 

・
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
で
健
康
な
身
体
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
。 

・
食
育
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
の
大
切
さ
が
わ
か
る
。 

 
 

・
成
長
す
る
た
め
。 

・
食
べ
物
か
ら
し
か
栄
養
を
取
れ
な
い
か
ら
。 

・
ど
う
し
て
食
べ
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
。 

・
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
く
関
わ
り
、
ま
た
小
さ
い
う
ち
か
ら
食

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
で
健
康
に
な

れ
る
か
ら
。 

②
好
き
嫌
い
を
な
く
す 

・
好
き
嫌
い
を
す
る
こ
と
は
、
人
の
好
き
嫌
い
に
も
つ
な
が
る
よ

う
な
気
が
す
る
か
ら
。 

・
な
ぜ
好
き
嫌
い
を
し
て
は
ダ
メ
な
の
か
、
ば
っ
か
り
食
べ
が
ダ

メ
な
の
か
、
な
ど
教
え
な
い
と
、
ど
う
し
て
注
意
を
受
け
る
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
。 

・
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
恥
を
か
か
な
い
た
め
。
様
々
な
も
の
を

食
べ
ら
れ
る
方
が
、
視
野
が
広
が
る
た
め
。 

・
小
さ
い
う
ち
か
ら
好
き
嫌
い
を
無
く
し
た
方
が
良
い
か
ら
。 

・
好
き
嫌
い
は
栄
養
が
偏
っ
た
り
し
て
健
康
に
良
く
な
い
か
ら
。 

・
偏
食
は
良
く
な
い
か
ら
。 

・
偏
食
は
将
来
困
る
。 

・
嫌
い
な
も
の
と
か
な
い
方
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
と
れ
る
か

ら
。 

③
食
習
慣
の
形
成 

・
小
さ
い
こ
と
に
身
に
つ
い
た
食
習
慣
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も

な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら
。 
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・
人
と
し
て
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
だ
か
ら
。 

・
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
た
ほ
う
が
良
い
。 

・
ご
飯
を
食
べ
る
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
分
か
っ
て
欲
し
い
か

ら
。 

 

・
み
ん
な
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
た
め
。 

・
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
し
な
い
と
食
べ
方
は
直
ら
な
い
か
ら
。 

・
食
に
つ
い
て
学
ん
で
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
。 

・
バ
ラ
ン
ス
良
く
き
ち
ん
と
食
事
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

必
要
。 

④
感
謝
の
気
持
ち 

・
毎
日
食
べ
て
い
る
料
理
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
た
め
。 

・
個
体
維
持
に
必
要
。
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
育
て
る
。 

⑤
食
と
季
節
感 

・
旬
な
食
べ
物
を
知
る
こ
と
は
将
来
生
き
て
い
く
と
き
に
必
要
だ

か
ら
。 

・
季
節
の
食
べ
物
や
素
材
の
お
い
し
さ
等
の
ふ
れ
て
食
事
は
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
た
め
。 

⑥
漠
然
と
し
た
回
答 

・
大
人
に
な
っ
た
ら
困
る
。 

・
な
ん
と
な
く
。 

 
 

・
大
切
そ
う
だ
か
ら
。 

・
大
切
な
こ
と
。 

・
大
切
！ 

 

・
必
要
な
よ
う
な
気
が
す
る
。 

⑦
そ
の
他 

・
実
習
園
で
み
ん
な
で
き
て
い
た
か
ら
。 

・
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

 

 

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
以
下
の
考
察
を
導
い
た
。
保
育
職
を
目

指
す
学
生
達
は
、
食
育
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
そ
の
意
識
は
決

し
て
高
く
な
い
。
健
康
に
不
可
欠
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
は
必

要
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
食
育
の
概
念
を
ま
だ
は
っ
き

り
知
識
と
し
て
有
し
て
い
な
い
学
生
が
多
い
。
例
え
ば
、
朝
食
の
欠

食
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
な
ど
近
年
の
傾
向
を
知
ら
な
い
よ
う

で
あ
っ
た
。 

 

４
．
全
体
の
考
察 

 
以
上
二
年
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
幼
児
教
育
段
階
か
ら
食
育
が
計

画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
幼
児
期
は
、
子
ど
も
が
将
来
大
人

に
な
っ
た
と
き
に
身
に
付
け
て
い
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
の
基
礎
を
形

成
す
る
時
期
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
た
初
等
教
育
と
は
異
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な
り
知
識
教
育
は
余
り
行
わ
れ
ず
、
人
間
形
成
や
社
会
性
育
成
に
重
点
が
置
か

れ
る
。
先
に
筆
者
は
札
幌
市
の
食
育
に
つ
い
て
研
究
し
た
が
（

１
）

、
小
学
校
低

学
年
の
食
育
で
は
「
心
身
の
健
康
」
や
「
社
会
性
」
の
育
成
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
「
食
文
化
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
小
学
校
高
学
年
、
中
学
校
と
学
年
が
上
が
る
に
従
い

「
食
文
化
」
に
つ
い
て
の
知
識
学
習
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
幼
・
小
の

接
続
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
幼
児
教
育
段
階
で
詳
し
い
知
識
教
育
よ
り
も

食
生
活
の
基
本
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
食
育
は
昼
食

の
み
な
ら
ず
、
お
や
つ
の
時
間
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
昼
食
と
お
や

つ
の
両
方
を
見
渡
し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
食
育
を
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
園
の
み
で
お
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
家
庭
へ
の
働
き
か
け
も
必

要
に
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
幼
児
教
育
段
階
で
食
育
が
ど
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
学
校
・
中
学
校
で
は
年
間

指
導
計
画
の
下
、
食
育
の
計
画
が
各
学
校
ご
と
に
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各
幼

稚
園
で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
上
で
小
学
校
の
食
育
へ
の
接
続
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
「
モ
ノ
・
コ

ト
研
究
」
と
し
て
は
、
食
育
と
い
う
表
層
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
深
層
の
実
現

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
「
正
し
い
食
習
慣
の
確
立
」
や

「
社
会
性
の
育
成
」、「
心
身
の
健
康
」
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
深
層
の
根
柢

に
は
、
教
育
を
通
し
て
育
成
す
る
人
間
像
と
は
、
単
に
知
識
を
有
す
る
人
間
で

は
な
く
、
道
徳
性
を
身
に
つ
け
健
康
な
身
体
を
有
す
る
人
間
が
想
定
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。 

 

【
付
記
】
本
研
究
は
、
札
幌
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
で
卒
業
研
究
を
行

っ
た
学
生
と
の
共
同
研
究
で
す
。
研
究
に
協
力
し
て
く
れ
た
石
島
歩
さ
ん
、
平

間
綾
さ
ん
（
二
〇
一
〇
年
卒
業
）、
大
西
か
れ
ん
さ
ん
、
久
保
雅
由
佳
さ
ん
、
高

田
紀
子
さ
ん
、
吉
田
早
希
さ
ん
（
二
〇
一
一
年
卒
業
）
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

注 （
1
）
田
中
潤
一
「
食
育
を
通
し
た
道
徳
性
・
人
間
性
育
成
と
教
師
の
役
割
―

札
幌
市
の
事
例
か
ら
―
」『
研
究
談
叢 

比
較
教
育
風
俗 

第
一
一
号
』

七
四
―
九
二
頁
、、
二
〇
一
〇
年
。 
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七 

セ
ー
ラ
ー
服
を
「
結
界
の
し
る
し
」
と
考
え
る 

―
深
層
に
生
き
続
け
る
ケ
ガ
レ
観
念
を
探
り
つ
つ
― 

 

岡
本 

洋
之 

 

一
．
本
研
究
の
目
的
と
方
法 

  

セ
ー
ラ
ー
服
は
今
日
、
日
本
の
女
子
の
学
校
制
服
と
し
て
は
ブ
レ
ザ
ー
型
の

も
の
に
シ
ェ
ア
を
譲
り
な
が
ら
も
、
制
服
の
定
番
と
し
て
長
ら
く
親
し
ま
れ
て

い
る
う
え
、
芸
能
・
子
ど
も
文
化
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
含
め
、
少
女
を
包
む

モ
ノ
と
し
て
根
強
い
存
在
感
を
保
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
英
国
海
軍
に
お
け
る

水
兵
、
す
な
わ
ち
男
子
の
服
で
あ
っ
た
こ
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
、
な
ぜ
日
本
で
は

水
兵
を
除
い
て
は
ま
っ
た
く
少
女
の
み
の
服
装
と
な
っ
た
の
か
？ 
本
研
究
は

こ
の
疑
問
の
解
明
に
近
づ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
史
等
の
文
献
を
調
査

す
る
方
法
に
よ
り
、
主
と
し
て
学
校
制
服
と
し
て
セ
ー
ラ
ー
服
が
採
用
さ
れ
は

じ
め
た
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
諸
事
情
を
、
こ
の
服
の
発
祥
地
で
あ

る
英
国
等
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

右
の
疑
問
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
関
し
て
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
答
え
の
提

示
も
見
ら
れ
る(

1)

が
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
批
評
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

大
き
す
ぎ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
研
究
に
先
立
っ
て
、
一
地
域
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
選
び
、
ま
ず
そ
こ
で
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
め
ぐ
る
問
題
を
掘
り
出
し

た
。 こ

う
し
て
長
崎
県
の
女
子
中
等
教
育
機
関
に
洋
制
服
が
制
定
さ
れ
た
様
子
を

見
た
と
こ
ろ
、
後
方
に
長
方
形
の
襟
を
も
ち
、
ネ
ク
タ
イ
を
前
で
結
ぶ
欧
米
伝

来
型
セ
ー
ラ
ー
服
と
は
襟
の
形
が
異
な
る
も
の
が
採
用
さ
れ
た
り
、
い
っ
た
ん

採
用
さ
れ
た
欧
米
伝
来
型
セ
ー
ラ
ー
服
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
セ
ー
ラ

ー
服
を
採
用
し
な
か
っ
た
例
が
、長
崎
市
と
五
島
の
二
地
域
に
限
り
見
ら
れ
た
。 

両
地
域
が
一
八
六
〇
～
七
〇
年
代
に
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
激
し
か
っ
た
地
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
現
象
に
は
宗
教
弾
圧
の
記
憶
が
影
を
落
と
し
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
来
の
精
神
文
化
に
根
ざ
し
て
生

き
る
キ
リ
シ
タ
ン
を
ケ
ガ
レ
た
存
在
と
み
て
き
た
両
地
域
の
住
民
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
が
そ
の
生
き
方
ゆ
え
に
故
郷
を
追
わ
れ
死
地
に
赴
く
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
外
来
文
化
と
は
あ
る
程
度
の
距
離
を
お
く
姿
勢
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
ケ
ガ
レ
意
識
は
日
常
の
生
活
習
慣
と
結
び
つ
い

て
差
別
感
情
に
も
な
る
が
ゆ
え
に
、
権
力
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
過
去
の

話
に
な
っ
て
か
ら
も
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

そ
れ
ゆ
え
セ
ー
ラ
ー
服
が
女
子
中
等
教
育
機
関
の
制
服
と
し
て
流
行
し
は
じ

め
、
県
内
の
他
地
域
で
採
用
さ
れ
て
か
ら
も
、
長
崎
市
と
五
島
に
お
い
て
は
、
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欧
米
か
ら
伝
来
し
た
ま
ま
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
に
す
る
こ
と
に
、
住
民
の
心

情
と
し
て
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
く
に
中
堅
以
上
の
階
層
の
家
庭

婦
人
養
成
を
主
眼
と
す
る
高
等
女
学
校
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う(

2)

。

こ
れ
が
、
変
形
セ
ー
ラ
ー
服
が
生
み
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
採
用

し
な
い
学
校
が
生
ま
れ
た
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る(

3)

。 

 

こ
の
検
討
中
に
、
次
の
二
点
が
サ
ブ
・
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
と
し
て
浮
上
し
た
。 

①
か
つ
て
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
こ
ろ
か
ら
全
国
的
に
、
高
等
女
学
校
生

徒
の
女
袴
が
普
及
し
た
時
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
揶
揄
が
か
な
り
あ
っ
た

(

4)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ー
ラ
ー
服
普
及
時
に
そ
れ
が
あ
っ
た
と
は
聞
か
な

い
。
ま
た
一
部
の
地
域
（
長
崎
市
域
）
を
除
き
、
セ
ー
ラ
ー
型
制
服
へ
の
住
民

の
抵
抗
感
が
あ
っ
た
と
も
聞
か
な
い
。こ
の
よ
う
に
女
学
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
、

全
体
と
し
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
普
及
し
た
の
は
な
ぜ

か
？ 

②
ケ
ガ
レ
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
被
差
別
部
落
住
民
等
も
負
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
女
性
は
ケ
ガ
レ
た
存
在
と
み
ら
れ
て
き
た
し
、
こ

と
に
漁
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
長
崎
県
で
は
、
殺
生
に
よ
り
漁
民
が
も
つ
と
さ

れ
た
ケ
ガ
レ
の
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
？ 

本
研
究
で
は
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
き
、
日
本
で
セ
ー
ラ
ー
服
が
少
女
の
み
の

服
装
と
な
っ
た
理
由
を
考
え
る
。
な
お
以
下
で
は
、
後
方
に
長
方
形
の
大
き
な

襟
を
も
ち
、タ
イ
を
前
で
結
ぶ
欧
米
伝
来
型
セ
ー
ラ
ー
服
の
み
を
取
り
上
げ
る
。 

 

二
．「
少
女
の
み
を
包
む
モ
ノ
」
と
し
て
の
、
日
本
の
セ
ー
ラ
ー
服 

  

１
．
英
国
に
お
け
る
セ
ー
ラ
ー
服
は
「
男
子
を
も
女
子
を
も
包
む
モ
ノ
」 

  

次
の
文
章
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
で
、
高
校
の
男
性
教
師
が
突
然
セ
ー

ラ
ー
服
姿
で
教
壇
に
現
れ
た
時
の
様
子
で
あ
る
。 

 

つ
い
こ
の
間
も
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
学
校
に
出
た
。 

 

映
画
フ
ァ
ン
の
友
人
た
ち
が
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
る
と
い
う
の
で
用

意
し
た
衣
裳
で
あ
る
。
映
画
史
上
に
燦
然
と
輝
く
永
遠
の
美
少
年
「
ベ
ニ

ス
に
死
す
」
の
タ
ジ
オ
三
〇
年
後
の
な
れ
の
果
て
、
を
目
論
ん
で
ミ
リ
タ

リ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
に
［
中
略
］
走
っ
た
。［
中
略
］
学
校
で
は
教
室
に
入
っ

た
と
た
ん
、
や
っ
ぱ
り
、
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

「
カ
ッ
コ
い
い
」「
か
わ
い
い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
の
は
、
こ
れ
が
水
兵
服

と
わ
か
っ
て
の
反
応
だ
ろ
う
が
、
多
く
の
生
徒
は
「
危
な
い
で
ェ
」「
何
考

え
と
ん
や
」
な
ど
と
口
々
に
叫
ん
だ
。
お
そ
ら
く
、
ブ
ル
セ
ラ
・
シ
ョ
ッ

プ
や
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
脳
裡
を
か
す
め
た
の
だ
ろ
う
。
服
装
で
遊
ん
で
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み
せ
た
つ
も
り
が
、
は
か
ら
ず
も
セ
ー
ラ
ー
服
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
露

呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。(

5) 

  

日
本
で
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
成
人
男
性
を
包
む
モ
ノ
で
な
い
こ
と
を
、
典
型
的

に
表
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
に
伝
来
す
る
前
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
け
っ
し

て
少
女
だ
け
の
服
で
は
な
く
、
英
国
で
は
憧
れ
の
対
象
で
あ
る
海
軍
水
兵
の
服

と
し
て
一
九
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
市
民
権
を
得
、
子
ど
も
服
と
し
て
は

男
女
と
も
に
広
く
着
ら
れ
た
。坂
井
妙
子
は
そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

帝
国
主
義
の
時
代
に
な
り
、
陽
の
沈
ま
ぬ
グ
レ
ー
ト
・
エ
ン
パ
イ
ア
が
過
去

の
も
の
と
な
っ
た
「
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
不
安
定
な
世
界
情
勢
に

直
面
し
た
英
国
民
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
、
海
軍
力
を
誇

り
栄
華
を
極
め
た
過
去
の
英
国
と
英
雄
た
ち
の
武
勇
伝
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
だ

ろ
う
。
英
国
海
軍
の
制
服
、
セ
ー
ラ
ー
服
は
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
海
の
戦
士
、

水
兵
を
表
す
と
同
時
に
、
大
英
帝
国
の
栄
華
を
象
徴
す
る
衣
装
に
な
っ
た
。
そ

れ
を
模
し
た
子
供
用
セ
ー
ラ
ー
服
は
、『
帝
国
の
垣
根
』
に
な
る
べ
き
子
供
た
ち

が
纏
う
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
装
だ
っ
た
」。
し
か
も
こ
の
時
期
、
英
国
の
子
ど
も
た

ち
が
、
社
会
に
階
層
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
て
「
水
兵
の
よ
う
な
下
の
階
層
の

も
の
で
も
、国
の
た
め
に
功
績
を
残
す
こ
と
は
可
能
」と
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

階
層
を
超
え
た
子
ど
も
セ
ー
ラ
ー
服
の
流
行
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。 

 

実
際
、
セ
ー
ラ
ー
服
は
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
動
き
や
す
く
、
カ
ラ
ー

や
カ
フ
ス
を
換
え
れ
ば
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
る
な
ど
、
汎
用
性
に
富

み
、実
用
的
で
あ
る(

6)

う
え
、①
身
体
を
締
め
付
け
な
い
そ
の
構
造
ゆ
え
に
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
発
達
を
願
う
声
が
高
ま
っ
た
一
九
世
紀
の
英
国
で
好
ま

れ
た
こ
と
、
②
素
材
が
洗
濯
可
能
ゆ
え
に
、
当
時
の
清
潔
志
向
に
合
致
し
た
こ

と
、③
さ
ほ
ど
身
体
に
沿
わ
せ
る
必
要
の
な
い
形
態
ゆ
え
既
製
服
に
し
や
す
く
、

ま
た
同
じ
理
由
か
ら
家
庭
の
主
婦
で
も
型
紙
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
普
及
途
上
に

あ
っ
た
ミ
シ
ン
に
よ
る
縫
製
が
可
能
、
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た(

7)

。 

  

２
．
日
本
の
女
学
校
の
洋
制
服
導
入
は
体
育
の
観
点
か
ら 

―
そ
こ
で
生
じ
る
「
な
ぜ
女
子
だ
け
セ
ー
ラ
ー
服
か
」
の
疑
問
― 

 

一
方
、
日
本
に
お
け
る
女
子
の
洋
制
服
普
及
の
要
因
が
、
右
に
あ
げ
た
身
体

を
締
め
付
け
ず
動
き
や
す
い
こ
と
か
ら
く
る
、「
体
育
」の
振
興
で
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る(

8)

。 

 

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
東
京
女
子
師
範
学
校
教
授
（
国
語
体
育
専
修

科
）・
井
口
阿
く
り
（
一
八
七
一
〈
明
治
三
〉
～
一
九
三
一
〈
昭
和
六
〉）
は
、

米
国
留
学
か
ら
の
帰
国
後
に
演
説
し
、
洋
装
の
利
便
性
、
こ
と
に
米
国
の
一
教

師
が
考
案
し
た
短
い
ス
カ
ー
ト
（
短
袴
）
を
紹
介
し
て
日
本
女
性
の
体
格
向
上
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を
唱
え
て
い
る
。
彼
女
を
含
め
た
文
部
省
の
体
操
遊
戯
検
討
委
員
会
が
、
一
九

〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
出
し
た
高
等
女
学
校
程
度
の
女
生
徒
向
け
の
運
動
服

と
通
学
服
の
案
の
う
ち
、
紺
色
セ
ー
ラ
ー
型
上
着
と
ス
カ
ー
ト
か
ら
成
る
「
学

校
平
常
服
」
が
、
日
本
で
公
表
さ
れ
た
最
初
の
学
校
セ
ー
ラ
ー
服
と
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
が
斬
新
に
す
ぎ
、実
用
に
は
供
さ
れ
な
か
っ
た(

9)

。 

こ
の
の
ち
女
学
校
の
洋
制
服
制
定
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
始
ま
る
。

嚆
矢
は
一
二
年
後
の
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
京
都
市
の
平
安
女
学
院
で
あ

る
が
、
制
服
の
形
状
も
制
定
理
由
も
詳
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て

体
育
の
視
点
も
強
調
さ
れ
て
い
な
い(

10)
。
同
校
は
そ
の
二
年
後
の
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
、
セ
ー
ラ
ー
襟
付
き
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
制
服
を
改
め
る
が
、
学

校
史
書
を
見
る
限
り
、
こ
こ
で
も
体
育
の
視
点
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い(

11)

。 

一
方
、
福
岡
市
の
福
岡
女
学
院
は
米
国
人
女
性
校
長
が
日
常
着
用
し
て
い
た

セ
ー
ラ
ー
服
を
も
と
に
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
、
今
日
一
般
に
見
ら
れ

る
上
下
に
分
か
れ
た
セ
ー
ラ
ー
型
制
服
を
制
定
し
、
翌
年
度
に
着
用
を
開
始
し

た
。
制
定
に
は
「
体
育
」
の
視
点
が
強
く
働
い
た
う
え
、
校
長
の
服
の
胸
に
信

仰
と
無
関
係
に
付
け
ら
れ
て
い
た
錨
マ
ー
ク
を
同
校
は
奇
と
し
、
歌
詞
に
船
の

錨
が
登
場
す
る
讃
美
歌
に
な
ぞ
ら
え
て
「
信
仰
の
あ
か
し
」
と
し
た(

12)

。 

こ
の
よ
う
に
初
期
の
洋
制
服
導
入
校
に
は
、「
体
育
」
の
視
点
の
強
弱
に
差
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
セ
ー
ラ
ー
型
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
女
子
の

洋
制
服
導
入
は
こ
れ
以
後
、
主
に
女
子
の
「
体
育
」、
つ
ま
り
体
格
向
上
と
健
康

増
進
の
た
め
、
と
い
う
論
点
で
唱
え
ら
れ
て
い
く
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
、
長
崎
県
の
高
等
女
学
校
の
一
教
員
は
、「
現
今
多
く
の
女
生
徒
洋
装
論
者
の

主
張
の
最
大
根
拠
の
一
は
此
の
点［
体
育
と
い
ふ
見
地
か
ら
の
み
見
る
な
ら
ば
、

洋
装
が
遥
か
に
和
装
に
優
れ
て
ゐ
る
こ
と
］
に
存
ずマ

マ

る
」
と
述
べ
て
い
る(

13)

。 

し
か
し
「
体
育
」
は
女
子
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
洋
装
の
中
で
も
セ
ー
ラ

ー
服
が
動
き
や
す
さ
に
富
ん
で
い
る
の
な
ら
、
な
ぜ
日
本
で
こ
れ
が
男
子
体
操

服
と
し
て
普
及
し
な
か
っ
た
の
か
、
疑
問
は
残
る
。 

  

３
．
言
説
に
表
れ
な
い
セ
ー
ラ
ー
服
の
意
味
を
探
る
必
要
性 

―
深
層
に
迫
る
た
め
に
― 

  

や
が
て
セ
ー
ラ
ー
型
と
非
セ
ー
ラ
ー
型
を
含
め
、
洋
制
服
が
高
等
女
学
校
を

は
じ
め
と
し
た
女
子
中
等
教
育
機
関
に
広
ま
っ
て
く
る
と
、
後
か
ら
こ
れ
を
制

服
と
し
た
学
校
は
、「
体
育
」
以
外
の
理
由
も
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二

三
（
大
正
一
二
）
年
に
佐
賀
県
立
佐
賀
高
等
女
学
校
は
非
セ
ー
ラ
ー
型
の
洋
制

服
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
動
き
や

す
い
服
装
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、「
長
崎
市
や
福
岡
市
の
女
学
校
が
洋
服

を
す
で
に
着
用
し
て
い
る
こ
と
」
を
理
由
と
し
た(

14)

。
い
っ
た
ん
非
セ
ー
ラ
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ー
型
の
洋
制
服
を
制
定
し
た
学
校
が
、
セ
ー
ラ
ー
型
に
変
更
す
る
際
に
も
事
情

は
同
じ
で
、
山
口
県
立
長
府
高
等
女
学
校
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
こ
の

変
更
を
す
る
に
あ
た
り
、「
各
地
の
学
校
、
と
く
に
大
都
市
の
女
学
校
が
こ
の
型

を
続
々
と
り
入
れ
て
き
た
こ
と
」
を
理
由
と
し
て
い
る(

15)

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
和
服
か
ら
洋
服
へ
、
洋
服
で
も
非
セ
ー
ラ
ー
型
か
ら
セ
ー
ラ

ー
型
へ
と
い
う
動
き
は
抗
し
が
た
い
流
行
と
し
て
確
実
に
存
在
し
た
。
し
か
し

学
校
制
服
の
同
業
者
組
合
が
で
き
る
の
は
た
い
へ
ん
お
そ
い
こ
と
か
ら
（
東
京

の
場
合
、
初
め
て
の
組
織
で
あ
る
「
東
京
女
子
制
服
商
業
組
合
」
設
立
は
一
九

三
八
〈
昭
和
一
三
〉
年
で
あ
る(

16)

）、
こ
の
流
行
が
服
飾
業
界
に
よ
っ
て
意
図

的
に
つ
く
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。桑
田
直
子
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

国
家
主
導
で
洋
制
服
普
及
が
図
ら
れ
た
の
で
も
な
く
、「
基
本
的
に
各
学
校
の
方

針
に
任
さ
れ
た
」
の
で
あ
り(

17)

、
各
校
は
社
会
の
趨
勢
や
他
校
の
様
子
を
見

な
が
ら
自
校
の
制
服
を
決
定
し
、
以
後
は
生
徒
が
授
業
中
に
自
分
ま
た
は
後
輩

の
制
服
を
縫
製
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た(

18)

。
こ
の
授
業
実
践
に
関
わ
っ
た

業
者
が
い
て
も
、
そ
れ
は
学
校
近
辺
の
小
規
模
洋
服
店
で
あ
り(

19)

、
社
史
を

残
す
よ
う
な
大
手
被
服
業
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
時
期
の
女
学
校
制
服

制
定
事
情
に
関
す
る
文
書
類
を
業
界
か
ら
拾
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る(

20)

。 

 

以
上
よ
り
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
女
子
中
等
教
育
機
関
の
制
服
と
し
て
採
用
す
る

こ
と
が
、
な
ぜ
流
れ
と
な
り
、
し
か
も
男
子
の
着
用
が
皆
無
で
あ
っ
た
の
か
と

い
う
問
題
に
は
、
必
ず
し
も
言
説
に
は
表
れ
な
い
、
日
本
各
地
に
根
強
く
残
る

女
性
観
等
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
問
い

は
文
献
史
料
か
ら
だ
け
で
は
解
明
で
き
ず
、
新
た
な
仮
説
を
提
起
し
、
長
期
的

な
議
論
を
通
じ
て
解
明
を
待
つ
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
が
、「
個
々
の
学
校
で
の
実

際
の
洋
装
制
服
の
導
入
の
経
緯
は
、
体
育
の
影
響
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
か
ら

．
．
．
．
．
．

幅
広
い
諸
要
因
の
影
響

．
．
．
．
．
．
．
．
．
を
受
け
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
先
行
研
究
の
指

摘(

21)

を
深
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
傍
点
は
岡
本
、
以
下
同
じ
）。 

 

三
．
ケ
ガ
レ
の
問
題 

―
日
本
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
深
層
を
解
く
キ
ー
概
念
― 

  

１
．「
折
形
」
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
襟
を
見
る 

  

ま
ず
セ
ー
ラ
ー
型
制
服
普
及
前
後
の
高
等
女
学
校
卒
業
生
を
め
ぐ
る
変
化
を

見
て
み
る
。
こ
れ
が
普
及
す
る
以
前
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
段
階
に
お
い

て
、
女
子
中
等
教
育
機
関
の
中
で
も
高
等
女
学
校
を
卒
業
す
る
者
は
、
ま
だ
尋

常
小
学
校
卒
業
生
女
子
の
一
部
で
あ
り
、
高
女
卒
業
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女
性
の

必
須
条
件
と
考
え
ら
れ
て
い
た(

22)

。
彼
女
ら
に
は
、
卒
業
後
ま
も
な
く
そ
の

よ
う
な
ク
ラ
ス
の
家
庭
婦
人
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て

同
型
制
服
が
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
な
る
と
、
女
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子
の
洋
装
化
と
と
も
に
高
学
歴
化
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る(

23)

。 

 

モ
ノ
を
通
じ
て
大
人
社
会
か
ら
提
示
さ
れ
る
価
値
観
が
、
旧
世
代
の
そ
れ
を

反
映
し
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
専
門
職
を
志
向
す
る
女
子
が
増
え
、
晩

婚
化
が
進
ん
で
も
、「
女
の
幸
福
は
結
婚
」
と
い
う
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
結
婚
に
関
す
る
モ
ノ
を
見
て
み
る
。
結
納
の

進
物
の
包
み
と
水
引
の
形
（
図
１
）(

24)

が
、
や
や
セ
ー
ラ
ー
服
の
襟
と
タ
イ

（
図
２
）(

25)

を
思
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

 

今
は
結
納
の
包
み
を
例
に
挙
げ
た
が
、
紙
を
美
し
く
折
っ
て
モ
ノ
を
包
む
習

慣
は
、
結
納
に
限
ら
ず
日
本
の
文
化
に
根
づ
い
て
き
た
。
荒
木
真
喜
雄
に
よ
る

と
、「
物
を
紙
で
包
む
、
覆
う
、
物
の
下
に
敷
く
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
そ
の

行
い
は
、
儀
礼
作
法
と
し
て
の
確
立
の
時
期
を
特
定
で
き
る
根
拠
は
見
つ
け
が

た
い
が
、
15
～
16
世
紀
に
は
一
定
の
型
が
整
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
型
に

従
っ
て
物
を
包
む
そ
の
仕
方
を
、
折
形
と
呼
ぶ
。
機
能
と
し
て
よ
り
は
象
徴
性

（図1）左から扇（末広）、金封、熨斗の各包み 

（図2）長崎県立平戸高等女学校のセーラー型制服 

（上半身部分）―1928（昭和3）年制定 
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ま
た
は
装
飾
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
」。
ま
た
、「
贈
答
儀
礼
に
か
か
わ
っ
て
使

用
さ
れ
る
紙
に
つ
い
て
は
、
神
祭
事
に
お
い
て
の
場
合
と
は
異
な
っ
た
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
を
、
例
え
ば
日
常
と
非
日
常
（
ハ
レ
と
ケ
）、
聖
と
俗
、
浄

と
不
浄
な
ど
の
相
反
す
る
価
値
判
断
を
受
け
る
も
の
の
領
域
を
画
す
る
（
結
界

を
構
え
る
）
た
め
に
用
い
る
。
あ
る
物
を
他
者
に
贈
る
に
際
し
、
贈
り
手
の
身

に
帯
し
た
障
り
を
、
受
け
手
に
移
す
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
識
の
表
徴
で

あ
る
」(

26)

。 

こ
の
「
結
界
」
に
つ
い
て
垂
水
稔
は
、「
わ
が
国
へ
仏
教
用
語
と
し
て
渡
来
し

た
『
結
界
』
と
い
う
言
葉
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
トsīm

ābandha

の
漢
訳
で
あ

る
。sīm

ābandha

の
語
義
は
『
結
ば
れ
た
界
』
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、『
結

界
』
は
字
義
ど
お
り
の
漢
訳
と
な
っ
て
い
る
」、「
仏
教
の
経
典
・
儀
軌
に
み
え

る
『
結
界
』
に
は
大
別
し
て
二
種
類
の
結
界
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
四
分
律
、

五
分
律
、
十
誦
律
な
ど
律
部
な
い
し
律
疏
部
の
経
軌
に
み
え
る
結
界
で
あ
り
、

他
の
ひ
と
つ
は
密
教
部
の
経
軌
に
み
え
る
結
界
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。 

こ
の
う
ち
後
者
、
す
な
わ
ち
密
教
的
結
界
に
つ
い
て
彼
は
、「
諸
仏
・
諸
菩
薩
・

諸
尊
の
聚
集
す
る
結
界
で
あ
る
。
そ
れ
を
壇
と
よ
び
道
場
と
よ
び
曼
荼
羅
と
よ

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
壇
に
悪
鬼
神
と
よ
ば
れ
る
魔
障
の
者

は
一
切
、
近
づ
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。［
中
略
］
こ
こ
で
は
『
場
』
の
清
浄
は

必
須
の
条
件
で
あ
り
、
同
時
に
結
界
の
第
一
義
的
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
」
と

し
、「
文
字
通
り
の
聖
俗
な
い
し
浄
不
浄
を
分
か
つ
結
界
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
こ
ん
に
ち
で
は
日
常
語
と
し
て
死
語
に
近
づ
い
て
い

る
が
、
戦
前
ま
で
は
町
家
の
帳
場
に
お
か
れ
た
三
折
格
子
を
結
界
と
よ
ぶ
ほ
ど

に
民
俗
に
膾
炙
し
て
い
た
」
と
付
け
加
え
る(

27)

。 

 

結
界
は
、
こ
の
よ
う
に
生
活
に
深
く
根
づ
い
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
セ
ー
ラ
ー

服
が
、も
と
も
と
英
国
海
軍
水
兵
の
服
で
あ
る
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、

日
本
の
民
俗
に
合
流
す
る
形
で
受
け
止
め
ら
れ
た
、
と
解
釈
し
て
み
た
い
。
以

下
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
浄
と
不
浄
の
結
界
と
考
え
て
論
を
進
め
る
。 

  

２
．
〝
ケ
ガ
レ
を
遮
断
す
る
〟
モ
ノ 

―
結
界
と
し
て
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
も
つ
意
味
― 

  

欧
米
で
は
男
女
と
も
着
た
セ
ー
ラ
ー
服
が
、
日
本
で
女
子
の
服
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
欧
米
と
日
本
の
女
性
観
の
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
あ

っ
て
欧
米
に
な
い
女
性
観
と
は
、
女
性
が
三
不
浄
（
死
穢
・
血
穢
・
産
穢
）
の

う
ち
後
の
二
者
を
色
濃
く
帯
び
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。 

沖
浦
和
光
に
よ
る
と
、日
本
に
お
け
る
ケ
ガ
レ
観
念
の
う
ち
こ
の
三
不
浄
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教
義
体
系
が
中
国
の
密
教
に
入
り
、
そ
れ
が
空
海
・
最
澄
に

よ
り
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
鎮
護
国
家
・
貴
族
仏
教
と
し
て
朝
廷
に
採
り
入
れ
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ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
九
六
七
（
康
保
四
）
年
に
は
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
「
触
穢
」

を
法
制
化
し
た
延
喜
式
が
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
平
安
期
か
ら
女
性
は
三
不
浄
を

直
接
に
受
け
る
身
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寺
社
に
お
け
る
女
人
禁
制
等

と
し
て
そ
れ
が
制
度
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
平
安
期
以
降
の
神
仏
習
合
に
よ
り
神

道
が
こ
の
ケ
ガ
レ
観
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
室
町
期
に
は
こ
れ
が
民
衆
社
会
に

広
が
る
と
と
も
に
、
武
士
も
貴
族
志
向
を
捨
て
き
れ
ず
、
殺
生
禁
断
や
キ
ヨ
メ
・

ハ
ラ
イ
の
思
想
を
受
け
継
い
で
い
く
。
こ
の
流
れ
の
な
か
で
江
戸
期
に
服
忌
令

（
一
七
世
紀
末
）
が
成
文
化
さ
れ
、
近
代
初
期
の
太
政
官
布
告
は
こ
れ
を
引
き

継
ぐ
こ
と
を
明
言
し
た(

28)

。
こ
う
し
て
「
忌
み
」
な
ど
に
表
れ
て
い
る
ケ
ガ

レ
思
想
は
庶
民
の
生
活
ル
ー
ル
と
し
て
定
着
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る(

29)

。 

ま
た
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ケ
ガ
レ
が
人
や
モ
ノ
を
伝
わ
っ
て
伝
染
す
る
「
悪

し
き
生
命
力
を
も
つ
実
体
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と(

30)
で
あ
り
、
結
界
が

必
要
と
さ
れ
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
結
果
少
な
く
と
も
、
近
代
に
な
っ

て
も
女
性
は
葬
儀
の
時
に
受
付
を
別
に
す
る
（
東
北
地
方
）、
家
庭
の
風
呂
は
男

性
が
先
に
、
女
性
が
後
に
入
る
（
関
西
の
一
部
と
鹿
児
島
）
な
ど
の
女
性
差
別

が
残
っ
た(

31)

。 

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
、
欧
米
で
は
子
ど
も
服
等
と
し
て
男
女

と
も
に
着
ら
れ
て
い
た
セ
ー
ラ
ー
服
が
、
日
本
で
は
、
大
正
期
に
そ
れ
ま
で
の

女
袴
と
は
違
っ
て
特
記
す
る
ほ
ど
の
抵
抗
も
な
い
ま
ま
に
女
学
生
の
通
学
服
と

し
て
普
及
し
、
そ
の
後
も
水
兵
以
外
に
男
子
が
着
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
現
代
に

至
っ
て
い
る
理
由
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
接
し
た
日
本
人
が
、
そ
の
襟
の
形
に
、

結
界
を
示
す
折
形
を
連
想
し
、 

①
外
部
の
ケ
ガ
レ
を
遮
断
す
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
嫁
入
り
前
の
大
切
な
娘

を
包
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
服
と
考
え
た
（
こ
れ
な
ら
長
崎
県
の
う
ち
殺
生
＝

漁
業
の
盛
ん
な
地
域
で
欧
米
伝
来
型
セ
ー
ラ
ー
服
が
着
用
さ
れ
た
こ
と
も
説
明

で
き
る
）、 

②
娘
が
も
つ
ケ
ガ
レ
を
、外
部
に
伝
染
せ
ぬ
よ
う
遮
断
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、

好
ま
し
い
服
装
と
考
え
た
、 

の
二
点
が
仮
説
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
。も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
現
象
の
解
明
は
モ
ノ
を
介
し
た
欧
米
と
日
本
の
関
係
史
と
い
う
に
と
ど
ま

ら
ず
、
欧
米
と
《
密
教
文
化
圏
あ
る
い
は
さ
ら
に
広
い
エ
リ
ア
》(

32)

の
関
係

史
と
い
う
新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

な
お
こ
の
考
察
に
お
い
て
は
、①
と
②
が
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ケ
ガ
レ
観
念
の
も
つ
恣
意
性
と
曖
昧
さ(

33)

が
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
深
め
る
必
要
が
あ
る 

  

３
．
〝
「
パ
ワ
ー
」
を
有
す
る
神
聖
な
〟
モ
ノ 

―
現
代
文
化
に
表
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
と
の
共
通
点
― 
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以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
英
国
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
婦
人

服
、
す
な
わ
ち
成
人
女
性
の
着
る
服
と
し
て
も
用
い
ら
れ(

34)

、
前
述
の
福
岡

女
学
院
校
長
の
よ
う
に
、
米
国
の
成
人
女
性
も
日
常
に
着
用
し
て
い
た
の
に
対

し
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
絶
対
に
な
く
、
着
用
者
が
女
性
の
中
で
も

少
女
に
限
定
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
は
、
少
女
を
結
界
で
包
む
こ
と
に

よ
っ
て
処
女
性
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
で
は
な
い
か
と
解
釈
で
き
る
。 

 

し
か
も
こ
れ
は
過
去
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。現
代
日
本
の
映
画
、ア
ニ
メ
、

小
説
等
に
セ
ー
ラ
ー
服
は
華
々
し
く
登
場
し
、
子
ど
も
文
化
も
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
も
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
齋
藤
孝
は
二
〇
〇
六
年
に

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

 

か
つ
て
一
世
を
風
靡
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ス
ケ
バ
ン
刑
事
」
が
、
松

浦
亜
弥
主
演
で
映
画
と
し
て
復
活
す
る
。
女
子
高
生
が
ヨ
ー
ヨ
ー
で
悪
者

を
や
っ
つ
け
る
と
い
う
発
想
は
、
も
は
や
常
人
の
域
を
超
え
て
い
る
。［
中

略
］
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
ま
ま
で
暴
れ
回
る

点
に
あ
る
。
そ
の
止
め
ど
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ
感
が
、
逆
に
絵
に
な
る
の
だ
。 

 

［
中
略
］
映
画
「
キ
ル
・
ビ
ル
」
で
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
姿
の
栗
山
千
明

が
日
本
刀
を
振
り
回
し
て
い
た
。
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
「
セ
ー
ラ
ー
服
と
機

関
銃
」
で
は
、
薬
師
丸
ひ
ろ
子
に
よ
る
機
関
銃
乱
射
シ
ー
ン
が
語
り
種
に

な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ア
ニ
メ
「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」
で

も
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
月
に
代
わ
っ
て
悪
者
に
〝
お
仕

置
き
〟
す
る
の
が
定
番
だ
。 

 

ヨ
ー
ヨ
ー
に
日
本
刀
に
機
関
銃
に
〝
お
仕
置
き
〟
。
い
ず
れ
も
、
本
来

は
セ
ー
ラ
ー
服
と
ま
っ
た
く
結
び
付
か
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
物
語
を
呼
び
起
こ
す
。
逆
に
い
え
ば
、
セ
ー
ラ

ー
服
は
な
に
か
不
釣
り
合
い
な
も
の
に
出
会
っ
た
と
き
、
異
様
な
パ
ワ
ー

を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。 

 

［
中
略
］
今
で
は
［
セ
ー
ラ
ー
服
は
］、
一
〇
歳
代
の
少
女
を
象
徴
す

る
存
在
だ
。
一
時
は
ブ
レ
ザ
ー
に
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
が
、
セ
ー
ラ

ー
服
人
気
は
女
子
高
生
に
も
中
高
年
男
性
に
も
根
強
い
。
む
し
ろ
日
本
の

お
家
芸
で
あ
る
ア
レ
ン
ジ
が
随
所
に
重
ね
ら
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
が
出

来
上
が
っ
た
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
最
近
の
ス
カ
ー
ト
丈
の
短
さ
に
は
、

た
だ
驚
く
ば
か
り
だ
。(

35) 

  
齋
藤
は
セ
ー
ラ
ー
服
そ
の
も
の
に
「
パ
ワ
ー
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
は
考

え
ず
、「
な
に
か
不
釣
り
合
い
な
も
の
に
出
会
っ
た
と
き
、
異
様
な
パ
ワ
ー
を
発

揮
す
る
」と
す
る
が
、こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
別
の
見
方
が
で
き
る
。
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セ
ー
ラ
ー
服
は
日
本
で
、
伝
統
文
化
に
由
来
す
る
「
結
界
」
と
解
釈
さ
れ
た
が

ゆ
え
に
、
む
し
ろ
そ
れ
自
身
が
ケ
ガ
レ
を
遮
断
す
る
「
パ
ワ
ー
」
を
内
蔵
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
「
パ
ワ

ー
」
を
内
蔵
す
る
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
セ
ー
ラ
ー
服
は
日
本
の

教
育
に
お
い
て
今
な
お
命
脈
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

四
．
む
す
び 

 

日
本
に
伝
来
す
る
以
前
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
け
っ
し
て
女
子
だ
け
の
服
で
は

な
く
、
英
国
で
は
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
海
軍
水
兵
の
服
装
と
し
て
一
九
世
紀
後

半
か
ら
末
に
か
け
て
市
民
権
を
得
、
子
ど
も
服
と
し
て
男
女
と
も
に
広
く
着
ら

れ
た
ほ
か
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
婦
人
服
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
が

日
本
に
輸
入
さ
れ
る
と
、
女
子
、
と
り
わ
け
少
女
の
み
を
包
む
モ
ノ
に
、
ま
っ

た
く
ス
ム
ー
ズ
に
変
化
し
、
現
在
は
学
校
制
服
と
し
て
は
シ
ェ
ア
の
減
少
こ
そ

す
れ
依
然
と
し
て
命
脈
を
保
ち
、
か
つ
子
ど
も
文
化
や
芸
能
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
、

日
本
で
は
一
般
に
水
兵
と
結
び
つ
け
て
捉
え
ら
れ
ず
、
伝
統
文
化
の
折
形
が
示

す
結
界
、
す
な
わ
ち
ケ
ガ
レ
を
遮
断
す
る
と
い
う
、
パ
ワ
ー
を
内
蔵
し
た
神
聖

な
モ
ノ
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

言
い
換
え
れ
ば
日
本
の
老
若
男
女
が
セ
ー
ラ
ー
服
に
見
と
れ
て
い
る
現
状
は
、

古
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
ケ
ガ
レ
観
念
が
深
層
に
お
い
て
今
も
生
き
続
け

て
い
る
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 【
謝
辞
】
本
研
究
に
あ
た
っ
て
二
〇
一
〇
年
六
月
に
株
式
会
社
ト
ン
ボ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
岡
山
県
玉
野
市
）
を
訪
問
し
た
際
に
、
同
社
開
発

本
部
環
境
事
業
企
画
室
専
門
副
部
長
の
小
桐
登
氏
か
ら
ご
教
示
と
資
料
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 

注 

（
1
）
た
と
え
ば
株
式
会
社
ト
ン
ボ 

開
発
本
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
研
究
室
（
佐

野
勝
彦
室
長
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
セ
ー
ラ
ー
服
の
特
徴
で

あ
る
胸
か
ら
大
き
く
開
い
た
衿
、リ
ボ
ン
や
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
の
柔

ら
か
な
曲
線
な
ど
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
特
徴
は
、当
時［
一
九
二
〇（
大

正
九
）
年
こ
ろ
］
の
日
本
の
教
育
理
念
で
あ
っ
た
『
良
妻
賢
母

．
．
．
．
』
を
ス
．
．

マ
ー
ト
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
」（「
制
服
制
定
の
歴
史
を
振
り
返
る
―
学
校
制
服
と
し
て
の

セ
ー
ラ
ー
服
―
」、同
研
究
室
編
・
発
行Tom

bow Schooler Report, 
第
一
三
号
、
発
行
年
無
記
、
一
九
頁
。 
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東
］大
震
災
の
経
験
か
ら
洋
服
を
制
服
に
採
用
す
る
学
校
が
多
か
っ
た

が
、
学
院
で
は
こ
れ
に
さ
き
が
け
て
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に
洋

式
の
制
服
を
採
用
」、
四
一
頁
に
「
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
、
新
型

の
制
服
を
制
定
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

（
12
）「
学
校
生
活
が
活
動
的
に
な
っ
て
く
る
に
つ
け
、
生
徒
た
ち
の
着
物
に

袴
で
は
、
体
操
や
運
動
（
最
初
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
の
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
あ
っ
た
）に
も
不
便
で
あ
り
、し
か
も
経
費
も
か
か
る
の
で
、

何
か
よ
い
服
装
を
考
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。［
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
］
リ

ー
校
長
が
自
ら
服
装
調
査
委
員
長
に
な
っ
て
、欧
米
各
国
の
女
学
生
の

服
装
を
参
考
に
研
究
す
る
こ
と
一
年
余
、
結
局
、
リ
ー
校
長
自
身
が
着

用
し
て
い
た
セ
ー
ラ
ー
型
の
服
に
決
ま
り
、昔
か
ら
男
子
の
制
服
を
扱

っ
て
い
た
、［
中
略
］
太
田
（
太
田
豊
吉
）
洋
服
店
に
試
作
を
依
頼
し

た
。
そ
の
後
、
八
回
も
の
作
り
直
し
を
さ
せ
た
結
果
、
一
九
二
一
（
大

10
）
年
十
二
月
に
よ
う
や
く
決
ま
り
、［
ル
イ
ー
ズ
・
］
バ
ン
グ
ズ
代

理
校
長
の
時
に
こ
れ
を
制
服
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。紺
サ
ー
ジ

長
袖
の
服
で
あ
る
。翌
年
か
ら
上
級
生
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
着

用
し
た
。［
中
略
］
本
校
の
服
に
は
胸
に
白
い
錨
を
つ
け
て
い
る
。
こ

れ
は
単
な
る
飾
り
で
は
な
く
て
讃
美
歌
二
八
〇
番
第
二
節
の『
…
…
み

も
と
に
い
か
り
を
お
ろ
し
て
安
ら
わ
ん
』と
い
う
信
仰
の
あ
か
し
を
現

し
た
も
の
で
あ
る
」（
福
岡
女
学
院
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
福
岡
女

学
院
百
年
史
』、
同
学
院
、
一
九
八
七
年
、
一
三
八
～
一
三
九
頁
）。 

「
当
時
リ
ー
校
長
着
用
の
服
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
の
学
生
が
着
て

い
た
セ
ー
ラ
ー
型
風
の
洋
服
で
あ
つ
た
。［
中
略
］
胸
に
あ
る
白
い
イ

カ
リ
は
リ
ー
校
長
の
服
に
あ
っ
た
も
の
を（
セ
ー
ラ
ー
型
だ
か
ら
イ
カ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

リ
が
つ
い
て
い
た
わ
け
だ
が

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
）
そ
の
ま
ま
使
つ
た
の
で
あ
る
が
、
単
に

船
の
イ
カ
リ
と
し
て
で
は
な
く
、信
仰
を
定
着
さ
せ
る
イ
カ
リ
と
し
て

大
切
に
考
え
た
も
の
で
あ
る
」（『
福
岡
女
学
院
七
十
五
年
史
』、
同
学

院
、
一
九
六
一
年
、
四
四
～
四
五
頁
）。 

（
13
）
宮
川
経
知
「
女
生
徒
の
服
装
に
つ
き
て
」、『
長
崎
県
教
育
雑
誌
』
第
三

六
八
号
、
一
九
二
三
年
五
月
、
二
八
頁
。 

（
14
）
佐
賀
県
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
教
育
史 

第
三
巻 

資
料

編
（
三
）』、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
、
七
〇
八
頁
。
な
お

同
校
は
、
の
ち
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
制
服
を
セ
ー
ラ
ー
服
に
変

更
す
る
。
同
書
、
七
〇
九
頁
参
照
。 

（
15
）
佐
藤
秀
夫
編
『
日
本
の
教
育
課
題 

第
２
巻 

服
装
・
頭
髪
と
学
校
』、

東
京
法
令
出
版
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
。 

（
16
）
高
橋
晴
樹
編
『
東
京
学
校
服
協
同
組
合
の
歴
史
』、
同
組
合
、
一
九
七

五
年
、
四
二
～
四
三
頁
。 
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（
17
）
前
掲
桑
田
論
文
、
一
一
八
頁
。 

（
18
）
佐
世
保
市
立
成
徳
高
等
女
学
校
で
は
、
非
セ
ー
ラ
ー
型
制
服
を
採
用
し

た
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
以
後
、「
四
年
生
が
新
入
生
の
制
服
、

三
年
生
が
体
操
服
を
採
寸
か
ら
仮
縫
い
、
縫
製
、
仕
上
げ
ま
で
受
け
持

ち
、
下
級
生
と
の
暖
か
い
交
流
も
生
ま
れ
る
と
い
う
［
中
略
］
校
風
が

で
き
上
が
っ
た
」（
斎
藤
常
子
・
入
口
寿
美
子
「
制
服
の
変
遷
」、
佐
世

保
市
立
成
徳
高
等
女
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編『
成
徳

―
佐
世
保
市
立
成
徳
高
等
女
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
―
』、
同
校
同

窓
会
、
二
〇
〇
二
年
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
）。 

 
 
 

ま
た
山
口
県
立
長
府
高
等
女
学
校
で
は
、「
セ
ー
ラ
ー
服
着
用
と
同
時
に
、

学
校
あ
げ
て
の
訓
育
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
勤
労
意
欲
高
揚
の
一
環

と
し
て
、新
入
生
の
校
服
い
っ
さ
い
を
上
級
生
に
よ
っ
て
調
製
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
布
地
等
の
材
料
は
、
学
校
の
購
買
部
を
通
じ
て
大
阪

の
問
屋
よ
り
取
り
寄
せ
、家
庭
科
担
当
の
宮
原
シ
ケ
コ
教
諭
を
中
心
に
、

あ
ら
か
じ
め
大
・
中
・
小
の
型
紙
を
つ
く
り
裁
断
し
た
上
、
生
徒
に
渡

し
て
作
ら
せ
た
。［
中
略
］こ
の
生
徒
に
よ
る
セ
ー
ラ
ー
服
の
調
製
は
、

本
校
の
特
色
の
一
つ
で
以
後
長
く
本
校
の
伝
統
と
し
て
継
承
さ
れ
た
」

（
前
掲
佐
藤
秀
夫
編
書
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
）。 

（
19
）
長
崎
県
立
口
加
高
等
女
学
校
の
一
卒
業
生
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て

い
る
。「［
前
略
］
わ
た
く
し
共
の
当
時
は
新
入
生
の
制
服
は
そ
れ
ぞ
れ

上
級
生
が
作
っ
て
い
た
、と
い
っ
た
ら
お
こ
が
ま
し
い
話
に
な
り
ま
す

が
野
中
洋
服
店
主
の
指
導
の
下
に
ミ
シ
ン
を
掛
け
て
い
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
」（
本
田
富
子
「
あ
や
め
が
丘
の
思
い
出
」、『
創
立
七
十
周
年

記
念
誌
』、
同
校
、
一
九
七
二
年
、
六
一
頁
）。 

（
20
）
岡
本
は
史
料
調
査
過
程
で
こ
の
点
に
気
づ
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
株
式
会

社
ト
ン
ボ
の
小
桐
登
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
て
確
信
し
た（
謝
辞
参

照
）。 

（
21
）
前
掲
桑
田
論
文
、
一
一
七
頁
。 

（
22
）「
日
本
全
国
か
ら
云
ふ
と
女
子
に
し
て
尋
常
小
学
を
卒
業
す
る
も
の
が

三
十
二
万
余
こ
の
中
か
ら
進
ん
で
高
等
女
学
校
に
入
る
も
の
が
一
万

八
千
あ
る
又
之
を
京
都
府
に
於
て
見
る
と
女
児
六
千
六
百
の
尋
常
小

学
卒
業
者
あ
る
中
に
千
二
百
だ
け
女
学
校
に
入
つ
て
居
る
、し
て
見
る

と
、と
に
か
く
少
く
も
諸
嬢
は
毎
年
日
本
内
地
で
は
三
十
万
以
上
京
都

府
内
に
於
て
も
五
千
人
以
上
の
尋
常
小
学
卒
業
の
女
子
に
対
し
て
模

範
的
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。［
中
略
］
女
学
校
を
卒
業
せ
な

け
れ
ば
中
等
の
人
間
並
に
な
れ
な
い
と
云
ふ
考
が
一
般
の
婦
女
子
に

普
及
し
て
居
る
と
云
ふ
現
状
で
あ
る
」（
小
西
重
直
「
女
子
の
力
と
そ

の
修
養
」、『
京
都
教
育
』
第
二
六
一
号
、
一
九
一
四
年
三
月
、
八
～
九
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頁
）。 

（
23
）「
大
森
福
岡
県
立
高
等
女
学
校
長
は
語
る 

近
年
女
学
校
卒
業
生
の
新

傾
向
は
時
代
思
潮
に
眼
醒
め
て
来
た
事
で
あ
る
最
近
で
は
特
に
大
震

災
等
か
ら
受
け
た
教
訓
の
影
響
も
多
大
で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
何
時
で

も
独
立
し
て
女
子
の
力
で
生
活
し
て
行
く
事
の
出
来
る
専
門
的
知
識

又
は
技
能
を
修
得
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
感
じ
を
皆

抱
い
て
来
た
様
で
あ
る
、昔
は
卒
業
後
直
に
家
庭
の
人
と
な
る
者
が
多

か
つ
た
が
最
近
で
は
婚
期
が
ズ
ツ
と
後
れ
て
平
均
二
十
二
、三
歳
位
に

な
つ
た
様
で
寧
ろ
女
子
の
自
覚
し
た
と
云
ふ
点
に
於
て
喜
ぶ
可
き
傾

向
で
あ
る
、今
年
の
卒
業
生
の
内
上
級
学
校
に
入
学
せ
ん
と
す
る
者
は

大
部
分
が
一
種
の
職
業
的
専
門
学
校
例
へ
ば
女
専
の
家
政
科
や
医
専

其
他
語
学
専
門
の
学
校
等
に
志
望
す
る
者
が
多
い
」（「
女
学
生
の
近
ご

ろ
の
思
想
傾
向 

向
学
心
に
燃
え
て
晩
婚
に
な
る
」（『
朝
日
新
聞
九
州

版
』、
一
九
二
四
年
二
月
一
六
日
付
）。 

（
24
）
荒
木
真
喜
雄
『
折
る
、
包
む
―
日
本
の
造
形
―
』、
淡
交
社
、
一
九
九

〇
年
、
二
四
頁
。 

（
25
）
山
本
悌
次
郎
他
『
猶
興
百
年
史
』、
長
崎
県
立
猶
興
館
高
等
学
校
同
窓

会
、
一
九
八
一
年
、
一
六
九
頁
。 

（
26
）
以
上
、
荒
木
真
喜
雄
「
礼
式
に
お
け
る
紙
の
利
用
」、
尾
鍋
史
彦
総
編

集
『
紙
の
文
化
事
典
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
〇
頁
。 

（
27
）
以
上
、
垂
水
稔
「
仏
教
的
結
界
に
つ
い
て
」、
桜
井
徳
太
郎
編
『
仏
教

民
俗
学
大
系
３ 

聖
地
と
他
界
観
』、
名
著
出
版
、
一
九
八
七
年
、
三

七
、
三
九
頁
。 

（
28
）
太
政
官
布
告
一
七
七
四
（
明
治
七
）
年
第
百
八
号
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。「
服
忌
ノ
儀
追
テ
被
仰
出
ノ
品
モ
可
有
之
候
得
共
差
向
京
家
ノ
制

武
家
ノ
制
両
様
ニ
相
成
居
候
テ
ハ
法
律
上
不
都
合
有
之
ニ
付
自
今
京

家
ノ
制
被
廃
候
条
此
旨
布
告
候
事
」。『
太
政
官
布
告
書 

自
明
治
七
年

一
月 

至
同
十
二
年
十
二
月
』、
岡
山
県
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）

年
、
四
十
二
丁
ウ
。
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

蔵
。
本
文
はhttp://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787678

（
二

〇
一
一
年
一
月
八
日
確
認
）。 

（
29
）
以
上
、
沖
浦
和
光
「『
ケ
ガ
レ
と
差
別
』
の
歴
史
」、
沖
浦
・
宮
田
登
『
ケ

ガ
レ
―
差
別
思
想
の
深
層
―
』、
解
放
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
ほ
か

よ
り
。 

（
30
）
沖
浦
「
ケ
ガ
レ
と
は
何
か
―
原
論
的
考
察
―
」、
同
書
、
一
四
頁
。 

（
31
）
沖
浦
・
宮
田
「
対
談
」、
同
書
、
二
三
四
～
二
三
六
頁
参
照
。 

（
32
）
こ
の
よ
う
な
表
現
と
し
た
の
は
、
沖
浦
が
、
ケ
ガ
レ
を
伝
染
す
る
も
の

と
す
る
考
え
が
密
教
由
来
だ
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
接
触
に
よ
っ
て
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伝
染
す
る
と
い
う
点
で
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
〈
マ
ナ
〉
の
観
念
と
も
よ
く

似
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
沖
浦
「
ケ
ガ
レ
と
は

何
か
―
原
論
的
考
察
―
」、
一
四
頁
）、「
伝
染
す
る
ケ
ガ
レ
」
の
観
念

が
密
教
文
化
圏
外
に
も
偶
然
に
存
在
す
る
と
い
う
意
味
な
の
か
、あ
る

い
は
密
教
文
化
圏
内
外
の
交
流
に
よ
っ
て
「
伝
染
す
る
ケ
ガ
レ
」
の
観

念
が
必
然
的
に
広
ま
っ
た
と
い
う
意
味
な
の
か
、
不
明
だ
か
ら
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
解
明
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

（
33
）
こ
の
こ
と
を
示
す
前
掲
沖
浦
・
宮
田
「
対
談
」
の
一
部
分
（
九
〇
頁
）

を
以
下
に
記
す
。 

宮
田
「［
中
略
］
不
浄
観
と
結
び
つ
い
た
ケ
ガ
レ
は
、
政
治
的
・
宗
教

的
に
作
為
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
」 

沖
浦
「
そ
う
思
い
ま
す
。〈
清
浄
〉
も
〈
不
浄
〉
も
、
操
作
さ
れ
た
虚

偽
意
識
と
し
て
の
側
面
が
非
常
に
強
い
。
確
固
と
し
た
普
遍
性
、
客
観

的
な
基
準
が
な
く
て
、
き
わ
め
て
主
観
的
な
価
値
概
念
で
す
ね
」 

（
34
）「［
前
略
］
子
ど
も
服
か
ら
流
行
し
たSailor Suit

で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
お
と
な
の
婦
人
に
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。『The Q

ueen

』
誌
に

婦
人
用Sailor Suit

が
も
っ
と
も
早
く
現
れ
る
の
は
１
８
６
７
年
７

月
27
日
の
記
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
遊
び
用
ド
レ
ス
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ッ
ト
遊
び
用
の
ド
レ
ス
や
水
着
、
海
辺

へ
出
か
け
る
旅
行
着
と
し
て
、
さ
ら
に
は
80
年
代
後
半
に
な
る
と
テ

ニ
ス
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
銃
猟
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

際
に
着
用
さ
れ
、
次
第
に
一
般
の
服
飾
と
し
てSailor Suit

が
定
着

し
て
い
っ
た
様
子
が
伺マ

マ

わ
れ
る
」（
前
掲
大
枝
論
文
、
一
一
三
頁
）。 

（
35
）
齋
藤
孝
「
齋
藤
孝
の
仕
事
脳
の
鍛
え
方
１
５
７
―
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
研

究
編 

日
本
文
化
の
奇
異
を
示
す
セ
ー
ラ
ー
服
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
―
」、

『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
第
九
四
巻
第
三
七
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
三

〇
日
、
五
九
頁
。 
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八 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
教
育
文
化
の
分
析 

―
子
ど
も
の
服
装
の
歴
史
的
変
遷
を
中
心
に(

一)

― 田
中 

達
也 

  

昨
年
度
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
科
書
に
お
け
る
図
表
の
歴
史
的
変
遷
に
つ

い
て
分
析
し
た
。
本
稿
で
は
、
子
ど
も
の
服
装
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
。

そ
し
て
、
昨
年
度
と
の
共
通
性
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
文
化
の
深
層

構
造
に
迫
る
。 

 

子
ど
も
の
服
装
の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
改
革
期
（
一
六
・
一
七
世
紀
）、
国
家
主
導
期
（
一

八
世
紀
か
ら
一
八
四
八
年
ま
で
）、
民
主
主
義
確
立
期
（
一
八
四
八
年
以
降
）
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
変
化
の
著
し
い
民
主
主
義
確
立
期
以
前
に
お
け
る
子
ど
も

の
服
装
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

一
．
先
行
研
究
と
本
論
文
の
意
義 

 

西
洋
服
装
史
に
関
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
は
、
日
本
語
文
献
で
は
ブ
ー
シ

ェ
の
「
西
洋
服
装
史
」(

1)

や
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
「
西
洋
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
大
全
」

(

2)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
内
容
の
多
く
を
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
に
お
け

る
服
装
史
に
充
て
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
服
装
史
に
お
い
て
後
進
国
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
文
献
で
は
ド
マ
ン
ド
ル(H

anna D
om

andl)

が
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
史
」(

3)

の
中
で
服
装
史
に
関
す
る
記
述
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
課
題
は
、
首
都
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
上
流
階
級
の
服
装

の
流
行
に
の
み
言
及
し
て
い
て
、
ウ
ィ
ー
ン
以
外
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る

子
ど
も
の
服
装
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。本
論
文
で
は
、

比
較
の
対
象
と
し
て
大
人
の
服
装
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
も
の
の
、
基
本
的
に

は
子
ど
も
の
服
装
に
焦
点
化
し
て
詳
述
す
る
。 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
教
育
史
を
考
え
る
中
で
最
も
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
が
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト(H

elm
ut Engelbrecht)

の
全
五
巻
か
ら
な
る
「
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
制
度
の
歴
史
」(G

eschichte des österreichischen 

Bildungsw
esens)

で
あ
る
。「
図
表
で
見
る
教
育
と
授
業
」(Erziehung und 

U
nterricht im

 Bild)(

4)

は
、
そ
の
付
録
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
第
一
共
和
政
期
に
お
け
る
教
育
改
革
の
扱
い
を
め
ぐ
る
論

争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
保
守
派
の
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
第
二
共
和
政
期
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
を
「
戦
間
期
の
学
校
改
革
を
妥
協
し
て
受
け
入
れ
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
」(

5)

と
述
べ
、
第
一
共
和
政
期
に
行
わ
れ
た
教
育
改
革
を

過
小
評
価
し
た
。
そ
れ
に
対
し
改
革
派
の
シ
ュ
ネ
ル
は
、「
学
校
刷
新
の
基
本
的

理
念
は
戦
間
期
の
ウ
ィ
ー
ン
学
校
改
革
時
代
の
も
の
で
、
一
九
四
五
年
の
オ
ー
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ス
ト
リ
ア
共
和
国
再
建
後
に
深
化
、
細
分
化
、
拡
大
さ
れ
た
」
と
主
張
し
、
こ

れ
を
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
の
『
伝
統
』」
と
呼
ん
だ(

6)

。
つ
ま
り
、
シ
ュ

ネ
ル
は
、
第
二
共
和
政
期
の
改
革
の
理
念
が
第
一
共
和
政
期
に
作
ら
れ
、
そ
れ

が
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
か
ら
実
行
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 

 

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教
育
文
化（「
モ
ノ
」「
コ

ト
」）
史
研
究
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
考
え
が
近
い

の
だ
が
、こ
の
論
争
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
あ
る
。確
か
に
、

シ
ュ
ネ
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代

ま
で
に
教
育
関
係
者
が
多
く
の
会
合
を
重
ね
、
そ
れ
が
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
教
育
の
枠
組
み
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
拙
論

文
は
、
職
業
教
育
分
野
の
動
向
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
だ
が(

7)

、
そ
れ

は
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
教
育
が
そ
れ
ま
で
の
教
育
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
完
全
に
新
し

く
作
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
歴
史
的
に
政

治
的
な
変
動
が
激
し
い
国
で
あ
り
、
過
去
二
〇
〇
年
に
一
八
〇
六
年
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
帝
国
の
成
立
）、
一
八
六
六
年
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝

国
の
成
立
）、
一
九
一
九
年
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
一
共
和
政
の
成
立
）、
一
九
三

八
年
（
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
）、
一
九
五
五
年
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
第
二
共
和
政
の
成
立
）
と
い
う
よ
う
に
五
回
の
政
治
体
制
の
変
化
を

経
験
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
九
世
紀
以
降
の
転
換
期
に
目
を
向
け
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
著
書
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
教
育
に
関
し
て
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
、「
一
種
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」(

8)

で
あ
り
細
か
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

本
論
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
提
供
す
る
図
表
を
参
照
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
服
装
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 

二
．
一
六
・
一
七
世
紀
（
宗
教
改
革
期
）
に
お
け
る
子
ど
も
の
姿 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
初
に
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
ル
タ
ー
に
よ
る
宗
教

改
革
が
始
ま
っ
た
一
六
世
紀
で
あ
る
。
一
五
四
一
年
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の

貴
族
養
成
学
校(Landschaftsschule)

が
グ
ラ
ー
ツ
に
設
置
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
各
地
に
作
ら
れ
た
。
こ
の
学
校
は
、
最
終
的
に
一
六

四
七
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
動
き

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
貴
族
養
成
学
校

(Studia inferior, G
ym

nasium
)

で
あ
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
一
五
五
三
年
に

ウ
ィ
ー
ン
に
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
学
校
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
（
一
五

六
二
年
）、
グ
ラ
ー
ツ
（
一
五
七
三
年
）、
リ
ン
ツ
（
一
六
〇
八
年
）
に
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
時
期
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
貴
族
・
富
裕
層
を

は
じ
め
と
す
る
一
部
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、
ど
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の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 (

一)

服
装
に
関
す
る
規
則 

 

一
六
・
一
七
世
紀
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
服
装
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
一
五
一
九
年
の
カ
ー
ル
五
世
の
神
聖
ロ

ー
マ
皇
帝
選
出
か
ら
一
七
〇
〇
年
の
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
断
絶
ま

で
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
を
支
配
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
カ
ー
ル
五
世
の
時
代
の
一
五
四
二
年
と
一
五
五
二
年
に
住
民
を
五
つ

に
分
け
、
服
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
生
地
が
決
め
ら
れ
た(

9)

。 

① 

農
民
と
日
雇
い
労
働
者
：
三
．
二
五
グ
ム
ン
デ
ン
以
上
の
毛
織
物
の
着

用
を
禁
止
。
一
グ
ム
ン
デ
ン
以
上
の
女
性
用
の
コ
ル
セ
ッ
ト
付
き
の
布

の
着
用
禁
止
。
金
や
銀
の
飾
り
の
つ
い
た
絹
織
物
の
着
用
の
禁
止
。 

② 

都
市
の
職
人
：
英
国
製
の
布
や
一
〇
グ
ム
ン
デ
ン
以
下
の
女
性
の
飾
り

は
着
用
可
。 

③ 

市
民
階
級
（
役
人
、
市
参
事
会
員
、
商
人
、
全
て
の
大
学
教
育
を
受
け

た
者
）：
よ
り
良
い
布
や
、
ス
カ
ー
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
の
付
い
た
女
性

の
絹
織
物
・
ビ
ロ
ー
ド
が
着
用
可
。 

④ 

下
級
貴
族
：
金
の
織
物
は
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の

布
は
着
用
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
飾
り
に
つ
い
て
は
三
〇
グ
ム
ン

デ
ン
以
下
に
抑
え
ら
れ
た
。 

⑤ 

上
級
貴
族
：
全
て
の
贅
沢
な
服
装
を
着
る
こ
と
が
可
能
。 

 

こ
の
規
定
が
狙
い
と
し
た
の
は
、
よ
り
貧
し
い
人
々
が
贅
沢
な
出
費
を
行
っ

て
負
債
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
守
る
た
め
で
あ
っ
た
。
規
定
に
違
反
し
た
場
合
の

罰
則
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
規
則
は
服
装
に
よ
っ
て
身
分
の
差
を
ぬ
ぐ

い
去
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
豊
か
な
市
民
が
貴
族
と
服

装
の
面
で
上
回
る
こ
と
が
し
に
く
く
な
っ
た
の
で
あ
る(

10)

。 

 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
を
始
め
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
都
市
部
に
お
け
る
服
装
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
西
部
の
テ

ィ
ロ
ル
地
方
の
よ
う
に
周
囲
が
山
で
囲
ま
れ
て
あ
ま
り
外
と
の
交
流
の
な
い
地

方
で
は
、地
方
色
豊
か
な
服
飾
が
独
自
の
形
を
取
っ
て
い
た(

11)

。本
章
で
は
、

聖
家
族
像
に
お
け
る
子
ど
も
、
小
さ
な
大
人
と
し
て
の
子
ど
も
、
学
習
す
る
子

ど
も
の
三
つ
の
側
面
か
ら
絵
画
に
描
か
れ
た
子
ど
も
の
服
装
に
つ
い
て
分
析
す

る
。 

 (
二)

聖
家
族
像
に
お
け
る
子
ど
も 

 
一
六
世
紀
の
初
期
に
描
か
れ
た
の
は
、
聖
家
族
像
に
お
け
る
子
ど
も
の
姿
で

あ
っ
た
。
図
一
と
図
二
は
、
い
ず
れ
も
一
六
世
紀
前
半
に
描
か
れ
た
聖
家
族
像

で
あ
る
。
図
一
は
、
テ
ィ
ロ
ル
地
方
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
を
背
景
に
し
て
、 
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図
一 

聖
家
族
（
一
五
一
七
年
）(

12)   

 

神
の
子
イ
エ
ス
と
そ
の
一
族
が
描
か
れ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
真
ん
中
よ
り
上

に
い
る
金
髪
の
赤
ん
坊
が
イ
エ
ス
で
、
イ
エ
ス
の
右
に
い
る
女
性
が
マ
リ
ア
で

あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
中
東
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
出
身
で
あ
る
の
だ
が
、
描
か
れ

て
い
る
人
物
は
一
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
服
装
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

図
は
現
実
離
れ
し
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
解
説
で
は
、
当
時
授
業
で

必
要
と
さ
れ
て
い
た
学
校
道
具
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
子
ど
も

の
服
装
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
図
の
下
の
方
に
は
、
服
を
着
た
五
人
の
子
ど 

          

図
二 

聖
家
族
（
一
五
二
〇
年
）(

13)   

 

も
が
い
る
。
彼
ら
の
服
装
は
、
色
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
も
微

妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
子
ど
も
に
決
ま
っ
た
服
装
が
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。 図

二
は
、
楕
円
上
の
板
に
聖
家
族
を
描
い
た
図
で
あ
る
。
真
ん
中
よ
り
や
や

下
に
地
べ
た
で
学
ぶ
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
一
に
比
べ
る
と
、
着
て
い

る
服
装
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
着
て
い
る
服
の
色
が
微

妙
に
異
な
っ
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
二
つ
の
図
は
、
絵
を
通
し
て
子
ど
も
の
勉
強
の
仕
方
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
子
ど
も
の
服
装
に
つ
い
て
は
共
通
性
が
見
ら
れ
な
い

た
め
、
服
装
に
関
す
る
厳
密
な
ル
ー
ル
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 (

三)

小
さ
な
大
人
と
し
て
の
子
ど
も 

宗
教
改
革
以
前
は
、
子
ど
も
が
描
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
描
か
れ

た
と
し
て
も
図
一
・
図
二
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す
る
絵
画
の
中
で

描
か
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
イ
タ
リ

ア
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
人
文
主
義
）
の
影
響
を
受
け
、
生
の
人
間
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
子
ど
も
は
、
小
さ
な
大
人
と
し
て
の
扱
い
を

受
け
て
い
た
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
服
装
は
大
人
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
七
世
紀
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、

子
ど
も
時
代
が
人
間
の
人
生
の
中
で
重
要
な
発
達
段
階
に
あ
る
と
考
え
て
い
た

人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
た
い
て
い
は
、
子
ど
も
は
小
さ
な
大
人
と
見

な
さ
れ
て
お
り
、
服
装
も
大
人
の
服
装
を
小
さ
く
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
乳

児
期
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
、
子
ど
も
は
当
時
の
大
人
の
流
行
の
服
を
着
て
い
た

の
で
あ
る
。 

 

図
三
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
テ
ィ
ア
ス
と
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
の
側

近
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ン
ヒ
ュ
ラ
ー(Franz  

           

図
三 

ケ
ー
ベ
ン
ヒ
ュ
ラ
ー
伯
爵
一
家
の
図
（
一
六
二
五
年
）(

14)   

 Christoph von K
hevenhüller)

と
最
初
の
妻
バ
ー
バ
ラ
と
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
風
の
服
装
を

着
用
し
て
い
る
。
四
人
の
子
ど
も
が
夫
婦
の
横
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
三

人
の
少
年
は
大
人
と
同
じ
服
装
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
も
右
に
座
っ
て
い

る
少
女
の
バ
ー
バ
ラ
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
み
が
他
の
三
人
と
異
な
る
服
装
を
し

て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
彼
女
の
体
が
小
さ
く
生
後
三
日
で
死
去
し
た
こ
と
に
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よ
る(

15)

。
こ
の
図
に
は
、
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
顔
の
描
き
方

で
あ
る
。
大
人
も
子
ど
も
も
顔
の
大
き
さ
が
同
じ
だ
け
で
は
な
く
、
表
情
も
同

じ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
バ
ー
バ
ラ
の
存
在
で
あ
る
。
バ
ー
バ
ラ

は
、
生
後
三
日
で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
バ
ー
バ
ラ
を
含
め
た
一
家
を
描
く
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
バ
ー
バ
ラ
の
存
在
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
ケ
ー
ベ
ン
ヒ
ュ
ラ
ー
が
す
ぐ
に
描
か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

図
四
は
、
大
学
教
授
の
パ
ウ
ル
・
ヴ
ァ
イ
ト
ナ
ー
と
そ
の
家
族
が
一
五
五
九

年
に
描
か
れ
た
木
版
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
族
が
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
カ
ト
リ
ッ

ク
に
改
宗
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
左
下
に
三
人

の
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
黒
い
服
を
着
て
い
る
の
が
八
歳
の
息
子

で
あ
り
、
足
ま
で
伸
び
る
ス
カ
ー
ト
状
の
白
い
服
を
着
て
い
る
の
が
二
歳
と
五

歳
の
娘
で
あ
る(

16)

。
当
時
の
大
学
教
授
は
市
民
階
級
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
階
級
に
お
い
て
も
子
ど
も
が
小
さ
な
大
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。 図

三
・
四
は
、
貴
族
・
市
民
階
級
の
一
家
が
描
か
れ
た
図
で
あ
る
の
だ
が
、

や
や
現
実
離
れ
を
し
て
い
る
。
現
実
に
や
や
近
い
の
が
、
学
習
す
る
子
ど
も
を

描
い
た
図
五
で
あ
る
。 

  

       

図
四 

ヴ
ァ
イ
ト
ナ
ー
教
授
一
家
の
木
版
画
（
一
五
五
九
年
）(

17)   

 (

四)

学
習
す
る
子
ど
も 

 

一
七
〇
〇
年
に
近
い
時
期
に
な
る
と
、
現
実
に
子
ど
も
が
学
ん
で
い
る
絵
画

が
見
ら
れ
始
め
る
。
図
五
は
、
子
ど
も
が
算
数
と
文
法
を
学
ん
で
い
る
場
面
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
バ
ー
エ
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
州
ラ
ン
バ
ッ
ハ
に
あ
る
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
派
修
道
院
ラ
ン
バ
ッ
ハ
が
所
蔵
し
て
い
る
の
で
、
教
会
学
校
の
学
習
場

面
と
思
わ
れ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
教
師
が
子
ど
も
に
教
え
て
い
る
場

面
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
子
ど
も
と
教
師
と
の
服
装
を

比
較
す
る
。
左
で
数
字
を
書
い
て
い
る
子
ど
も
は
、
青
い
服
を
着
て
、
赤
い
シ

ョ
ー
ル
を
羽
織
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
右
で
何
か
を
書
い
て
い
る
子
ど
も

は
、
黄
色
い
服
を
着
て
い
る
。
教
師
は
、
黒
い
服
の
下
に
灰
色
の
シ
ョ
ー
ル
を 
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図
五 

算
数
と
文
法
を
学
ぶ
子
ど
も
（
一
六
九
九
年
）(

18)   

 

着
て
い
る
。
子
ど
も
の
着
る
服
の
色
は
、
教
師
と
は
異
な
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

じ
服
装
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
た
だ
、
こ
の
教
師
の
来
て
い
る
服

が
当
時
の
流
行
に
合
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
な
い
の
で
、
教
会
で
一
般
的
に
着

ら
れ
て
い
た
服
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 

 

三
．
よ
り
子
ど
も
に
合
っ
た
服
装
へ
の
移
行
（
国
家
主
導
期
） 

(

一)

国
家
主
導
期
に
お
け
る
服
装
の
変
遷 

 

一
七
世
紀
後
半
に
ス
ペ
イ
ン
の
覇
権
が
終
焉
を
迎
え
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
オ
ラ
ン
ダ
の
服
装
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く

フ
ラ
ン
ス
の
流
行
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
宮
廷
は
数
十
年
も
の
間
、
ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
に
従
い
、
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
流
行
を
受
け
入
れ
る
の
を
た
め
ら
い
続
け
た
。
そ
の
間
に
、
ウ
ィ

ー
ン
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
服
装
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
廷
の
服
装
も
完

全
に
金
と
銀
で
占
め
ら
れ
、
贅
沢
な
オ
ラ
ン
ダ
製
の
レ
ー
ス
を
着
て
贅
沢
な
宝

石
を
着
け
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
八
世
紀
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
宮
廷
や
貴
族
が
流
行
を
引
っ
張
る
時
代
は

終
わ
り
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
貴
族
が
市
民
階
級
の
服
装
に
合
わ
せ
る
時
代
と

な
り
、
市
民
階
級
は
政
治
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
流
行
の
面
に
お
い
て
も
宮

廷
・
貴
族
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る(

19)

。 

 
本
節
で
は
、
国
家
主
導
期
に
お
け
る
子
ど
も
の
服
装
に
つ
い
て
、
都
市
部
に

お
け
る
子
ど
も
、
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
子
ど
も
、
国
民
学

校
に
お
け
る
子
ど
も
、
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
子
ど
も
の
四
つ
に
分
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け
て
述
べ
る
。 

 

（
二
）
都
市
部
に
お
け
る
子
ど
も 

一
八
世
紀
の
初
期
に
お
い
て
は
、
貴
族
や
富
裕
層
に
の
み
教
育
の
機
会
が
与

え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
七
七
四
年
に
全
て
の
子
ど
も
を
学
校
に
通
わ
せ
る

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
と
、
学
校
制
度
の
二
元
化
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
節
で
は
庶
民
階
級
が
通
う
国
民
学
校
と
、
貴
族
階
級
が
通
う
リ
ッ
タ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
に
分
け
て
考
え
る
。 

子
ど
も
が
大
人
と
同
じ
服
装
を
着
る
傾
向
は
、
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
続
い
た

も
の
の
、一
八
世
紀
末
頃
か
ら
服
装
が
よ
り
子
ど
も
に
合
っ
た
も
の
に
変
わ
り
、

大
人
の
流
行
と
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
神
聖

ロ
ー
マ
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
が
女
子
生
徒
に（
大
人
の
女
性
の
流
行
で
あ
っ
た
）

コ
ル
セ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ル
セ

ッ
ト
が
女
子
生
徒
の
健
康
を
害
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

統
一
的
な
制
服
の
導
入
は
、
法
制
化
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
い
く
つ
か
の

全
寮
制
学
校
や
孤
児
院
で
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
育
機
関

で
は
、
軍
隊
的
な
秩
序
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
図
六
は
、
聖
体
の
祝
日
に
ウ
ィ

ー
ン
の
孤
児
院
の
子
ど
も
た
ち
が
行
進
す
る
様
子
を
描
い
た
作
者
不
詳
の
ペ
ン

画
（
一
七
五
〇
年
）
で
あ
る
。
子
ど
も
の
服
装
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な 

           

図
六 

ウ
ィ
ー
ン
の
孤
児
院
で
行
進
す
る
子
ど
も
（
一
七
五
〇
年
）(

20)   

 い
も
の
の
靴
を
履
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。一
部
の
子
ど
も
は
、旗
を
持
ち
、

軍
隊
の
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
図
七
で
は
、
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
い
る
母
親
と
三
人
の
子
ど
も
た
ち
（
男

子
一
人
、
女
子
二
人
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
母
親
と
女
子
二
人
が
ビ
ー

ダ
ー
マ
イ
ヤ
ー
時
代
（
一
八
一
五
年
か
ら
四
八
年
ま
で
）
を
反
映
し
た
服
装
を

し
て
い
る(

21)
。 
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図
七 

子
ど
も
と
母
親
（
一
八
一
五
年
）(

22) 
 

 (

三)

ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
子
ど
も
た
ち 

 

次
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ヤ
ー
期
に
お
け
る
画
家
で
あ
る
ヴ

ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー(Ferdinand G

eorg W
aldm

üller)

が
描
い
た
子
ど
も
に

つ
い
て
述
べ
る
。
彼
は
、
主
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
西
部
の
ア
ル
プ
ス
地
方
の
子
ど

も
、
特
に
学
校
に
登
下
校
す
る
姿
に
関
し
て
多
く
の
作
品
を
出
し
て
い
る
。
本

論
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
紹
介
し
た
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
の
三
つ
の
図

を
紹
介
す
る
。 

図
八
は
、
一
組
の
男
女
が
（
ア
ル
プ
ス
地
方
の
）
学
校
か
ら
出
て
家
に
帰
ろ

う
と
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
少
年
は
、
靴
を
履
き
、
赤
い
民
族
衣

装
の
よ
う
な
服
装
を
着
て
、
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
少
女
は

靴
を
履
か
ず
に
農
民
の
服
装
を
し
て
い
る
。
服
装
を
見
る
限
り
は
、
男
子
の
方

が
裕
福
な
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
二
人
と
も
に
大
人
の
服
装
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
服
装
は
「
大
人
世

代
の
農
民
風
の
服
装
」(

23)

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
服
装
は
、
ア
ル
プ
ス
地

方
の
農
民
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
と
同
時
に
、
地
方
の
子
ど
も
は
小
さ
な
大
人

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
手
に
し
て
い
る
も
の
に
注

目
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
男
女
と
も
に
本
を
持
っ
て
い
て
、
女
子
の
み
が
セ
メ

ン
ト
瓦
を
持
っ
て
い
る
。 

図
九
も
同
じ
く
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ル
プ
ス
地
方
の

子
ど
も
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
地
方

の
女
性
は
「
デ
ィ
ル
ン
ド
ル(D

irndl)

」
と
い
う
民
族
衣
装
を
好
ん
で
着
て
い

る
。
泣
い
て
い
る
少
年
を
二
人
の
少
女
が
無
理
や
り
連
れ
行
こ
う
と
す
る
場
面

で
あ
る
。
左
の
家
の
戸
の
方
か
ら
少
年
の
母
親
が
の
の
し
っ
て
い
る
。
少
年
が 

泣
い
て
い
る
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
か
ら
、 

そ
れ
と
も
家
で
母
親
と
け
ん
か
を
し
た
か
ら
か
で
あ
る
が
、
真
偽
を
判
断
す
る 
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図
八 

学
校
か
ら
帰
る
途
中
の
子
ど
も
の
ペ
ア
（
一
八
三
六
年
）(

24)   

 

こ
と
は
出
来
な
い
。
母
親
・
少
女
と
も
に
、
頭
に
ス
カ
ー
フ
を
被
り
、
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
服
装
も
ア
ル
プ
ス
地
方
で
一
般
的
な
も
の

で
あ
る
と
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
少
年
は
頭
に
白
い
帽
子
を
被
り
、
膝
ま

で
伸
び
る
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。
三
人
と
も
裸
足
で
歩
い
て
い
る
。
図
九
の

少
年
・
少
女
と
服
装
が
な
ぜ
異
な
る
の
は
不
明
で
あ
る
。
左
の
赤
い
ス
カ
ー
フ

を
被
っ
て
い
る
少
女
が
右
手
に
教
材
を
持
ち
、
左
手
で
少
年
の
手
を
つ
か
ん
で

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
右
の
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
を
被
っ
て
い
る
少
女
は
、
右
手 

 

図
九 

反
抗
す
る
少
年
（
一
八
五
〇
年
）(

25)   

 

を
少
年
に
体
を
当
て
て
、
左
手
に
教
材
を
持
っ
て
い
る
。
左
の
少
女
は
、
少
年

の
手
を
引
き
、
右
の
少
女
が
少
年
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。 

図
一
〇
は
、子
ど
も
た
ち
が
教
室
を
出
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
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題
名
通
り
、
授
業
が
終
わ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
帰
ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
教
師
の
衣
服
に
注
目
し
て
こ
の
絵
を
紹
介
し
て
い
る

の
だ
が
、
本
論
で
は
子
ど
も
の
衣
服
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
少
年
と
少
女
の
服

装
に
大
き
な
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
絵
を
見
る
限
り
は
、
全
て
の
子
ど
も
は
靴

を
履
い
て
い
な
い
。
少
年
は
、
一
様
に
黒
い
帽
子
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ズ
ボ
ン
を

着
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
中
の
服
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
少
女
は
、
い
ず

れ
も
頭
に
ス
カ
ー
フ
を
被
り
、
デ
ィ
ル
ン
ド
ル
を
着
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
カ

ー
フ
の
色
や
デ
ィ
ル
ン
ド
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
節
で
は
、
ヴ
ァ
ル
ト
マ
イ
ヤ
ー
の
描
い
た
農
民
の
子
ど
も
の
姿
を
見
て
き

た
。
三
つ
の
図
に
お
け
る
子
ど
も
の
服
装
は
、
相
違
点
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、

共
通
点
は
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
図
九
と
図
一
〇
の
少
女
の
服
装
は
、
頭
に

ス
カ
ー
フ
を
被
り
、
腰
に
エ
プ
ロ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
た
デ
ィ
ル
ン
ド
ル

を
着
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
図
八
と
図
一
〇
の
少
年
が
縁
の
あ

る
帽
子
を
被
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
制
服
の
よ
う
に
上
か
ら

ら
下
ま
で
共
通
の
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
着
る

服
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
貴
族
・
庶
民
に
至
る
ま
で
服
装
の
規
定
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
あ
る
程
度
大
人
の
服
装
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

図
一
〇 

放
課
後
（
一
八
四
四
年
）(

26)   

 (

四)

国
民
学
校
（
小
学
校
）
に
お
け
る
子
ど
も 

こ
の
節
で
は
、
国
民
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
服
装
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ル
ト

マ
イ
ヤ
ー
の
作
品
以
外
を
見
て
い
く
。
図
一
一
は
、「
最
初
の
登
校
日
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
家
の
前
で
初
め
て
学
校
に
行
こ
う
と
す
る
少
年
に
祖 

父
が
コ
イ
ン
を
与
え
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
少
年
の
手
に
学
校
道
具
（
石
盤
、

本
、
筆
記
用
具
）
が
革
ベ
ル
ト
で
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
る(

27)

。
右
上
の
風 
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景
を
見
た
限
り
で
は
、
地
方
の
農
村
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
少
年
の
服
装
に

注
目
す
る
と
、
彼
は
裸
足
で
革
製
半
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
い
る
。
左
で
名
残
惜
し

そ
う
に
し
て
い
る
祖
父
の
服
装
と
比
較
す
る
と
、
上
に
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て

い
る
点
と
下
に
黒
っ
ぽ
い
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
い
る
点
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
村
の
少
年
は
、
大
人
の
服
装
に
近
い
服
で
学
校
に
登
下
校
を
し
た
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
図
に
は
、
も
う
一
人
、
右
の
方
で
祖
母
に
抱
か
れ
て
指
を

し
ゃ
ぶ
っ
て
い
る
幼
児
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
丸
い
襟
の
あ
る
青
い
服
を
着

て
い
る
。 

図
一
二
・
図
一
三
・
図
一
四
は
、
同
じ
「
学
校
場
面
」
と
い
う
題
名
の
作
品

で
あ
る
。
同
じ
画
家
が
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
作
者
は
不
明
で
ウ
ィ
ー

ン
市
歴
史
博
物
館
（
現
ウ
ィ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
こ
の
三
つ
の
作
品
を
フ
ェ
ル
ビ
ガ
ー
が
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
改
革
を
行
う
前
に
お
け
る
教
室
風
景
で
あ
る
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
。と
い
う
の
も
フ
ェ
ル
ビ
ガ
ー
が
マ
リ
ア･

テ
レ
ジ
ア
の
招
き
で
ウ
ィ

ー
ン
に
来
た
の
が
一
七
七
四
年
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
図
一
二
は
、
一
八
世
紀

前
半
に
初
等
教
育
機
関
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
学
校
の
授
業
風
景
で
あ
る
。
当
時
の

学
校
は
「
学
校
運
営
の
主
導
権
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
教
区
教
会
に
掌
握
さ

れ
」(

28)

て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
語
学
校
の
教
師
は
教
会
使

用
人
を
兼
ね
て
お
り
、「
あ
ら
ゆ
る
雑
用
を
課
さ
れ
る
一
方
で
、
教
授
法
や
教
え 

           

図
一
一 

最
初
の
登
校
日
（
一
九
世
紀
前
半
）(

29)  

 

る
適
性
な
ど
は
、
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
」(

30)

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

図
一
二
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
子
ど
も
が
教
師
か
ら
読
み
書
き
を

学
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
。左
の
青
い
服
を
着
た
教
師
に
並
ん
で
い
る
少
年
は
、

靴
を
履
い
て
身
分
の
高
い
大
人
と
同
じ
服
装
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

右
の
二
人
の
少
年
は
、
靴
を
履
い
て
お
ら
ず
、
ズ
ボ
ン
の
長
さ
も
膝
ま
で
し
か

な
い
。
ま
た
、
教
師
の
子
ど
も
に
対
す
る
表
情
が
対
照
的
で
あ
る
。
左
の
青
い 
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図
一
二 

学
校
場
面
（
一
七
五
〇
年
頃
）(

31)   

 

服
を
着
た
教
師
は
、
落
ち
着
い
た
表
情
で
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
い
る
の
に
対

し
て
、
右
の
教
師
は
怒
っ
て
い
る
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。
右
の
二
人
の
子

ど
も
の
み
が
別
メ
ニ
ュ
ー
で
読
み
方
を
学
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

こ
れ
は
、
一
斉
教
授
で
は
な
く
習
熟
度
別
教
授
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

暗
く
て
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
後
ろ
の
方
で
勉
強
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
書
き
方
を
自
習
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
左
や
後
ろ
の
方
で
勉
強
し
て
い
る

子
ど
も
の
服
装
は
、
暗
く
て
判
別
が
し
に
く
い
の
に
対
し
て
、
右
の
二
人
の
少

年
は
強
調
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
を
描
い
た
画
家
は

右
で
行
わ
れ
て
い
る
教
授
法
が
問
題
あ
り
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
真
ん

中
で
身
を
乗
り
出
し
て
い
る
赤
い
上
着
を
着
て
い
る
子
ど
も
は
、
右
で
怒
ら
れ

て
い
る
子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
で
後
ろ
か
ら
こ
っ
そ
り
と
答
え
を
教
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

図
一
三
も
同
じ
く
教
会
内
の
ド
イ
ツ
語
学
校
に
お
い
て
教
え
ら
れ
て
い
る
場

面
で
あ
る
が
、
図
一
二
と
の
相
違
点
は
、
二
人
の
黒
い
服
を
着
た
司
祭
が
子
ど

も
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
こ
れ
も
一
斉
教
授

で
は
な
く
個
別
教
授
で
あ
る
。
左
の
座
っ
て
い
る
司
祭
は
書
き
方
を
指
導
し
、

右
の
立
っ
て
い
る
司
祭
は
読
み
方
を
指
導
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
図

も
、
後
ろ
や
左
で
書
き
方
を
勉
強
し
て
い
る
子
ど
も
が
暗
く
描
か
れ
、
右
の
方

で
立
っ
て
い
る
少
年
が
強
調
す
る
よ
う
に
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
書
き

方
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
で
服
装
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
の
は
、
青
い
着

を
着
て
い
る
少
年
の
み
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時
の
上
流
階
級
の
大
人
と
同
じ
服

装
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
右
の
方
で
立
っ
て
い
る
少
年
の
服
装
は
、 
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図
一
三 

学
校
場
面
（
一
七
六
〇
年
頃
）(

32)   

 

靴
を
履
い
て
い
る
も
の
の
、
書
き
方
を
学
ん
で
い
る
少
年
と
比
較
す
る
と
、
異

な
っ
て
見
え
る
。
彼
ら
は
、
襟
が
白
い
ひ
だ
に
な
っ
て
い
る
服
を
着
て
、
腰
に

ひ
も
の
よ
う
な
も
の
を
く
く
り
つ
け
て
い
る
。 

図
一
二
と
図
一
三
を
見
た
場
合
、
い
ず
れ
も
書
き
方
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も

が
上
流
階
級
で
、
図
一
三
で
読
み
方
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
が
中
産
階
級
、
図

一
二
で
読
み
方
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
が
庶
民
階
級
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

教
会
学
校
で
は
、
中
産
階
級
・
上
流
階
級
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
司
祭
が
読
み

書
き
を
教
え
、
庶
民
階
級
の
子
ど
も
の
教
育
は
教
師
（
教
会
使
用
人
）
に
任
さ

れ
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

図
一
四
は
、
教
会
学
校
に
お
い
て
女
子
生
徒
に
対
し
て
修
道
女
（
シ
ス
タ
ー
）

が
教
え
て
い
る
学
校
場
面
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
こ
の
場
面
に
つ

い
て
「
二
人
の
修
道
女
が
教
授
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
教
授
が
よ
り
好
み

さ
れ
て
い
る
」(

33)

と
の
み
述
べ
て
い
る
。
座
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
書
き

方
を
学
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
立
っ
て
い
る
少
女
は
、
教
材
を
持
た
な
い

で
カ
バ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
先
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

真
ん
中
よ
り
や
や
右
に
顔
に
手
を
当
て
て
泣
い
て
い
る
子
ど
も
を
一
人
の
修
道

女
が
な
だ
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
全
体
の
構
成
は
以
上
で
あ
る
が
、
次
に

子
ど
も
の
服
装
に
目
を
向
け
て
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な
服
装
を
し
て
い

る
が
、
リ
ボ
ン
や
帽
子
を
被
っ
て
い
る
点
や
ス
カ
ー
ト
状
の
服
を
着
て
い
る
点

が
共
通
す
る
。
教
師
で
は
な
く
、
修
道
女
が
教
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
女
の

階
層
は
中
産
階
級
以
上
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

以
上
、
三
つ
の
図
を
見
て
き
た
が
、
教
会
内
の
ド
イ
ツ
語
学
校
で
は
統
一
的

な
制
服
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
服
装
が
そ
の
子
ど
も
が
属
す
る 
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図
一
四 

学
校
場
面
（
一
七
六
〇
年
頃
）(

34)   

 

階
層
を
示
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
人
と
同
じ
服
装
を
し
て
い
た
と
言
え
る
。 

 (

五)

リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち 

 

最
後
に
、
貴
族
階
級
の
通
う
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
（
大
学
に
進
学
す
る
た

め
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
等
教
育
機
関
）
に
お
け
る
子
ど
も
の
服
装
に

つ
い
て
述
べ
る
。
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
と
し
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
六
世
紀

に
設
立
さ
れ
た
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
一
五
九

九
年
の
教
育
課
程
（Lehrplan

）
以
降
、
百
年
以
上
も
の
間
教
育
内
容
を
変
え

な
い
ま
ま
教
育
を
行
い
続
け
、
社
会
の
要
望
に
理
解
を
示
そ
う
と
し
て
来
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
七
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
は
、
教
育
的
な
発
展
が
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
教
育
内
容
を
追
い
越
す
よ
う
に
な
っ
た(

35)

。
つ
ま
り
、
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
の
教
育
内
容
が
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
貴
族

や
官
僚
組
織
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育
内
容
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
実
践
に
即
し
た
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。 

リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
ド

イ
ツ
）・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
だ
け
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
設
立
さ
れ
た
貴

族
の
子
弟
の
み
を
対
象
と
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
七
三
五
年
に

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
管
理
が
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
国
家
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

教
育
内
容
の
改
善
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
に
は
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。 

リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
は
、
外
観
か
ら
明
ら
か
に
エ
リ
ー
ト
の
立
場

に
あ
る
と
わ
か
る
。
若
い
貴
族
は
、
宮
廷
に
い
る
よ
う
な
服
を
着
て
、
特
権
が

与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
同
じ
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
い
る
の
だ
が
、
出 
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身
地
や
資
産
に
よ
っ
て
異
な
る
取
り
扱
い
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
宿
泊
場

所
の
違
い
で
あ
り
、
二
つ
ベ
ッ
ド
の
部
屋
か
三
つ
ベ
ッ
ド
の
部
屋
か
共
同
寝
室

か
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
食
事
内
容
に
も
差
が
つ
け
ら
れ
て
い

た
。
図
一
五
は
、
ク
レ
ム
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
（
一

七
八
二
年
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
学
校
形
態
を
変
更
）
の
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

の
生
徒
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
多
く
の

費
用
が
か
か
る
か
、
少
な
い
費
用
で
済
む
か
に
よ
っ
て
三
つ
の
異
な
る
食
事
が

出
さ
れ
て
い
た
。
ク
レ
ム
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
全

て
の
生
徒
の
肖
像
画
を
描
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
、
そ
の
肖
像
画
を
修

道
院
が
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
で
有
名
な
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
っ
た
。

現
在
、
肖
像
画
を
描
く
こ
と
は
中
断
し
て
い
る
も
の
の
、
二
四
〇
も
の
楕
円
上

の
肖
像
画
が
残
さ
れ
て
い
る(

36)

。 

図
一
六
は
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
あ
る
「
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ヴ
ァ
ー
ジ
リ
ア
ヌ
ム
」

(Collegium
 Virgilianum

)

の
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
（
一
七
四
一
年
廃
止
）

の
生
徒
の
服
装
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は
、
一
七
〇
二
年
に
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司

教
の
ヨ
ハ
ン
・
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ト
ゥ
ー
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
貴
族
階
級

だ
け
で
は
な
く
市
民
階
級
の
子
弟
に
も
開
放
さ
れ
た
珍
し
い
学
校
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
授
業
も
ラ
テ
ン
語
で
は
な
く
現
代
語
（
ド
イ
ツ
語
）
で
行
わ
れ
た
。
貴

族
の
他
に
六
人
の
市
民
階
級
の
子
弟
が
通
う
こ
と
が
出
来
た
。
市
民
階
級
の
子 

       

 

図
一
五 

ク
レ
ム
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
お
け
る
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
（
一

八
世
紀
半
ば
）(

37)   

 弟
も
貴
族
階
級
と
同
じ
教
育(Ausbildung)

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
が
、

学
内
で
は
服
装
で
差
を
つ
け
ら
れ
た(

38)

。
貴
族
階
級
は
、
青
い
聖
職
者
風
の

服
装
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
市
民
階
級
は
赤
い
貴
族
風
の
服
を
着
る
必
要
が
あ

っ
た
。
貴
族
階
級
出
身
の
子
弟
が
聖
職
者
の
服
装
で
、
市
民
階
級
の
子
弟
が
貴

族
の
服
装
で
あ
る
の
は
、
奇
妙
に
見
え
る
。 

リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
短
期
間
の
内
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
謎
の
多
い

教
育
機
関
で
あ
る
の
だ
が
、
学
問
よ
り
も
体
育
を
重
視
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
服
装
は
、
基
本
的
に
は
大
人
と
同
じ
も
の 
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図
一
六 

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
（
左
が
貴
族
階
級
の
学

生
で
、
右
が
市
民
階
級
の
学
生
）（
一
七
九
〇
年
頃
）(

39)   

 

で
あ
る
の
だ
が
、図
一
六
の
よ
う
な
珍
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
時
期
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
が
女
性
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を
禁
止
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

子
ど
も
の
衣
装
は
大
人
の
流
行
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
子
ど
も
に
合
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
全
寮
制
学
校
や
孤
児
院
に
制
服
が
導

入
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
、
国
民
学
校
、
リ
ッ
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ア
ル
プ
ス

地
方
の
子
ど
も
は
、
従
来
通
り
大
人
と
似
た
よ
う
な
衣
装
を
身
に
つ
け
て
、
学

校
に
行
っ
て
い
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
発
表
で
は
、
子
ど
も
の
服
装
に
つ
い
て
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
分
析
を

し
て
き
た
。
学
校
が
設
置
さ
れ
た
一
六
・
一
七
世
紀
で
は
、
子
ど
も
の
服
装
は

大
人
の
流
行
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め

に
か
け
て
、
子
ど
も
の
服
装
は
大
人
の
流
行
を
切
り
離
し
、
よ
り
子
ど
も
に
合

っ
た
も
の
に
す
る
傾
向
が
現
れ
始
め
た
。
特
に
、
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
服

装
に
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
点
で
多
様
性
が
見
ら
れ
始
め
た
。 

 

首
都
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
と
す
る
都
市
部
に
お
け
る
服
装
の
歴
史
に
注
目
し
た

場
合
、
二
つ
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
服
装
文
化

が
外
国
の
影
響
を
受
け
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
一
六
・
一
七
世
紀
は
、
ス
ペ
イ

ン
の
影
響
を
受
け
、
一
八
世
紀
は
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
一

六
世
紀
半
ば
に
服
装
規
定
が
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
罰
則
規
定
は
な
く
緩
や
か

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
制
服
の
よ
う
な
服
装
の
統
一
化
が
図
ら
れ
な

か
っ
た
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
多
民
族
・

多
文
化
の
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
君
主
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
ド
イ
ツ
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系
で
あ
る
が
、
そ
の
支
配
地
は
全
盛
期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
半
分
以
上
に
も
上

っ
た
た
め
、
服
装
に
関
し
て
一
律
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ル
プ
ス
地
方
の
テ
ィ
ロ
ル
地
方
に
お
い
て
、
地

方
色
豊
か
な
服
飾
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
証
と
言
え
る
。 

 

教
科
書
に
お
け
る
図
表
分
析
と
比
較
し
た
場
合
、
教
科
書
の
図
表
は
一
八
世

紀
後
半
以
降
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
子
ど
も
の
服
装
は
一
部
を

除
い
て
基
本
的
に
は
大
人
と
同
じ
服
装
で
あ
り
、
子
ど
も
の
服
装
が
大
人
の
そ

れ
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
形
で
本
格
的
に
発
展
し
て
い
く
の
は
一
九
世
紀
後
半
ま

で
待
た
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
教
育
の
深
層
構
造
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
書
き
の
よ
う
な
教
育
内
容
の
整
備
が
第
一
に
考
え
ら

れ
た
の
に
対
し
、
子
ど
も
の
服
装
と
い
っ
た
学
習
環
境
の
整
備
は
そ
の
後
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
四
八
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
子
ど
も
の

服
装
に
つ
い
て
絵
画
を
通
し
て
分
析
し
て
き
た
。
次
に
向
け
て
の
最
初
の
課
題

は
、
一
八
四
八
年
三
月
革
命
以
降
の
子
ど
も
の
学
校
に
お
け
る
服
装
で
あ
る
。

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
写
真
が
発
明
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
絵
画
分
析
と
は
異

な
る
方
法
が
必
要
に
な
る
。
他
に
、
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
が
描
い
た
ア
ル
プ
ス

地
方
の
子
ど
も
の
服
装
の
分
析
も
課
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
本
論
の
分
析
が

ウ
ィ
ー
ン
中
心
で
あ
り
、
テ
ィ
ロ
ル
地
方
の
服
装
文
化
や
子
ど
も
の
服
装
に
関

す
る
分
析
が
ほ
と
ん
ど
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
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九 

モ
ノ
・
コ
ト
と
し
て
の
学
校
再
考 

 
 

―
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ
て 

「
異
な
る
」
も
の
と
し
て
の
学
校
― 

 

伊
井
義
人
・
青
木
麻
衣
子 

 

は
じ
め
に 

 

筆
者
ら
は
、
こ
れ
ま
で
三
年
間
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
先
住
民
に
と
っ
て
の
学
校
観
・
教
育
観
を
分
析
し
て
き
た
。
先
住

民
の
な
か
で
も
、
本
土
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
異
な
り
、
主
に
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
と
の
国
境
沿
い
の
島
嶼
地
域
に
居
住
す
る
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に

焦
点
を
あ
て
、
彼
・
彼
女
ら
に
と
っ
て
の
学
校
の
意
義
・
役
割
を
、
モ
ノ
・

コ
ト
分
析
を
通
し
て
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
独
自
性
お
よ
び
そ
こ
で
得
た
知
見
は
、
主
と
し
て
以
下
の
三
点
で

あ
る
。 

第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
先
住
民
（
島
嶼
民
）」
と
い
う
視
点
か
ら
、

学
校
に
関
連
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
を
考
え
て
き
た
点
で
あ
る
。
先
住
民
に
と
っ

て
、
学
校
は
総
じ
て
「
外
」
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
モ
ノ
や
実
践
さ
れ
る
コ
ト
は
、
先
住
民
に
と
っ
て
は

「
外
モ
ノ
・
コ
ト
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
に
親
和
性
を
持
つ
文
化
か

ら
一
定
の
距
離
を
持
っ
た
先
住
民
に
対
す
る
教
育
を
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
足
が

か
り
に
再
考
す
る
こ
と
は
、
現
在
、
い
わ
ば
自
明
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
学
校
文

化
を
違
っ
た
角
度
か
ら
見
つ
め
直
す
契
機
と
な
る(

1)

。 

第
二
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
学
校
教
育
に
先
住
民
を
「
取
り
込
む
」
手

段
と
し
て
の
モ
ノ
・
コ
ト
分
析
も
可
能
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

主
と
し
て
社
会
的
公
正
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
教
育

を
公
正
に
提
供
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
①
中
等
教

育
の
修
了
と
、
②
そ
の
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、
ニ
ュ
ー
メ
ラ
シ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
基
礎
学
力
の
向
上
が
、
政
策
上
、
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
学
校
や
「
主
流
文
化
」
に
馴
染
み
の
な
い
遠
隔
地
に
住
む
先
住
民
に
と

っ
て
は
、
非
先
住
民
と
の
教
育
格
差
の
是
正
の
た
め
の
支
援
の
充
実
と
と
も

に
、
彼
・
彼
女
ら
を
学
校
に
取
り
込
む
た
め
の
具
体
的
戦
略
（
モ
ノ
・
コ
ト
）

が
必
要
と
さ
れ
る
。 

第
三
に
、
一
見
相
反
す
る
が
一
方
で
、
先
住
民
自
ら
の
文
化
（「
差
異
」）

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
手
段
と
し
て
の
モ
ノ
・
コ
ト
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
文
化
祭
等
の
学
校
行
事
は
、
先
住
民
が
普
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段
の
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
「
伝
統
」
文
化
に
親
し
み
、
そ
れ

ら
を
見
つ
め
直
す
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
が
指
摘

す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
学
校
は
、
す
で
に
自
ら
は
有
し
て

い
な
い
先
住
民
の
「
伝
統
」
を
学
び
、
解
釈
し
、
そ
れ
を
継
承
さ
せ
る
機
能

も
持
つ(

2)

。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
一
部
も
し
く
は
そ
の
機
能
自
体
が
、

文
化
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
モ
ノ
・
コ
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

以
上
三
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ
て
の
学
校

教
育
の
意
義
・
役
割
を
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
に
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
島
嶼
民
・
非
島
嶼
民
の
双
方
に
と
っ
て
、
学
校
は
、
学
び
を
実
践
す

る
場
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
強
制
力
を
持
っ
て
「
通
わ
さ
れ
る
」
場

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
強
制
力
に
対
す
る
心
理
的
負
担
は
、
島
嶼
民
・

非
島
嶼
民
で
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
島
嶼
民
に
と
っ
て
の
学
校
教
育

を
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
可
能
な
限
り
通
時
的
に
整
理
し
、
改
め
て

学
校
文
化
の
深
層
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
研

究
と
の
継
続
性
を
考
慮
し
、
島
嶼
民
の
独
自
性
（
格
差
・
差
異
）
に
焦
点
を

当
て
た
モ
ノ
・
コ
ト
を
中
心
に
分
析
す
る
。 

本
稿
は
、
先
住
民
の
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
モ
ノ
・
コ
ト
を
広
く
分
析
対

象
と
し
て
お
り
、
学
校
建
築
や
教
具
等
、
あ
る
特
定
の
事
象
（
モ
ノ
・
コ
ト
）

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
深
く
考
察
し
て
い
く
と
の
研
究
手
法
を
と
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
内
容
が
網
羅
的
か
つ
概
説
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
の
限
界
も
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
、

モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
の

再
考
を
試
み
る
の
は
、
そ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
き
た

同
地
域
に
お
け
る
島
嶼
民
・
非
島
嶼
民
の
教
育
観
・
学
校
観
を
捉
え
る
「
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
提
供
す
る
と
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る(

3)

。 

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教

育
の
展
開
と
現
状
と
を
、
制
度
・
政
策
史
的
に
概
観
し
、
島
嶼
民
・
非
島
嶼

民
双
方
の
教
育
観
・
学
校
観
の
変
遷
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
同

地
域
の
学
校
に
お
け
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
、
可
能
な
限
り
通
時
的
に
整
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
教
育
観
・
学
校
観
が
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
通
し
て
ど

の
よ
う
に
自
明
視
・
日
常
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。 

 

一
．
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
の
現
状 

  
モ
ノ
・
コ
ト
の
視
点
か
ら
の
教
育
研
究
の
目
的
は
、
日
常
の
「
当
た
り
前
」

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
「
当
た
り
前
」
を
把
握
す
る
た

め
に
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
を
概
観
し
て
お
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
島
嶼
民
・
非
島
嶼
民
の
教
育
観
・
学
校
観
が
同
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地
域
に
、
ど
の
よ
う
に
、
そ
し
て
ど
の
程
度
、
浸
透
し
定
着
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
前
提
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
節
で
は
、
ト
レ

ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
学
校
教
育
の
展
開
と
現
状
と
を
概
観
し
、
同
地
域
に
お

け
る
学
校
教
育
の
「
当
た
り
前
」
を
，
最
初
に
提
示
し
た
い
。 

 

（
１
）
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
へ
の
期
待 

学
校
制
度
が
、
同
地
域
に
持
ち
込
ま
れ
る
前
、
島
嶼
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

で
求
め
ら
れ
る
技
能
（
食
糧
採
集
や
狩
猟
）
は
、
観
察
や
模
倣
そ
し
て
経
験

を
通
し
て
学
ば
れ
て
い
た(

4)

。
そ
れ
ら
は
、
男
女
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的

役
割
分
担
も
な
さ
れ
、年
長
者
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。そ
の
後
、

一
八
七
一
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
協
会(London M

issionary society)

に

よ
っ
て
学
校
が
島
嶼
地
域
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼

地
域
の
出
身
で
は
な
い
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
教
員
が
「
現
地
教
員
」(native 

m
ission teacher)

と
い
う
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
・
彼
女
ら

は
、
島
嶼
民
か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
地
語
を
学
び
、
そ
れ
を
祈
祷
や
英

語
教
授
に
役
立
て
て
い
た
。 

一
八
七
八
年
に
は
、
最
初
の
公
立
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
政
府
は
、
各
島
の
名
望
家
を
首
長
（
マ
ム
ー

ス:m
am

oose

）
と
し
て
任
命
し
、
警
察
官
や
行
政
官
も
指
名
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
彼
ら
の
職
務
の
一
つ
が
、
学
校
の
設
置
・
運
営
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

一
八
七
〇
年
代
か
ら
、「
伝
統
」
的
な
教
育
を
抜
け
出
し
、
島
嶼
民
が
徐
々
に

学
校
制
度
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
制
度
下
に
お

い
て
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
特
性
へ
の
配
慮
は
あ
っ
て
も
、
島
嶼
民

自
身
が
、
教
育
に
関
与
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。 

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

お
よ
び
州
の
先
住
民
教
育
政
策
の
策
定
過
程
に
関
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
主

と
し
て
、
第
一
に
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
が
先
住
民
の
大
多
数
を
占
め
る
ア
ボ

リ
ジ
ナ
ル
と
は
異
な
る
教
育
要
求
を
持
つ
と
、
政
府
側
が
早
く
か
ら
認
識
し

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
一
方
で
、
第
二
に
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
教
育
環

境
が
、
他
地
域
と
比
較
し
て
劣
悪
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。 

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
そ
れ
ま
で
先
住
民
関
係
省
に
よ
り
管
轄
さ
れ
て
き

た
先
住
民
教
育
は
、
本
土
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
対
す
る
教
育
に
限
り
、
そ
の

責
任
が
教
育
省
へ
と
移
管
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
学
校
教
育
環
境
の

整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
へ
の
教
育
は
、
一
九

八
四
年
ま
で
先
住
民
関
係
省
に
よ
り
管
轄
さ
れ
、
施
設
設
備
を
は
じ
め
と
す

る
物
的
資
源
や
教
員
資
格
を
持
っ
た
人
的
資
源
の
配
置
な
ど
、
学
校
教
育
は

長
ら
く
劣
悪
な
環
境
に
置
か
れ
続
け
て
き
た(

5)

。 

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
て
、
連
邦
お
よ
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び
州
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
自
ら
が
島
嶼
民
の
教
育
に

関
与
し
よ
う
と
す
る
流
れ
が
、
一
九
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
醸
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
連
邦
政
府
の
支
援
の
下
、
地
元
住
民
の
有
識
者
に
よ
り
、
ト
レ
ス
海

峡
島
嶼
地
域
教
育
諮
問
委
員
会
（Torres Strait Islander Regional 

Education Consultative Com
m

ittee

：TSIREC

）
が
設
立
さ
れ
た
。 

TSIREC

は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
三
つ
の
政

策
文
書
を
発
表
し
た
。
一
九
八
五
年
に
発
表
し
た
最
初
の
文
書
の
な
か
で
、

彼
・
彼
女
ら
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
」
文
化
の
影
響
を
、
島
嶼
民
の
伝
統
と
西
洋
の
影
響
と
の
間
の
「
従
属
関

係
」
と
呼
び(

6)

、「
西
洋
化
」
に
よ
っ
て
島
嶼
民
の
生
活
様
式
が
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
る
環
境
が
拡
が
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
推

進
す
る
機
関
の
一
つ
が
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
同
時
に

彼
・
彼
女
ら
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ
て
も
学
校
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
会
に
十
全
に
参
加
し
、
成
功
を
お
さ
め
る
た
め
の
格
好
の
、
ま
た
唯

一
の
機
会
で
あ
る
こ
と
も
、
既
に
認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
島
嶼
民
と

し
て
の
「
伝
統
」
の
維
持
・
涵
養
と
同
時
に
、
子
ど
も
達
に
本
土
と
同
等
レ

ベ
ル
の
十
分
な
（proper

）
学
校
教
育
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た

の
で
あ
る(

7)

。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
全
国
的
な
学
力
テ
ス
ト
等

の
影
響
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
い
わ
ば
聖
域
と
見
な
さ
れ
て
き
た
先
住
民
教
育

に
お
い
て
も
教
育
成
果
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う

な
「
伝
統
」
文
化
の
傾
倒
は
、
次
第
に
影
を
潜
め
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
島

嶼
民
文
化
の
尊
重
を
中
心
に
、
地
域
の
教
育
要
請
を
考
慮
し
、
そ
れ
を
実
現

す
る
場
と
し
て
の
学
校
教
育
の
提
供
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
流
社
会
と
同
等
の
教
育

成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
手
段
・
場
と
し
て
の
学
校
が
、
よ
り
一
層
重
視
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。 

同
地
域
を
対
象
と
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
教
育
政
策
で
は
、
そ
の
成
果

の
向
上
を
目
的
に
、
先
住
民
（
島
嶼
民
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
州
教
育
省
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
、
先
住
民
に
彼
・
彼
女
ら
の
求
め
る
「
対
等
」
な
立
場
の
構
築
を
と

も
に
目
指
す
姿
勢
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
身
に

も
責
任
の
共
有
を
促
し
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
学
校
制
度
に
抜
本
的
な

改
革
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 
（
２
）
島
嶼
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
の
現
状 

二
〇
〇
七
年
、
そ
れ
ま
で
各
島
に
一
校
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
た
初
等
教
育

学
校
と
、
木
曜
島
の
中
等
教
育
学
校
と
が
統
合
さ
れ
、
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
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が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
独
立
し
て
い
た
既
存
の
学
校
（
木
曜
島
中
等
学

校
お
よ
び
各
島
の
初
等
学
校
）
を
一
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
一
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と

変
更
す
る
大
規
模
な
学
校
制
度
改
革
は
、
同
地
域
の
教
育
の
管
轄
が
先
住
民

関
係
省
か
ら
教
育
省
へ
と
移
管
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
中
頃
の
教
育
改
革
以

降
、
最
大
の
出
来
事
と
見
な
さ
れ
た(

8)

。
ま
た
、
こ
れ
は
、
州
教
育
省
と

島
嶼
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
上
で
も
重
要
な
制
度
改
革
で

あ
っ
た
。 

タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
設
立
の
目
的
は
、
ひ
と
え
に
、
低
迷
を
続
け
る
同
地

域
の
教
育
成
果
の
向
上
に
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
リ
テ
ラ
シ
ー
調

査
に
端
を
発
す
る
全
国
的
な
学
力
調
査
の
推
進
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
州

間
の
学
力
格
差
の
み
な
ら
ず
、州
内
各
地
域
の
学
力
格
差
を
も
顕
在
化
さ
せ
、

ど
の
地
域
に
ど
の
程
度
の
「
て
こ
入
れ
」
が
必
要
な
の
か
を
示
す
証
拠
を
提

示
し
た
。 

特
に
、
二
〇
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た
全
国
共
通
テ
ス
ト
に
よ
る
学
力
調
査

の
結
果
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
同
州

は
、
北
部
準
州
を
除
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
最
も
学
力
の
低
い
州
の

一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
州
教
育
省
も
こ
の
結
果
を
重
大
に
受

け
止
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
教
育
研
究
所
（Australian Council for 

Educational Research

）
に
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
も
重
視
し
て
き
た
州
内
で
低
迷
を
続
け
る
地
域
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。 

ブ
リ
ス
ベ
ン
や
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
等
、州
南
部
の
子
ど
も
達
の
学
力
は
、

相
対
的
に
高
い
。
一
方
、
ケ
ア
ン
ズ
や
ケ
ー
プ
ヨ
ー
ク
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼

地
域
等
、
州
北
部
の
子
ど
も
達
の
学
力
は
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、

学
力
調
査
の
対
象
と
な
る
リ
テ
ラ
シ
ー
、
ニ
ュ
ー
メ
ラ
シ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
基
礎
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
へ
の
出
席
率
や
義
務
教
育
修
了
後
教
育

へ
の
残
留
率
も
同
様
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
も
、
州
教
育
省
は
、
こ
れ
ら
州
北
部
に
居
住
す
る
先
住
民
の
子

ど
も
達
の
学
力
向
上
を
優
先
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、
彼
・
彼
女
ら
の
教
育
に

積
極
的
に
支
援
を
提
供
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
同
地
域
で
「
十

分
な
」学
校
教
育
の
提
供
が
要
請
さ
れ
始
め
た
、一
九
八
〇
年
代
中
頃
以
降
、

変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
抜
本
的
な
「
て
こ
入
れ
」（
学
校
教
育

制
度
改
革
）
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
低
迷
を
続
け
る
、
同
地
域
の
子

ど
も
達
の
学
力
と
い
う
課
題
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。 

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
に
、
一
九
八
〇
年
代
中
頃
以
降
、
ト
レ
ス
海
峡

島
嶼
地
域
で
は
、
島
嶼
民
と
し
て
の
「
伝
統
」
の
維
持
・
涵
養
と
同
時
に
、

子
ど
も
達
に
本
土
と
同
等
レ
ベ
ル
の
「
十
分
な
」
学
校
教
育
の
提
供
が
求
め
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ら
れ
て
き
た
と
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、

主
と
し
て
全
国
的
な
学
力
調
査
の
結
果
、
同
地
域
の
子
ど
も
達
の
継
続
的
な

学
力
低
迷
が
明
る
み
に
出
さ
れ
、
特
に
後
者
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
流

社
会
と
同
等
の
教
育
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
手
段
・
場
と
し
て
の
学
校
が
よ

り
一
層
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。 

ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
は
、
中
等
教
育
機
関
は
木
曜
島
に
一
つ
し
か
な

く
、
木
曜
島
以
外
（
ア
ウ
タ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
）
の
島
々
出
身
の
子
ど
も
達

は
、
自
ら
が
生
ま
れ
育
っ
た
島
で
は
、
義
務
教
育
修
了
前
の
初
等
教
育
ま
で

し
か
終
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
子
ど
も
達
は
、
七
年
生
修
了
時
点
で
、
木

曜
島
の
中
等
教
育
キ
ャ
ン
パ
ス
に
進
学
す
る
か
、
そ
れ
と
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
本
土
の
中
等
教
育
学
校
に
行
く
か
、
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ウ

タ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
住
む
多
く
の
親
に
と
っ
て
、
本
土
の
学
校
を
選
ぶ
こ

と
は
、
子
ど
も
に
「
よ
り
よ
い
（better

）」
教
育
環
境
を
提
供
す
る
上
で
「
自

然
な
こ
と
」
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
本
土
の
中
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
は
、
島
嶼
民
自
身
が
か
つ
て

「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
」「
西
洋
化
」
と
称
し
て
危
機
感
を
示
し
た
、

自
ら
の
「
伝
統
」
文
化
と
は
対
立
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
制
度
・
政
策
的
観

点
か
ら
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
教
育
を
眺
め
る
と
、
そ
こ
に
は
、
本
土
と

の
間
に
存
在
す
る
地
理
的
・
政
治
的
「
距
離
」
ゆ
え
に
同
地
域
に
も
た
ら
さ

れ
た
複
雑
な
心
理
と
、そ
れ
を
巡
る
関
係
者
の
駆
け
引
き
と
が
見
え
て
く
る
。 

 

２
．
モ
ノ
・
コ
ト
に
見
る
先
住
民
に
と
っ
て
の
学
校
教
育 

 

ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
学
校
教
育
を
、
上
記
の
よ
う
に
、
制
度
的
・
政

策
的
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
そ
こ
に
は
島
嶼
民
・
非
島
嶼
民
間
で
学
校
教
育

観
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
島
嶼
民
と
し
て
の
独

自
性
、
す
な
わ
ち
島
嶼
民
と
非
島
嶼
民
の
間
の
差
異
に
対
す
る
主
張
と
、
教

育
格
差
を
是
正
す
る
必
要
性
と
い
う
、
二
つ
の
「
差
」
に
起
因
す
る
。
し
か

し
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
近
年
で
は
、
前
者
よ
り
も
後
者
に
重
点

が
置
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。 

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
差
」、
つ
ま
り
先
住
民
と
し
て
の
「
独
自
性
」

と
非
先
住
民
と
の
格
差
是
正
を
目
的
と
し
た
学
校
へ
の
「
親
和
性
」
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
り
、ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
き
た
／
い
る
の
か
を
、

モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
分
析
・
検
討
す
る
。 

 
（
１
）
教
員
用
手
引
き
書
（
モ
ノ
） 

TSIREC
の
設
立
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
で
子

ど
も
達
の
教
育
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
一
九
八
〇
年
代
中
頃
に
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は
、
効
果
的
な
教
育
方
法
・
内
容
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
教
育
関
係
者
の
間

で
も
、
活
発
な
議
論
が
為
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
六
～
八
七
年
に
は
、
ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
北
部
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
本
拠
地
を
構
え
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

ク
ッ
ク
大
学
で
（
当
時
）
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
オ
ズ
ボ
ー
ン
（O

sborne, B.

）

を
中
心
に
、
一
連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
。 

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
背
景
に
は
、「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
」

が
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
の
学
校
教
育
に
積
極
的
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

降
直
面
し
て
き
た
、
両
者
の
学
習
形
態
（learning styles

）
の
違
い
に
つ

い
て
の
認
識
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
本
土
に
住
む
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
つ

い
て
は
、
既
に
研
究
の
蓄
積
が
あ
っ
た(

9)

。
し
か
し
、
彼
・
彼
女
ら
と
異

な
る
地
理
的
・
政
治
的
・
歴
史
的
背
景
を
持
つ
島
嶼
民
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

と
は
異
な
る
学
習
形
態
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た(

10)

。
そ
の
た
め
、
ト
レ
ス

海
峡
島
嶼
民
が
好
む
学
習
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
記
述
し
伝
達
す
る

こ
と
は
、
教
員
が
「
適
切
」
な
教
授
法
を
模
索
し
、
結
果
と
し
て
子
ど
も
達

に
満
足
で
き
る
学
習
環
境
を
提
供
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

最
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
木
曜
島
中
等
学
校
（Thursday Island 

State H
igh School

）
お
よ
び
各
初
等
学
校
の
校
長
、
教
員
（
島
嶼
民
の
教

員
を
含
む
）
を
は
じ
め
、
州
教
育
省
関
係
者
、
保
護
者
会
代
表
、
元
生
徒
、

言
語
学
者
等
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成

果
は
、『
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
』（Torres Strait 

W
orking Papers 1-6

）
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
島
嶼

民
の
声
を
多
分
に
反
映
さ
せ
た
、
島
嶼
民
の
た
め
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
教
員
、
ま
た
は
教

員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
島
嶼
民
に
つ
い
て
の
「
適
切
」
な
理
解
を
促
す
上

で
重
要
で
あ
っ
た
。 

 （
２
）
木
曜
島
中
等
学
校 

自
主
製
作
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
（
モ
ノ
） 

一
九
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
前
記
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
そ
の
内
容
の
共
有
の
み
な
ら
ず
、
自
主
製
作
テ
キ
ス
ト

も
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
出
版
は
、
一
九
八
八
年
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
「
入
植
」
二
百
周
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
、
連
邦
政
府
の
財
政
支
援
を
受
け
、
実
現
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
作
成
自
体
は
、
木
曜
島
中
等
学
校
の
、
主
と
し
て
「
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼

研
究
」（Torres Strait Studies

：TSS

）
と
呼
ば
れ
る
授
業
の
な
か
で
行

わ
れ
た
。 

こ
の
授
業
の
テ
ー
マ
は
大
き
く
伝
統
文
化
、歴
史
、言
語
に
大
別
で
き
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
①
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
お
よ
び
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
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に
つ
い
て
、
生
徒
自
ら
が
調
べ
、
そ
の
成
果
を
（
グ
ル
ー
プ
で
）
ま
と
め
る

こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
点
、
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
特
に
長
老
を
含
む
ア

カ
や
ア
テ
（
現
地
の
言
葉
で
「
お
ば
あ
あ
さ
ん
」「
お
じ
い
さ
ん
」
を
意
味
す

る
）
の
協
力
を
必
須
と
し
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。 

表
１
は
、
木
曜
島
中
等
学
校
が
当
時
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
一
覧
に
し
て

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
か
ら
八
九
年
ま
で
の
間
の
五
年
間
に
、

九
冊
の
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
表
中
①
～
④
ま
で
は
、「
ト
レ
ス
海
峡
島

嶼
研
究
」、
⑤
、
⑦
～
⑨
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
英
語
、
地
域
語
と
い

っ
た
言
語
の
授
業
の
な
か
で
／
た
め
に
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
①
～
⑦
ま
で
は

生
徒
に
よ
り
、
⑧
・
⑨
は
学
校
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
の
子
ど
も
達
に
、

地
域
の
歴
史
や
自
文
化
に
誇
り
を
持
つ
機
会
を
提
供
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
の
題
材
を
扱
い
、
そ
の
た
め
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
を

必
要
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
が
文
化
継
承
の
場
と
し
て
機
能
し
得
る

こ
と
を
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
広
く
知
ら
し
め
る
契
機
に
な
っ
た
。
実
際

に
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、
現
在
で
も
木
曜
島
の
ニ
ュ
ー
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
（
新
聞
販
売
店
兼
雑
貨
屋
）
や
土
産
物
屋
、
ア
ウ
タ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の

ス
ー
パ
ー
等
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
島
嶼
地
域
内
外
の
人
々
に
同
地
の
歴

史
・
文
化
を
紹
介
す
る
貴
重
な
モ
ノ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

表１ 木曜島中等学校が作成したテキスト一覧 
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（
３
）
学
校
行
事
（
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
文
化
祭
）（
コ
ト
） 

タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
文
化
祭
は
、
例
年
、
第
三
学
期
が
終
わ
る
数
日
前

の
九
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
。こ
の
行
事
は
、木
曜
島
中
等
学
校
の
時
か
ら
、

継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
、
島
嶼
地
域
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

「
カ
レ
ッ
ジ
の
文
化
祭
」
と
い
え
ど
も
、
こ
の
行
事
は
広
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
開
放
さ
れ
た
行
事
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
ま

た
同
時
に
、
ダ
ン
ス
の
指
導
や
歌
と
楽
器
に
よ
る
伴
奏
、
伝
統
料
理
に
よ
る

昼
食
の
準
備
等
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
行

事
で
も
あ
る
。 

文
化
祭
当
日
は
、
通
常
、
午
前
中
の
早
い
時
間
帯
に
、
教
室
内
で
様
々
な

催
し
物
が
開
催
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
木
曜
島
を
舞
台
と
し
た
映
画
の
上
映
会
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二

〇
〇
八
年
以
前
は
、
文
化
資
料
室
「
ク
ラ
・
マ
タ
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
一
般

公
開
も
行
わ
れ
て
い
た(

11)

。
文
化
資
料
室
に
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
生
徒

作
成
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
、
島
嶼
民
が
「
伝
統
」
的
な
ダ
ン
ス
を
踊
る

際
に
頭
に
つ
け
る
ヘ
ッ
ド
ド
レ
ス
、
か
つ
て
真
珠
貝
採
取
の
た
め
ダ
イ
バ
ー

が
身
に
付
け
た
潜
水
服
等
の
実
物
の
展
示
も
あ
っ
た
。 

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
に
は
、
校
内
の
広
場
で
、
各
島
の
伝
統
的
な
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
る
。
木
曜
島
に
位
置
す
る
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
中
等
教
育
キ
ャ

写真１ 生徒作成による教材（『お

ばあさんとおじいさん』（⑥）） 

 

写真２ 生徒作成による教材 

（『トレス海峡島嶼地域における 

座礁と海の物語』（⑦）） 
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ン
パ
ス
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
唯
一
の

中
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
ま
た
、
木
曜
島
は
同
地
域
の
行
政
の
中
心
地
で
あ

り
、
も
と
も
と
は
、
そ
の
多
く
が
各
島
を
出
自
と
す
る
多
様
な
背
景
を
持
つ

人
々
の
集
合
体
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
化
祭
で
こ
の
よ
う
に
各
地
の
ダ

ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
踊
る
生
徒
に
と
っ
て
も
、
ま
た
そ
れ
を

見
る
児
童
・
生
徒
、
さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
と
っ
て
も
、

各
島
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
、
自
分
が
そ
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
つ
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
上
級
生
の
「
か
っ
こ

い
い
」
ダ
ン
ス
は
、
特
に
学
年

の
低
い
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

「
伝
統
」
文
化
を
維
持
・
涵
養

す
る
先
住
民
と
し
て
の
良
き
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
文
化
祭
で
は
、
児
童
・

生
徒
に
よ
る
ダ
ン
ス
だ
け
で
は

な
く
、
島
嶼
民
教
員
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
（
主
と
し
て
非
島

嶼
民
）
教
職
員
に
よ
る
ダ
ン
ス

も
披
露
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
生
懸
命
に
ダ
ン
ス
を
踊
る
非
島
嶼
民
教
職

員
に
対
し
、
児
童
・
生
徒
か
ら
は
賞
賛
の
拍
手
・
口
笛
が
送
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
、
先
住
民
の
上
級
生
の
踊
る
「
か
っ
こ
い
い
」
ダ

ン
ス
に
対
す
る
も
の
と
は
質
の
違
う
も
の
で
あ
る
。
少
し
穿
っ
た
見
方
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
文
化
祭
に
お
け
る
「
伝
統
的
」
な
ダ
ン
ス
は
、
子
ど
も

達
・
教
職
員
を
、
普
段
の
学
校
に
お
け
る
力
関
係
か
ら
解
放
し
、
非
日
常
の

空
間
を
作
り
出
す
上
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

昼
食
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
協
力
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
伝
統
的
な
パ
ン
の
一
種
で
あ
る
ダ
ン
パ
ー
や
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民

の
み
が
捕
獲
を
許
さ
れ
て
い
る
ウ

ミ
ガ
メ
や
ジ
ュ
ゴ
ン
、
さ
ら
に
は

同
地
域
の
特
産
で
あ
る
伊
勢
エ
ビ

な
ど
を
使
っ
た
料
理
等
、
普
段
は

あ
ま
り
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ご
ち
そ
う
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
昼
食
の
提
供
も
、
そ

れ
が
意
図
的
か
無
意
図
的
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
子
ど

も
達
が
、
文
化
祭
を
通
し
て
同
地

写真３ 文化祭でのダンスの様子 

写真４ 伝統的な料理 
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域
の
「
伝
統
」
に
気
づ
く
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
４
）
授
業
形
態
（
言
語
教
育
、
文
化
伝
承
、
学
習
・
生
活
習
慣
）（
コ
ト
） 

こ
こ
で
は
、「
長
老
」「
就
学
前
教
育
」
が
担
う
役
割
を
視
点
と
し
て
、
同

地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
の
授
業
形
態
を
考
察
す
る
。
島
嶼
民
の
子
ど
も
達

は
、
非
島
嶼
民
の
子
ど
も
達
と
比
べ
、
家
庭
と
学
校
の
使
用
言
語
や
習
慣
が

違
う
こ
と
に
違
和
感
を
も
つ
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
役

割
は
、
島
嶼
民
の
子
ど
も
達
が
、
学
校
に
お
け
る
習
慣
を
「
身
体
化
」
し
て

い
く
過
程
で
重
要
と
い
え
る
。 

第
一
に
、
長
老
（elder

）
の
役
割
で
あ
る
。
長
老
は
、
学
校
制
度
の
な
か

で
独
立
し
た
一
つ
の
職
階
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
島
嶼
地
域
内
で
の
通
称
に

基
づ
く
役
割
で
あ
る
。
長
老
は
、
か
つ
て
、
各
島
の
首
長
（
マ
ム
ー
ス
）
を

務
め
た
「
名
家
」
の
年
長
者
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
名
家
は
、
政

治
的
・
経
済
的
・
行
政
的
な
面
で
、
島
の
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
「
家
系
」
よ
り
も
、
学
校
教
育
に
親
和
性
を
有
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

学
校
に
勤
務
す
る
長
老
は
、
正
式
に
は
、
先
住
民
教
育
職
員
（Aboriginal 

and Torres Strait Islander Education W
orkers

）
と
呼
ば
れ
る
人
々

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
長
老
が
こ
の
職
務
に
就
く
こ
と
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
的
に
は
、
教
員
資
格
の
取
得
を
目
指
す

先
住
民
が
経
験
を
積
む
た
め
、
こ
の
職
務
に
就
く
事
例
が
多
い
。
島
嶼
地
域

で
も
、
長
老
が
先
住
民
教
育
職
員
を
勤
め
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
希
少
な

事
例
と
い
え
る
。 

こ
こ
で
は
、
バ
ド
ゥ(Badu)

島
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
バ
ド
ゥ
島
は
、
木

曜
島
の
北
に
位
置
す
る
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
な
か
で
「
主
導
権
」
を

持
つ
島
の
一
つ
で
あ
る
。
古
く
か
ら
教
育
を
重
視
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、

長
老
の
活
躍
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

先
住
民
教
育
職
員
と
し
て
の
長
老
の
職
務
は
、
明
確
に
は
規
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、「
象
徴
」
的
と
表
現
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
長
老
は
、
学
校
中
を
歩

き
回
り
、
必
要
に
応
じ
て
教
育
活
動
に
加
わ
り
、
島
嶼
民
の
子
ど
も
達
が
教

員
の
指
示
に
従
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
彼
・
彼
女
ら
を
戒
め
る
。
非
島
嶼

民
教
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
子
ど
も
達
も
、
長
老
の
言
葉
に
は
耳
を
傾
け
る

傾
向
が
あ
る
。 

一
方
、
学
校
行
事
で
あ
る
文
化
祭
に
は
、
文
化
の
継
承
者
で
あ
る
、
地
元

の
長
老
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
先
述
の
通
り
、
伝
統
的
な
歌
や
楽
器
の
演

奏
、
さ
ら
に
は
ダ
ン
ス
の
指
導
、
昼
食
の
調
理
な
ど
は
、
地
域
の
島
嶼
民
の

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
彼
・
彼
女
ら
を
ま
と
め
る
の
は
長
老
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
の
「
伝
統
」
言
語
も
、
地
域
人
材
の
活
用
を
通
し
て
、
文
化
や
コ
ミ
ュ
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ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
密
接
に
し
つ
つ
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
教
育
実
践
か
ら
、
長
老
は
「
島
嶼
民
の
文
化
背
景
を
非
島
嶼
民

教
員
に
伝
え
る
」と
同
時
に
、「
学
校
文
化
を
生
徒
に
浸
透
さ
せ
る
」と
い
う
、

両
者
に
と
っ
て
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、
子

ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
側
も
長
老
に
は
敬
意
を
示
し
て
い
る
。
先
述

の
「
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
名
称
も
地
域
の
長
老
の
発
案
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
ま
た
、
カ
レ
ッ
ジ
の
「
年
次
報
告
書
」
の
冒
頭
に
は
、
常
に
学
校
長

か
ら
長
老
へ
の
敬
意
が
示
さ
れ
る
。 

第
二
に
、
島
嶼
民
の
子
ど
も
達
が
学
校
文
化
に
適
応
す
る
た
め
教
育
実
践

で
あ
る
「
ス
ト
レ
イ
ト
・
ス
タ
ー
ト
」（Strait Start
）
を
紹
介
し
た
い
。

こ
れ
は
、
島
嶼
民
生
徒
が
義
務
教
育
後
も
心
理
的
負
担
な
く
、
進
級
し
て
い

く
た
め
に
、「
継
ぎ
目
の
な
い
」（seam
less

）
学
校
を
目
指
し
た
タ
ガ
イ
・

カ
レ
ッ
ジ
が
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
設
定
し
た
就
学
前
「
前
」
教
育
コ

ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
三
歳
半
の
子
ど
も
達
を
あ
つ
め
、
日
常
生
活
と

学
校
生
活
の
溝
（
差
異
）
を
埋
め
る
た
め
の
訓
練
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
差
異

と
は
、
例
え
ば
「
椅
子
に
座
る
習
慣
」
で
あ
り
、「
活
字
文
化
」
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
他
に
も
、
他
の
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
食
生
活

改
善
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
を
重
視
す
る
「
よ
く
食
べ
、
活
動
す
る
」（Eat 

W
ell, Be Active

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
学
校
は
、
こ
の

よ
う
に
、
学
校
で
の
習
慣
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生
活
に
お
け
る
「
よ
り
よ
い
」

習
慣
を
習
得
す
る
た
め
に
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

（
５
）
地
域
主
要
メ
デ
ィ
ア
『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』（
モ
ノ
） 

『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
行
政
の
中
心
地

で
あ
る
木
曜
島
で
毎
週
水
曜
日
に
発
行
さ
れ
る
、
同
地
域
か
ら
発
信
さ
れ
る

唯
一
の
紙
媒
体
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
一
八
八
八
年
の
創
刊
以
来
、
読
者
の

大
半
は
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
で
あ
る
。
毎
号
三
千
部
発
行
さ
れ
る
同
紙
は
、

ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
地
域
と
隣
接
す
る
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
北
部
（
本
土
）
の
ケ
ー
プ
ヨ
ー
ク
地
域
、
島
嶼
民
が
多
く
移
り

住
ん
で
い
る
ケ
ア
ン
ズ
や
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
で
も
販
売
さ
れ
、
先
住
民
の
有
効

な
情
報
収
集
・
共
有
の
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
理

的
な
遠
・
近
に
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
と
し
て
の
「
一
体
感
」

や
「
絆
」
を
培
う
重
要
な
モ
ノ
と
も
い
え
る
。 

『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
そ
の
読
者
の
多
く
が
標
準
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
英
語
を
母
語
と
し
な
い
た
め
、
基
本
的
に
簡
易
な
英
語
で
書
く
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
写
真
や
図
表
等
が
多
用
さ
れ
、「
わ
か
り
や
す
さ
」

を
重
視
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の
原
則
が
功
を
奏
し
、
実
際
に
、

ケ
ー
プ
ヨ
ー
ク
、
バ
マ
ガ
の
初
等
学
校
に
は
『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
が
寄
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贈
さ
れ
、
リ
テ
ラ
シ
ー
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、
子
ど
も
達
の
「
教
材
」

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

同
紙
に
お
い
て
教
育
に
関
す
る
記
事
は
、
ほ
ぼ
毎
号
、
少
な
く
と
も
一
つ

以
上
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
創
設
以
降
は
、
そ

れ
ら
の
記
事
と
は
別
に
、
学
校
の
休
暇
中
を
除
き
毎
週
、「
カ
レ
ッ
ジ
・
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
」の
掲
載
も
始
め
ら
れ
た
。紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
定
期
的
に
公
表
し
て
い
る
学
校
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
州
内
に
お
い
て
も
珍
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
地
元
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
と

連
携
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
公
開
し
て
い
る

事
例
は
少
な
い
。 

「
カ
レ
ッ
ジ
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
に
は
、
通
常
、
新
聞
の
見
開
き
二
頁

が
使
わ
れ
て
い
る
。
カ
レ
ッ
ジ
全
体
の
行
事
・
成
果
報
告
だ
け
で
な
く
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介
や
活
動
報
告
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
島
嶼
民
の
ほ
と
ん

ど
が
目
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
の
連
絡
・
報
告
等
も
、
こ
の
紙
面
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

学
校
の
休
暇
期
間
の
案
内
や
文
化
祭
等
、
学
校
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
職

業
教
育
訓
練
（Vocational Education and Training

：VET

）
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
の
お
願
い
等
、様
々
な
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
る
。 

ま
た
、
カ
レ
ッ
ジ
設
立
の
背
景
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
全
体
の
報
告
で
は
、
教
育
・
学
習
成
果
に
つ
い
て
の
内
容
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら
、『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
で
は
、
表
彰
を

受
け
た
子
ど
も
や
各
学
校
の
ス
ク
ー
ル
・
リ
ー
ダ
ー
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
カ
レ
ッ
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
一
学
期
の
間
、
一
度
も
学
校
を
休
ま
な

か
っ
た
児
童
・
生
徒
の
名
前
が
す
べ
て
島
（
キ
ャ
ン
パ
ス
）
ご
と
に
明
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
自
身
、
そ
し
て
保
護
者
に
、「
学

校
に
毎
日
通
う
」
と
い
う
い
わ
ば
「
日
常
的
」
な
行
為
が
、
称
え
ら
れ
る
べ

き
「
よ
き
行
い
」
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
る
上
で
効
果
的
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
校
長
や
教
員
に
は
、
各
島
の
出
席
率
を
一
覧
に
し
て

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
（
記
事
１
）、
競
争
意
識
を
あ
お
り
、
出
席
率
一
〇
〇
％

と
い
う
目
標
を
再
確
認
す
る
契
機
を
提
供
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
出
席
率
・
残
留
率
だ
け
で
な
く
、
学
力
を
量
的
に
示
す
最
た
る

手
段
と
さ
れ
る
全
国
的
な
学
力
調
査
に
つ
い
て
も
、
毎
年
、
図
表
入
り
で
詳

し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
試
験
の
前
に
は
、
試
験
の
内
容
や
方
法
、
そ
こ
で

測
ら
れ
る
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
過
去
の
問
題
と
と
も
に
提
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
試
験
の
結
果
の
公
表
時
期
に
は
、
タ
ガ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
の

子
ど
も
達
の
成
果
が
、
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
示
さ
れ
る
。 
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こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
中
等
教
育
や
中
等
教
育
後
教
育
へ
の
進
学
・
就
職

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

先
住
民
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
既
に
大
学
や
高
等
継
続
教
育

（Technical and Further Education: TAFE

）
へ
進
学
し
、「
成
功
」

を
収
め
た
先
輩
に
関
す
る
記
事
を
写
真
付
き
で
掲
載
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
レ
ッ
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
記
事
２
）、

子
ど
も
達
の
進
路
状
況
を
、
グ
ラ
フ
等
を
用
い
て
解
説
し
、
そ
れ
ら
を
学
校

（
カ
レ
ッ
ジ
）
の
成
果
と
し
て
提
示
す
る
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
は
用
い
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。 

こ
れ
ら
は
、
一
様
に
、『
ト
レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
と
い
う
地
域
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
、「
教
育
」
お
よ
び
「
学
校
」
は
良
い
も
の
だ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
・

浸
透
さ
せ
、
保
護
者
、
そ
し
て
児
童
・
生
徒
自
身
が
学
校
へ
足
を
向
け
る
環

境
を
構
築
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
成
果
の
達
成
が
求

め
ら
れ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
に
学
校
が
そ
の
実
践
や
成
果
を
広
く
公
表
す
る

こ
と
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
点
か
ら
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。 

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け
る
モ
ノ
・
コ
ト
は
、

第
一
に
島
嶼
民
の
差
異
を
維
持
、
尊
重
す
る
機
能
、
第
二
に
島
嶼
民
・
非
島

嶼
民
間
の
格
差
の
是
正
を
目
的
す
る
機
能
を
担
っ
て
き
た
と
整
理
で
き
る
。 

記事１ 『トレス・ニュース』「校長からの一言」（20-26 June 2007） 
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こ
れ
ら
、
二
つ
の
機
能
は
、
矛
盾
す
る
機
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
双
方
と
も
に
、
島
嶼
民
を
学
校
シ
ス
テ
ム
に
「
取
り
込
む
」
機
能

を
有
し
て
い
る
と
の
共
通
点
を
持
つ
。
シ
ス
テ
ム
へ
の
「
取
り
込
み
」
に
つ

い
て
、
そ
の
是
非
は
本
論
で
は
問
わ
な
い
。
し
か
し
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
実
践

に
あ
た
り
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
島
嶼
民
自
身
が
主
体
的
に
そ
の

「
取
り
込
み
」
に
意
図
的
・
無
意
図
的
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。 

 お
わ
り
に
―
―
ま
と
め
に
か
え
て 

 

こ
こ
ま
で
モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に
お
け

る
学
校
教
育
を
再
考
し
て
き
た
。
島
嶼
民
に
と
っ
て
、
学
校
文
化
の
自
明
性

と
、
そ
れ
に
伴
う
強
制
力
に
対
す
る
抵
抗
感
は
、
非
島
嶼
民
の
そ
れ
に
比
し

て
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
島
嶼
民
（
家
庭
）
文
化
と
学

校
文
化
と
の
違
い
へ
の
適
応
に
加
え
、
島
嶼
民
生
徒
の
学
力
低
迷
が
引
き
起

こ
す
悪
循
環
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
で
は
、
一

九
八
〇
年
代
以
降
、「
教
員
用
手
引
き
書
」「
テ
キ
ス
ト
」「
文
化
祭
」
さ
ら
に

は
普
段
の
授
業
形
態
に
至
る
ま
で
、
島
嶼
民
に
と
っ
て
「
異
な
る
」
も
の
で

記事２ 『トレス・ニュース』「2008年進路状況」（22-28 Oct 2008） 
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あ
る
「
学
校
」
に
、
自
ら
の
教
育
要
求
・
文
化
を
い
か
に
組
み
込
ん
で
い
く

か
に
注
意
が
払
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て

き
た
モ
ノ
・
コ
ト
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
異
な

る
存
在
と
し
て
の
「
学
校
」
に
適
応
す
る
過
程
で
、
自
文
化
と
の
均
衡
を
と

る
こ
と
が
、
島
嶼
地
域
の
学
校
教
育
の
継
続
し
た
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
戦
略
が
意
図
的
・
無
意
図
的
に
為
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
者
、
す
な
わ
ち
こ
の
無
意
図
的
活
動
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
諸
モ
ノ
・
コ
ト

に
、
深
層
構
造
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
先
住
民
の
「
差
異
」
に
焦
点
を
当

て
た
モ
ノ
・
コ
ト
は
、
特
に
授
業
の
な
か
で
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、『
ト

レ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
活
用
に
窺
え
る
よ
う
に
、
学
校
は
、
非
島
嶼
民
と
の

格
差
の
是
正
に
取
り
組
む
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、

島
嶼
民
文
化
と
主
流
社
会
の
文
化
の
均
衡
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
モ
ノ
・
コ
ト
を
視
点
と
し
て
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
に

お
け
る
学
校
教
育
を
歴
史
的
に
見
て
い
く
と
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ

て
学
校
は
、
現
在
で
も
依
然
と
し
て
、
自
分
達
と
は
一
定
の
距
離
を
持
っ
た

主
流
社
会
の
モ
ノ
・
コ
ト
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年

で
は
特
に
、
島
嶼
民
を
取
り
込
む
モ
ノ
・
コ
ト
の
役
割
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
た
め
、
彼
・
彼
女
ら
に
と
っ
て
「
意
識
的
」
に
モ
ノ
・
コ
ト
と
し
て
認
識

さ
れ
る
学
校
の
存
在
が
一
層
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
筆
者
ら
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
を
土
台
と
し
て
、
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
地
域
の
教
育
観
・
学
校
観
を
、
モ

ノ
・
コ
ト
を
視
点
に
網
羅
的
に
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。そ
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ノ
・
コ
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
設
立
の
背
景
や
具
体
的
内
容
等

を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

  

注 

（
1
）
添
田
晴
雄
「『
モ
ノ
』『
コ
ト
』
に
よ
る
比
較
教
育
史
の
可
能
性
―
―

学
習
具
の
歴
史
を
事
例
に
」
教
育
史
学
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前

線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七
九
頁
。 

（
2
）
鈴
木
清
史
『
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ 

抑
圧
と
伝
統
の
は
ざ
ま
で
』
明

石
書
店
、
一
九
九
五
年
．（
特
に
、
第
四
章 

ア
ボ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
文
化
の
学
習 

を
参
照
の
こ
と
） 

（
3
）
矢
野
は
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「『
モ
ノ
』
に
注
目

し
た
研
究
が
『
観
念
』
と
切
れ
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
の
か
と
問
え

ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、『
観
念
』
に
つ
い
て
の
と

ら
え
方
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
い
っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
観
念
』
を
人
間
の
精
神
的
所
産
と
し
て
見
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
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れ
を
生
み
出
し
、
支
え
て
い
る
『
モ
ノ
』
の
世
界
に
根
拠
づ
け
て
考

え
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。･･･

。
す
な
わ
ち
、『
観
念
』
と
『
モ

ノ
』と
の
関
係
に
注
目
し
て
い
え
ば
、両
者
の
間
に
は
相
互
規
定
的
、

相
互
交
流
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
矢
野
裕
俊

「
第
十
三
章 
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
と
教
育 

第
二
節 

教
室
と
い

う
場
で
の
教
育
慣
行
―
―
「
モ
ノ
」
と
の
関
係
に
注
目
し
て
」
教
育

史
学
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前
線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
，
二
〇

〇
七
年
，
二
八
四
頁
。） 

（
4
）N

oel G
. Finch, Torres Strait Island Education: Past, 

Present and a Proposal for the Future Re-organization 

of the Prim
ary School System

, 1975, pp.50-51. 

（
5
）
例
え
ば
、
教
員
も
、
正
規
の
教
員
資
格
を
持
っ
た
教
員
で
は
な
く
、

短
期
間
の
研
修
に
よ
り
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
長
ら
く
頼
っ
て
き
た
。 

（
6
）Torres Strait Islander Regional Education Com

m
ittee, 

Policy Statem
ent on Education in Torres Strait, 1985, 

p.13. 

（
7
）
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
は
、
本
土
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
、
か
つ
文
化
的
に

適
切
な
教
育
をproper education

と
表
現
す
る
。
こ
の
言
葉
は
、

現
在
で
も
、教
育
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
多
々
耳
に
す
る
。 

（
8
）‘M

ost-significant reform
 in education for Torres Strait’, 

Torres N
ew

s, 25-31, 10, 2005. 

（
9
）Barry O

sborne, Torres Strait islander Styles of  

Com
m

unication and Learning: Torres Strait W
orking 

Paper 1 , 1986, p.2. 

（
10
）Ibid., p.2. 

（
11
）
二
〇
〇
七
年
十
月
、
四
人
の
若
者
が
侵
入
し
、
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
工
芸
品
が
破
損
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。物
品
の
中
に
は
、

物
故
者
が
亡
く
な
る
と
き
に
寄
付
し
た
も
の
な
ど
、値
段
で
は
測
れ

な
い
貴
重
な
物
品
も
あ
り
関
係
者
は
心
を
痛
め
て
い
る
。 
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一
〇 

一
九
世
紀
末
に
お
け
る
外
国
人
の
日
本
見
聞 

―
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
写
真
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン

の
場
合
①

― 
 

梶
井 

一
暁 

 

一
．
問
題
の
所
在 

  

日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
の
見
聞
が
、
日
本
の
文
化
や
風
俗
の
特
質
を
考
察
す

る
た
め
の
情
報
と
し
て
有
益
で
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
る(

1)

。と
り
わ
け
一
九
世
紀
後
半
、江
戸
時
代
も
幕
末
開
国
期
、

欧
米
を
中
心
に
来
日
す
る
者
が
増
加
し
、
外
国
人
は
近
代
日
本
史
の
見
聞
者
の

ひ
と
り
と
な
っ
て
き
た
。
国
籍
、
職
業
、
専
門
、
性
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
背

景
を
も
つ
者
が
来
日
し
、
な
か
に
は
滞
在
中
に
見
聞
し
た
内
容
や
印
象
を
書
き

残
す
者
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
外
国
人
の
日
本
見
聞
に
関
す
る
情
報
は
、
少
な

く
と
も
つ
ぎ
の
二
点
で
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
一
は
、
出
身
の
国
や
地
域
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
の
日
本
観
察
に
よ
り
、

日
本
の
文
化
や
習
俗
の
特
質
が
照
射
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
世

紀
、
急
速
に
欧
化
す
る
近
代
日
本
の
観
察
者
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス

ト
教
文
化
的
な
観
点
か
ら
、
お
よ
そ
そ
の
優
位
を
前
提
に
、
日
本
の
文
化
や
風

俗
に
つ
い
て
批
判
的
評
価
を
与
え
た
ひ
と
り
が
、
バ
ジ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で

あ
っ
た(

2)

。
他
方
、
必
ず
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
優
位
と

し
な
い
目
線
か
ら
、
新
旧
の
文
化
や
風
俗
の
混
交
す
る
近
代
日
本
を
と
ら
え
、

伝
統
的
な
風
物
や
習
俗
に
共
感
的
な
ま
な
ざ
し
を
む
け
た
ひ
と
り
が
、
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
で
あ
っ
た(

3)

。
彼
ら
外
国
人
に
よ
る
日
本
観
察
は
、
日
本

を
批
判
的
に
み
る
か
好
意
的
に
み
る
か
日
本
評
価
の
問
題
は
と
も
か
く
、
そ
れ

が
日
本
の
外
部
を
知
る
者
と
し
て
の
彼
ら
の
ま
な
ざ
し
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
も

の
ゆ
え
、
そ
の
比
較
的
視
座
に
よ
り
、
日
本
の
文
化
や
風
俗
、
あ
る
い
は
習
慣

や
意
識
の
特
質
を
浮
き
あ
が
ら
せ
る
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

第
二
は
、
日
本
で
は
未
発
達
の
記
録
の
技
術
や
機
器
が
外
国
か
ら
持
ち
込
ま

れ
る
こ
と
の
効
用
で
あ
る
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
カ
メ
ラ
で
あ
る
。
日
本

で
も
幕
末
開
国
期
か
ら
長
崎
の
上
野
彦
馬
や
横
浜
の
下
岡
蓮
杖
ら
が
写
真
家
と

し
て
活
躍
し
、
撮
影
技
術
に
熟
達
す
る
者
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
都
市
に

写
場
を
開
き
、
主
に
ス
タ
ジ
オ
・
カ
メ
ラ
を
扱
っ
た
。
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
日

本
の
写
真
家
に
と
っ
て
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
・
カ
メ
ラ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
メ
ラ
は

ま
だ
手
近
な
機
器
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
は
手
軽
に
撮
影
で
き
た
り
、
持
ち
運
べ

た
り
で
き
る
機
器
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
撮
影
対
象
は
限
ら
れ
ざ
る
を

え
な
い
。
特
定
の
写
場
を
も
た
ず
、
農
村
や
山
村
を
巡
る
「
旅
写
真
師
」「
股
旅





―163― 

ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
ア
ン
ド
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ

ス
（Archives 

and 
H

eritage 
Service, 

Birm
ingham

 
Central 

Library
）
に
所
蔵
さ
れ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（The 

Benjam
in Stone Collection. 

以
下
、
ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
略
す
）

に
含
ま
れ
る
。
近
代
日
本
史
に
関
す
る
記
録
を
含
む
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
ス
ト
ー
ン
の

日
本
見
聞
を
考
察
し
、
彼
の
と
ら
え
た
近
代
日
本
の
文
化
や
風
俗
の
特
質
を
明

ら
か
に
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
ま

ず
は
彼
の
手
紙
に
光
を
あ
て
、
内
容
を
紹
介
・
検
討
し
た
い
。
ス
ト
ー
ン
の
手

紙
の
考
察
は
、
二
度
の
機
会
に
よ
っ
て
行
う
予
定
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
第
一

報
で
あ
る
。 

な
お
、
写
真
の
分
析
は
、
次
々
稿
以
降
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
た
い
。   

 

二
．
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン―

政
治
家
／
旅
行
家
／
写
真
家―

 

 

ス
ト
ー
ン
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
出
身
の
政
治
家
で
あ
り
、
旅
行
家
、
写
真
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
西
部
の

商
工
業
都
市
で
あ
り
、
現
在
は
人
口
約
一
○
○
万
人
を
擁
す
。 

一
八
三
八
年
、
ス
ト
ー
ン
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
ア
ス
ト
ン
に
富
裕
な
ガ
ラ
ス

製
造
業
者
の
子
と
し
て
出
生
す
る
。
キ
ン
グ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル
（K

ing 

Edw
ard’s School

）
で
教
育
を
受
け
た
の
ち
、
父
の
業
界
に
入
る
。
つ
い
で

製
紙
会
社
の
共
同
経
営
者
と
な
る
に
い
た
り
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
も
有
数
の
製

紙
工
場
を
経
営
し
た
。
事
業
の
成
功
が
彼
の
政
治
活
動
を
可
能
と
し
、
多
面
的

な
活
動
も
導
い
た
。 

ス
ト
ー
ン
は
保
守
党
の
政
治
家
で
あ
り
、
一
八
六
九
年
か
ら
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

や
サ
ッ
ト
ン
・
コ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
（Sutton Coldfield

）
の
地
方
議
員

を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、
議
会
議
長
職
も
担
っ
た
。
一
八
八
六
年
、
自
治
区
の

初
代
首
長
と
な
る
。
一
八
九
五
年
か
ら
は
国
会
議
員
（M

P, M
em

ber of 

Parliam
ent

）
に
転
身
し
、
一
九
一
○
年
の
引
退
ま
で
国
政
の
舞
台
に
あ
っ
た
。

彼
は
一
八
九
二
年
、
そ
の
政
治
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
ナ
イ
ト
爵
に
叙
せ

ら
れ
て
い
る
。 

ベンジャミン・ストーン

（1897年） 
Elizabeth Edwards, Peter 
James, ed., A Record of 
England, 2006, p.8. 
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ス
ト
ー
ン
は
熱
心
な
旅
行
家
で
も
あ
っ
た
。
一
八
六
○
年
代
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ

や
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
の
が
初
期
の
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一

○
年
代
初
頭
ま
で
、
彼
が
旅
行
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、

西
イ
ン
ド
諸
島
、
南
ア
フ
リ
カ
、
北
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
東
ア
ジ
ア
、

西
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
諸
地

域
に
お
よ
ん
だ
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
一
八
九
一
年
の
日
本
訪
問
を
含
む
世
界
一
周

旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
期
間
は
約
五
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
た
。 

ス
ト
ー
ン
の
旅
行
に
対
す
る
情
熱
は
、
彼
が
考
古
学
、
人
類
学
、
地
質
学
、

天
文
学
、
歴
史
、
民
俗
、
建
築
、
文
学
な
ど
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と

と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
日
本
へ
の
旅
行
も
、
異
国
の
文
化
や
民
俗
に
つ
い
て
の

興
味
だ
け
で
な
く
、
日
本
が
有
数
の
火
山
地
帯
で
あ
る
と
い
う
地
質
学
上
の
関

心
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。 

ス
ト
ー
ン
は
写
真
家
と
し
て
も
そ
の
名
の
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。 ‘Sir 

K
odak’

、 ‘Sir Snapshot’

、‘The K
night of the Cam

era’

な
ど
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
を
も
つ
。
写
真
家
と
し
て
の
ス
ト
ー
ン
の
側
面
は
別
稿
で
論
じ
る
こ

と
を
予
定
し
た
い
が
、
た
と
え
ば
、
彼
が
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
撮
っ
た
国

会
議
員
ら
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
著
名
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（The N

ational Portrait G
allery, London

）
は
彼
の

作
品
を
多
数
所
蔵
す
る
。
ス
ト
ー
ン
の
写
真
の
魅
力
は
、
著
名
人
物
の
表
現
に

あ
る
ば
か
り
で
な
い
。
彼
は
国
内
外
の
旅
行
先
で
自
然
や
建
築
、
さ
ら
に
は
庶

民
、
子
ど
も
、
生
活
、
習
俗
、
風
土
な
ど
を
被
写
体
の
テ
ー
マ
と
し
て
積
極
的

に
選
び
と
っ
た
。
彼
が
ま
な
ざ
し
た
の
は
、
地
域
や
人
び
と
を
め
ぐ
る
日
常
的

な
状
況
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
が
め
ざ
し
た
の
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
カ
メ
ラ

で
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と
（recording history w

ith the cam
era

）
で
あ

っ
た
。
彼
が
旅
行
す
る
国
内
外
の
都
市
や
村
で
撮
り
留
め
た
歴
史
写
真

（history photograph

）
と
い
う
べ
き
史
料
の
蓄
積
は
、
一
九
世
紀
と
そ
の

世
紀
転
換
後
の
世
界
と
社
会
を
写
し
撮
っ
た
記
録
群
と
し
て
看
過
で
き
な
い
。

彼
が
生
涯
で
写
真
に
費
や
し
た
の
は
三
万
ポ
ン
ド
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、
現
在

の
一
○
○
万
ポ
ン
ド
相
当
と
見
積
も
ら
れ
る
。 

ス
ト
ー
ン
の
写
真
の
主
要
部
分
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
る
。
約
二
二
○
○
○
枚

の
写
真
、
約
一
七
○
○
○
枚
の
ガ
ラ
ス
ネ
ガ
（glass negative

）、
約
六
○
○

枚
の
ス
テ
レ
オ
写
真
（stereoscopic print

）、
約
五
○
冊
の
ア
ル
バ
ム
な
ど

が
あ
る
。 

ス
ト
ー
ン
は
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、
旅
行
を
愛
し
、
カ
メ
ラ
を
生
涯
の
友

と
し
た
。
彼
は
一
八
六
七
年
、
ジ
ェ
ー
ン
・
パ
ー
カ
ー
（Jane Parker

）
と

結
婚
し
、
四
男
二
女
に
恵
ま
れ
た
。
一
九
一
四
年
、
自
宅
で
没
し
た(

7)

。 
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三
．
ス
ト
ー
ン
の
日
本
旅
行
と
手
紙 

 

（
一
）
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
日
本
旅
行 

ス
ト
ー
ン
の
来
日
は
世
界
一
周
旅
行
の
一
環
で
な
さ
れ
た
。
一
八
九
一
年
一

月
、
イ
ギ
リ
ス
を
発
し
て
イ
タ
リ
ア
に
向
か
っ
た
ス
ト
ー
ン
は
、
紅
海
を
渡
っ

て
エ
ジ
プ
ト
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
に
は
い
り
、
イ
ン
ド
洋
を
航
海
し
、
コ
ロ
ン
ボ
、

セ
イ
ロ
ン
を
経
て
、
ベ
ン
ガ
ル
、
ペ
ナ
ン
、
中
国
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
日
本

に
四
月
、
到
着
し
た
。
長
崎
で
上
陸
し
た
の
は
同
月
九
日
で
あ
っ
た
。
以
降
、

六
月
一
二
日
に
横
浜
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
の
船
で
出
国
す
る
ま
で
、
約
二

ヵ
月
の
あ
い
だ
、
日
本
に
滞
在
し
た(

8)

。 

 

長
崎
か
ら
神
戸
ま
で
瀬
戸
内
海
を
航
路
で
行
き
、
神
戸
に
数
日
間
留
ま
り
、

有
馬
や
大
阪
に
出
か
け
た
。
京
都
か
ら
中
山
道
を
人
力
車
で
旅
し
、
途
中
浅
間

山
に
登
り
、
東
京
に
い
た
っ
た
。
関
東
で
は
東
京
や
横
浜
に
宿
を
と
り
つ
つ
、

鎌
倉
、
日
光
、
箱
根
な
ど
に
足
を
伸
ば
し
た
。
そ
し
て
、
火
山
へ
の
関
心
か
ら

三
宅
島
、
さ
ら
に
は
東
北
の
磐
梯
山
も
訪
れ
た
。 

ス
ト
ー
ン
の
旅
程
に
お
け
る
大
き
な
特
色
は
、
浅
間
山
、
磐
梯
山
、
三
宅
島

な
ど
の
火
山
に
赴
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
地
質
学
や
博
物
学
へ
の
関

心
と
か
か
わ
り
、
当
時
の
帝
国
大
学
（
の
ち
の
東
京
帝
国
大
学
）
を
訪
ね
、
ジ

ョ
ン
・
ミ
ル
ン
（John M

ilne, 1850-1913

）
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ル
ト
ン

（W
illiam

 Burton, 1856-1899

）
と
面
会
し
て
い
る
。
ミ
ル
ン
は
リ
バ
プ

ー
ル
出
身
の
地
震
学
者
で
あ
り
、帝
国
大
学
で
地
質
学
や
鉱
山
学
を
担
当
し
た
。

明
治
一
三
（
一
八
八
○
）
年
の
日
本
地
震
学
会
創
設
を
主
導
し
た
ひ
と
り
で
あ

る
。
彼
に
は
水
平
振
子
地
震
計
の
考
案
も
あ
る
。
バ
ル
ト
ン
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

出
身
の
技
術
者
で
あ
り
、
写
真
家
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
で
衛
生
工
学
や
土
木

工
学
を
担
当
し
た
。
一
八
八
八
年
の
磐
梯
山
噴
火
や
一
八
九
一
年
の
濃
尾
震
災

の
調
査
に
参
加
し
、
ミ
ル
ン
と
バ
ル
ト
ン
に
はThe Great Earthquake in 

Japan 1891

（1892

）
の
共
著
も
あ
る
。
写
真
家
と
し
て
の
バ
ル
ト
ン
は
小

川
一
真
ら
と
親
交
が
あ
り
、
明
治
二
四
（
一
八
八
九
）
年
の
日
本
写
真
会
の
創

設
に
尽
力
し
、
日
本
写
真
史
へ
の
貢
献
は
大
き
い(

9)

。 

興
味
深
い
の
は
、
ス
ト
ー
ン
は
来
日
前
、
バ
ル
ト
ン
が
伝
え
る
磐
梯
山
噴
火

に
関
す
る
新
聞
記
事
を
読
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
に
、
一
八
八
八
年
九
月
二
八
日
付
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
（The British Journal

）
に
掲
載
さ
れ
た
バ
ル
ト
ン
の

“Photographing the G
reat Eruption at M

ount Bandai, Japan”

と

い
う
記
事
の
切
り
抜
き
が
残
さ
れ
て
い
る(

10)

。
彼
は
か
ね
て
よ
り
興
味
を
も

っ
て
い
た
磐
梯
山
に
つ
い
て
、
帝
国
大
学
で
ミ
ル
ン
や
バ
ル
ト
ン
か
ら
直
接
そ

の
状
況
を
聞
き
、
磐
梯
山
に
向
か
う
決
意
を
固
め
る
。 

近
代
日
本
に
お
け
る
文
化
や
風
俗
の
観
察
者
と
し
て
ス
ト
ー
ン
を
み
た
場
合
、
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留
意
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
火
山
や
地
質
へ
の
関
心
に
も
と
づ
く
浅
間
山
、
磐
梯

山
、
三
宅
島
へ
の
訪
問
が
、
彼
に
中
山
道
ル
ー
ト
を
と
ら
せ
、
ま
た
猪
苗
代
や

三
宅
島
の
村
を
訪
ね
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
一

般
の
旅
行
者
が
訪
れ
る
京
都
や
東
京
な
ど
の
都
市
、
鎌
倉
や
日
光
な
ど
の
景
地

だ
け
で
な
く
、
一
般
農
村
に
も
足
を
踏
み
い
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
列
島
を
旅

す
る
彼
は
、
道
中
で
み
る
美
し
い
景
色
や
豊
か
な
自
然
を
印
象
に
刻
む
と
と
も

に
、
旅
を
と
も
に
す
る
車
夫
、
行
く
村
々
で
会
う
大
人
、
子
ど
も
、
女
性
、
老

人
、
青
年
、
教
師
、
医
師
、
商
人
ら
と
の
さ
さ
や
か
な
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
そ

の
交
わ
り
が
、
ス
ト
ー
ン
に
彼
ら
の
生
活
や
習
慣
を
観
察
・
記
録
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

彼
ら
と
の
交
流
の
一
端
は
、
以
下
の
本
稿
お
よ
び
次
稿
で
み
る
手
紙
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ン
は
彼
ら
を
撮
影
し
た
写
真
に
つ
い
て
も
、
そ
の

検
討
は
や
は
り
別
稿
を
期
す
こ
と
と
な
る
が
、
多
数
残
し
て
い
る(
11)

。 

 

（
二
）
ス
ト
ー
ン
の
手
紙 

 

ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
に
よ
り
、
ス
ト
ー
ン
が
日
本
滞
在
中
に

イ
ギ
リ
ス
の
家
族
や
友
人
に
宛
て
た
手
紙
は
少
な
く
と
も
一
三
通
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
確
認
で
き
る
の
は
七
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
国
後
、
太
平

洋
航
海
中
に
書
か
れ
た
手
紙
一
通
が
日
本
で
の
経
験
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
都
合
八
通
が
日
本
見
聞
に
関
す
る
情
報
を
含
む
手
紙
と

し
て
把
握
さ
れ
る(

12)

。
手
紙
に
添
え
書
か
れ
て
い
る
地
名
・
場
所
と
日
付
を

示
し
た(

13)

。 

①K
ioto, Am

i’s H
otel

（April 15th, 1891

） 

②Yokoham
a.

（M
ay 10th, 1891

） 

③Bandaisan

（M
ay 17th, 1891

） 

④N
ikko

（M
ay 20th, 1891

） 

⑤Yokoham
a

（M
ay 25th, 1891

） 

⑥Yokoham
a

（M
ay 31st, 1891

） 

⑦Yokoham
a

（June 10th, 1891

） 

⑧O
n the Pacific O

cean

（June 15th, 1891

） 

本
稿
で
は
、
ス
ト
ー
ン
の
手
紙
を
紹
介
す
る
第
一
報
と
し
て
、
①
、
②
、
③

の
三
通
を
と
り
あ
げ
、
以
下
に
訳
出
す
る
。 

 四
．
ス
ト
ー
ン
の
手
紙
の
訳
出 

 
①
京
都
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
四
月
一
五
日
付 

次
第
に
『
日
本
事
物
誌
』（Things Japanese

）
が
私
の
頭
の
多
く
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
セ
イ
ロ
ン
や
ペ
ナ
ン
や
中
国
で
の
見
聞
が
す
で
に
過
去
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の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
ど
の
思
い
出
も
新
し
い
関
心
に
と

っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
く
。
は
じ
め
て
み
る
帝
（M

ikado

）
の
地
は
、
私
に

好
ま
し
い
印
象
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
で
私
の
乗
る
小
さ
な
船
が
海

岸
に
寄
せ
ら
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
輝
く
花
々
の
光
が
ほ
の
か
に
射
し
、
は

じ
め
て
踏
む
そ
の
地
は
私
を
入
り
口
へ
導
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
あ
た
り
一
帯

は
花
咲
く
木
々
で
明
る
く
、
サ
ク
ラ
が
開
花
し
、
モ
モ
や
ウ
メ
や
ナ
シ
の
花

も
そ
れ
ぞ
れ
色
づ
い
て
い
た
。あ
な
た
が
こ
の
手
紙
を
受
け
と
る
こ
ろ
に
は
、

そ
ち
ら
グ
ラ
ン
ジ
（G

range

）
あ
た
り
で
も
花
は
見
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
ナ
シ
の
花
は
深
く
て
濃
い
赤
か
ら
、
段
階
的
に
美
し
い
バ
ラ
の
よ
う

な
赤
、
可
憐
な
ピ
ン
ク
、
そ
し
て
真
っ
白
へ
と
色
が
変
わ
る
。
し
ば
し
ば
、

同
じ
木
に
そ
れ
ら
色
違
い
の
花
が
一
緒
に
咲
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
二
重
の
花
と
一
重
の
花
、
大
き
な
花
と
小
さ
な
花
、
さ
ま
ざ
ま
の
花
が
咲

く
た
め
、
み
る
た
び
に
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
店
が
い
く
つ
か
あ
り
、

見
事
な
枝
々
で
飾
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
も
い
く
つ
か
あ
り
、
複
数

の
部
屋
を
も
ち
、
テ
ー
ブ
ル
は
木
の
枝
と
花
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
刈
り
揃
え

ら
れ
た
き
れ
い
な
枝
で
つ
く
ら
れ
た
小
枝
飾
り
に
、
花
々
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
花
の
ひ
と
つ
は
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
と
い
う
名
前
で
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
ノ

ー
・
フ
ラ
ワ
ー
（Japanese Snow

 Flow
er

）
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
二
重

の
花
で
あ
る
。
房
に
な
っ
た
さ
ま
が
見
栄
え
よ
い
。
ま
た
、
何
本
か
の
ま
っ

す
ぐ
の
細
枝
が
少
し
の
花
と
束
に
さ
れ
て
吊
さ
れ
、
調
和
的
で
美
し
い
飾
り

と
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
花
瓶
や
小
さ
な
器
も
飾
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し

ば
取
り
替
え
ら
れ
る
。
女
性
は
花
を
髪
に
挿
し
、
そ
の
魅
力
的
な
美
し
さ
は

男
性
の
目
を
奪
う
。 

船
が
長
崎
で
停
泊
し
た
の
は
短
期
間
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
を
見
聞
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
人
の
私
た
ち
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ

の
日
本
人
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
た
。
私
た
ち
は
親
し
み
を
も
っ

て
人
び
と
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
好
奇
の
目
や
観
察
を
楽
し
む
意

識
が
ま
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
可
愛
ら
し
い
少
女
が
ち
ょ
こ

ち
ょ
こ
走
っ
て
い
る
。
彼
女
は
私
た
ち
が
日
本
の
少
女
と
し
て
よ
く
知
っ
て

い
る
容
姿
を
し
て
い
る
。
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
子
の
よ
う
で
あ
る
。
赤
ん
坊

を
お
ぶ
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も
、外
国
人
に
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
似
た
着
物
を
着
て
、背
に
か
わ
い
ら
し
い
子
を
負
っ
て
い
る
。

人
力
車
を
引
く
小
柄
の
男
、
物
静
か
な
老
人
、
凧
を
飛
ば
す
少
年
な
ど
、
最

初
は
興
味
の
奪
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
ら
は
、
何
度
も
目
に
す
る
う
ち

に
、
そ
こ
に
あ
る
の
が
当
然
の
光
景
の
よ
う
に
み
え
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。 

私
た
ち
は
夜
に
出
帆
し
、
早
朝
に
は
瀬
戸
内
海
に
出
て
、
そ
の
明
媚
な
景

色
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
に
浮
か
ぶ
島
々
は
、
絵
の
よ
う
に
見
事

に
並
び
、
あ
ざ
や
か
で
美
し
か
っ
た
。
ま
さ
に
日
本
を
思
わ
せ
る
す
ば
ら
し
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い
光
景
で
あ
っ
た
。
島
々
が
お
り
な
す
運
河
の
迷
路
は
、
神
戸
ま
で
の
航
海

を
、
遠
大
な
景
色
の
パ
ノ
ラ
マ
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

私
た
ち
は
と
て
も
小
さ
な
海
を
実
際
に
航
海
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
ま
る
で
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
な
か
を
旅
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
風
景
が
よ
く
似
て
お
り
、
木
の
生
え
な
い
剥
き
だ
し
の
岩
、
狭
い

運
河
、
静
か
な
水
面
は
、
ど
れ
も
私
に
遠
く
ノ
ル
ウ
ェ
イ
を
旅
し
た
と
き
の

記
憶
を
思
い
お
こ
さ
せ
た
。
航
海
は
毎
日
が
楽
し
く
、
陽
が
落
ち
る
ま
で
私

た
ち
は
デ
ッ
キ
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
過
ぎ
て
ゆ
く
一
日
の
時
間
を

思
う
と
、
夕
食
に
か
か
る
一
時
間
さ
え
惜
し
か
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
夜
中

ま
で
に
は
神
戸
港
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
翌
日
の
朝
食
の
時
間
ま

で
遅
れ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
私
た
ち
の
船
が
遅
れ
た
の
は
、
日

本
の
帆
船
と
接
触
し
、
そ
の
船
を
ど
こ
か
近
く
の
港
ま
で
引
い
て
い
く
必
要

が
あ
っ
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。 

多
く
の
船
が
こ
の
水
域
で
座
礁
し
て
い
る
。
二
、
三
ヵ
月
前
、
ト
ル
コ
の

軍
艦
が
大
破
し
、
沈
没
し
た
出
来
事
は
、
地
元
の
人
び
と
の
記
憶
に
い
ま
だ

鮮
明
で
あ
る
。
乗
組
員
の
ほ
ん
ど
が
溺
れ
、
数
百
人
の
犠
牲
が
で
た
。
先
般
、

こ
の
悲
惨
な
出
来
事
と
哀
悼
の
意
を
伝
え
る
た
め
、
日
本
か
ら
ト
ル
コ
に
船

が
派
遣
さ
れ
た
が
、
船
は
ま
だ
帰
還
せ
ず
、
帰
り
の
日
が
待
た
れ
て
い
る
。 

神
戸
で
上
陸
し
、
私
は
つ
い
に
日
本
に
い
る
の
だ
と
実
感
し
た
。
荷
物
を

ホ
テ
ル
に
運
ん
だ
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
と
い
い
、
上
品
な
ホ
テ
ル
で

あ
る
。
気
候
は
気
温
が
低
く
、
北
風
が
五
月
を
待
つ
東
風
を
押
し
返
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
熱
帯
地
方
を
去
っ
て
か
ら
、
さ
わ
や
か
な
空
気
が
爽
快
で

心
地
よ
い
が
、
何
か
熱
帯
地
方
の
太
陽
ほ
ど
光
の
恵
み
を
感
じ
な
い
。
季
節

は
た
し
か
に
春
で
あ
り
、
故
郷
の
春
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
。
故
郷
に
い

る
よ
う
だ
と
感
じ
る
の
は
季
節
柄
の
せ
い
だ
け
で
な
い
。
そ
れ
は
日
本
人
が

私
た
ち
に
親
和
的
な
人
び
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
の
み
て
き
た
ど
の
東
洋
の

国
の
人
び
と
よ
り
も
そ
う
で
あ
る
。
日
本
と
そ
の
人
び
と
は
西
洋
の
う
ち
に

区
分
さ
れ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
り
、
東
洋
の
他
の
国
や
人
び
と
と
一
緒
に
は

み
な
し
が
た
い
。
日
本
は
中
国
に
近
い
国
で
あ
る
が
、
明
ら
か
な
民
族
性
の

違
い
が
あ
る
。
日
本
人
は
白
人
的
で
あ
る
が
、
中
国
人
は
決
し
て
そ
う
は
あ

り
え
な
い
。 

私
は
神
戸
で
の
初
日
、
人
力
車
に
乗
っ
て
街
を
巡
っ
た
。
見
応
え
の
あ
る

滝
が
あ
り
、
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
寺
院
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
お
も
し
ろ

そ
う
な
店
も
多
い
。
あ
な
た
が
こ
の
国
に
来
た
ら
、
す
ぐ
に
骨
董
の
海
に
飛

び
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
あ
な
た
の
寝
室
が
美
術
品
や
何
で
も
な
い
物

で
い
っ
ぱ
い
で
な
い
な
ら
、
そ
れ
を
満
た
す
た
め
、
い
く
ら
で
も
あ
な
た
の

喜
び
そ
う
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
案
内
人
が
日
本
に
は
い
る
。

神
戸
で
は
私
は
と
く
に
骨
董
商
と
か
か
わ
り
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
竹
細
工
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に
興
味
が
ひ
か
れ
た
。
私
が
最
初
に
買
っ
た
の
は
ス
テ
ッ
キ
で
あ
り
、
こ
こ

し
ば
ら
く
手
に
い
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
三
本
を
購
入
し
、
ま
だ
一
本
も

な
く
し
て
い
な
い
。
私
の
持
ち
物
に
加
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
代
物
は
と
て
も
美

し
く
、
日
本
の
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
竹
製
の
椅
子
や
藁
の
飾
り
物
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
村
が
神
戸
か
ら
そ
う
遠
く
な
く
、
そ
の
集
落
の
周
辺
で
市
場

の
よ
う
な
も
の
が
立
ち
、素
敵
な
小
物
が
い
ろ
い
ろ
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

ホ
テ
ル
で
教
え
て
も
ら
っ
た
。 

そ
こ
で
私
は
そ
の
村
に
い
く
こ
と
に
決
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
気
分
で

出
か
け
た
。
道
は
山
の
な
か
を
通
り
、
険
し
く
、
困
難
な
山
越
え
と
な
っ
た
。

私
は
人
力
車
を
使
い
、
ふ
た
り
の
車
夫
を
雇
っ
て
い
た
が
、
無
理
を
申
し
つ

け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ほ
と
ん
ど
を
自
分
で
歩
い
て
い
っ
た
。
有
馬
ま
で

一
七
マ
イ
ル
あ
っ
た
の
だ
が
、
私
は
そ
の
半
分
ほ
ど
の
距
離
だ
と
思
い
、
日

帰
り
で
済
む
手
軽
な
旅
く
ら
い
に
考
え
て
い
た
。
私
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。

美
し
い
木
々
、
輝
か
し
い
深
紅
色
の
ツ
バ
キ
と
ア
セ
ビ
が
咲
く
な
か
、
私
は

歩
を
進
め
た
。
ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
が
ツ
バ
キ
の
ま
わ
り
に
咲
き
、
自
然
の
風
景

に
添
え
ら
れ
た
飾
り
の
よ
う
に
映
え
、
き
れ
い
で
あ
っ
た
。 

こ
の
散
策
は
到
着
ま
で
に
午
後
五
時
と
な
り
、
神
戸
に
戻
る
に
は
遅
く
な

り
す
ぎ
た
。
私
た
ち
は
夜
を
過
ご
す
宿
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

よ
い
小
さ
な
宿
屋
が
み
つ
か
り
、
清
潔
で
感
じ
が
よ
か
っ
た
。
宿
屋
の
主
人

が
よ
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
彼
は
英
語
を
話
し
、
夫
人
は
お
い
し
い
夕
食

を
準
備
し
て
く
れ
、
翌
日
の
朝
食
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。
障
子
の
部
屋
で
寝

る
の
は
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
私
は
寝
つ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
何

か
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
わ
け
も
な
く
考
え
て
い
た
か
ら
だ
が
、
や
は
り

何
も
起
き
な
か
っ
た
。
私
は
翌
朝
は
や
く
、
気
持
ち
よ
く
目
覚
め
た
。
す
が

す
が
し
い
山
の
空
気
は
、
故
郷
の
朝
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

私
は
話
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
地
元
の
商
人
た
ち
が
現
れ
た
の
は
、

私
が
夕
食
に
手
を
つ
け
は
じ
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
私
の
部
屋
は
魅

力
的
な
品
々
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
私
は
気
に
い
っ
た
一
組
の
品
物
を
買

い
求
め
た
。
そ
れ
ら
は
仕
上
げ
が
見
事
で
、
も
し
あ
な
た
が
気
に
い
ら
な
く

て
も
、
誰
か
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
す
る
の
に
よ
い
。
さ
わ
や
か
な
早
朝
、
私
は

神
戸
へ
の
帰
路
に
つ
い
た
。
体
調
も
気
分
も
す
こ
ぶ
る
よ
か
っ
た
。 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
つ
ぎ
の
計
画
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

い
る
と
き
で
あ
っ
た
。
あ
る
紳
士
が
私
に
話
し
か
け
て
き
た
。
彼
は
人
を
捜

し
て
お
り
、
も
し
私
が
最
近
こ
こ
に
到
着
し
た
蒸
気
船
の
乗
客
で
あ
っ
た
な

ら
、そ
の
人
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
が
さ
が
し
て
い
た
人
は
Ｊ
・
Ｂ
・
ス
ト
ー
ン
と
い
い
、
つ
ま
り
私
で
あ
っ

た
。
彼
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
イ
ル
氏
（M

r. G
eorge Sale

）
で
あ
り
、
ホ
ル
ム

氏
（M

r. H
olm

e
）
の
友
人
で
あ
る
。
私
は
セ
イ
ル
氏
と
後
日
、
東
京
で
会



―170― 

う
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
喜
ん
だ
。
彼
と
息
子

は
こ
こ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
ず
い
ぶ
ん
私
を
助
け
て
く
れ
た
。
実
に
彼
ら

は
親
切
な
人
物
で
あ
り
、
銀
行
業
務
の
こ
と
で
手
助
け
し
て
く
れ
た
。
彼
ら

は
私
の
神
戸
滞
在
に
お
け
る
よ
き
友
人
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
私
は
神
戸
の

日
中
貿
易
会
社
の
経
営
者
に
紹
介
状
を
送
っ
た
。
会
社
を
訪
れ
る
と
、
さ
き

に
手
紙
を
送
っ
て
訪
問
の
意
図
を
知
ら
せ
て
お
い
た
お
か
げ
で
、
あ
た
た
か

く
迎
え
い
れ
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は
合
資
会
社
に
関
す
る
重
要
な
商
取
引
を

行
い
、
私
は
請
わ
れ
て
い
く
つ
か
の
化
学
工
場
を
訪
れ
た
。
蒸
留
器
製
造
に

関
す
る
助
言
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
私
は
喜
ん
で
応
じ
た
。
工
場
視
察
の
あ

と
、
私
は
大
き
な
工
業
都
市
で
あ
る
大
阪
を
見
学
し
、
夜
は
伝
統
的
な
日
本

の
夕
食
会
に
招
待
さ
れ
た
。 

神
戸
か
ら
私
と
一
緒
の
紳
士
も
招
か
れ
た
。
午
後
五
時
半
こ
ろ
、
使
い
の

者
が
来
て
、
私
た
ち
は
夕
食
会
の
場
所
に
案
内
さ
れ
た
。
化
学
工
場
の
経
営

者
た
ち
は
裕
福
で
あ
り
、
す
べ
て
が
豪
華
で
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
私
た
ち
は

お
そ
ら
く
も
っ
と
も
贅
沢
な
夕
食
を
馳
走
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
饗
宴
が
ど

の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
る
か
観
察
す
る
機
会
を
得
た
。 

私
は
夕
食
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
楽
し
み
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ

た
こ
と
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
た
。
夕
食
会
の
あ
っ
た
家
は
魅
力
的
な

こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
茶
屋
で
あ
り
、し
ば
し
ば
会
食
に
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

玄
関
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
は
い
る
と
、
上
品
な
女
性
が
何
度
も
お
じ
ぎ
し

た
。
私
た
ち
は
ブ
ー
ツ
を
脱
ぎ
、
ブ
ー
ツ
は
玄
関
に
置
い
た
ま
ま
に
し
た
。

畳
が
す
べ
て
の
廊
下
と
部
屋
に
敷
か
れ
、
そ
こ
を
歩
く
の
は
靴
下
で
行
進
す

る
よ
う
で
あ
り
、
新
鮮
な
感
覚
で
あ
っ
た
。
悪
く
は
な
か
っ
た
。 

夕
食
会
の
部
屋
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
大
き
す
ぎ
ず
、
花
か
ご
の
形
を
し

た
飾
り
が
小
綺
麗
で
似
合
っ
て
い
た
。
部
屋
は
障
子
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
ろ
う
そ
く
が
届
け
ら
れ
る
ま
で
、
障
子
を
通
っ
た
日
差
し
が

や
わ
ら
か
く
部
屋
を
照
ら
し
て
い
た
。
床
に
は
上
質
の
座
布
団
が
置
か
れ
て

い
た
。
部
屋
に
は
主
人
た
ち
が
す
で
に
控
え
て
お
り
、
私
た
ち
を
招
き
い
れ

て
く
れ
た
。 

数
人
の
美
し
く
若
い
女
性
が
給
仕
し
て
く
れ
た
。
そ
の
動
作
は
歩
く
と
い

う
よ
り
も
舞
う
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
が
部
屋
に
入
っ
て
き
た
と
き
、

そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
装
飾
の
き
れ
い
な
盆
か
小
卓
の
よ
う
な
も
の
を
運
び
、

客
人
た
ち
の
ま
え
に
そ
れ
を
置
い
た
。
す
る
と
、
彼
女
た
ち
は
み
ん
な
と
て

も
か
わ
い
ら
し
い
お
じ
ぎ
を
し
、
膝
を
つ
い
た
。
部
屋
の
各
所
に
ヤ
シ
油
の

ろ
う
そ
く
の
立
て
ら
れ
た
燭
台
が
置
か
れ
、
そ
の
横
に
は
火
の
つ
い
た
木
炭

が
い
れ
ら
れ
た
小
さ
な
箱
が
あ
っ
た
。 

一
品
目
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
ス
ー
プ
で
あ
り
、
絶
品
で
あ
っ
た
。
私
は
や
わ
ら

か
な
脂
身
の
塊
を
箸
で
う
ま
く
つ
か
み
、
勇
気
を
も
っ
て
口
に
運
び
、
ス
ー
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プ
も
啜
っ
た
。
二
品
目
は
魚
の
刺
身
で
あ
り
、
実
に
美
味
で
あ
っ
た
が
、
私

は
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
切
り
身
は
箸
で
つ
か
む
に
は
小
さ
く
、
箸

を
器
用
に
扱
え
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
。
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
皿
が
運
ば
れ
、
席
に
着
い
た
私
た
ち
の
ま
わ
り

は
皿
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
少
量
の
料
理
が
約
三
○
種
、
そ
れ
ぞ
れ
小
皿

に
盛
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
給
さ
れ
る
。
皿
が
客
人
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
い

く
さ
ま
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。私
は
料
理
の
多
く
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

私
は
皿
を
探
り
、
ひ
と
つ
に
手
を
伸
ば
し
た
。
私
は
菓
子
か
ケ
ー
キ
を
食
べ

た
か
っ
た
の
だ
が
、
薬
味
と
野
菜
で
あ
っ
た
。
以
前
に
私
は
口
い
っ
ぱ
い
に

ワ
サ
ビ
と
カ
ラ
シ
を
ほ
お
ば
っ
て
し
ま
い
、
み
ん
な
の
笑
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
私
の
す
る
こ
と
を
じ
っ
と
み
て
い
た
の

で
あ
る
。 

食
事
の
な
か
ば
、
三
人
の
女
性
が
あ
ら
わ
れ
、
三
味
線
の
伴
奏
に
あ
わ
せ

て
舞
を
披
露
し
た
。
舞
は
古
風
で
趣
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
動
作
や
音
が
伝
え

よ
う
と
す
る
物
語
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い
た
め
、
楽
し
め
な
か
っ
た
。
つ

づ
い
て
何
人
か
の
歌
い
手
が
あ
ら
わ
れ
、
日
本
風
で
さ
え
ず
る
よ
う
に
歌
っ

た
が
、
や
は
り
そ
の
音
色
を
心
地
よ
く
は
感
じ
ら
れ
ず
、
魅
力
的
に
は
思
え

な
か
っ
た
。
あ
と
で
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
晩
の
舞
い
手
や
歌
い
手
の
何

人
か
は
大
阪
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
評
判
の
芸
者
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
彼
女
ら
は
蝶
の
よ
う
に
舞
い
は
じ
め
た
。
そ
の
動
作
は
優
雅
で
上
品
で
あ

っ
た
。
す
ま
し
た
よ
う
で
あ
り
、
し
か
し
そ
の
淑
や
か
な
動
作
は
、
ま
る
で

動
く
絵
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
親
睦
の
一
環
と
し
て
、
主
人
は
私
に
美
し
い
小

さ
な
酒
盃
を
手
渡
し
た
。
私
は
そ
れ
を
ど
う
扱
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

当
惑
し
た
。
そ
の
盃
を
酒
で
満
た
し
、
飲
み
干
し
た
ら
返
盃
す
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
。
相
手
は
返
さ
れ
た
盃
を
湯
の
入
っ
た
小
さ
な
器
の
な
か
で
洗
い

す
す
ぎ
、
ま
た
そ
の
盃
に
酒
を
注
ぎ
、
飲
ん
だ
。
こ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
た
。私
は
自
分
の
番
を
断
る
術
を
知
ら
ず
、そ
れ
を
知
る
ま
で
つ
づ
い
た
。

私
た
ち
の
饗
宴
は
九
時
に
は
幕
引
き
と
な
り
、
列
車
で
神
戸
に
帰
り
着
い
た

の
は
一
○
時
で
あ
っ
た
。
今
晩
の
饗
宴
は
私
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
も
の
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
最
初
か

ら
最
後
ま
で
優
美
を
損
な
う
言
葉
も
仕
儀
も
何
ひ
と
つ
な
か
っ
た
。
さ
て
、

お
か
し
み
の
最
高
潮
は
、
例
の
品
の
よ
い
蝶
の
ご
と
き
女
性
が
私
に
丁
重
に

つ
ま
よ
う
じ
を
差
し
出
し
た
と
き
に
達
し
た
。
私
は
ま
だ
腹
が
満
た
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
パ
ン
の
一
切
れ
で
も
く
れ
た
ら
も
っ
と
よ
か
っ
た
だ
ろ

う
に
と
思
う
。 

翌
日
は
寒
く
て
雨
模
様
で
あ
っ
た
。
私
は
と
く
に
他
に
す
る
こ
と
も
な
く
、

列
車
に
乗
り
、
し
ば
ら
く
過
ご
し
た
神
戸
を
離
れ
た
。
そ
の
列
車
旅
行
は
あ

ま
り
お
も
し
ろ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
丘
陵
地
帯
の
裾
に
平
ら
な
海
岸
が
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広
が
り
、
列
車
は
水
田
と
菜
の
花
畑
の
な
か
を
走
っ
た
。
も
し
故
郷
の
春
を

思
わ
せ
て
く
れ
る
菜
の
花
が
咲
い
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
ら
、
列
車
旅
行
は
ず
い
ぶ
ん
物
寂
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
く
知
ら
れ
た
有
名
な
ホ
テ
ル
は
、
き
わ
め
て
快
適
で
あ
り
、
絵
に

描
い
た
よ
う
な
装
い
で
あ
る
。
大
き
な
建
物
で
あ
る
。
こ
の
ホ
テ
ル
を
利
用

す
る
旅
行
者
の
う
ち
、
知
っ
て
い
る
人
物
を
二
○
人
か
三
○
人
み
か
け
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
一
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
者
が
あ
る
。

セ
イ
ル
氏
で
あ
っ
た
。
夫
人
を
と
も
な
っ
て
私
の
部
屋
を
訪
ね
て
く
れ
た
。

彼
ら
は
昨
晩
か
ら
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
私
は
彼
ら
と
夕
食
を
と

り
、
歓
談
に
興
じ
た
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
に
日
本
の
ど
こ
か
で
再
会
で
き
る
こ

と
を
期
し
て
、
し
ば
ら
く
の
別
れ
を
告
げ
た
。 

私
は
二
月
二
五
日
に
あ
な
た
か
ら
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
。
と
て
も
う
れ

し
い
。
知
り
合
い
の
公
使
館
の
秘
書
が
東
京
か
ら
こ
ち
ら
へ
転
送
し
て
く
れ

た
。 

 ②
横
浜
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
六
月
一
○
日
付 

日
本
で
の
経
験
を
話
そ
う
と
思
う
が
、
出
来
事
の
順
序
や
時
間
は
そ
れ
ほ

ど
気
に
せ
ず
、
興
味
深
か
っ
た
こ
と
を
記
し
た
い
。
そ
れ
は
日
ご
と
に
起
こ

り
、
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
い
詳
細
は
省
き
な
が
ら
話
す
こ
と
と
す
る
。 

京
都
で
私
は
興
味
深
い
子
ど
も
た
ち
と
出
会
っ
た
。
セ
イ
ル
氏
は
何
人
か

の
日
本
人
の
友
人
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
イ
カ
ダ
氏
（M

r. Ikada

）
は
そ

の
ひ
と
り
で
あ
り
、
彼
は
私
を
家
に
招
い
て
く
れ
た
。
私
は
丸
一
日
、
子
ど

も
た
ち
と
過
ご
し
た
。
イ
カ
ダ
氏
は
、
私
が
ひ
と
つ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク･

ス
ク
ー

ル
（Public School

）
を
訪
問
で
き
る
よ
う
に
手
配
し
て
く
れ
た
。
学
校
で

は
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
に
出
て
遊
び
に
興
じ
て
い
た
。
お
よ
そ
三
○

○
人
の
子
ど
も
が
夢
中
に
な
っ
て
外
で
遊
ん
で
お
り
、
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
や
鬼

ご
っ
こ
は
人
気
の
遊
び
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

格
好
は
小
ぎ
れ
い
で
あ
り
、
下
駄
を
引
き
ず
る
よ
う
に
動
き
回
っ
て
い
た
。

か
け
っ
こ
は
楽
し
そ
う
で
あ
り
、
手
を
つ
な
い
で
何
か
短
い
歌
を
歌
っ
て
い

た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
あ
り
、
実
に
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
活
発
で
あ
り
、
粗
暴
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
私
は
彼
ら
と
出
会
っ
て

数
分
で
も
う
仲
良
く
な
っ
た
。
私
は
菓
子
や
果
物
の
砂
糖
漬
け
を
も
っ
て
き

て
い
た
。
別
れ
の
と
き
、
教
師
の
指
示
で
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
整
列
し
、

地
面
に
頭
が
つ
く
ほ
ど
お
じ
ぎ
を
し
、
私
に
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
て
く
れ

た
こ
と
は
思
い
出
深
い
光
景
で
あ
る
。
晩
は
イ
カ
ダ
氏
が
家
に
一
○
人
の
男

の
子
と
女
の
子
を
そ
れ
ぞ
れ
招
い
て
い
た
。
身
だ
し
な
み
の
よ
い
子
ど
も
た

ち
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
幸
せ
な
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
。
イ
カ
ダ
氏
の

家
族
や
客
人
が
二
十
数
人
お
り
、
実
に
愉
快
な
晩
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
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印
象
に
残
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お
も
ち
ゃ
箱
を
も
っ

て
き
て
、
私
に
み
せ
て
く
れ
た
。
お
も
ち
ゃ
は
ど
れ
も
手
作
り
の
も
の
で
あ

っ
た
。
私
が
部
屋
に
は
い
っ
た
と
き
、
少
女
ら
は
部
屋
の
一
方
に
一
列
に
な

ら
び
、
少
年
ら
は
そ
れ
に
対
面
し
て
一
列
に
な
ら
ん
で
お
り
、
み
ん
な
ひ
ざ

ま
ず
い
た
。
私
は
イ
カ
ダ
氏
の
孫
の
案
内
で
部
屋
の
上
座
に
着
き
、
椅
子
に

腰
か
け
た
。
椅
子
は
部
屋
に
あ
る
唯
一
の
調
度
品
で
あ
っ
た
。
床
に
は
じ
ゅ

う
た
ん
が
敷
か
れ
、
靴
傷
は
な
か
っ
た
。
床
の
う
え
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
子

ど
も
た
ち
は
遊
ん
で
い
た
。
こ
ま
回
し
や
お
手
玉
で
遊
ぶ
子
、
と
く
に
相
撲

を
し
て
い
た
の
は
男
の
子
で
あ
っ
た
。
ど
の
子
も
乱
暴
は
せ
ず
、
仲
良
く
陽

気
に
遊
ん
で
い
た
。
小
さ
い
子
が
は
し
ゃ
ぎ
、
私
の
足
や
背
中
を
登
ろ
う
と

す
る
の
で
、
床
ま
で
屈
ん
で
や
っ
た
。
私
は
子
ど
も
た
ち
と
大
い
に
遊
び
、

楽
し
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
遊
び
の
終
わ
り
の

時
間
が
来
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
。 

別
の
日
に
は
急
流
下
り
に
出
か
け
た
。
楽
し
い
小
旅
行
で
あ
っ
た
。
二
、

三
時
間
、
人
力
車
に
乗
り
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
川
の
流
れ
る
山
を
進
ん

だ
。
そ
し
て
、
底
の
平
ら
な
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
約
一
時
間
半
、
水
し
ぶ

き
の
あ
が
る
急
流
を
下
っ
た
。
ボ
ー
ト
は
浅
瀬
に
迫
り
、
危
険
な
箇
所
で
は

た
わ
み
、軋
ん
だ
。最
初
は
あ
ま
り
頼
り
に
し
て
い
な
か
っ
た
漕
ぎ
手
か
ら
、

思
わ
ぬ
見
事
な
手
さ
ば
き
を
み
せ
ら
れ
、
す
っ
か
り
信
頼
を
寄
せ
る
に
い
た

っ
た
心
境
と
相
俟
っ
て
、
興
奮
は
ま
す
ま
す
高
じ
た
。
急
流
下
り
は
ま
る
で

つ
づ
ら
折
り
の
山
岳
鉄
道
を
滑
走
す
る
よ
う
で
あ
り
、
美
し
い
景
色
は
最
高

で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
変
わ
る
眺
め
、
迫
り
く
る
激
流
、
迫
力
の
岩
々
は

見
応
え
が
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
す
ば
ら
し
く
、
新
鮮
な
経
験
を
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

日
本
人
は
と
て
も
好
奇
心
が
強
く
、
よ
く
学
ぼ
う
と
す
る
。
言
葉
を
何
度

も
繰
り
返
し
て
唱
え
、
覚
え
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
は
否
定
す
る
と
き
、
申
し

わ
け
な
さ
そ
う
に
口
ご
も
る
。「
水
は
温
ま
っ
て
い
ま
す
か
」と
聞
く
の
で「
は

い
」
と
答
え
る
。「
そ
れ
ほ
ど
熱
く
は
な
い
で
す
ね
」
と
い
う
の
で
「
は
い
」

と
応
じ
る
。
す
る
と
「
も
っ
と
熱
く
し
ま
し
ょ
う
か
、
も
っ
と
湯
を
足
し
ま

し
ょ
う
か
」
と
い
っ
て
湯
を
加
え
て
く
れ
る
。
そ
う
で
な
く
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

熱
く
、「
い
い
え
」
と
答
え
れ
ば
「
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
」
と
そ
の
ま
ま
に
し
、

湯
が
熱
す
ぎ
れ
ば
水
を
加
え
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
合
に
、
彼
ら
は
聡

明
で
あ
り
、
あ
な
た
の
い
う
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。「
あ
な

た
は
明
日
い
き
ま
す
、
違
い
ま
す
」（You go tom

orrow, not

）
や
「
私
は

こ
の
値
段
で
売
れ
ま
す
、
違
い
ま
す
」（I can sell at that price, not

）

は
、
彼
ら
が
よ
く
使
う
言
い
回
し
で
あ
る
。 

中
山
道
は
、
古
都
の
京
都
と
新
都
の
東
京
を
結
ぶ
山
間
の
道
で
あ
る
。
道

は
丘
陵
を
通
り
、
五
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
高
さ
の
山
々
の
な
か
を
進
む
こ
と
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も
あ
る
。
中
山
道
は
地
元
の
人
び
と
は
使
う
が
、
外
国
人
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
道
で
あ
る
。
美
し
い
道
で
あ
り
、
雄
大
な
景
観
が
広
が
り
、
移

り
変
わ
る
景
色
も
楽
し
い
。
私
が
こ
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
何
か
新
奇
さ
を

感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
道
中
、
高
山
性
の
花
や
コ
ケ
を
採
集
す
る
機
会

に
も
恵
ま
れ
た
。
こ
の
旅
に
際
し
、
私
は
一
般
の
案
内
人
で
は
な
く
、
四
人

の
屈
強
な
車
夫
を
雇
っ
た
。
二
人
は
私
を
乗
せ
た
人
力
車
を
引
き
、
二
人
は

荷
物
を
運
ん
だ
。
私
は
蒸
留
酒
も
携
帯
し
た
。
山
道
の
移
動
で
あ
り
、
食
糧

や
宿
泊
の
問
題
は
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
困
難
を
き

た
し
、
快
適
な
旅
で
あ
っ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
、

そ
の
一
二
日
間
の
旅
は
順
調
で
あ
っ
た
。
と
き
ど
き
雨
で
足
止
め
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
が
、
た
い
て
い
は
春
の
日
差
し
が
あ
た
た
か
で
あ
っ
た
。
距
離

は
全
体
で
二
○
○
マ
イ
ル
以
上
あ
っ
た
が
、
そ
の
半
分
は
自
分
で
歩
い
た
。

急
勾
配
で
危
険
な
道
を
ゆ
く
人
力
車
の
振
動
や
、
そ
の
な
か
で
強
い
ら
れ
る

窮
屈
な
姿
勢
は
耐
え
が
た
く
、
自
分
で
歩
い
た
方
が
ま
し
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
出
発
し
て
何
日
目
か
、
約
二
五
マ
イ
ル
進
ん
だ
と
き
、
車
夫
の
疲
労

が
み
え
は
じ
め
た
。
こ
の
道
は
、
こ
れ
ま
で
私
が
旅
し
た
こ
と
の
あ
る
道
の

な
か
で
も
、
も
っ
と
も
険
し
か
っ
た
。
車
夫
は
と
き
ど
き
私
を
乗
せ
た
人
力

車
を
引
け
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
私
は
降
り
て
人
力
車
を
押
す
手
伝
い
も
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
旅
は
私
に
と
っ
て
は
成
果
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
広

い
大
地
を
眺
め
、
地
質
現
象
、
連
峰
、
火
山
、
深
い
渓
谷
が
眼
前
に
広
が
り
、

多
く
の
植
物
や
は
じ
め
て
み
る
コ
ケ
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
腹
に

は
ピ
ン
ク
や
紫
の
ツ
ツ
ジ
が
見
事
に
咲
き
、
そ
の
群
集
は
山
を
色
染
め
て
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
き
に
は
道
端
で
も
よ
く
み
か
け
た
ナ
シ
が
赤
く
濃
い

色
の
花
を
咲
か
せ
、
山
は
深
く
色
づ
い
た
。
何
種
類
か
の
サ
ク
ラ
の
花
も
ま

だ
散
ら
ず
、
行
く
先
々
の
町
や
村
で
咲
い
て
い
た
。
ま
た
、
フ
ジ
の
美
し
い

青
と
白
が
家
の
軒
先
や
山
の
茂
み
を
飾
っ
て
い
た
。山
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

私
の
は
じ
め
て
み
る
二
種
の
ゲ
ン
チ
ア
ナ
が
咲
き
広
が
っ
て
い
た
。
山
々
は

ス
イ
ス
の
景
色
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。
ツ
バ
キ
は
木
が
冬
に
咲
き
誇
っ
た
花

の
し
ぼ
み
を
留
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
散
り
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
寒
村
の
住
人
で
さ
え
も
趣
味
が
よ
く
、
手
入
れ
の
届
い
た
木
々
を
育
て

て
い
る
。
ど
の
木
も
見
栄
え
が
よ
く
、
見
事
な
花
や
葉
を
つ
け
て
い
る
。
そ

れ
を
み
る
誰
も
が
感
嘆
の
念
を
覚
え
、
彼
ら
の
木
々
が
旅
人
に
む
や
み
に
傷

つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
つ
ぎ
に
訪
れ
る
者
が
ま
た
み
て
も
楽
し
め
る
の
で

あ
る
。
サ
ク
ラ
や
モ
モ
が
色
鮮
や
か
で
な
く
と
も
、
モ
ミ
ジ
が
美
し
く
色
づ

い
て
い
る
。
豊
か
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
赤
や
紫
の
葉
を
つ
け
た
モ
ミ
ジ
の

木
は
、
ま
る
で
ひ
と
つ
の
大
き
な
花
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
の
村
や
集
落
で
も

大
き
な
木
が
つ
け
る
葉
の
緑
の
深
さ
が
そ
の
後
景
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。

主
に
ス
ギ
、
イ
チ
イ
、
マ
ツ
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
思
い
出
さ
れ
る
光
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景
は
、
木
が
村
や
集
落
に
お
け
る
聖
な
る
寺
院
の
佇
ま
い
を
引
き
立
た
せ
る

存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
大
き
な
枝
を
つ
け
る
巨
大

な
木
の
さ
ま
で
あ
る
。
木
は
生
長
途
中
の
枝
も
、
生
長
し
す
ぎ
て
倒
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
美
し
さ
を
損
な
っ
た
り
し
て
い
る
枝
も
、
い
ず
れ
の
枝
も
蓄

え
て
い
る
。
そ
の
枝
は
し
ば
し
ば
路
地
に
か
か
り
、
通
行
人
の
迷
惑
を
構
わ

な
い
ば
か
り
か
、
大
き
な
通
り
も
か
か
り
、
通
行
の
邪
魔
と
な
る
。
し
か
し
、

思
う
の
は
、
木
々
は
た
だ
適
切
な
大
き
さ
や
均
整
に
お
い
て
の
み
生
長
の
善

し
悪
し
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
わ
わ
に
蓄
え
ら
れ
た
枝
々
が
か
た
ち
づ
く

る
新
鮮
な
容
姿
が
あ
る
。
巨
大
に
生
長
し
た
木
は
、
そ
の
一
本
の
枝
が
家
の

入
り
口
や
庭
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
光
景
は
一
見

し
な
け
れ
ば
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

私
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
キ
イ
チ
ゴ
の
花
が
何
マ
イ
ル
に
も
わ
た
っ
て

咲
い
て
い
る
光
景
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
集
落
で
み
ら
れ
た
。
よ
く
み
た
の

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
一
重
の
花
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
名
前
を
特
定
で
き
な
い

が
、
私
た
ち
の
故
郷
で
は
二
重
の
花
の
も
の
が
こ
の
季
節
に
日
当
た
り
の
よ

い
壁
を
つ
た
っ
て
い
る
。
キ
イ
チ
ゴ
の
白
い
花
の
咲
き
ぶ
り
は
き
わ
だ
っ
て

美
し
く
、
そ
の
垂
れ
た
花
と
葉
が
可
憐
で
あ
っ
た
。
私
は
気
に
い
っ
た
可
愛

ら
し
い
小
枝
を
拾
っ
た
り
も
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
は
旅
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
の
だ
が
、
他
に
も
興
味
深
い
経
験
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
旅
で
経
験

し
た
こ
と
の
す
べ
て
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
詳
し
く
は
休
日
を
つ

く
っ
て
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
び
と
と
つ
き
あ
い
は
じ
め

て
わ
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
は
と
て
も
質
問
や
詮
索
が
好
き
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
ち
ら
が
疲
れ
て
い
た
り
、
苛
つ
い
た
り
し
て
い
る
と
き
に
は
、

迷
惑
に
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
日
本
の
主
要
道
路
は
整
備
さ
れ
、
多
く
の
外

国
人
が
訪
れ
、
そ
の
地
区
の
人
び
と
の
習
慣
や
振
る
舞
い
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。し
か
し
、そ
う
で
な
い
地
区
で
は
変
化
は
み
ら
れ
ず
、

昔
な
が
ら
の
素
朴
さ
が
残
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
が
ま
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
未
発
達
地
区
も
、
近
い
将
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
は
い
っ
て
も
人
び
と
は
概
し
て
穏
和
で
親
切
で

あ
り
、
礼
儀
正
し
い
。
彼
ら
の
習
慣
や
様
式
も
興
味
深
い
。
と
り
わ
け
彼
ら

の
手
先
の
器
用
さ
は
す
ば
ら
し
く
、
注
目
に
値
す
る
。
彼
ら
が
つ
く
る
手
工

芸
品
は
つ
ね
に
入
念
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
田
舎
の
大
工
は
高
い
技

術
を
も
っ
て
飾
り
棚
を
つ
く
る
が
、
芸
術
家
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
腕
前
で

あ
る
。
そ
の
仕
上
げ
の
精
巧
さ
に
は
感
嘆
す
る
。
あ
な
た
が
み
て
も
熟
練
工

の
技
を
思
う
で
あ
ろ
う
。
彼
が
手
が
け
る
作
品
は
桶
で
も
箱
で
も
戸
で
も
見

事
な
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
通
り
に
開
け
放
た
れ
た
作
業
場
で
仕
事
を

し
て
い
る
職
人
た
ち
の
様
子
を
覗
き
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
一
様
に

仕
上
げ
の
よ
い
も
の
を
つ
く
り
だ
す
。 
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機
を
織
る
女
性
、
木
の
櫛
を
つ
く
る
男
性
、
竹
細
工
を
こ
し
ら
え
る
男
性

ら
、
誰
も
が
見
事
な
工
芸
品
を
つ
く
り
だ
す
。
私
た
ち
の
故
郷
の
不
器
用
な

職
人
を
指
導
し
て
ほ
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
工
業
や
産
業
の
中
心
地
か
ら
遠
い

と
い
う
立
地
的
不
利
ゆ
え
、
地
方
の
職
人
が
非
熟
練
で
あ
っ
て
も
仕
方
な
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
で
は
、
大
都
市
か
ら
離
れ
、
交

通
の
便
の
悪
い
地
方
の
村
に
お
い
て
も
、
洗
練
の
技
術
を
も
つ
金
属
細
工
師

や
彫
り
師
と
出
会
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
の
で
あ
る
。 

一
二
日
間
の
旅
で
私
は
日
本
人
の
外
国
人
に
対
す
る
態
度
や
振
る
舞
い

に
関
す
る
基
本
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
大
概
私
を
笑
顔

で
ゆ
る
ん
だ
顔
で
み
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
彼
ら
を
ま
っ
す
ぐ
み
る
と
、
今

度
は
く
す
く
す
笑
い
を
し
て
い
る
。
あ
る
日
、
昼
食
の
た
め
、
人
力
車
で
茶

屋
に
寄
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
何
か
合
図
が
集
落
全
体
に
送
ら
れ
た
か
の
よ

う
に
、
見
物
人
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
っ
た
。
少
女
ら
が
長
い
列
を
つ
く

っ
て
私
を
み
て
い
る
。
彼
女
ら
は
赤
ん
坊
を
背
負
い
、
着
物
の
な
か
に
い
れ

て
い
る
。
そ
の
着
物
の
襟
か
頭
巾
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
赤
ん
坊
が
顔
を
出

し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
背
丈
や
年
齢
の
少
年
も
い
る
。
大
人
の
男
も
女
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
道
隅
か
ら
こ
ち
ら
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
よ
く
み
え
る
場
所
か
ら
こ
ち
ら
を
眺
め
よ
う
と
、
押
し
あ
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
私
た
ち
が
茶
屋
に
い
る
あ
い
だ
、
彼
ら
は
ず
っ
と
そ
う
し
て
待
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

私
は
彼
ら
の
前
で
腰
を
お
ろ
し
、
昼
食
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
店
の

な
か
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
が
店
に
は
い
る
と
、
彼
ら
は
私
が
今
度

店
の
外
に
出
て
く
る
ま
で
辛
抱
強
く
待
っ
て
い
る
。
私
が
何
か
話
し
た
り
、

喜
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
、
彼
ら
を
お
も
し
ろ
が
ら
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら

は
邪
魔
を
し
た
り
、
無
礼
な
こ
と
を
し
た
り
し
な
い
。
彼
ら
は
私
た
ち
が
去

る
と
き
、
お
じ
ぎ
を
し
て
見
送
っ
て
く
れ
、
終
始
好
意
的
で
あ
っ
た
。
旅
で

は
、
昼
は
よ
く
食
事
を
滝
の
近
く
や
道
筋
で
気
に
い
っ
た
と
こ
ろ
で
食
べ
る

よ
う
に
し
た
。
他
人
の
目
を
気
に
せ
ず
に
食
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
面
倒

な
の
は
夜
で
あ
っ
た
。
疲
労
困
憊
で
到
着
し
た
私
に
と
っ
て
、
そ
の
面
倒
さ

は
試
練
と
で
も
い
う
べ
き
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

あ
る
小
さ
な
町
に
日
暮
れ
、
到
着
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
宿
屋
の
主
人
や

呼
び
込
み
の
男
女
が
、
私
た
ち
を
自
分
の
宿
に
泊
め
さ
せ
よ
う
と
、
き
そ
っ

て
挨
拶
に
や
っ
て
く
る
し
、
大
声
で
宣
伝
す
る
。
あ
る
宿
屋
に
泊
ま
る
こ
と

に
す
る
と
、
女
将
が
謝
意
を
表
し
て
膝
を
つ
き
、
額
が
床
に
つ
く
ほ
ど
頭
を

さ
げ
る
。
私
が
宿
屋
の
玄
関
先
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
と
、
た
い
て
い
は
す

ぐ
に
群
衆
が
で
き
て
い
る
。
私
が
炭
火
鉢
に
あ
た
っ
て
暖
を
と
っ
た
り
、
そ

れ
で
パ
イ
プ
に
火
を
つ
け
た
り
し
て
い
る
と
、
よ
り
好
奇
の
目
を
注
い
で
く

る
。 
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男
が
荷
物
を
奥
の
個
室
に
運
ん
で
お
い
て
く
れ
た
。
部
屋
か
ら
は
木
の
植

え
ら
れ
た
小
庭
が
見
渡
せ
る
。
部
屋
に
は
小
ぶ
り
の
コ
ケ
ほ
ど
の
飾
り
が
あ

り
、
寺
院
の
木
を
模
し
て
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

通
り
で
ブ
ー
ツ
を
脱
い
で
い
る
と
、
私
は
奥
の
部
屋
に
通
さ
れ
た
。
部
屋

は
清
潔
な
敷
物
が
設
え
ら
れ
、
襖
で
閉
め
ら
れ
て
い
る
。
部
屋
に
は
椅
子
と

テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
別
の
宿
屋
で
は
椅
子
の
か
わ
り
に
三
脚
の
腰
掛
け
の

こ
と
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
の
調
度
品
は
ぐ
ら

ぐ
ら
し
て
危
険
で
あ
っ
た
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
に
お
け
る
定
番
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
私
は
椅
子
に
座
り
、
荷
物
を
み
つ
め
な
が
ら
、
晩
を
ど
う
過
ご
そ
う
か
、

夕
食
は
何
だ
ろ
う
か
と
思
い
楽
し
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
の
こ

と
、
私
は
襖
の
隙
間
か
ら
差
し
挟
ま
れ
る
視
線
に
気
づ
い
た
。
宿
屋
の
父
や

母
、
祖
父
、
祖
母
、
息
子
、
娘
、
雇
い
人
ら
が
そ
の
狭
い
隙
間
か
ら
こ
ち
ら

を
覗
き
み
、
い
つ
ま
で
も
立
ち
去
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
好
奇
心
一
杯

の
顔
を
み
て
思
う
の
は
、も
し
私
が
何
か
話
し
か
け
た
ら
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
し
、

も
し
黙
っ
て
い
て
も
じ
っ
と
膝
を
つ
い
て
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

ス
ー
プ
が
部
屋
に
運
ば
れ
て
き
た
と
き
、
彼
ら
は
襖
を
越
え
て
な
か
に
は

い
り
、
少
し
距
離
を
お
い
て
私
の
動
作
を
観
察
し
て
い
た
。
食
事
が
終
わ
る

と
、
彼
ら
は
私
に
近
寄
り
、
私
の
指
輪
や
腕
時
計
を
眺
め
、
頬
ひ
げ
を
さ
わ

っ
た
。
頬
ひ
げ
は
い
つ
も
好
奇
の
的
と
な
る
。
そ
し
て
、
私
の
も
っ
て
き
た

ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
、
ナ
イ
フ
を
手
に
と
っ
た
。
ど
ん
な
も
の
で
も
彼
ら

は
珍
し
が
っ
た
。
就
寝
の
と
き
は
、
彼
ら
は
半
ダ
ー
ス
の
キ
ル
ト
を
重
ね
て

こ
し
ら
え
た
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
よ
う
に
と
、
し
き
り
に
私
に
勧
め
、
自
由

に
し
て
く
れ
な
い
。
私
が
彼
ら
詮
索
好
き
の
友
人
た
ち
か
ら
解
放
さ
れ
、
ベ

ッ
ド
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
夜
も
深
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
私

は
概
し
て
安
眠
で
き
た
。
ベ
ッ
ド
で
は
な
く
床
の
う
え
に
寝
る
こ
と
や
、
キ

ル
ト
一
枚
を
掛
け
ふ
と
ん
に
し
た
り
、
キ
ル
ト
を
く
る
く
る
巻
い
て
枕
の
代

用
と
し
た
り
す
る
な
ど
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
睡
眠
の

妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
困
っ
た
の
は
、
襖
や
屏
風
の
陰
か
ら
こ

ち
ら
を
覗
き
み
る
例
の
何
対
も
の
目
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
眠
っ
て
疲

れ
を
と
り
た
い
身
と
し
て
は
、
ネ
ズ
ミ
が
ガ
タ
ガ
タ
と
音
を
た
て
る
の
も
気

に
な
り
、
閉
口
し
た
。
私
の
会
っ
た
旅
行
者
の
な
か
に
は
、
部
屋
で
ネ
ズ
ミ

を
追
い
回
し
た
と
話
す
者
も
い
た
が
、
私
の
部
屋
で
は
大
丈
夫
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
私
は
ネ
ズ
ミ
の
群
れ
を
み
つ
け
た
が
、
人
な
つ
っ
こ
く
、
手
で
捕

ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
足
を
踏
み
な
ら
し
て
驚
か
せ
な
け
れ
ば
、
ネ
ズ
ミ

は
逃
げ
な
か
っ
た
。
朝
起
き
る
と
、
や
は
り
私
に
構
い
た
い
ば
か
り
の
み
ん

な
が
揃
っ
て
い
た
。
私
は
ブ
ー
ツ
を
履
き
、
宿
屋
か
ら
踏
み
だ
し
、
よ
う
や
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く
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
ブ
ー
ツ
を
手
放
し
、
部
屋
の
外
へ
も
気
軽
に
出
か

け
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
あ
る
種
の
監
禁
の
よ
う
な
気
分
を
、
き
っ
と
あ
な

た
も
感
じ
る
と
思
う
。 

と
は
い
え
、
人
び
と
の
私
へ
の
好
奇
心
は
旅
に
支
障
を
き
た
す
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
内
陸
の
旅
で
い
よ
い
よ
難
点
と
な
っ
た
の
は
、
外
国
人
旅
行
者

が
必
要
と
す
る
も
の
が
、
快
適
や
贅
沢
を
求
め
る
わ
け
で
な
く
と
も
、
地
域

に
よ
っ
て
は
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
私
は
缶
詰
ビ
ス
ケ

ッ
ト
と
コ
コ
ア
を
売
る
店
を
み
つ
け
た
し
、
パ
ン
と
バ
タ
ー
、
練
乳
、
ジ
ャ

ム
の
蓄
え
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ン
は
一
週
間
で
尽
き
、
痛
い
目
に
あ
っ

た
。
パ
ン
な
し
で
一
週
間
を
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
都
合
は
、
経
験

し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
私
た
ち
は
よ
く
魚
を
釣
り
、
米
は
ど
こ
で
も

手
に
は
い
っ
た
が
、
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
も
テ
ー
ブ

ル
も
椅
子
も
、
ナ
イ
フ
も
フ
ォ
ー
ク
も
ス
プ
ー
ン
も
な
い
生
活
を
。
ポ
ケ
ッ

ト
ナ
イ
フ
と
ド
ラ
（D

ora

）
か
ら
も
ら
っ
た
ス
プ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
は
壊
れ

て
し
ま
い
、私
は
タ
ン
ブ
ラ
ー
と
カ
ッ
プ
を
少
し
も
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

カ
ッ
プ
は
持
ち
手
が
欠
け
た
り
、
受
け
皿
が
な
か
っ
た
り
、
ど
れ
も
不
揃
い

で
あ
る
。
食
料
は
肉
や
牛
乳
や
パ
ン
な
ど
の
日
常
食
が
入
手
困
難
で
あ
る
。

洗
面
台
や
電
気
器
具
も
み
か
け
な
い
。
鏡
は
こ
の
一
二
日
間
、
風
呂
場
に
あ

る
鏡
以
外
は
み
か
け
な
か
っ
た
。
あ
る
朝
の
洗
面
は
実
に
お
か
し
か
っ
た
。

膝
を
つ
き
、
底
の
浅
い
銅
製
の
ボ
ウ
ル
に
顔
を
近
づ
け
る
。
石
け
ん
と
タ
オ

ル
は
自
分
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
使
い
、
手
探
り
で
ひ
げ
を
剃
る
。
そ
れ
を

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
み
て
い
る
前
で
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お
も
し
ろ

が
っ
た
。 

旅
の
終
盤
の
二
、
三
日
は
楽
し
か
っ
た
。
食
料
は
蓄
え
の
ほ
と
ん
ど
が
尽

き
か
け
て
い
た
が
、
幸
い
歓
待
や
別
れ
の
慰
労
に
与
る
機
会
を
得
て
、
ひ
も

じ
い
思
い
を
せ
ず
に
す
ん
だ
。
あ
る
集
落
を
去
る
と
き
、
そ
の
土
地
の
名
望

家
や
有
力
者
が
見
送
り
に
き
て
く
れ
た
。
彼
ら
は
膝
を
つ
き
、
地
面
に
ふ
れ

る
く
ら
い
深
々
と
頭
を
さ
げ
、
厚
意
と
謝
意
を
示
し
た
。
宿
泊
費
は
不
思
議

な
く
ら
い
少
額
で
あ
り
、
私
た
ち
一
行
が
一
泊
し
て
一
円
、
す
な
わ
ち
三
シ

リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
ほ
ど
も
か
か
ら
な
か
っ
た
。
私
は
ど
の
土
地
で
も
人
び
と

と
友
人
の
よ
う
に
仲
良
く
な
り
、
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
旅
を
と
も
に
し
た
車
夫
た
ち
は
す
ば
ら
し
い
仲
間
で
あ
っ

た
。
彼
ら
の
行
き
届
い
た
対
応
に
よ
り
、
私
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
快
適
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
一
通
の
手
紙
に
は
書
き
き
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

こ
の
手
紙
は
ひ
と
ま
ず
終
え
、
近
い
う
ち
に
ま
た
書
こ
う
と
思
う
。 

 ③
磐
梯
山
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
六
月
一
七
日
付 

私
は
あ
な
た
が
送
っ
て
く
れ
た
手
紙
や
は
が
き
、
新
聞
の
は
い
っ
た
小
包
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を
横
浜
で
受
け
と
っ
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
。
エ
セ
ル
（Ethel

）
の
体
調

不
良
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
女
か
ら
快
復

し
た
と
の
報
せ
を
受
け
、
安
心
し
て
い
る
。
家
族
の
み
ん
な
が
元
気
で
あ
る

こ
と
が
、
何
に
も
増
す
喜
び
で
あ
る
。
私
は
体
調
は
い
い
し
、
前
回
の
手
紙

以
降
、
興
味
深
い
見
聞
は
た
く
さ
ん
あ
る
。 

東
京
に
着
き
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
に
手
紙
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
面
会
が

か
な
い
、
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
夫
妻
（M

r. and M
rs. 

Fraser

）
は
そ
の
日
、
私
を
夕
食
に
招
い
て
く
れ
た
。
夫
妻
は
友
人
や
知
人

に
も
声
を
か
け
、
夕
食
に
誘
い
、
彼
ら
を
私
に
引
き
あ
わ
せ
て
く
れ
た
。
饗

宴
は
楽
し
く
、
故
郷
に
い
る
よ
う
な
心
地
が
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
宴
に

戻
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

フ
レ
イ
ザ
ー
夫
人
が
女
主
人
と
な
り
、
夕
食
に
は
一
二
、
一
三
人
が
招
か

れ
た
。
食
事
後
、
子
ど
も
た
ち
も
パ
ー
テ
ィ
ー
に
加
わ
り
、
に
ぎ
や
か
な
晩

と
な
っ
た
。
彼
ら
は
広
い
邸
宅
を
狭
し
と
隠
れ
ん
ぼ
う
を
し
て
遊
び
、
ど
ん

な
室
内
遊
び
も
し
て
は
し
ゃ
い
だ
。
今
晩
の
歓
待
ほ
ど
、
な
ご
や
か
で
心
の

こ
も
っ
た
も
て
な
し
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
。
邸
宅
は
東
京
の
中
心
部
に

位
置
し
、
大
き
く
美
し
い
庭
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
背
の
低
い
木

が
植
え
ら
れ
、
春
の
開
花
時
期
、
そ
の
色
づ
き
は
見
事
で
あ
り
、
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
私
は
知
り
あ
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
人
物
た
ち
と
会
う
こ

と
が
で
き
た
。
客
人
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
ミ
ル
ン
教
授
（Professor 

M
ilne

）
は
そ
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
地
震
学
の
権
威
で
あ
っ
た
。
彼
と
翌
日

に
会
う
約
束
を
し
た
私
は
、
帝
国
大
学
を
訪
れ
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
私
は
四
度
、
帝
国
大
学
を
訪
れ
、
か
ね
て
よ
り
関
心
を
も
っ
て
い

た
研
究
を
手
が
け
る
四
人
の
教
授
と
面
談
し
た
。
ミ
ル
ン
教
授
が
考
案
し
た

震
動
記
録
装
置
は
、
き
わ
め
て
精
密
な
計
器
で
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
。
ス

モ
ー
ク
ガ
ラ
ス
の
円
盤
に
針
が
取
り
つ
け
ら
れ
、
ひ
と
つ
の
針
は
震
動
の
あ

っ
た
方
向
を
指
し
、
別
の
針
は
縦
に
動
い
て
記
録
す
る
の
で
あ
る
が
、
震
動

の
強
度
、
時
間
、
そ
の
他
の
諸
項
目
を
計
測
し
た
。
井
戸
の
奥
深
く
に
設
置

さ
れ
た
装
置
も
あ
り
、地
下
の
変
動
を
計
測
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。記
録
時
、

写
真
撮
影
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
震
動
の
詳
細
は
ワ
イ
ヤ
ー
仕
掛
け

の
機
器
で
印
刷
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
一
年
に
三
○
○
回
か
ら
四

○
○
回
の
震
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
計
器
類
は
電
気
で
す
べ
て
連
結

さ
れ
て
お
り
、
最
小
震
動
に
対
応
す
る
性
能
を
も
つ
と
と
も
に
、
リ
セ
ッ
ト

機
能
に
よ
り
つ
ぎ
の
震
動
の
計
測
に
自
動
的
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。 

私
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
い
る
あ
い
だ
に
二
度
、
震
動
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
人
び
と
が
話
し
て
い
た
。
こ
こ
日
本
北
部
で
起
き
た

特
筆
す
べ
き
話
は
、
二
年
前
の
磐
梯
山
の
大
噴
火
で
あ
る
。
私
は
以
前
か
ら
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こ
の
噴
火
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
と
考
え
て
い

た
。
ミ
ル
ン
教
授
ら
か
ら
噴
火
の
詳
細
を
聞
き
、
私
は
行
く
こ
と
を
決
心
し

た
。
事
実
、
こ
の
手
紙
は
磐
梯
山
の
麓
で
書
い
て
お
り
、
こ
の
火
山
の
こ
と

を
以
下
で
述
べ
よ
う
と
思
う
。 

ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た
い
。
ミ
ル
ン
教
授
と
別
れ
、
私
は

帝
国
大
学
の
別
の
教
授
を
訪
ね
た
。
バ
ル
ト
ン
教
授
（Professor Burton

）

で
あ
る
。私
は
す
で
に
こ
の
大
学
に
お
い
て
人
間
関
係
が
で
き
て
い
た
の
で
、

面
会
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
手
紙
を
送
っ
て
お
く
必
要
は
と
く
に
な
か
っ
た

が
、
そ
う
し
た
。
バ
ル
ト
ン
教
授
は
ミ
ル
ン
教
授
ら
と
と
も
に
磐
梯
山
に
赴

い
た
大
学
調
査
隊
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
一
連
の
噴
火
活
動
の
写
真
撮
影
も
担

当
し
た
。
バ
ル
ト
ン
教
授
は
写
真
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
そ
の
写
真
は

興
味
深
い
実
態
を
写
し
撮
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
写
真
と
し
て
も
見
事
で

あ
っ
た
。
彼
は
私
に
写
真
の
焼
き
増
し
を
く
れ
る
か
、
家
に
送
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。 

つ
ぎ
に
私
は
帝
国
大
学
の
博
物
学
部
門
を
訪
ね
、
地
質
学
や
植
物
学
を
専

門
と
す
る
教
授
ら
と
会
っ
た
。
満
足
の
ゆ
く
訪
問
と
な
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多

か
っ
た
。日
本
の
動
物
や
植
物
の
生
態
が
よ
く
理
解
さ
れ
た
。珍
し
い
昆
虫
、

す
ば
ら
し
い
魚
、
見
応
え
の
あ
る
植
物
な
ど
、
故
郷
の
友
人
が
み
た
ら
興
味

を
も
ち
そ
う
な
標
本
が
数
多
く
あ
り
、
私
は
観
察
を
楽
し
ん
だ
。
珍
し
い
生

物
の
標
本
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
新
奇
で
あ
っ
た
の
は
巨
大
な

カ
ニ
で
あ
っ
た
。
広
げ
た
ハ
サ
ミ
は
端
か
ら
端
ま
で
、
一
二
フ
ィ
ー
ト
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
貴
重
な
も
の
な
の
だ
が
、
最
近
捕
獲
さ
れ
た
ば
か
り
で
乾

燥
中
の
た
め
、
臭
い
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
こ
こ
で
多
く

の
標
本
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
浚
渫
作
業
の
手
間
が
省
け
た

し
、
自
分
の
力
で
は
と
う
て
い
収
集
で
き
な
い
美
し
い
も
の
を
み
る
こ
と
も

か
な
っ
た
。
数
種
の
希
少
な
蝶
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
私
は
世

間
が
い
か
に
狭
い
も
の
か
と
思
わ
さ
れ
る
特
別
の
経
験
を
し
た
。
あ
る
晩
、

私
は
横
浜
郊
外
の
の
ど
か
な
場
所
を
散
歩
し
て
い
た
。
古
い
土
手
を
歩
き
、

コ
ケ
を
観
察
し
て
い
る
と
、
近
づ
い
て
き
て
私
に
声
を
か
け
る
紳
士
が
あ
っ

た
。
彼
は
私
に
博
物
学
に
興
味
が
あ
る
の
か
と
尋
ね
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
話
し
は
じ
め
、
気
づ
く
と
数
マ
イ
ル
も
彼
と
一
緒
に

歩
い
て
い
た
。
彼
が
私
に
名
前
を
告
げ
た
。
彼
こ
そ
は
、
帝
国
大
学
で
教
え

て
も
ら
っ
た
昆
虫
学
の
権
威
で
あ
り
、
昆
虫
標
本
の
最
大
の
収
集
家
で
あ
っ

た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
公
使
で
あ
り
、
牧
師
で
あ
る
ル
ー
ミ
ス
氏
（Rev. H

y. 

Loom
is

）
で
あ
る
。
私
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
み
せ
て
も
ら
う
た
め
、
彼

の
家
ま
で
散
歩
を
延
長
し
た
。
さ
ら
に
磐
梯
山
の
話
と
な
り
、
彼
は
私
に
磐

梯
山
へ
の
案
内
人
を
捜
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

同
じ
晩
、
ひ
と
り
の
若
い
学
生
と
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
ト
ミ
ー
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（Tom
m

y

）
と
い
い
、
響
き
の
よ
い
名
前
で
あ
る
。
私
は
試
験
的
に
彼
と
江

の
島
に
二
日
間
の
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
と
し
た
。
翌
朝
、
ル
ー
ミ
ス
氏
が

私
の
泊
ま
る
ホ
テ
ル
に
あ
ら
わ
れ
、
磐
梯
山
へ
は
彼
自
身
が
同
伴
す
る
と
述

べ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
そ
の
申
し
出
を
受
け
い
れ
、
今
こ
う
し
て
彼
は
私
と

一
緒
に
旅
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ト
ミ
ー
は
江
の
島
で
よ
く
働
い
て
く
れ

た
。
ま
た
会
い
た
い
と
思
う
青
年
で
あ
る
。
江
の
島
は
す
ば
ら
し
い
景
地
で

あ
り
、
ホ
ル
ム
氏
か
ら
行
っ
て
み
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
期
待
を
裏

切
ら
な
い
景
地
で
あ
っ
た
。
景
観
は
美
し
く
、
海
と
島
々
か
ら
な
る
自
然
の

造
形
が
果
て
な
く
広
が
る
。 

翌
日
、
私
は
ル
ー
ミ
ス
氏
を
誘
い
、
セ
イ
ル
夫
人
と
家
族
と
昼
食
を
と
も

に
し
た
。
セ
イ
ル
夫
妻
は
ホ
ル
ム
氏
の
友
人
で
あ
る
。
夫
の
セ
イ
ル
氏
は
急

に
本
国
に
呼
び
出
さ
れ
、
不
在
で
あ
っ
た
。
私
は
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
午

後
を
過
ご
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
ル
ー
ミ
ス
氏
と
と
て
も
親
密
で
あ
る
こ
と

に
、
私
は
気
づ
い
た
。
み
ん
な
ユ
ニ
オ
ン
協
会
に
属
し
て
お
り
、
両
家
は
聖

歌
隊
活
動
や
他
の
教
会
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
彼
ら
と
の
つ
き
あ
い
は
、

伝
道
活
動
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
彼
ら
か
ら
私
が
学
ん
だ
の
は
、
健

全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
東
洋
の
地
で
き
わ
め
て
価
値
の
あ

る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
印
象
に
刻
ん
だ
。
私
は
し
ば
し
ば
午

後
、
彼
ら
の
家
族
と
過
ご
し
た
。
彼
ら
は
と
て
も
感
じ
が
よ
く
、
静
謐
で
家

庭
的
な
あ
り
方
を
尊
ん
だ
。 

私
た
ち
は
磐
梯
山
へ
赴
く
た
め
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
中
山
道
の
旅

と
同
様
、
食
料
や
雨
具
、
そ
の
他
の
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

横
浜
か
ら
磐
梯
山
の
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
鉄
道
旅
行
は
長
く
、
朝
の
一
○

時
に
出
発
し
、
着
い
た
の
は
夜
の
七
時
で
あ
っ
た
。
道
中
は
平
凡
な
田
園
風

景
が
つ
づ
き
、
飽
き
た
。
遠
く
北
日
本
の
小
さ
な
駅
に
降
り
た
っ
た
私
た
ち

は
、
以
前
の
生
活
に
逆
戻
り
し
た
。
す
な
わ
ち
、
住
民
の
好
奇
心
が
向
け
ら

れ
る
な
か
で
の
生
活
が
は
じ
ま
り
、
食
事
や
麗
し
き
午
後
の
日
々
な
ど
、
す

べ
て
の
快
適
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。翌
日
、磐
梯
山
に
向
け
、

人
力
車
で
二
五
マ
イ
ル
を
移
動
し
た
。
幻
想
的
で
美
し
い
風
景
の
広
が
る

村
々
を
駆
け
、
つ
い
に
山
麓
の
小
さ
な
村
に
到
着
し
た
。
日
本
滞
在
に
お
い

て
二
度
、
私
は
天
気
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
た
日
が
あ
る
。
一
日

は
浅
間
山
登
頂
の
日
で
あ
る
。
浅
間
山
は
中
山
道
付
近
の
活
火
山
で
あ
る
。

も
う
一
日
は
磐
梯
山
の
噴
火
口
視
察
の
日
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
二
日
と
も

不
天
候
に
た
た
ら
れ
、
疲
弊
は
大
き
か
っ
た
。
二
度
目
の
訪
問
を
期
す
べ
く

挑
戦
と
な
っ
た
。 

さ
き
の
手
紙
で
は
、
浅
間
山
登
頂
の
こ
と
を
記
さ
な
い
ま
ま
、
中
山
道
の

旅
の
話
を
終
え
て
し
ま
っ
た
。
東
京
訪
問
の
こ
と
も
書
い
て
い
な
い
。
私
は

こ
の
火
山
に
登
る
た
め
、
四
人
の
屈
強
な
男
を
雇
っ
た
。
よ
く
山
を
知
り
た
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く
、
二
人
は
案
内
人
で
あ
る
。
登
頂
自
体
は
危
険
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な

い
が
、
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
な
っ
た
。 

登
頂
の
日
、
よ
く
晴
れ
た
澄
ん
だ
朝
で
あ
っ
た
。
浅
間
山
は
立
派
な
姿
を

あ
ら
わ
し
、
指
輪
の
よ
う
な
雲
が
山
頂
に
か
か
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
雲
を

こ
え
、
日
差
し
の
注
ぐ
噴
火
口
ま
で
登
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
男
た
ち
は
骨

の
折
れ
る
仕
事
な
が
ら
、
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
斜
面
は
急
で
あ
り
、
火
山

灰
が
積
も
り
、
荒
れ
て
い
た
。
溶
岩
や
火
山
岩
滓
が
堆
積
し
、
不
規
則
に
積

み
重
な
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
最
初
の
五
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
ま
で
は
と
く
に
困
難
も
疲
労
も
な
く
進
ん

だ
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
雲
に
は
い
り
、
雨
が
降
り
は
じ
め
た
。
私
た
ち
は
雨

具
を
つ
け
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
。
六
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
の

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
暴
風
雨
に
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
昼
食
を
と
っ
た
。
登

頂
は
い
よ
い
よ
困
難
と
な
り
、
一
歩
一
歩
慎
重
に
歩
く
も
の
の
、
険
し
い
斜

面
を
あ
が
る
の
は
重
労
働
で
あ
っ
た
。
寒
さ
も
一
段
と
増
し
、
男
た
ち
は
こ

の
厳
し
い
天
候
に
耐
え
る
服
装
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
の
一
○
○
○
フ

ィ
ー
ト
は
登
る
の
に
二
時
間
を
要
し
た
。
七
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
ま
で
来
て
、

ま
だ
登
頂
を
め
ざ
す
か
ど
う
か
、
私
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
体
調

は
悪
く
な
か
っ
た
。
寒
く
な
か
っ
た
し
、
意
欲
も
衰
え
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
疲
れ
は
感
じ
て
い
た
。
今
回
の
登
山
は
案
内
人
を
含
め
た
男
た
ち
の

状
況
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
も
う
五
○
○
フ

ィ
ー
ト
登
り
、
あ
と
七
○
○
フ
ィ
ー
ト
で
山
頂
に
着
く
と
い
う
地
点
で
、
し

か
し
男
た
ち
は
ま
っ
た
く
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
彼
ら
に
ブ
ラ

ン
デ
ー
を
飲
ま
せ
、
シ
ョ
ー
ル
を
貸
し
た
が
、
彼
ら
は
寒
さ
の
た
め
、
話
す

こ
と
は
で
き
ず
、
歯
を
カ
タ
カ
タ
鳴
ら
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
も
は
や
私
の
荷

物
を
運
び
あ
げ
る
余
力
は
な
か
っ
た
。
風
雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
私

た
ち
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
引
き
返
し
、
つ
い
に
浅
間
山
の
噴

火
口
を
み
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。私
の
落
胆
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

仕
方
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
意
識
の
薄
れ
た
男
た
ち
を
腕
に
抱
え
、
こ

れ
以
上
の
危
険
を
お
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
救
助
を
求
め

て
す
み
や
か
に
山
を
下
っ
た
。
男
た
ち
の
体
調
は
す
ぐ
に
回
復
し
、
三
○
○

○
フ
ィ
ー
ト
付
近
ま
で
戻
り
、
洞
窟
に
着
く
と
、
火
を
お
こ
し
、
暖
を
と
っ

た
。
洞
窟
は
幻
想
的
で
あ
り
、
絵
の
よ
う
に
美
し
く
、
そ
の
そ
ば
に
は
黄
色

か
黄
土
色
の
水
の
流
れ
る
滝
が
あ
り
、
あ
た
り
は
硫
黄
の
臭
い
が
残
っ
た
。

こ
の
休
憩
で
出
発
の
体
力
が
戻
り
、
夕
暮
れ
に
は
宿
に
帰
っ
た
。
温
か
い
風

呂
と
乾
い
た
服
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
の
旅
で
誰
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は

な
か
っ
た
。
あ
と
で
知
っ
た
が
、
私
た
ち
の
登
頂
時
、
風
向
き
が
変
わ
り
、

雲
が
こ
の
地
帯
全
域
を
広
く
覆
い
、
雨
を
降
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の

登
頂
で
私
た
ち
が
目
に
し
た
も
の
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
前
日
ま
で
眺
め
て
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い
た
山
頂
か
ら
噴
き
あ
が
る
蒸
気
や
煙
を
間
近
で
み
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か

っ
た
が
、
他
の
山
で
は
み
ら
れ
な
い
活
火
山
の
様
子
を
こ
の
目
で
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
た
。 

東
京
へ
の
旅
は
列
車
と
人
力
車
を
使
っ
た
。
人
力
車
で
走
っ
た
一
○
マ
イ

ル
は
ジ
グ
ザ
グ
道
が
つ
づ
き
、
険
し
い
峡
谷
を
眼
下
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
み
た
な
か
で
も
、
強
く
印
象
に
残
る
美
し
い
景
色
で
あ
っ
た
。 

最
後
に
あ
な
た
が
お
も
し
ろ
が
っ
て
く
れ
そ
う
な
一
、
二
の
こ
と
を
簡
単

に
記
そ
う
と
思
う
。
江
の
島
へ
行
く
途
中
、
私
は
鎌
倉
で
泊
ま
っ
た
。
鎌
倉

は
仏
像
で
よ
く
知
ら
れ
る
村
で
あ
る
。
仏
像
を
詣
り
に
多
く
の
巡
礼
者
や
旅

行
者
が
や
っ
て
く
る
。
鎌
倉
自
体
は
海
沿
い
の
小
さ
な
村
で
あ
り
、
夏
に
横

浜
か
ら
や
っ
て
く
る
人
び
と
で
に
ぎ
わ
う
。
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
は
こ
の
時
期

は
客
が
少
な
く
、
静
か
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
ま
た
驚
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
少
な
い
客
の
な
か
に
セ
ー
ジ
夫
妻
（M

r. and M
rs. Sage

）
が
い
た

の
で
あ
る
。
私
は
う
れ
し
く
、
夕
食
を
と
も
に
し
、
写
真
談
議
に
ふ
け
っ
た
。

聞
く
と
こ
ろ
、
私
は
彼
ら
と
同
じ
ル
ー
ト
で
こ
こ
ま
で
旅
を
つ
づ
け
て
き
て

い
た
。
私
は
ペ
ナ
ン
で
船
を
降
り
、
彼
ら
は
そ
こ
か
ら
船
に
乗
っ
た
の
で
あ

る
が
、
彼
ら
が
使
っ
た
船
室
は
私
が
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
船
室
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
私
が
名
前
い
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
忘
れ
て
き
た
あ
の

船
室
で
あ
る
。
そ
れ
は
数
週
間
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
気
遣
っ
て
私

を
さ
が
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。 

も
う
ひ
と
つ
の
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
、
あ
な
た
が
送
っ
て
く
れ
た
み
ん
な

の
近
況
を
知
ら
せ
る
便
り
が
配
達
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
便
り

に
は
、
オ
ス
カ
ー
（O

scar

）
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
活
躍
が
新
聞
記
事
か
ら

引
用
さ
れ
て
い
た
。
私
は
こ
れ
を
公
使
館
で
の
晩
餐
会
の
と
き
に
受
け
と
っ

た
。
喜
ば
し
い
晩
を
い
っ
そ
う
喜
ば
し
く
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
あ
な
た
に

伝
え
て
お
き
た
い
。 

 

五
．
小
括 

  

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン
は
近
代
日
本
史
の
観
察
者
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
。

彼
は
日
本
の
文
化
や
風
俗
を
ど
う
み
た
の
か
。
彼
の
日
本
見
聞
に
関
す
る
主
な

記
録
は
、
手
紙
と
写
真
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
手
紙
の
一
部
を
紹
介
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
引
き
つ
づ
き
、
次
稿
に
お
い
て
も
ス
ト
ー
ン
の
手
紙
を
検
討
し
、
そ

し
て
彼
の
ま
な
ざ
し
た
近
代
日
本
の
文
化
や
風
俗
を
明
確
化
す
る
作
業
に
お
よ

び
た
い
。
さ
ら
に
、
彼
に
よ
る
記
録
と
し
て
も
っ
と
も
特
色
的
と
い
え
る
写
真

に
つ
い
て
も
、
そ
の
考
察
は
別
稿
を
期
し
、
分
析
を
急
ぎ
た
い
。 

 

も
し
人
び
と
の
本
当
の
過
去
は
、
日
常
的
な
状
況
の
な
か
に
こ
そ
あ
る
の
だ

と
す
れ
ば
、
ス
ト
ー
ン
が
視
線
に
据
え
た
庶
民
や
子
ど
も
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
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暮
ら
し
ぶ
り
は
、
そ
の
過
去
の
一
端
を
照
ら
し
だ
す
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な

文
字
史
料
で
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
史
料
で
も
、
完
全
な
史
料
と
い
え
る
も
の
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
ス
ト
ー
ン
の
伝
え
る
手
紙
や
写
真
が
、
近
代
日
本
の
文
化
や
風

俗
、
そ
し
て
人
び
と
の
日
常
的
な
状
況
を
と
ら
え
る
記
録
と
し
て
、
い
さ
さ
か

で
も
意
義
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
後
も
研
究
の
進
展
を
図
る
も

の
で
あ
る
。 

  
 
 

註 

（
1
）
た
と
え
ば
、
石
附
実
「
近
代
日
本
関
係
洋
書
を
読
む
」『
研
究
談
叢 

比

較
教
育
風
俗
』
六
、
一
九
九
七
年
、
六
八
―
九
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。 

（
2
）
た
と
え
ば
、
バ
ジ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
著
／
高
梨
健
吉
訳
『
日
本
事
物

誌
』（
全
二
冊
）、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
参
照
。 

（
3
）
た
と
え
ば
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
／
森
亮
・
平
川
祐
弘
訳
『
小

泉
八
雲
作
品
集
（
日
本
の
印
象
）』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
、

参
照
。 

（
4
）
以
上
、
写
真
史
に
つ
い
て
、
日
本
写
真
家
協
会
編
『
日
本
写
真
史
一
八

四
○
―
一
九
四
五
』
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
、
三
五
一
―
三
七
九
頁
、

参
照
。 

（
5
）
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
一
八
九
二
年
に
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
社
を
設

立
し
、
一
九
○
○
年
に
は
ブ
ロ
ー
ニ
ー
・
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
（Brow

nie 

N
o.1

）
を
発
売
し
た
。
ブ
ロ
ー
ニ
ー
カ
メ
ラ
は
よ
り
操
作
が
簡
便
で

安
価
な
箱
形
カ
メ
ラ
で
あ
り
、
大
き
な
人
気
を
得
た
。  

（
6
）
一
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
に
来
日
し
、
日
本
で
写
真
を
撮
影
・

収
集
し
た
外
国
人
で
注
目
さ
れ
る
人
物
に
、ア
メ
リ
カ
人
の
エ
ド
ワ
ー

ド
・
モ
ー
ス（
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
八
三
年
に
か
け
て
約
二
半
滞
在
）

や
イ
ギ
リ
ス
人
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
○
二
年
か
ら

一
九
○
六
年
に
か
け
て
約
三
年
滞
在
）
ら
が
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ

ー
ス
著
／
石
川
欣
一
訳『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』（
全
三
冊
）、平
凡
社
、

一
九
七
○
―
一
九
七
一
年
、
小
西
四
郎
・
岡
秀
行
編
『
百
年
前
の
日
本

―
モ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
［
写
真
編
］
―
』（
普
及
版
）、
小
学
館
、

二
○
○
五
年
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
著
／ 

長
岡
祥
三
訳
『
英

国
特
派
員
の
明
治
紀
行
』新
人
物
往
来
社
、一
九
八
八
年
、な
ど
参
照
。 

（
7
）以
上
、ス
ト
ー
ン
の
人
物
に
つ
い
て
は
、主
に
下
記
を
参
照
。Elizabeth 

Edw
ards, 

Peter 
Jam

es, 
A 

Record 
of 

England: 
Sir 

Benjam
in Stone &

 the National Photographic Record 

Association 1897-1910  ,D
ew

i Lew
is Publishing, V&

A 

Publications, 2006, pp.7-24. 

ま
た
、
同
書
で
詳
述
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、 
ス
ト
ー
ン
は
一
八
九
七
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
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フ
ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（The N

ational 

Photographic Record Association, N
PRA

）
創
設
に
お
け
る
主

導
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
（The Birm

ingham
 Photographic 

Society

）
の
初
代
会
長
を
務
め
た
。 

（
8
）
入
国
に
つ
い
て
、
四
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
蒸
気
客
船
ア
ン
コ
ー
ナ

（Ancona

）
で
長
崎
に
寄
港
し
、
同
月
一
二
日
、
神
戸
に
到
着
し
た
。

同
船
の
乗
客
者
リ
ス
ト
か
ら“J. B. Stone”

の
名
前
を
確
認
で
き
る

（The Japan W
eekly M

ail, April 18, 1891, “Latest 

Shipping―Passengers”.

）。
出
国
に
つ
い
て
、
六
月
一
二
日
、
横

浜
か
ら
出
航
す
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
の
イ
ギ
リ
ス
蒸
気
客
船
エ
ン

プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
（Em

press of Japan
）
に
搭
乗
し
た

（The Japan W
eekly M

ail, June 13, 1891, “Latest 

Shipping―D
epartures”.

）。
な
お
、
同
紙
の“Passengers”
欄
に

は
ス
ト
ー
ン
の
名
前
が
な
い
が
、彼
の
六
月
一
五
日
付
の
太
平
洋
航
海

中
の
手
紙
に
よ
る
と
、急
ぎ
同
船
の
二
等
船
客
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
よ

う
で
あ
る
。 

（
9
）
前
掲
『
日
本
写
真
史
一
八
四
○
―
一
九
四
五
』、
三
七
四
―
三
七
九
頁
、

小
沢
健
志
『
幕
末
・
明
治
の
写
真
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
○

一
―
三
○
五
頁
、
参
照
。 

（
10
）N
ewspapers Cuttings,Vol.26, 1862-93, p.60.  

ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ス
ト
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
。 

（
11
）
写
真
の
一
部
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
シ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
が
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
や
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
提
供
し

て

い

る

ウ

ェ

ブ

・

サ

イ

ト

Connecting 
H

istories

（U
RL:http://w

w
w.connectinghistories.org.uk/

）
で
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
本
宮
の
宿
屋
（The Inn at M

otom
iya, 

1891

）
や
駕
籠
（The K

ago, a Japanese Conveyance, 1891

）

な
ど
。 

（
12
）
今
回
の
調
査
で
筆
者
が
確
認
で
き
た
の
は
、Round the W

orld: 

Letters W
ritten H

om
e, 1891  

と
い
う
、
ス
ト
ー
ン
が
一
八
九
一

年
の
世
界
一
周
旅
行
で
各
地
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
宛
て
た
手
紙
を
編
さ

ん
し
た
後
年
の
タ
イ
プ
印
刷
物
で
あ
る
（
文
書
番
号C.A.45

）。
何
年

の
編
さ
ん
に
な
る
の
か
定
か
で
な
い
が
、一
八
九
七
年
以
降
の
も
の
で

あ
る
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
紙
と
の
校
合
作
業
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

（
13
）
⑤
はBarron

宛
の
手
紙
で
あ
る
。
他
の
手
紙
の
宛
先
は
明
記
が
な
い

が
、
主
に
妻
に
宛
て
た
手
紙
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で

は
所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
手
紙
に
つ
い
て
、
宛
先
の
み
、
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Bagnall

宛
、Pickard

宛
、A.W

ainw
right

宛
、Roland

宛
の

も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

【
付
記
】
本
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
と
り
わ
け
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
イ
ア

ン
・
グ
ロ
ー
ヴ
ナ
ー
教
授
（Professor Ian G

rosvenor

）、
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ

氏
（M

r. Peter Jam
es

）
と
ジ
ム
・
ラ
ナ
ハ
ン
氏
（M

r. Jim
 

Ranahan

）
か
ら
、
多
大
な
ご
教
示
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。 
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編

集

後

記 

  
比
較
教
育
風
俗
研
究
会
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
発
足
し
て
研
究
活
動

を
蓄
積
し
て
き
た
が
、
平
成
二
〇
～
二
二
年
度
の
三
年
間
は
、
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
盤
研
究(
Ｂ)

）（
課
題
番
号 

二
〇
三
三
〇
一
七
五
）「
深
層
構
造
と

し
て
の
教
育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教
育
文
化
（「
モ
ノ
」「
コ
ト
」）
史
研
究
」

（
研
究
代
表
者 

添
田
晴
雄
）と
し
て
共
同
研
究
を
進
め
て
き
た
、。こ
の
た
び
、

補
助
金
期
間
が
終
了
す
る
節
目
に
あ
た
り
、
本
研
究
談
叢
第
一
二
号
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
各
メ
ン
バ
ー
の
研
究
成
果
を
所
収
し
た
。 

 

編
集
作
業
の
終
盤
、
三
月
一
一
日
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
千

年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
。
東
北
地
方
は
こ
れ
ま
で
の

津
波
の
経
験
か
ら
、
万
全
の
防
災
が
で
き
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
が
、「
想

定
外
」
の
大
津
波
に
は
、
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、教
育
関
係
者
と
し
て
、誇
り
に
思
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
て
い
た
岩
手
県
釜
石
市
で
、
市
内
の
小
中
学

校
全
一
四
校
の
児
童
・
生
徒
約
三
千
人
の
避
難
率
が
百
％
に
近
く
、
ほ
ぼ
全
員

が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。 

 

報
道
に
よ
る
と
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
は
地
震
発
生
時
、
下
校
の
直
前
で
教

室
に
い
た
。
児
童
・
生
徒
ら
は
警
報
と
同
時
に
避
難
を
開
始
し
、
各
学
校
が
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
い
た
徒
歩
五
～
十
分
の
近
く
の
高
台
に
避
難
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
学
校
が
避
難
し
て
い
た
高
台
に
も
危
険
が
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、

市
内
に
押
し
寄
せ
る
津
波
の
勢
い
で
察
知
さ
れ
た
。
教
師
は
さ
ら
に
背
景
地
の

高
台
に
移
動
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
中
学
生
が
不
安
が
る
小
学
生
を
誘
導
し
、

迅
速
に
避
難
し
た
。 

 

市
内
の
学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
防
災
教
育
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
災
害
時
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

避
難
が
成
功
し
た
の
は
、
引
率
に
あ
た
っ
た
教
師
の
力
量
と
平
素
の
防
災
教

育
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
非
常
時
に
集
団
と
し
て
機

敏
に
移
動
で
き
た
の
は
、
望
ま
し
い
集
団
を
通
し
て
教
育
し
よ
う
と
す
る
日
本

に
特
徴
的
な
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。 

 

ま
だ
多
く
の
方
が
避
難
所
で
の
生
活
を
続
け
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
避
難
住
民
は
班
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
食
料
の
配

給
時
に
は
、
班
長
等
を
通
し
て
整
然
と
物
資
が
も
れ
な
く
配
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
、
日
本
の
学
校
文
化
の
成
果
で
あ
る
。 

 

震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
方
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難
を
乗
り
越
え
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少
し
で
も
明
る
い
未
来
が
開
拓
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
い
る
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